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はしがき

本年も全構成員の寄稿を得て、ここに『滋賀県立大学国際教育センター研究紀要』第 7号をお届け

できますことは、私の大きな喜びであるとともに、また誇りともするところであります。大学の一般

教育が、外国語教育をも含めて大綱化され、かつて教養部と呼ばれていた機関が、ほとんどの国公立

大学において姿を消し、学部組織へ、さらには大学院組織へと吸収され、それまで一般教育ないし語

学教育を担当していた者たちがそれら上部組織による学問分野上や講義担当上の制約から、さまざま

な困難に直面している中にあって、当滋賀県立大学が設立されるに当って設置された「国際教育セン

ターj の制度が、 「教養J教育重視が近年改めて論議の日程にのぼりつつあることともあいまって、

いかに先見の明ある人々によって創設されたかが、今こそ証明されつつある、と私には思えてなりま

せん。なぜならば、当センターは、一般教育および語学教育担当義務という、重要ではありますが幅

の広い制約のみの上に立って、全構成員はそれぞれの専攻分野で自由閥達に活躍できる、という制度

が保障され、我々の努力次第で精気あふれる学問活動が期待できる状況にあるからであります。その

努力の成果の主なる一端が、この紀要でありますれば、何卒例年に変わりませず関係各位の御批判、

御高評をお願い申上げる次第であります。

さて、次に御報告申上げねばならぬのは、まことに残念ながら、本年度をもって大谷泰照教授が定

年退職されることであります。大谷教授が平成8年本学着任以来、諸委員としてはもちろんのこと、

わけでも評議員として当時の栗山センタ一長を長らく補佐されたのち、平成 11年度より 2年間、国

際教育センタ一長として、当センターのみならず、全学のため、文字通り寝食を忘れて尽力されまし

たことは、何日も帰宅もせず研究室で管理業務に、はたまた研究に没頭される教授のお姿を、隣室に

あって日々目撃していた者として、私が一番よく証言し得るところであります。さらにその後、教授

は、請われて国際交流委員会委員長の重責を担われ、本学の国際交流のため今日まで献身してこられ

ました。大谷教授は、異言語・異文化理解教育の史的研究・英語文化圏の異言語教育政策の研究等を

御専門とされ、とりわけ異言語教育の理論と政策に関する研究の分野では、日本におけるパイオニア

的存在であり、今もその第一人者であられます。教授が本学を去られますことはその意味でも誠に残

念ではありますが、まだまだ未啓発のこの分野において、今後も益々の御活躍を期待申上げるととも

に、一層の御健勝を祈念いたすものであります。なお、幸いにも来年度は、新しく外国語教育系列に

お二人の教授をお迎えできる予定であり、この重鎮らの新たなる参加によって、当センターの一層の

発展が期待され得るものと喜んでおります。

平成 14年 12月 25日

滋賀県立大学

国際教育センター長

深見茂
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研究論文



異文化接触の様態

一近代の日本と日本人一

Cu1tural Awareness in a Historical Context 

時代の様態

1) 40年のサイクル

大 谷泰照

Yasuteru OTANI 

一般人の海外渡航がいまだ厳しい国禁であった幕末から、毎年一千数百万人もの観光客が大挙して

国外へあふれ出る平成の今日にいたる 130余年。この間に、異言語・異文化に対する日本人の姿勢

は、たしかに劇的なまでの変貌を遂げた。しかしそれは、われわれの異言語・異文化理解のありょう

が、一般に信じられているほど直線的・上昇的に発展を続けてきたということを、必ずしも意味しな

い。この問、われわれは直線的・上昇的発展というよりも、むしろ、それとは対照的に、回帰的・反

復的な一種の往復運動を繰り返しながら今日にいたったとみるべきではないか。

実は、この 130余年を子細に点検してみると、ほぼ 40年の周期で、英語一辺倒のいわば英語蜜月

段階(1親英」的段階)と、一転して英語に対して拒否的反応を強める英語不適合段階 (f反英」的段

階)とを、交互にそれぞれ3回繰り返しながら今日に及んでいると考えることができる。1)しかし、

この 40年周期の第 3サイクルの完結時期を平成 10年頃とした平成 10年段階の拙論 2)は、その前後

の急激な状況の変化にともない、 21世紀をむかえた今日の目からみると、いくぶんの修正が必要で

あると考えられる 3) 改めてこの 130余年の推移を整理すると、以下のようにまとめることができる。

幕末は壌夷運動の激しい「反英」的時代であた。「夷秋斬るべしj と公然といわれ、外国人に対す

る刃傷沙汰が絶えなかった。その結果、薩英・馬関の 2つの戦争まで引き起こした。ところが、これ

らの戦いで欧米の力をまざまざとみせつけられると、途端に日本人は手のひらを返すように「親英」

に急転換して明治が始まる。

明治 5年には、「英書の大洪水J1)といわれる英語異常ブームをむかえ、翌明治 6年には、森有理

の英語国語化論や黒田清隆らの日本人の人種改良計画まで現れる。明治 16年には、文字通り西欧風

俗模倣のための舞台ともいうべき鹿鳴館が完成し、以後この欧化主義的傾向が明治 20年代初め頃ま
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2 大谷泰照

で続くとみてよい。明治 19年には、中学校英語の週授業時間数が 1、2、3学年で各6、6、7時

間と定まり、英語教育強化の体制が整う。

しかし、明治も 20年代に入り、帝国憲法が公布され (22年)、教育勅語が発布される (23年)頃

から、次第に国家主義的傾向が強まる。井上毅文相は、それまでの外国語教育奨励の方針から国語教

育強化の方針に転じる (26年)。とくに 27年からの日清戦争、 37年からの日露戦争にかけては、国

家主義が大きな高まりをみせた時期である。 35年には、ラフカディオ・ハーン (LafcadioHearn) 

は東大を追われて、夏目激石によってとって代わられる。このように、明治初年から明治 40年頃ま

でのほぼ 40年を第 l回目のサイクルとみることができる。その前半の約 20年を「親英J的時代、

後半の約 20年を「反英」的時代と呼ぶことができる。

大国相手の 2つの戦いに勝利をおさめた日本は、再び、欧米への関心を強め、欧米に急接近すること

になる。大正デモクラシーの時代である。英語だけでなく、 ドイツ語、フランス語、ロシア語、支那

語(中国語)などの外国語の学習熱が高まり、翻訳書が街にあふれた。大正8年には、中学校の外国

語授業時間数は 1、2、3学年それぞれに週6、7、7時間となり、外国語に力を入れた明治の「親

英」期をもさらに上回ったほどである。再び外国人教師が呼び戻され、大正 11年にはハロルド・ E

-パーマー (HaroldE. Palmer)が来日、文部省英語教授研究所所長に就任した。しかし、こんな

風潮も、せいぜい大正の末年までであった。

昭和に入ると藤村作の英語教育廃止論が現れ(昭和 2年)、英語教育排斥の動きが強まる。中学校

の外国語授業時間数も、 l、2、3学年各 5、5、6時間に削減された(昭和 6年)。昭和 16年の

太平洋戦争突入以後は、英語は「敵性語」と呼ばれ、学校における英語教育も抑圧されることになる。

幕末の「夷秋斬るべしj の擢夷運動さながらに、「見敵必殺」をスローガンとする時代となる。こう

して明治 40年頃から昭和 20年までの約 40年の期間を第 2回目のサイクルとみることができる。前

半の約 20年は欧米への傾斜を強める「親英Jの時代、後半の約 20年は欧米から離反する「反英J

の時代である。

昭和 20年、敗戦の一夜が明けると、またもや手のひらを返したように、昨日まで「鬼畜米英Jr敵

国語排斥」を唱えていた日本人は、「一億総英語学習Jに急転する。敗戦の翌月に出た『日米曾話手

帳』は、実に国民の 20人に 1人が買ったというわが国空前の大ベストセラーとなった。明治の初期

にも似て、再び英語国語化論(昭和 25年、尾崎行雄)やフランス語国語化論(昭和 21年、志賀直

哉)がとび出すことになる。中学校の外国語授業時間数もまた、明治初期の第 1回サイクル前半や明

治末年からの第2回サイクル前半に近いレベルにまで回復した。

ところが、敗戦直後は文字通り英語一辺倒であった日本も、その後、焦土のなかから経済復興、経

済発展を遂げるにつれて、中学校の外国語授業時間数は「週最低3時間J(昭和 33年)、さらに「週

標準 3時間J(昭和 44年)と次第に削減を重ねて、ついに昭和 52年には、明治以来最低レベルの「週

3時間」にまで、縮小してしまった。昭和 54年、エズラ・ヴォーゲル (Ezra VogeI)の Japan as 
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異文化接触の様態一近代の日本と日本人一 3 

Number Oneが出るに及んで、 f21世紀は日本の世紀」などと思い上がる日本人が目立つようにな

った。現職の首相をはじめ、日本の政治的指導者たちの聞からは、それまではほとんど耳にすること

のなかった他民族蔑視発言が次々ととび出すようになった。そして平成3年、日本経済は突知、バブ

ルの崩壊に見舞われ、平成の大不況に襲われることになる。昭和 20年からこの平成 3年までの 40

数年を、第 3回目のサイクルと考えることができる。その前半の約 20年を英語一辺倒の時代とすれ

ば、後半の 20数年は英語に対して次第にアレルギーを強めた時代であった。「親英」から「反英」

へ、あるいは「自信喪失Jから「自信過剰」へ転じた 40数年である。

平成 10年段階の拙論 5) では、「敗戦から平成の今日にいたる 50年ばかり」を「第3回目のサイク

ルJとみる考え方を示した。しかし、その後のこの国の言語文化意識の推移を、世紀も改まった今日

の段階からふり返ってみると、第3回目のサイクルは、上述のように、すでに平成3年をもって完結

済みであるとみる修正が必要であると考えられる。

エズラ・ヴォーゲルのご託宣(昭和 54年)通りであれば、この国の経済は 20世紀末もなお、右

肩上がりの成長を続けて、 f21世紀は日本の世紀」になるはずであった。ところが、昭和 60年を過

ぎる頃から、株式や不動産への投資・投機が加熱した、いわゆるバブル景気に突入し、国全体がまさ

に文字通りマネーに踊った。われわれはゐ'panas Number Oneなどとおだてられ、慢心し、バブ

ルに酔いしれてしまった。

そして平成3年、そのバブルが突知崩壊するや一転、平成大不況がこの国を覆った。まさかの銀行、

証券会社、生命保険会社、大手デパートが次々に倒産し、金融界は厳しい再編やリストラを迫られる

ことになる。平成3年当時の大手市中銀行で、今日もそのままの名前で存続している銀行は、ほとん

どなくなってしまった。わが国の歴史にも、かつて例をみなかったことである。あわてた政府は、大

手 15銀行に対して 7兆円を超える公的資金の注入にまで踏み切らざるを得なくなった。そして、平

成 13年3月には、国家財政そのものについても、宮沢財務大臣自らが、「国の財政破局が近いJと

発言するまでになった。

これより先、 1999年8月1日の米『ニューヨーク・タイムズ』紙は、その第 1面に日本について

の大型記事を組み、「今世紀の前半には軍事大国として、後半には経済大国として繁栄した日本が、

再び輝きを取り戻すことはない」として、日本の没落に歯止めはかからないとみる論説を載せた。そ

の後、 2002年2月 16日の英『エコノミスト』誌もまた、「日本経済は回復の可能性はない。問題は

その崩壊のスピードだけだ。あと数か月か数年で日本経済は完全に破綻するであろう」と報じている。

20世紀末のこんな絶頂から奈落へのどんでん返しを体験して、今日では f21世紀は日本の世紀」

などと本気で考える日本人は、さすがに少なくなった。バブルの崩壊とともに、日本の政治家たちの

他民族侮蔑発言も、ぴたりと鳴りをひそめた。いささか自信過剰気味であったわれわれは、今や自信

を大きく喪失してしまったといえるかも知れない。尊大倣慢になりすぎていたわれわれは、今や何と

も卑屈になり下がったとさえみえる。
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4 大谷泰照

アメリカの当代きつての知日家といわれる MITのジョン .w.ダワー(JohnW. Dower)教授は、

第2次大戦敗戦後の日本社会を分析した大著 EmbracingDefeat : Japan in the Wake of World U;匂r

E によって 2000年4月にビューリツアー賞を受賞した。その際に彼は、戦後 46年目に日本が体

験した「第 2の敗戦」に触れて次のように語った。

日本は、かつてナンバーワンであると錯覚した時期があったが、正気の沙汰ではない。どん底状

態にある今の日本にアメリカがまったく同情しないのは、当時の倣岸不遜な態度が原因だろう。 6)

そんな日本で、この数年、再び目立ってきたのが英語に対する異常なまでの急接近ぶりである。平

成 12年 1月、小淵首相の私的諮問機関 121世紀日本の構想J懇談会は、英語をわが国の第 2公用語

とするという衝撃的な報告書を首相に提出した。「社会人になるまでに日本人全員が実用英語を習得

するJことを目標として、「公的機関の刊行物は和英 2か国語で作成することを義務づ、け」ようとす

るものである。バブル崩壊以前には考えられもしなかったことである。懇談会の河合隼雄座長によれ

ば、報告書作成の段階で、英語を事実上の第 1公用語とするシンガポールのリー・クアン・ユー (Lee

Kuan Yew)上級相に面会して教えを乞い、「シンガポールの実状などを見聞するうちに気持ちが変

わったJη 結果、英語の第 2公用語化の提案に踏み切ったという。この頃から、日本国内で小学校

から英語を日常の教育言語としている沼津市の加藤学園が世間の注目を浴びはじめた。平成 12年 11

月には、加藤学園はその「英語教育jが評価されて、異例の大学英語教育学会賞を受賞した。平成 13

年に入ると、日本の一般の学校教育においても、可能な教科から、教育言語を現在の日本語から英語

に切り替える必要を説く声が、公的教育関係機関の中からさえ出はじめた。平成 14年には、小学校、

中学校、高校の一貫校を作り、国語以外はすべて英語で教えようとする群馬県太田市のような自治体

まで出現した。

このような平成の英語「第 2公用語化」論や英語「教育言語化」論は、日本人の国際的姿勢が自信

過剰の「反英」から、自信喪失の「親英」に転じた途端に浮上してくるという点で、明治以来、繰り

返し現れた英語「国語化」論の場合と軌をーにするものとみることができる。いいかえれば、過去の

英語「国語化」論が異文化との決定的な衝突、すなわち薩英戦争・馬開戦争や太平洋戦争という軍事

衝突による敗戦の産物であったと同様に、平成の英語「第 2公用語化」論・英語「教育言語化」論も

また、日米経済戦争という経済的衝突による 「日本の第 2の敗戦Jの産物であるといえそうである。

そして、同時にこのことは、日米経済戦争の 「敗戦」によって、われわれはまたもや、飽きることも

なく、明治以来第4回目の「親英J1反英Jの新しいサイクルに足を踏み入れようとしていることを

意味するが、われわれの聞には、そんな自覚はいまもってほとんどない。さらに第4回目のサイクル

に踏み込もうとするこの際、過去 3回のサイクルを振り返り、その教訓に学ぼうとする姿勢もまたほ

とんど認められない。「歴史は繰り返さない、もし人が歴史から学ぶならば」というあの有名な先人

の教えは、われわれにとってはまったく無縁であるかのようにさえみえる。
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2)異文化の衝突

軍事的・経済的戦争という異文化との決定的な衝突を体験する度ごとに、われわれは「反英」から

大きく反転して「親英j に向かう。しかも、そんな豹変ぶりが、いかにわれわれに特異な反応である

かについて、改めて自ら意識することさえあまりない。しかし、たとえば、同じく第2次大戦の敗戦

を体験したドイツ人と比較してみると、日本人の反応の特異さがよくわかる。

第2次大戦中、日本人は対戦相手のアメリカ人やイギリス人を、ことごとに「鬼畜米英」と蔑み、

一方、自らの国は「神国日本」と呼ぶほどの思い上がりょうであった。ところがドイツ人は、たしか

に自らアーリア人種の優越を信じ、ユダヤ人のホロコーストを敢えてする蛮行は犯しながらも、敵対

する連合国人を「鬼畜Jとはけっして呼ばなかった。

その大戦中、日本では英語は「敵性語Jとみなされ、英語教育は極度に抑圧された。昭和 19年に

は、同志社大学や関西大学では英文科まで廃止してしまったほどである。「敵色の根源は英語だJ8)と

信じられていたからである。日本のこれほどまでの「反英」ぶりに対して、 ドイツはまるで違ってい

た。ナチスは対戦国の言語を「敵性語Jとはみなさなかった。英語については、その教育を抑圧する

どころか、むしろ第 1外国語として敗戦まで戦前同様に教え続けた。フランス語についても、同盟国

語のイタリア語と同等の扱いで、その教育を縮小したり禁止することはなかった。

交戦中、日本人ほど極端な「反英」的倣慢に凝り固まらなかったドイツ人兵は、たとえ米軍の捕虜

になっても、日本人兵のように手のひらを返したような極端な「親英」的卑屈さには変身しなかった。

戦争中、捕虜の取り調べに当たった経験をもっドナルド・キーン (Donald Keene) は、ヨーロッパ

戦線のドイツ人捕虜からドイツ軍の機密を聞き出すことは容易でなかったが、日本人捕虜は、「相手

にとられた将棋の駒のようにJr知っていることをすべて自分からしゃべり出したJという。尋問に

あたるアメリカ兵がうっかり質問をし忘れた時など、日本人捕虜の方から「地雷原のことは[話さな

くて]よろしいんでしょうかJとさえいってアメリカ軍に協力したと述べている。町

こんな日独の対照的なまでの「対英J姿勢の差は、両国の敗戦後にも折りにふれて目立った。

たとえば、戦後ただちにアメリカは、日独の民主化を図るために、両国の教育改革に乗り出した。

そのためのアメリカ教育使節団が、 1946年 3月には日本へ、同年 8月にはドイツへ派遣され、実地

調査の結果を報告書にまとめた。その報告書にもとづき、占領軍は日本に対してアメリカ式 6-3-

3-4制の一元的学校教育制度の導入を迫った。日本は、その要求に対して一切の抵抗を示さず、た

だ唯々諾々として応じた。ところが、 ドイツは違っていた。ドイツはたとえ武力では敗れても、言論

の場では一歩もあとへ引かなかった。教育については自らの制度に対する強い自信を失わなかったド

イツは、アメリカが迫るアメリカ流一元的学校教育制度の導入には頑強に抵抗を貫き、ついに戦前か

らのドイツ流多元的学校制度を守り通した。 10)

そんなドイツからみると、早くも敗戦の翌年には、将来の日本国天皇を予定されるはずの皇太子の

教育を、日本人教師ではなく、こともあろうに l年前までの敵国アメリカから招いたアメリカ人の女
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6 大谷泰照

性家庭教師の手に委ねてしまうという日本側の姿勢は、戦争中の日本人捕虜の場合と同様に、哀れに

も卑屈なものと映ったはずである。さらに日本では、当代一流の知的指導者と目されていた人々が、

次々に日本語をすてて、代わりに英語やフランス語を国語化するよう提唱した。ところが同じ敗戦国

でもドイツは、ドイツ語をすてて、英語を国語化しようなどという発言は、戦後この方、一度として

出てきたためしはない。

このようにみると、異文化との決定的な衝突による敗北を契機にして、日本人がみせる「反英」か

ら「親英」へ、自信過剰から自信喪失へ、倣慢から卑屈への極端なまでの変貌ぶりは、基本的には異

文化そのものの過小評価と過大評価、つまりは異文化理解の甘さや未熟さに起因するものと考えざる

を得ない。昭和 26年、連合国軍最高司令官を解任されたマッカーサー (DouglasM. MacArthur) 

が、アメリカ上院軍事外交委員会で行った「文化的にみると、ドイツ人は 45歳の壮年であり、日本

人は 12歳の少年であるJという証言も、こんな日独の異文化理解にみられる成熟度の差を指しての

こととみるべきであろう。

人間の様態

l) r英語の達人J

これまで見た日本人の対異文化姿勢の「ゆれ」の大きさは、つまるところは日本人の異文化理解そ

のものの貧困に由来するものといわなければならない。それは、わが国を代表する知的指導者であり、

いわば異文化理解のプロと目されていたはずの文化人たちが、かつて、とりわけ決定的な異文化衝突

の場面で、実際にどのような行動をとったかをみれば、よくわかる。

この問題を考えるためには、第 2次世界大戦前後のわが国の状況を振り返ってみるのが便利であろ

う。当時、海外旅行も外国語学習も、日本人のなかの極く限られた一部の人々のものでしかなかった

ことを考えると、欧米の言語や文化への窓口であり、それについての語り部であったのは、当然、主

として英語英文学関係者たちであった。彼らの異文化に関する発言が国民に及ぼす影響は、とうてい

今日の比ではなかった。

昭和 16年 12月8日、太平洋戦争が勃発すると、英語は「敵性語Jとして排斥され、英語教育の

縮小・廃止を求める声が日増しに強まっていった。こんな際にこそ、英語や英米文化のありのままの

姿を国民に知らしめる窓口や語り部としての英語英文学関係者の役割が問われたはずである。しかし、

米英をもっともよく知るはずの「英語の達人」たちでさえ、総じて世間のこんな動きに抗うどころか、

むしろ、そんな世論のアジテーターの役割さえ演じた。わずかに中野好夫(英文学・東京帝国大学助

教授)が、時流に抗して次のように発言し続けたのが目立った程度であった。

アメリカ心やイギリス心は、彼らに封する僕等の無知によって克服しうるものと思ったら大間違

ひだ。無知こそ最大の危険であるのだ。英語全癒や削減をもって米英克服の道だなどと思ふのはと
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んでもない見嘗違ひである。日)

中野は、当時の「敵性語J攻撃の風潮に対しても少しも屈せず、次のように明確な反撃をこころみ

ている。

好きな英語なら自信をもって、世間の取沙汰など蝕り気にしないでやるがよい・・その成果

こそ、やがて英語排斥論などと稿する時局便乗論を、賓に柄たる具鶴的事賓をもってー畢に粉砕し

去ってくれるものであらう。 12)

こんな中野とは逆に、戦時中の英語英文学関係者のなかには、むしろ時勢に迎合し、好戦的な発言

を敢えてする人々が目立つた。たとえば当時、日本の英文学界の指導的立場にあった大和資雄(英文

学・日本大学教授)は、開戦 3 か月目の昭和 17 年 3 月 10 日に『英文皐の話~ 13)を出した。彼はそ

の序文の冒頭と、さらに末尾にも、それぞれ

屠れ米英われらの敵だ!

分捕れ沙翁もわがものだ!

のスローガンを特大活字で掲げ.た。その序文で、大和は「獣性Jをもっ米英の「残虐Jさを非難して、

「彼等が我園の朝鮮の政治に口幅たいことを言へた義理か ?J と問い、「米英を屠るには・・・本書

は、時局下わが東洋民族の必讃すべきものの一つであると信ずる」と述べて、「大和魂を鼓舞」する

必要を説いている。

同じ頃、英語教育排撃の先頭に立った英文科出身の「文化人Jがいた。当時の文壇の大御所菊池寛

である。

彼を知る鈴木氏亨によれば、菊池は、すでに高松中学の生徒時代から神田乃武の英和辞典をすべて

暗記して、「英語の天才Jとして近郷にとどろいていたという。 14)一高でも京大でも、彼の英語の力

は抜群で、教師をも感嘆させることが多かった。京大在学中に発表した『ヒヤシンス・ハルヴェイ誤

課早見表』はグレゴリー CLadyAugusta Gregory) の作品の日本語訳の誤りを鋭く指摘したもので、

プロの翻訳家たちを恐れさせた。すこぶる博覧で、たとえばアイルランドの劇作家ダンセーニ CLord

Dunsany)については、京大の厨川白村がわが国に紹介するより 1年も前に、学生の菊池はすでにそ

の作品を読んでいたといわれる。 15) 京大英文科の卒業論文『英園及び愛蘭の近代劇』は、彼のこん

な知識の該博さをよく示すものであった。

菊池はやがて、旺盛な文筆活動を開始するが、そのかたわら、『文襲春秋』を創刊し、文芸家協会

を設立し、芥川・直木賞を創設し、自ら芸術院会員にも選ばれた。

その彼が、昭和 14年夏に対英問題講演会を開いた。席上彼は、わが国の学校英語教育を姐上に載

せて、とくに英語の学習時間数を大幅に削減するよう強く提唱している。彼はその年の『文事春秋』

9月号誌上でも次のように述べている。

日本に於て、中等教育に於てまで、あんなに英語を重視するのか、明治 40年以前の西洋文明吸

収時代の教育を、今もなほ績けねばならないのか、自分には到底理解することが出来ない。
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8 大谷泰照

さらに翌日年春、陸軍の諸学校が英語を採用試験から除外すると、菊池はただちにそれを支持し

て、『文塞春秋~ 5月号に次のように書いた。

陸軍の三皐校が、外国語を入皐試験から、取り除いたと云ふことは、大賛成である。日本のあら

ゆる皐校に於ても、外園語を徐々に取り除くべきであると思ふ。中撃校や女皐校で、英語の曾話な

どをやって、一生涯に役に立つ人は、一高人の中、二、三人ではないかと思ふ。

そして、昭和 16年 12月に太平洋戦争が勃発すると、早速 17年 1月号の『文肇春秋』で、菊池は

次のような決意を表明している。

雑誌の経営編集は・・-園家の園防臨制の一翼として園家の意志を意志とし、園策の具現を目標

として経営編集せられるべきである・・・僕以下社員一同はあらゆる私心私情を捨てて、本誌を園

防思想障の一大戦車として、国家目的具現のため直往遁進する決心である。

すでにこれより早く、菊池は自らの『文塞春秋』を、もっぱら英語教育排斥論者側のメディアとし

て、彼らを積極的に支援してきた。伊庭孝「英語削除の提案J(昭和 8年2月)、楚人冠「外国語と芝

居気J(昭和 9年2月)、藤村作「中皐英語科全癒論J(昭和 13年3月)などである。

一高でも京大でも、教師をも驚嘆させるほどの英語の学力をもち、しかも英文学専攻でありながら、

菊池の英米文化に対する理解は、はなはだ中正を欠いたものであることに驚かされる。彼の英米文学

観は次のような発言によく表れている。

およそ日本の新聞などが、シェイクスピアを無僚件に携ぎ上げるなど、英国の評債をそのままに

受け買りしてゐるのである。日本人で、シェイクスピアを讃んで心から感心した人が幾人あるだら

うか。日本の文壇にシェイクスピアの影響がどれだけあるといふのだ。 16)

およそ文皐に閲する限り、昔から米英的思想、の影響など受けたことは、皆無といってよいのであ

る。日本の文壇は、昔から・・・米国や英国の文皐を認めていないのである・・米園の文皐な

どは、その水準において、世界の二流文皐である。口)

菊池は戦時中、日独伊三国同盟を強引に推し進めた陸軍に極めて協力的であったが、彼の文章にも

それが随所に出てくる。当時の他の総合雑誌では考えられないことであった。

シーザー、アレキサンダー、ジンギスカン、ナポレオンといったやうな大英雄は、もはや出現の

齢地はないと思はれた近代史において、ヒットラーのやうな人物が出たことは、一大驚異である。 18)

賓際の戦争においては、日本はすでに不敗の地位を占めており、米国がいくら軍備を増強しでも、

その園民性を鍛へ直さない限り、日本へ侵攻して来ることなど至難であると考へられるが、英園が

崩壊する可能性は濃厚である・.19) 

本誌は・・・昨年は陸軍報道部から感謝状さへいただいてゐる。これは線、合雑誌中、本誌だけで

はないかと思ってゐる。同}

このようにみると、当時、いわばわが国きつての「英語の達人」であり、英語や英米文化をもっと

もよく知るはずの菊池が、実際には英米の実像を大きく歪曲し、英語教育問題をふくめて、いかに積
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極的に当時の国策に順応しようとしたかが明瞭であろう。

しかし、われわれ日本人は、昭和 20年8月 15日の敗戦の一夜が明けたとたん、まるで手のひら

を返すように、それまでの極端なまでの反米英から、一転、今度は極端なまでの親米英に豹変した。

敗戦の 1 か月半後に出た『日米曾話手帳~ 21)は、その後 1年間で 360万部を売る空前の大ベストセラ

ーとなり、「国民総英語会話」の時代を現出した。

昭和 25年には、かねて英語を家庭内言語としていた尾崎行雄は、次のように日本語に代えて英語

を国語とする提唱を行ったほどである。

デモクラシーとか民主主義とかしは、が、元来漢字や日本語にはこんな言葉がなかったから、日本

人が民主主義を瞳得するには今の園語を思ひ切って英語にした方がよい。 22)

尾崎はまた、昭和 25年5月、アメリカの日本問題審議会の招待により渡米中、ニューヨークにお

ける記者会見で、日本の共産化を防ぐために、「日本全国到る所を軍事基地として供興すべきである。

それはアメリカから求められて臆ずるのではなく日本から提供すべきであるJとまで述べている 23)

あれほどまでに戦争を讃美し、軍部に協力的であった菊池寛も、昭和 20年8月以後、その発言は

次のように急転した。

連合軍の進駐に劃して、戦々恐々たる人が多かった。しかし、自分は相手が民衆に封して非道な

ことをするはずはないと信じてゐた。が、賓際来てみると、自分が信じてゐた以上に、彼らは紳士

的である・・・肩で、風を切っていた日本の軍人に比べて、何といふ相違であらう。 24)

おそらく、東西の歴史を探しても、こんな無謀な、準備のない、しなくってもいい鞍争を始め、

しかもこんな惨敗を喫した園家はないだらう。間

敗戦を境にして、わが「英語の達人Jたちの「反英Jから「親英」への大変貌は、これほどまでに

劇的であった。

2) I異文化理解の達人」

「英語の達人」たちでさえも正常な感覚を失ってしまったあの戦時中に、実は平常心と国際感覚と

を見事に持ち続けた日本人が少数ながらいたことも、同時にまた見落としてはならない。そんな日本

人のなかに、当時の帝国海軍の一部の提督たちがいたことは注目に値する。

前大戦末期の沖縄戦は、米陸軍第 10軍団(沖縄占領部隊)のパックナー (S.B.Buckner)総司令

官自らが命を落としたほどに織烈を極め、イギリスのチャーチル (SirWinston ChurchiU)首相をし

て、その TheSecond World ~包r (1948・53)で「軍事史上もっとも苛烈で、もっとも有名な戦い」

といわせた激戦であった。この戦闘では、多くの沖縄県民が日本軍守備隊の楯代わりになり、日本軍

の手で虐殺されたものも少なくなかった。そんな沖縄で、海軍沖縄方面根拠地隊司令官大田賓中将は、

最後まで県民の安全に心を砕いたことで、今も県民の問に広く知られ、敬慕されている。上陸した米

軍の包囲網が狭まるなか、彼が自決を前にして海軍次官あてに打電した訣別電報(昭和 20年6月6

-9ー



10 大谷泰照

日 20時 16分)は、青壮年男子はいうまでもなく、老幼婦女子にいたるまで、沖縄県民がいかに献

身的に戦闘遂行に協力したかを述べ、以下のように締めくくられている。

一木ー草焦土ト化セン 糧食六月一杯ヲ支フルノミナリト調フ 沖縄県系民斯ク戟へリ鯨

民ニ封シ後世特別ノ御高配ヲ賜ランコトヲ 26)

午島満や長勇など、旧陸軍第 32軍司令官たちに対する沖縄の厳しい県民感情とは対照的に、豊見

城の大田海軍中将自決の地には、県民の協力でいち早く海軍戦没者慰霊之塔が建立された。かたわら

の資料館には、大田がしたためた次のようなメモが今も残されている。

米園ハ排日ヲナシ不都合ナリト責ムル日本人ハ、朝鮮人ニ封シ、蓋商人ニ封シ知何ニナシアリヤ

ヲ考ヘテ後、米園ヲ責ムル幾人アリヤ。

2' 26事件以後、陸軍や右翼の横車に頑強に抵抗し、米英戦を回避するために日独伊三国同盟の締

結に反対し続けたのは米内光政、山本五十六、井上成美の海軍提督トリオであった。

当時、陸軍を代表する偉材といわれた宇垣一成朝鮮総督は、朝鮮人の完全な日本人化の必要を説き、

「日本は神の使ひとして他国まで導き安んじてやらねばならぬ。これが皇道精神であり、天業であるj

と考えていた。 27) やはり陸軍の天才戦術家といわれた関東軍参謀石原莞爾も、「東西南文明を統一し

.・・建園以来の大理想を世界に宣揚するのは天業・・・。世界戦に勝たねばならぬのは、世界人類

を救ふ天職の馬J28) と考え、昭和 6年9月、世界統一戦争に向けてまず満州事変を引き起こし、満州

国創設を推進することになる。

こんな陸軍に対して、海軍の米内光政は、

東西雨洋の文明を統一融合して世界の平和を指導するのは、大和民族の使命であると威張るその

意気は至極結構だが、地上から足を浮かして雲を掴むやうなウヌボレと空元気では将来は思ひやら

れる。 29)

と述べて、日本人の思い上がりを厳しく批判した。ヒトラーの『我が闘争』を読んでいた米内は、単

に宇垣や石原だけでなく、いわゆる欧州の新秩序を完成することがアーリア人種の使命であるなどと

考えるヒトラーのウヌボレに対してもまた批判的で、陸軍の主張するヒトラーのドイツとの同盟にも

強く反対し続けた。こんな米内が首相に就くと、右翼団体による米内の暗殺未遂事件が起こったのは

昭和 15年7月初めのことであった。

山本五十六もまた、昭和 11年より 14年までの海軍次官在任中、その時間と精力の大半を、日独

伊三国同盟の阻止に費やしたという。訓)そんな山本に対して、右翼団体からは「天ニ代ハリテ山本

五十六ヲ諒スルモノナリ」などの暗殺予告が送りつけられた。:J1)

山本は、太平洋戦争突入直前の昭和 16年9月 18日、東京の学士会館で行った講演で次のように

話している。

米国人が賓津だとか弱いとか思うてゐる人が、津山日本にあるやうだが、これは大間違ひだ。米

国人は正義感が強く偉大なる闘争心と冒険心が旺盛である。特に科撃を基礎に置いて皐問の上から
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異文化接触の様態一近代の日本と日本人一 11 

割り出しての賓行力は恐る可きものである。然かも世界無比の裏付ある資源と工業力とがあるに於

てをやである。米国の員相をもっとよく見直さねばいけない。米国を馬鹿にして鞍争をするなどと

いふのは、大間違ひの話だ。 32)

井上成美は、海軍航空本部長時代の昭和 16年 1月末、海軍大臣および次官に対して「新軍備計画

論Jと題する意見書を提出している。それには、「日本ガ米国ヲ破リ彼ヲ屈伏スル事ハ不可能ナリ、

其ノ理由ハ極メテ明白簡単」として工業生産力が質量ともにまるで違うこと、その上、明治の頭で昭

和の軍備を考えていては勝てるわけがないことが詳細に説明されていた。 明

井上成美は、昭和 17年 11月、海兵校長に着任すると、「外国語の一つも出来ないやうなものは海

軍士宮には要らないJ34)と明言して、対米英戦の最中に、陸軍関係学校とは逆に、むしろ英語教育を

強化している。辞書も英和辞典の使用を禁止して、英英辞典だけを使わせ、授業も日本語を使わず、

教官も生徒も英語だけでやりとりする新しい授業に切りかえてしまった。 35)

彼は海兵校長としては、戦争が激化しでもなお最後まで、軍事学(軍事専門)よりも普通学(一般

教養)に力を入れ、軍人教育よりも国際人教育を重視した。交戦相手であれ、米英国民の美点は美点

として的確に指摘し、皇国史観教育を排し続けた。兵学校の卒業式では、戦時下といえども軍楽隊が

盛大に敵国スコットランドの民謡「オールド・ラング・サイン(蛍の光)Jを演奏した。井上が、「名

曲は、敵味方を絶して名曲であるJと考えたからである。制

なお、わが国でヒトラーの『我が闘争』の日本語訳が出たのは昭和 12年末のことであった。しか

し、当時すでにそれを原典で読んでいた井上成美は、日本語訳にはヒトラーの日本民族蔑視の部分が

完全に削除されていることに気づいた。彼は削除部分の訳文を印制して海軍省部内に配布し、日独伊

三国同盟の動きが強まるなかで、ヒトラーの日本接近の真意を取り違えることのないよう注意を促し

ている。その部分とは、世界制覇の夢を追うヒトラーが、日本人は想像力の欠知した劣等民族だが、

小器用であって、 ドイツ人が手足として使うには便利であると述べた数節である。この日本語訳は、

実は原典の英訳本からの重訳であったが、日本人のヒトラ一理解を歪めるそんな翻訳を故意に行った

のもまた、英語英文学に造詣の深いはずのある高名な翻訳家・米文学史家であった。'l7)

海軍大将鈴木貫太郎は、陸軍の手で始めたともいえる太平洋戦争を自ら終戦に導き、陸軍のなお主

張してゆずらなかった徹底抗戦、本土決戦、 一億玉砕の惨禍からこの国を救った首相として記憶され

る。この鈴木の国際感覚をよく示しているのが、大正 7年、アメリカ・ロサンゼルスの日本人会で行

った次のようなスピーチである。

君たちは本国を去ってアメリカに来てゐる。アメリカの保護に委嘱してゐる。その地にゐる人は

その地に牽くすといふ重大な責任がある。だから君たちは日米戦争が始まったから日本に踊って忠

節を撞くさねばならんとか、この地にゐて日本のためにやらうなどと考へるなら、初めからアメリ

カに来なければよかったのだ・・・この土地にゐてこの土地に撞くし、日本のことを忘れよとはい

はぬが、この土地この土地の風習をよりよく皐んで日米戦争の起こらないやうに努力し、将来君た

可

A
T
4
 



12 大谷泰照

ちの子孫が大統領にでもなることを考へたらどうだ。甜}

第 2次世界大戦末期の昭和 20年 4月 12日、対戦国アメリカのルーズベルト (Franklin D. 

Roosevelt)大統領が急死した。 2日後の4月 14日、朝日新聞は彼の死を次のように報じた。

jレーズ、ヴェルトが死んだ、あっけなく死んでしまった、騒ぐのは大人気ないが園民は何か小気味

よさを感じるのだ。

しかし、時の総理大臣、鈴木貫太郎はメッセージを発表して、ルーズベルトの政治的功績を認め、

「深い哀悼の意をアメリカ園民に送るJと述べた。これが同盟通信を通して海外へ伝えられると、欧

米では大きな反響を呼んだ。

4月 15日の『ニューヨーク・タイムズ』は、鈴木首相の発言を次のように報じた。

私は、ルーズベルト大統領の極めてすぐれた指導力が今日のアメリカの優位をもたらしたと認め

ざるを得ない・・・従って、大統領の死が、アメリカ国民にあたえた重大な損失を思い、アメリカ

国民に深甚なる哀悼の意を表するものである。 39)

そして、この哀悼の辞は、「新首相[鈴木首相]のような度量の大きい人物のことばとしては、少し

も不思議ではないと直ちに納得できたJと記者はつけ加えている。

また、中立国スイスの『パーゼル報知』は、その社説で鈴木首相の発言を取り上げ、次のように評

している。

敵国の元首の死に哀悼の意を捧げた、日本の首相のこの心ばえはまことに立派である。これこそ

日本武士道精神の発露であらう。ヒトラーが、この偉大な指導者の死に際してすら誹誘の言葉を浴

びせて恥じなかったのとは、何といふ大きな相違であらうか。連日にわたってアメリカ空軍の爆撃

にさらされながら、敵国アメリカの元首の死に哀悼の意を表することを忘れなかった日本の首相の

趨儀正しさに深い敬意を表したい。 40)

折からアメリカへ亡命中のドイツのノーベル賞作家トーマス・マン (ThomasMann) は、故人ル

ーズベルトに対して節度を欠いた呪誼のことばを繰り返すヒトラーと対比して、次のように日本人の

品位と騎士道精神を称えるラジオ放送を故国に向けて行っている。

ドイツ人諸君、日本帝国の総理大臣が故人[ルーズベルト]を偉大な指導者と呼び、アメリカ国

民にこの喪失に対する日本国の哀悼の意を表明したことに対して、諸君は何といいますか?

これは呆れるばかりのことではありませんか。日本はアメリカと生死をかけた戦争をしています。

野心的な封建君主のグループが、日本をこの戦争に導いたのです。しかしこの階層の危険な支配が、

道徳的な破壊と麻痘を醸成し、ちょうど私たちのあわれなドイツで民族社会主義がやってのけるこ

とができたと同じように、国を零落させたのだなどというのは、はなはだしい見当ちがいです。あ

の東方の国には、騎士道精神と人間の品位に対する感覚が、死と偉大性に対する畏敬が、まだ存在

するのです。 41)

そして、それから 4か月後、陸軍の総力をあげての抵抗を押し切って、敗色一方の大戦を収めると

-12一



異文化接触の様態一近代の日本と日本人一 13 

いう、いわば終戦の「偉業」を成し遂げた鈴木貫太郎は、そのために陸軍の軍人たちによって自宅を

焼き討ちされ、敗戦の翌日からは、刺客の目を逃れて、ひそかに身を隠さざるを得なかった。叫

このように考えると、文字通り狂信的な国粋主義の時代に、身の危険をもかえりみず、揺らぐこと

の少ない平常心と広い国際的視野を持ち続けたこれら海軍提督たちは、時流に乗って豹変する「英語

の達人」たちをはるかに超えた「異文化理解の達人」たちであったと認めざるを得ない。

われわれ日本人は、幕末以来今日まで 130余年間、異文化に対して卑屈ともいえる自信喪失の「親

英J時期と、一転して倣慢ともいえる自信過剰の「反英J時期の、いわば2極問の往復運動を、ほぽ40

年周期で3たび繰り返してきた。そして、またもや飽きることもなく「親英・反英Jの第4回目のサ

イクルに足を踏み入れようとするいま、われわれは、われわれ自身のこのような対異文化姿勢のあり

ょうを、改めて厳しく点検する必要があるのではないか。そのために、「親英」・「反英」のサイクル

を超えた、いわば「知英J派海軍提督たちの戦時中の生き方は、われわれにとっては、まさに頂門の

ー針というべきではないか。おそらく、このような反省なしには、われわれは今後も、いたずらに政

治や経済の目先の動向に振り回された、いわば移ろいやすい心情的「親英・反英Jのサイクルを重ね

て、言語や文化についての深い理解に根ざした覚めた目の「知英J叫の域に達することは困難と思わ

れるからである。

これを学校教育における異言語教育の立場からみれば、おそらく、いま本当に問われているのは、

異言語の単なる運用技能や目先の実用効果よりも、むしろその教育に対する基本的な姿勢そのもので

あるといわなければならない。異言語を通しての異文化理解教育とは、異言語の単なる技能や知識の

教育にとどまらず、それを通してなによりも絶対的な自己中心の発想から、多様で相対的な世界の認

識への脱皮を促すものでなければならないはずである。それは、いいかえれば、わが国を機軸として

世界を認識する「言語・文化的天動説」から、世界の視点からわが国を考え直す「言語・文化的地動

説j へのコペルニクス的転回を意味する。大和や菊池ら「英語の達人Jたちと鈴木や井上ら海軍提督

たちの国際感覚や文化意識の差も、しょせんはこんな基本的な認識の差に起因するものと考えざるを

得ない。

[注]

1)このような私見を最初に発表したのは、昭和 44年7月 23日、大学英語教育学会夏期セミナー

(八王子・大学セミナーハウス)での研究発表「日本の異言語教育の動向Jにおいてであった。

さらに昭和 60年 10月26日の大学英語教育学会全国大会(名古屋・椙山女学園大学)シンポジ

アム「現代の学生とこれからの英語教育」において、 40年周期の第 3サイクルの可能性につい

て論じた。そして、平成 10年 12月、『滋賀県立大学国際教育センター研究紀要』第 3号の拙論

「日本人の言語意識を問う」において、幕末以来の 40年周期の第 3サイクルが、ほぼ平成 10
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年頃をもって完結したとみる考え方を示した。

2)大谷泰照「日本人の言語意識を問うJW滋賀県立大学国際教育センター研究紀要』第3号、 1998

年 12月

3) r [表]言語文化意識の変化の指標J参照。

4) 大和田建樹『明治文皐史~ (博文館、明治 27年)、 4ページ

5) 前掲「日本人の言語意識を問うJ

6) AERA (朝日新聞社)、 2000年 6月 19日、 41ページ

7) W朝日新聞』平成 12年4月4日

8)武藤貞一「敵色の根源は英語だJW報知新聞』昭和 17年 3月2日

9) ドナルド・キーン『日本との出会い~ (中央公論社、昭和 50年)、 34ページ

10)杉谷虞佐子「ドイツ連邦共和国JH先進諸国Jの外国語教育一日本の外国語教育への示唆一』

(大学英語教育学会関西支部「海外の外国語教育J研究会、 2002年 3月)、 19ページ

11) 中野好夫「直言するJW英語青年~ (英語青年社)、昭和 18年 2月 1日

12) 中野好夫「夏日有感JW英語研究~ (研究社)、昭和 17年 8月

13) 大和資雄『英文皐の話~ (健文社、昭和 17年)

14) 鈴木氏亨『菊池寛惇~ (賓業之日本社、昭和 12年)、 50・53ページ

15) 同上、 168ページ

16) W文襲春秋~ (文肇春秋社)、昭和 10年4月

17)向上、昭和 17年 7月

18) 向上、昭和 16年 8月

19) 同上、昭和 17年 2月

20) 向上、昭和 19年3月

21) W 日米曾話手帳~ (東京神田錦町 2の5:科皐教材社、昭和 20年 10月 1日、 80銭)

22) r目覚めよ、日本国民JW毎日新聞』、昭和 25年6月 11日

23) 伊佐秀雄『尾崎行雄惇~ (尾崎行雄停刊行曾、昭和 26年4月)、 1346ページ

24) W文肇春秋』昭和 21年 1月

25) 同上

26) 田村洋三『沖縄県民斯ク戦へリ一大田賓海軍中将一家の昭和史~ (講談社、 1994年3月)、 380・81

ページ

27) 宇垣一成日記(昭和 11 年 11 月)。高田万亀子『米内光政の手紙~ (原書房、 1993年 10月)、 25

ベーン

28) 同上、 24ページ

29)阿川弘之『米内光政 上巻~ (新潮社、昭和 53年 12月 15日)、 83ページ

-14-



異文化接触の様態 一近代の日本と日本人一 15 

30)反町栄一『人間 山本五十六一元帥の生涯一~ (光和堂、昭和田年 12月8日)、 415ページ

31)阿川弘之『新版 山本五十六~ (新潮社、昭和 44年 11月25日)、 173ページ

32)反町栄一上掲書、 450ページ

33) 阿川弘之『米内光政下巻~ (新潮社、昭和田年 12月 15日)、 63ページ

34) W元海軍大将井上成美談話収録~ (水交曾、昭和 34年 11月)

35)井上成美「海軍兵学校と私JW海軍兵学校~ (朝日新聞社、昭和 45年)

36) 阿川弘之『井上成美~ (新潮社、 1986年9月25日)、 345，355， 365・6ページ

37) 向上

38) 鈴木一編『鈴木貫太郎自伝~ (時事通信社、昭和 43年4月1日)、 200ページ

39) ‘1 must admit Roosevelt's leadership has been very effective and has been responsible for 

the Americans' advantageous position today. . . . For that reason 1 can easily understand the 

great loss his passing means to the American people and my profound sympathy goes to 

them.¥. . he quickly realized it as not strange coming from a man of large caliber as the 

new Premier is. 

40)小堀桂一郎『宰相 鈴木貫太郎~ (文墓春秋、 1982年8月 15日)、 68ページ

41) 1945年4月 19日放送。伊藤利男訳「ドイツの聴取者諸君!J W トーマス・マン全集1O~ (新潮

社、 1972年5月)、 654ページ

42) W 日本海軍の本・総解説~ (自由国民社、 1984年 12月25日)、 23ページ
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Abstract 

It is no accident that our society is marked by a high degree of cultural parochialism. This 

is partly because of the linguistic policies adopted by the Ministry of Education which have not 

favored the introduction of cultural plurilingualism in our schools. The purpose of this paper is 

to revisit the situation of our linguistic and cultural awareness from the historical perspectives 

and illuminate some educational problems which are endemic in our community to a degree 

rarely found in other societies 
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16 大谷泰照

[表]言語文化意識の変化の指標

簿夷運動夷~斬るべし」
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26 (1893) 国語教育強化論
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大正 8 (1919) 中学外国語時数 6-7-7

II (1922) パーマ一、文部省英語教授研究所々長に就任

昭和 2 (1927) 英語教育廃止論

6 (1931) 中学外国語時数 5-5-6

15 (1940) 陸軍関係学校、入試科目から外国語削除

16-20 

([94ト5) 1太平洋戦争鬼畜米 英J r見敵必殺J

18 (1943) 中学外国語時数 4-4-4(選択〕

昭和20(945) ---j 敗戦

『日米舎話手帳』空前のベストセラー

21 ([946) フランス語「国語化J論

22 (1947) 義務教育に英語導入(r 1週 6時間が理想的な時数であ り、

l週 4時間以下は効果が極めて減るJ) 

25 (1950) 英語「国語化J論

33 ([958) 中学外国語時数「週最低 3時間」

44 ([969) 中学外国語時数「週標準 3時間J

49 (1974) 平泉案(rわが国では外国語の能力のないことは事実としては

全く不便を来さなし、J) 

52 (1977)中学外国語時数週 3時間

54 (1979) 11aoan as NumberQ!lL 

日1(1986) 中曾根首相「アメリカ人の知的水準」発言

平成元(1989) 中学外国語時数週 3-4時間

平成 3 099l) ----j バブル崩壊・平成大不況

9 (997) 銀行、証券会社、生命保険会社の倒産始まる

12 (2000) 英語「第 2公用語化J論・加藤学園へ JACET賞

13 (2001) 英語「教育言語化」論・宮沢財務相「国の財政破局近いJ発言
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Walter Pater's Aestheticism 

Seen through His “Dante Gabriel Rossetti" 

Morito UEMURA 

I 

Walter Pater wrote an essay on Dante Gabriel Rossetti泊 1883，one year after血e

death of血ePre-Raphaelite artist. Then in 1889 Pater inco中orated血isessay in his 

Appreciations， a book of collec也dessays and reviews， where “Dante Gabriel Rossetti" was 

placed immediately after“Aesthetic Poe住y."“AestheticPoe住y"derives 企oma review of 

William Morris' s poe住y，originally written in 1868， in which Pater in住oducesa new仕'endin 

English poe住y，出atis， aesthetic poe位y，discussing the rebellious movement of young artists 

using Morris as one of such aesthetic models. In the very last sentence which concludes 

“Aesthetic Poe住y，"Pater writes，“But血atcomplexion of sentiment is at its height in ano血er

‘aesthetic' poet of whom 1 have to speak next， Dante Gabriel Rossetti."l Therefore， in the 

1889 edition of Appreciations，“Aesthetic Poe句"and“Dante Gabriel Rossetti" make a serial 

pair with regard to Pater's idea of aestheticism， the former giving a general in住oductionto 

aesthetic poe住yand the latter expatiating on it wi出 specialreference to Rossetti as a leading 

figure of the rising group of rebellious紅 tists.While“Aesthetic Poe仕y"consists of 14 

paragraphs，“Dante Gabriel Rossetti" comprises 13 paragraphs. Each of the paired essays 

covers almost identical nine pages excluding the notes provided to血etext by Bloom. These 

textual constructions also suggest a strong resemblance between the two essays. The aim of 

血ispaper is to take a close look at each paragraph of“Dante Gabriel Rossetti" in an attempt 

to detect some characteristic features of Pater's aestheticism. 

E 

“Dante Gabriel Rossetti" begins with a typically Paterian tortuous sentence:“It was 

I “Aesthetic Poe仕y"included in Harold Bloom ed.， Selected Writings of Walter Pater (New York: 
Columbia Univ. Press， 1974)， p. 198. Future page r巴ferencesto血isedition are cited parenthetically in the text as 
“AP." 
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2 Morito UEMURA 

ch紅 acteristicof a poet who had ever something about him of mystic isolation， and will still 

appea1 perhaps， though with a name it may seem now established in English literature， to a 

specia1 and limited audience，血atsome of his poems had won a kind of exquisite fame before 

白eywere血血efull sense published."2 Here Pater in住oducesRossetti as a poet of “mystic 

isolation" who has a1ways appea1ed， however， to“a specia1 and limited audience" as a well-

established name even before the publication of his poe住y.In 1882， one year prior to Pater's 

writing “Dante Gabriel Rossetti，" Wa1ter Hamilton in his The Aesthetic Movement in England， 

出efrrst book on English aestheticism， recognizes Rossetti as “a typica1 representative" of血e

aesthetic movement， stating，“And if he [Rossetti] was not the ac旬a1founder of the school 

[Pre-Raphaelite Brotherhood]， his great and admitted abilities， bo白血 po出 yand p泊n也19，

rendered him a typica1 representative of the [aesthetic] movement. ，，3 According to Patβr，only 

“a specia1 and limited audience" can rea11y apprecia也 theaesthetic qua1ity in Rossetti.百lIs

l出lItedeligibility of aesthetic appreciation is indeed a characteristic notion with Pa包rsince 

he repeatedly expresses the same idea出roughouthis works. In “Aesthetic Poe句"for 

example， he says，“It is in the Blue Closet血at血isdelirium reaches its height with a singular 

beauty， reserved perhaps for the enjoyment of也efew" (“AP，" p. 193)，血usindicating血at

血e“singularbeauty" of血epoem by Morris is“reserved" only “for the enjoyment of the few" 

[ita1ics added]. And in Marius the Epicurean Pater adopts such p祉asesas “the select few" 

and“the rare minority of elite intelligences.，，4 In the midst of genera1 sent出lentof scom and 

criticism towards things aesthetic， typica11y exemplified in血e往emendoustheatrica1 success 

of Patience， Gilbert and Sullivan's comic opera of 1881， Pater insists出atonly “a specia1 and 

limited audience" can rea11y appreciate the essence of aestheticism. 

Pater goes on to describe the charm of“百leBlessed Damozel，" one of Rossetti's 

earliest works， and his other poems. He recognizes “the same peculi紅 kindof in包rest"

(“DGR，" p. 199)加 Rossettias a painter as well as a poet. Like Hamilton， Pater introduces 

Rossetti as “the leader [，] of a new school then rising into note" (“DGR，" p. 199).百le“new

school then rising也tonote" is of course the group of Pre-Raphaelite artists. The Pre-

Raphaelite Brotherhood (PRB) had been initia11y orga 

2“Dante Gabriel Rossetti" included in Harold Bloom ed.， Selected Writings of Walter， Pater， p. 199. 

Future p~ge references to出isedition are cited parenthetically in the text as“DGR." 
i W仇削a叫l附 f弘加加加a釘釦釧m曲 on，Th恥eAeωst，伽 川10v附emel

Walter Pater， Marius the Epicurean， ed. Ian Small (1885; Oxford & New York: Oxford Univ. Press， 
1986)， pp. 138， 145. Future page references to血isedition are cited parenthetically in the text as Marius. 
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Walter Pater's Aestheticism Seen through His“'Dante Gabriel Rossetti" 3 

with their manifesto statements as ambitious young men who refused to be紅白nme1edby old 

conventions and位aditions.Though Pater never mentions the term“Pre-Raphaelite" here， by 

aestheticism he means Pre-Raphaelitism. As has been mentioned above， Pater has a1ready 

written an essay on aesthetic poe住y，in which he s住esses血e“rebellious"(“AP，" p. 191)組 d

“ant也omian"(“AP，" p. 192) element as a characteristic feature in aesthetic poe住y.

Here in“Dante Gabriel Rossetti，" however， Pater pays attention to the qua1ity of 

“sincerity" as the common significant feature in Rossetti and his group: 

. a perfect sincerity， taking e百ect泊血edeliberate use of the most direct and 

unconventiona1 expression， for the conveyance of a poetic sense which recognised no 

conventiona1 standard of what poe住ywas ca11ed upon to be. ... here was certainly 

one new poet more， with a structure and music of verse， a vocabulary， an accent， 

unmistakably novel， yet fe1t to be no mere仕icksof manner adopted with a view to 

forcing attention-an accent which might rather count as the very sea1 of rea1ity on 

one man' s own proper speech; as血atspeech itself was the wholly natura1 expression 

of certain wonderful things he rea11y felt and saw. (“DGR，" p. 199) 

百le“poeticsense which recognised no conventiona1 standard of what poe住ywas ca11ed upon 

to be" indicates distinctly the “rebellious" and、ntinomian"element Pa也rhas emphasized in 

“Aesthetic Poe句"(“AP，" pp. 191-192). And “the wholly natura1 expression of certain 

wonderful出回gshe [a poet] rea11y fe1t and saw" a1so has resonances with what Pater has 

stressed in the “Preface" to The Renaissance， saying，“in aesthetic criticism the first step 

towards seeing one's object as it rea11y is， isωknow one's own impression as it rea11y is， to 

discriminate it， to rea1ise it distinctly.凶

Pater then points out血atRossetti had the “gift of仕組sparencyin language-ー出e

control of a style which did but obediently shift and shape itself to the menta1 motion， as a 

well-trained hand can follow on the tracing-paper the outline of an origina1 drawing below it，" 

so血athe could produce“a volume of typica11y perfect仕組slationsfrom血edeligh伯11but 

difficu1t‘e紅ly1旬lianpoets': such transp紅'encybeing indeed the secret of a11 genuine style， of 

a11 such style as can truly belong to one man and not to ano血er"(“DGR，" p. 200). By 

repeating the same word emphatica11y泊 sucha short space of one sentence， Pater highlights 

5 Walter Pater， The Renaissance:・Studiesin Art and Poetη， ed. Donald L. Hill (1893; Berkeley: Univ. 
of Califomia Press， 1980)， p. xix. Future page references to出isedition are cited parenthetically in the text as 
Renaissance. 
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4 Morito UEMURA 

“仕組sp紅 ency，"and血isword immediately reminos us of a title and a passage of血eessay 

Paterprep紅 ed泊 1864for Old Mortality Society at Oxford.百leessay is titled “Diaphaneitと"

According to le Petit Larousse illustre (1992)， the French word “diaphane" comes from血e

Greek origin， diaphanes， which means“transparent" (p. 332). In “Diaphaneit色"Pater states: 

It is just血issort of entire仕組sparencyof nature血atlets through unconsciously a11 

白atis rea11y lifegiving in the established order of白血gs;it detects without difficulty 

a11 sorts of affmities between its own elements， and the nobler elements出血atorder. 

But then its wis伯llnessand a confidence in perfection it has makes it love the lords 

of change. What makes revolutionists is either selιpity，or泊dignationfor the sake 

of others， or a sympathetic perception of the dominant undercurrent of progress in 

也mgs.6

With his “gift of transparency" Rossetti “must be one discontented wi血 societyas it is" (“D，" 

p. 254). That is to say， he is one of the “rebellious" (“AP，" p. 191)“revolutionists"ぐ‘D，"p.

251)出thefield of arts like “antinomian" aesthetic poets delineated in“Aesthetic Poe位y."

After focussing on Rossetti' s resemblance to Dante，“the great Ita1ian poet，" in his 

handling the technique of “particularisation" as“自efrrst condition of the poetic way of 

seeing and presenting things" (“DGR，" p. 200)， Pater notes another of Rossetti's 

“confon凶tiesto Dante， the really imaginative vividness ... of his personifications" (“DGR，" 

p. 201) after a fashion of Frankenstein， the artificia11y created being in Mary Shelley's novel 

of 1818. Here Pater仕iesto a1ign Rossetti with not only Dante but Mary Shelley's 

Frankenstein， implying白atRossetti's aestheticism has affmity with Dante's medieva1ism and 

Mary Shelley's romanticism. Pater has already made an identica1 argument in the second 

paragraph of“Aesthetic Poe仕y":“百lewritings of出e‘romanticschool，' of which the 

aesthetic poe佐Yis an afterthought. ... [A]nd a return to仕ueHellenism was as much a p紅tof 

血isreaction as the sudden preoccupation with things mediaeva1" (“AP，" pp. 190-191). 

In the short paragraph 4， Pater discusses the significant existence of “mania" in poe住y，

utilizing Plato's Phaedrus: 

Poe仕yas a maniaー-oneof Plato' s two higher forms of “divine" mania一 has，in all 

6Walter Pater，“Diaphaneite" incIuded in Miscellaneous Studies: A Series of Essays 仏ondon:
Macmillan and Co.， 1910)， pp. 251-252. Fuωre page references to this edition are cited parenthetically in the 
text as “D." 
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Walter Pater's Aestheticism Seen through His “'Dante Gabriel Rossetti" 

its species， a mere insanity incidental to it，血e“defectof its qua1ity，"凶towhich it 

may lapse in its moment of weakness; and the insanity which follows a vivid poetic 

anthropomorphism like血atof Rossetti may be noted here and there in his work， in a 

forced and a1most grotesque materia1ising of abstractions， as Dante a1so became at 

times a mere subject of the scholastic rea1ism of the Middle Age. (“DGR，" p. 201) 

5 

Plato in Phaedrus argues about “a third kind of possession and madness"出at“comes企om

血eMuses."羽田Greekphilosopher states: 

This takes hold upon a gentle and pure soul， arouses it and inspires it to songs and 

other poe住y，and血usby adorning countless deeds of the ancients educates later 

generations. But he who without the divine madness comes to the doors of the Muses， 

confident血athe will be a good poet by art， meets with no success， and the poe住yof

the sane man vanishes into no出泊gnessbefore血atof the inspired madmen.
7 

By saying that “the insanity which follows a vivid poetic an血ropomorphismlike血atof 

Rossetti may be noted here and there in his work，" Pater seeks to imply血atone could treat 

Plato as if he were， like Dante， an earlier aesthetic writer with his understanding and use of 

“the divine madness." And in Plato and Platonism， published in 1893， Pater住eatsPlato as if 

the Greek philosopher were an aesthetic writer like Rossetti， as Richard L. Stein points out: 

Pater manages to por凶 ythe idea1ist-philosopher [Plato] as an artist， using phrases 

血atlink Plato to血e住aditionof Romantic writers described in Appreciations. Like 

Rossetti， for example， Plato is a “lover" after the manner of Dante， displaying an 

“intimate concem with， his power over， the sensible world." ... He [Plato] is，泊 fact，

“the earliest critic of the fine訂ts，"who “anticipates the modem notion血atart as 

such has no end but its own perfection， -‘art for art's sake.州

“[T]he insanity which follows a vivid poetic an血ropomorphism"(“DGR，" p. 201) has 

resonances with “a beautiful disease or disorder of senses" in paragraph 5 of“Aesthetic 

Poe仕y"(“AP，" p. 192) and with a passage in paragraph 6 as well:“the whole attitude of 

7 Plato， Euthyphro， Apology， Crito， Phaedo， Phaedrus， tr. Harold North Fowler (London and 

Cambridge， MA: William Heinemann and H紅 vardUniv. Press， 1914 [“The Loeb Classical Library"])， p. 469. 
o Richard L. Stein， The Ritual of Interpretation: The Fine Arts As Literature in Ruskin， Rossetti， and 

Pater (London and Cambridge， MA: Harvard Univ. Press， 1975)， pp. 289司 290.
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nature ... bent as by miracle or magic to the service of human passion" (“AP，" p. 193).百lese

statements have been given in explaining the connection between the aesthetic poe住Yof 

Morris and白epoe句 ofProvence. 

In the 5th paragraph of “Dante Gabriel Rossetti，" Pater refers to two poems by 

Rossetti，血atis，“Love's Nocturn" and “百leStream's Secret，" because血eyexemplify 

“血sanityof realism，" and Pater goes on to say，“Such artifices， indeed， were not unknown in 

the old Provenca1 poe住y"(“DGR，" p. 202). When we note the tit1e of血efrrst poem by 

Rossetti mentioned above， we are reminded血atPatぽ hasgiven explanatory information to 

the word，“nocturn，" at the beginning of血e7th paragraph of“Aesthetic Poe住y."“Themost 

popul訂 andgracious form of Provenca1 poe往ywas the nocturn， sung by the lover at night at 

the door or under the window of his mis住ess"(“AP，" p. 193)， says Pater， and then he quotes a 

poem by Morris. What Pater has stated in tenns of Provenca1 poe釘Yin paragraph 7 of 

“Aesthetic Poe仕y"has its echo in paragraph 5 of“Dante Gabriel Rossetti，" but here again 

Pater under1ines Rossetti' s seriousness and sincerity.“O凶y，in Rossetti at least，" says Pa也r，

“血ey[artifices employed in the old Provenca1 poe句]are redeemed by a serious pu中ose，by 

出atsincerity of his， which allies itself readily to a serious beauty， a sort of grandeur of 

literary workmanship， to a great style. One seems to hear there a r，回l1ynew kind of poetic 

utterance， with e百ectswhich have nothing else like them ... like the narrative of Jacob's 

Dream in Genesis， or Blake's design of血eS泊gingof血eMorning Stars， or Addison's 

Nineteenth Psa1ms" (“DGR，" p. 202). Here again， with the works of Plato and Dante， the 

narrative of Jacob's Dream in Genesis， or Blake's design of the Singing of the Morning Stars， 

or Addison's Nineteenth Psa1ms are regarded to have been imbued with Rossettian 

aestheticism. 

Paragraph 6 begins with reconfrrmation of the existence of “a vivid poetic 

m出ropomo中hism"(“DGR，" p. 201)泊 Rossetti's poe位y.Then comes a旬picallyPaterian 

long-winded sentence: 

The lovely litt1e sceneries sc組 .eredup and down his poems， glimpses of a landscape， 

not indeed of broad open-air e百ects，but rather血atof a painter concentrated upon 

血epicturesque e百'ectof one or two selected objects at a time一白e“hol1owbrimmed 

with mist，" or出e“ruinedweir，" as he sees it企omone of the windows， or reflected 

in one of the mirrors of his “house of life" (the vignettes for instance seen by Rose 

Mary in the magic beryl) attest， by their very企eshnessand s加plicity，to a pictoria1 
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or descriptive power in dea1ing with the inanimate world， wmch is certainly a1so one 

ha1f of the chann， in血atother， more remote and mystic， use of it (“DGR，" p. 202) 

7 

百1isis a recapi佃lation，ci也19“RoseM紅 y"as an example， of Rossetti' s technique of 

“particularisation，" which Pater has a1ready explained in paragraph 2. A passage written 

about a landscape “reflected in one of the mirrors of his ‘house oflife '" s住onglyreminds the 

reader of the magic mirror of Tennyson's“百leLady of Sha1ott":“And moving through a 

mirror c1ear /百lathangs before her a11 the year， / Shadows of the world appear."9 Mter 

hinting an association with Tennyson's po出 Yin this way， Pater actually quotes， two 

sentences later， lines from a poem by Tennyson， not “The Lady of Sha1ott，" but “Godiva." 

Pater is good at engaging the reader's attention in血isway. A similar strategic technique is 

employed in Patβr's use of the phrase，“house of life，"也 theabove-quoted sentence. Here 

Pater intends to have a “house of life" signify the genera1 meaning血atone fmds in a 

diction訂 y，出atis， a “house where one lives." Pater has ca1culated， however， to re-employ血is

same phrase， making it ita1icized and p紅 tlycapita1ized， in paragraphs 8，9， and 10， in wmch 

The House 01 L俳 comesto have much more significantly impregnated me紅白19in addition 

to being a title of Rossetti' s book of sonnet sequence. Pater has a1ready employed a similar 

strategy， using the phrase，“e紅白lyP紅 adise，"凶 paragraphs1， 8， and 13 of ms “Aesthetic 

Poe住y."

m 

In paragraph 7 Pater points out血at“Rossettiis one with him [Dantβ]"凶 his

conception that “the materia1 and the spiri卸a1紅'efused and blent" (“DGR，" p. 203). Here 

Pater focusses on“a fa1se con回 stor antagonism by schoolmen" between spirit and matter 

and considers血atsort of contrast as an abs回 ct“artificia1creation." As an aesthetic critic 

Pater makes much of“our actua1 concrete experience": 

In our actua1 concrete experience， the two仕ainsof phenomena which the words 

matter and spirit do but roughly distinguish， play inex仕icably凶toeach other. 

Practically， the church of the Middle Age by its aesthetic worship， its sacramenta1ism， 

its rea1 faith泊血eresurrection of the flesh， had set itself against血atManichean 

9 The Poems ofTennyson， ed. Christopher Ricks， 3 vols. (Berkeley: Univ. of Califomia Press， 1987)，1， 
390-391. 
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'Opp'Ositi'On 'Of spirit and matter， and its results in men's way 'Of taking life; and出血is，

Dante is the central representative 'Of its spirit. (“DGR，" p. 203) 

Pater cle紅lyden'Ounces the dualism between matter (b'Ody) and spirit (s'Oul) which has been 

incu1cated 'Overwhelmingly in Vict'Orian age thr'Ough bourgeois educati'On， humiliating the 

f'Ormer and s仕essing血 eimp'Ortance 'Of the latter. Pater's stance with respect t'O the issue 'Of 

b'Ody and s'Oul is alm'Ost identical t'O血e“antin'Omianmysticism" which Swinbume has 

explained in his critical essay 'On Blake: 

[D]'O what y'Ou will with y'Our b'Ody， as l'Ong as y'Ou refuse it leave t'O disprove 'Or deny 

the life etemally inherent in y'Our s'Oul. That ... is what p∞ple call 'Or have called by 

s'Ome such name as “antin'Omian mysticism:" d'O anything but d'Oubt， and y'Ou shall 

n'Ot in the end be utterly l'Ost. Clearly en'Ough it was Blake's faith; and 'One assuredly 

gr'Ounded n'Ot 'On mere c'Ontempt 'Of出eb'Ody， but 'On an equal reverence f'Or spirit and 

flesh as the tw'O sides 'Or halves 'Of a c'Ompleted creature: a faith which will all'Ow t'O 

neither license t'O c'Onfute 'Or∞n住01血 e'O出er.τbeb'Ody shall n'Ot deny， and the spirit 

shall n'Ot res住ain;the 'One shall n'Ot prescribe d'Oubt thr'Ough reas'Oning; the 'Other shall 

n'Ot preach salvati'On thr'Ough abstinence.
1O 

h “A Ballad 'Of Death，" 'One 'Of血ep国r'Of 'Opening p'Oems， intr'Oduct'Ory t'O the b'O'Ok 'Of p'Oe住y，

Poems and Ballads， published in 1866， Swinbunre depicts a blissful state 'Of Lucrezia B'Orgia 

“出血edays when G'Od did g'O'Od" t'O her and the narrat'Or:“In the g'O'Od days when G'Od kept 

sight 'Of us; / 1ρve lay up'On her eyes， / And 'On出 athair where'Of the w'Orld takes heed; / And 

all her b'Ody was m'Ore virtu'Ous / Than s'Ouls 'Of w'Omen fashi'Oned '0血erwise.，，11 Swinbume 

g'Oes s'O far as t'O say here白at“b'Odywas m'Ore virtu'Ous / Than s'Ouls，" empl'Oying biblical 

dicti'On 'Obliquely. As Kenneth Ha戸lesn'Otes，“Swinbume's tw'O p'Oems [“A Ballad 'Of L江e"

and“A Ballad 'Of Dea血"]紅ピltaliancanzoni 'Of白eexactest type，' in the words 'Of William 

R'Ossetti， wh'O adds血 atthey have taken ‘the tinge which w'Orks 'Of血isclass have assumed in 

Mr. Dante G. R'Ossetti's v'Olume 'Of仕組slati'OnThe Early Italian Poets [1861] ."，12 In 

10 Swinburne， William Blake: A Critical Essay， ed. Hugh J. Luke， (1868; Lincoln: Univ. of Nebraska 
Press， 197.0)， p. 96. 

.. The Poems of Algernon Charles Swinburne， 6 vols. (1904; rpt.， New York: AMS Press， 1972)，1，7. 

.-Kenne出 Haynes，“Notes"to his edited Algernon Charles Swinburne: Poems and Ballads & Atalanta 
in Caかdon(Poems and Ballads first published 1866; Atalanta in Calydon first published 1865: Published 
toge出erin Penguin Classics 2000 [Hannondsworth: Penguin Books Ltd.] )， p. 324. 
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Swinbume's defense of Rossetti's poe住Yin 1870， he discusses Rossetti's“House of Life，" 

praising Rossetti' s ability to unify spirit and sense in which a synesthetic e俄 ctis rea1ized. 

Swinbume states，“Spirit and sense toge由民 eyesightand hear泊gand thought，紅'eabsorbed 

泊 splendourof sounds and glory of colours distinguishable only by delight."13 Pater may 

have been influenced by Swinbume for his idea of aesthetic relationship between body and 

soul. 

“Aesthetic Poe佐y"a1so contains a similar discussion in paragraph 8，出 whichPater 

has employed Morris's The Earthly Paradise as an example of the aesthetic poe句:“Here

there is no delirium or illusion， no experiences of mere soul while the body and the bodily 

sense sl民 p，or wake with convulsed intensity at the prompting of imaginative love ... This 

simplification interests us， not merely for the sake of an individua1 poet一白11of charm as he 

is-but chiefly because it explains出roughhim a transition which， under many forms， is one 

law of the life of the human spirit， and of which what we ca11 the Renaissance is only a 

supreme instance" (“AP，" pp. 194-195).百leaesthetic condition in which body and soul are 

“白sedand blent" is“one law of the life of the human spirit，" says Pater. He continues to 

maintain血at“whatwe ca11 the Renaissance is only a supreme instance" of it. From血iswe 

may deduce出atthe co11ection of essays and portr泊tsinc1uded泊 Pater'sThe Renaissance is 

nothing but a “supreme instance" of such “human spirit." Pater here dec1ares血atsuch 

“human sp凶t"can be found at any time and anywhere， as long as human life exists. 

IV 

In the brief paragraph 8， the words， The House of L俳，紅'erein仕'Oducedas the title to 

Rossetti' s book of sonnet sequence， after their frrst appe紅ance泊 sma111etters，i. e.，“house of 

life，" as we have noted， in paragraph 6. Paragraph 9 is one of the most significant of a11 

paragraphs in“Dante Gabriel Rossetti，" since Pater argues here his notion of literary 

architecture， using The House ofL俳 asa point of dep紅旬re:

The dwelling-place in which one finds oneself by chance or destiny， yet can partly 

fashion for oneself; never properly one's own at a11 … 泊 whichevery object has its 

associationシーthedim mirrors， the por紅白紙 thelamps， the books， the hair-仕essesof 

13 Algernon Charles Swinburne，“百lePoems of Dante Gabriel RossettiヘincIudedin Edmund Gosse 
and Thomas James Wise， eds.， The Complete Works 01 AIgernon Charles Swinburne， 20 vols. (1925・27;甲t.，
New York: RusseII & RusseII， 1968)， XV， 7. Future page references to this edition are cited parentheticaIIy in 
the text as 
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出edead and visionary magic crystals in the secret drawers， the names and words 

scratched on the windows， windows open upon prospects the saddest or血esweetest; 

the house one must quit， yet taking perhaps， how much of its quietly active light and 

colour along wi血us!-grownnow to be a kind of raiment to one's body， as血ebody

…is but the raiment of the soul-under血atimage， the whole of Rossetti' s work 

might count as a House 01 L砕， of which he is but the “Interpreter." And it is a 

“haunted" house. (“DGR，" p. 204) 

百lehouse as a “dwelling-place in which one fmds oneself by chance or destiny" is very 

important， says Pater， to one's aesthetic education， because “every object" of the house with 

“its associations" given血roughthe senses grows “to be a kind of raiment to one' s body， as 

the body ... is but the raiment of the soul." As one grows up in the house which is“haunted" 

with every associated object in it， one becomes an“interpreter，" while undergoing an 

aesthetic education during one's stay there. Even after leaving it， one always aspires to the old 

house with a sense of homesickness. A“haunted" house， an“Inte中reter"，“homesickness";

Pater is indeed obsessed with the imagery associated with his unique “dwelling-place，" and 

he repeatedly employs the imagery in a slightly different form in his other writings. Taking 

note of “a long， a11usive passage [in Pater's“Dante Gabriel Rosse組"]on the connotations of 

the phrase ‘house of life，' Stein argues白at白ephrase applies as well to Pater's own story 

[“The Child in the House"]:“Much like The House 01 L俳， 'The Child in the House'…is出e

au血or's‘storyof his spirit ...出atprocess of brain-building by which we are， each one of us， 

what we are'" [Stein， p.279]. 

“百leChild白血eHouse，"白rstpublished血1878，depicts the process how F1orian，血c

child in the house， grows up receiving aesthetic education. Pater states: 

h 血athalf-spiritualised house he could watch the better， over ag泊n，the gradual 

expansion of血esoul which had come to be thereー→Dfwhich indeed， through the law 

which makes the material objects about them so large an element in children's lives， 

it had ac加a11ybecome a p紅t;inward and outward being woven血roughand through 

each other into one inex凶cabletexture一half，tintand回.ceand accident of homely 

colour and form，仕omthe wood and the bricks; half， mere soul-stuff， floated thither 

丘omwho knows how far.14 

14 Walter Pater，“τ'he Child in the House" included in Miscellaneous Sωdies: A Series 01 Essays， p. 
173. Future page references to出isedition are cited parenthetically in the text as 
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h血i包sway Pater describes the s叩pon旬neousprocess of “、ou町rb耐r泊n-ゐbuild凶g"泊白e“叶】houseof 

血ought"可(

O the house is haunted because it seems血a剖t“、no叫tall those d必ea“dpeople had really departed tω 

血ech加ur，民'ch匂y紅 d，nor were qui也 somotionless as血eylooked， but led a secret， half-fugitive life 

in their old homes" (“CIH，" p. 191). At the end of the story， just before leaving his old house 

for the last time，“a clinging back toward it" possesses him，“but himself恒 anagony of 

home-sickness" he is “driven quick1y away"血to血.ecoun住yroad (“CIH，" p. 196). Apropos 

of出e“brain-building，"Pater discusses the importance of “the airy building of the brain"血

an es岱sa勾yo∞nWoぽrd白sworth.
1S
In 

“Romanticism，" Pa低r丸， bor町rowingthe term仕omJohr凶1Bunya組n'、sTJ百』旬eP町ilな'grim's Progress， 

refers to“出atHouse Beautiful， which the creative minds of all generations ... are always 

building toge血er，for the re仕eshmentof the human spirit" and he also refers to“血e

Int，仰 reterof the House Beaut抑1，批凶eaesthetic critic. ，，16 And in“Sir百lOmasBrowne，" 

written in 1886， Patβr employs血.eexpresslOn，“menul abodes，"to hve it IIlea1such great 

writers of the age as Browne， Burton， and Fuller who are likened “to the little old private 

houses of some historic town grouped about its grand public structures， which， when血ey

have survived at all， posterity is 10th to part with.'，17 Summarizing Pater's idiosyncratic 

obsession with the notion of the house as a place of “our brain-building，" Jay Fellows says， 

“Yet the model architecture-become-“mental abodes"-become-House for a Child is a place . 

to which one always retums.，，18 In a passage of his essay on Rossetti， quoted above， Pater 

proposes to regard Rossetti's entire work as a House of Life (“DGR，" p. 204). After our brief 

survey of Pater's obsessive use of house imagery scattered extensively in his works， we could 

say血atthe whole of Pater's work also “might count as aHouse ofL砕"

“A sense of power in love ... of unutterable desire pene住atinginto the world of 

sleep，" states Pater，“was one of those anticipative notes obscurely struck in The Blessed 

Damozel. ... Dream-land ... wi血 its‘phantoms of the body， ， deftly coming and going on 

love's service， is to him [Rossetti]， in no mere fancy or figure of speech， a real coun位y，a 

IS Walter Pater，“Wordsworth" included in Appreciations: with an Essay on Style (London: MacmilIan 
and Co.， 1.910)， p. 4括5.

;;; W仇削alte釘rPa幻ter，"Postscrip〆t"円"inclu凶帥l吋d白巴吋dinAppr陀eciaωω伽iωon爪.

Walter Pater，“Sir Thomas Browne" included in Appreciations， p. 127. 

18 Jay Fellows， Despoiled and Haunted:“Under-Textures" and “After-Thoughts" in Walter Pater 
(Stanford: Stanford Univ. Press， 1991)， p. 53. 
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veritable expansion of， or addition to， our waking life" (“DGR，" p. 204). Thus Pater仕iesto 

defme Rossetti as a poet of love who can handle the world of one' s dream and can make it“a 

rea1 coun句"by mobilizing his “phantoms of血ebody"白atcome and go between the 

phantasma1 and the rea1 as his messengers of love. As a matter of fact， in Rossetti' s“Love's 

Noctume" the narrator addresses 1ρve:“. .. but oh! do thou， / Master，仕om血yshadowkind / 

Ca1l my body's phantom now: / Bid it bear its face dec1in'd / Till its flight her slumbers fmd， 

/ And her brow / Feel its presence bow like wind.，，19 In paragraph 10， Pater extols Rossetti's 

unfailing power in his second volume of Ballads and Sonnets， published one ye訂 priorto his 

death. Pater recommends “Soothsay" as a “monumenta1， gnomic piece" which “testifies ... to 

the reflective force， the dry reason， a1ways at work behind his imaginative creations， which at 

no time dispensed with a genuine intellectua1 s回 cture"(“DGR，" p. 205).“同he企y問 ason"

reminds us of a “dry light" which Pater mentions in Marius the Epicurean (Marius， p. 81). 

Pater seems to mean by these phrases a sober reasoning state united wi血 sympatheticfeeling， 

i.e.， a condition in which body and soul紅 'efused. 

At the outset of paragraph 11， Pater eulogizes his own age出athas seen a 

“spontan∞us grow白"of Rossetti' s poe仕y，uti1izing a rather exaggerated style which is 

uncommon to him:“Have也ere，in very d∞d， been ages， in which the extema1 conditions of 

poe佐Ysuch as Rossetti' s were of more spontan∞us growth血anin our own" (“DGR，" p. 

205) ? And “the words of Stendha1"血atPater quotes，“ces siecles de passions OU les ames 

pouvaient se livrer franchement a la plus haute exaltation， quand les passions qui font la 

possibilite comme les sujets des beaux arts existaient" (“DGR，" p. 205)，紅ea reminder of 

“the words of Merimee"， which Pater has cited in paragraph 6， i.e.，“se passionnent pour la 

passion" (“DGR，" p. 203). As Pater states at the end of paragraph 6， Rossetti is“one of 

Love's lovers" (“DGR，" p. 203). In other words， Rossetti's poe位yrepresents love for love' s 

sake， which is a universa1 sentiment among aesthetic people either “in the age of Chaucer， or 

ofRons訂 d"(“DGR，" p. 205). Rossetti as a poet oflove for love's sake is an image血athas 

a1ready been expressed by Swinbume in his essay on Rossetti' s poe仕y.Writing about 

Rossetti's“The House of Life，" Swinbume says，“All passion and regret and s仕enuoushope 

and fiery contemplation， a1l beauty a 

19 Jan Marsh ed.， Dante Gabriel Rossetti:・CollectedWritings (Chicago: New Amsterdam Books， 2000)， 
p.228. 
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of love fmds his predecessor either in Chaucer or in Ronsard (“DGR，" p. 205) is a modified 

reverberation of血efrrst sentence of paragraph 12 of “Aesthetic Poe住y，"血 whichPater has 

stated:“The modem poet or artist who住eatsin血isway a c1assica1 story comes very ne紅， if

not to the Hellenism of Homer， yet to the Hellenism of Chaucer， the Hellenism of the Middle 

Age， or rather of血atexquisi飽 frrstperiod of the Renaissance wi血init" ('“AP，" p. 196). Here 

is expressed Pater' s idea of血euniversa1ity of aesthetic spirit: One can fmd some kind of 

aesthetic poe住y，in no matter what age one may fmd oneself， whether it is the age of Homer， 

Chaucer， Ronsard or Rossetti. Yet the important血ing，Pater implies， is血atsuch aesthetic 

poe句 appea1sonly “to a specia1 and limited audience" (“DGR，" p. 199). 

In paragraphs 11， 12， and 13， Pater refers to Rossetti's“The King' s Tragedy" and 

recommends the poem“to readers desiring to make acquaintance with him [Rossetti] for the 

frrst曲ne"(“DGR，" p. 206). The recommendation of出epoem as one of the best of Rossetti' s 

works is s仕組geand does not hold true， because the poem is， as David G. Riede points out， 

“loosely organized，" and“inc1ude[s] far too much insignificant detail."20 U凶ike“Aesthetic

Poe住y，"“DanteGabriel Rossetti" ends somewhat abruptly with conc1uding paragraphs which 

are antic1imactic. In the fma1 paragraph， however， Pater reemphasizes the esoteric power of 

Rossetti' s poe住y，saying，“his [Rossetti' s] work …was mainly of the esoteric order" (pp. 

206-207). Pater means to say出atRossetti's work was intelligible only to those with specia1 

knowledge on aestheticism. That is， only aesthetic紅 tistsand critics， inc1uding Pater himself， 

can rea11y appreciate Rossetti's work.τbis is another repetition of Pater's insistent idea on 

aestheticism血ataesthetic poetry is understood only by “a specia1 and limited audience" 

(“DGR，" p. 199)， which Pater has dec1ared in血efrrst paragraph of血eessay. He conc1udes 

the essay with his appraisa1 of Rossetti as the founder of English aesthetic poe住y:“Rossetti

did something， something excellent， of the former kind [the poe住y血atrevea1s ...‘the idea1 

aspects of common things']; but his characteristic， his rea11y revea1ing work， lay in the adding 

to poe佐Yof企eshpoetic materia1， of a new order of phenomena， in the creation of a new 

idea1" (“DGR，" p. 207). 

V 

Swinbume published an essay on Rossetti's poe町出 1870，and Pater wrote his 

20 David G. Riede， Dante Gabriel Rossetti and the Limits of Victorian Vision (lthaca and London: 
Comell Univ. Press， 1983)， p. 208. 
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“Dante Gabriel Rossetti"泊 1883.百leiressays紅 e，as Riede argues，“[t]he two fmest 

凶ne包en血-cen旬ryappreciations of Rossetti" [Riede， p. 272]. Swinbume's essay was a 

review of Rossetti's newly published book of poetry and he wrote it as one of Rossetti's 

企iendswho banded toge血eras Pre-Raphaelite紅tis包.Though Pater himself did not belong to 

the Pre-Raphaelite circle， he was situated in a place very close to Rossetti and his Pre-

Raphaeli旬 group.He was a member of the Old Mortality Society， a discussion club of 

libera1-minded students at Oxford， founded血 1857and血esociety was close to PRB in血eir

celebration of the Middle Ages and their pursuit of an aesthetic beauty in religion.
21 

Swinbume， one of the founding members of the society， was strongly attracted by Pre-

Raphaelite紅白ts血roughhis direct contact with them. Though there is no record which 

民stifiesto Pater's actua1 meeting with Rossetti， Pater is supposed to have been familiar with 

genera1 ambience around Rossetti and his Pre-Raphaeli旬 circlethrough Swinbume and 

Simeon Solomon who were acquainted with bo出 Rossettiand Pater. Pater's understanding of 

Rossetti' s poe位yis accurate and his essay on Rossetti is， as Jerome McGann notes，“superb" 

and血eessay“set Rossetti ap紅 t出 themost origina1 poet of the age， the one writer who had 

made回 lynovel technica1 and紅白ticadvances.'t22 

Patβr's“Dante Gabriel Rossetti，" as we have s∞n above， has m釦 yverba1 references 

to his “Aesthetic Poe住y"and his other works as well as works of literature by other writers， 

past and present， English and foreign.百leintertextua1ity of“Dante Gabriel Rossetti" to 

Pater's own writings and works by other writers is one of the important features of his 

aestheticism. To borrow a phrase from“The Child in the House，" [Pater's]“inward and 

outward [texts紅 e]woven through and through each other into one inex仕icable低X卸re"

[“crn，" p. 173]. As Elizabeth Prettejohn appositely町田les，“Pater's essays are ‘works of紅 t'

in a much more precise sense， a sense distinctive to British Aestheticism. They are not only 

explorations of血e血eoryof Aestheticism but a1so examples of its practice.，，23 Yeats was 

21Gerald Monsman，oφrd University' s Old Mortality Socieか・ AStudy in Victorian Romanticism 
(Lewisto~ ・ Queenston . Lampeter: The Edwin Mellen Press， 1998)， p. 63. 

“Jerome McGann， Dante Gabriel Rossetti and the Game that Must Be Lost (New Haven， CT and 
London: yale Univ. Press， 2000)， p. 43. 

'J Elizabeth Prettβ:john，“Walter Pater and aesthetic painting，" in her edited， After the Pre-Raphaelites: 
Art and Aestheticism in Victorian England (New Brunswick， NJ: Rutgers Univ. Press， 1999)， p. 36. From仕lIs
point of view， Rick's attack on Pater's use of intertextuality is irrelevant because Ricks criticizes Pater's mode of 
quoting works by other writers giving no consideration to the possibility白atPater's essays are themselves 
“works of art." See Christopher Ricks，“Wa1ter Pater， Matthew Amold and Misquotation" in his The Force 01 
Poetry (Oxford: Clarendon Press， 1984)， pp. 392・416.
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right when he regarded Pater's famous passage of the Mona Lisa as a work of紅 tand 

anthologized it部 oneof the frrst modem poems in his 1936 edition of The Oxford Book of 

Modern Verse. Not only the Mona Lisa passage in The Renaissance but Pater's wri出 gs

a1toge血ercan be considered as “works of紅 t"血atexemplify his aesthetic theory. Prettejohn 

goes on to say that “the practice of intertex加a1reference constitutes a defming feature of血e

Aesthetic work of art-a feature血atdoes not arch over a11 ex但nples，but can only be回 ced

泊 innumerableconcrete links between p紅白ularcぉes."“百lepattem，" she states，“might be 

compared ω血剖 ofthe Intemet， where (in theory) any two among a limitless number of 

computer workstations can communicate without supervision仕oma presiding computer" 

σrettejohn， p. 37). Pater's“Dante Gabriel Rossetti" is not just a theoretica1 essay on 

aestheticism in Rossetti' s poe住Ybut is a “workof訂t"itself and consti卸tesa link among the 

world wide web of Pa也r'svast intertextua1ity. 
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A Bodhisattva Ideal in the Here and Now 

Hoyu ISHIDA 

INl・RODUCTION

Observing a phenomenon， or an event， as we might ca11 a“spot" or “point" of time-

space， we often fmd a con回 dictionor inconsistency in our words and deeds， for we interpret 

and compare them taking place at di百'erenttimes and places respectively. As an exぉnple，we 

understand白atthe food we consume with gusto is inconsistent with the movement of bowels 

血atwe evacuate with an 0百'ensiveodor:血eyare two di百erentthings. If we come to see， 

however， a “line"-a continuum of spots or points， or a “continuum of non-continuity，" then 

we are able to rea1ize血atfood and bowels are not of a di百erentnature. They紅 ecrucia11y 

essentia1 and important to our life. Both are to be appreciated equa1ly. 

In talking about the idea of viewing things in a “line"白血isway，出ispaper dea1s 

wi白血etime-space interformation and symbiosis in the here and now. This paper contends 

血atthe notions of血epast，出epresent and the future are merely concepts， and血at血e

existentia1 time is ca1led “now，" in which we live “here" as we rea1ize and activate space. 

Talking about symbiosis， the paper discusses an“出dividua1"or“1" consisting of both a 

“distinct piece，" as a self-centered persona1ity different仕omothers， and yet a part of the 

continuum sharing the whole of reality. We血enaspire to fulfill the needs of ourselves and 

others， and血ishas to be carried out in the here and now. A Bodhisattva， therefore 

establishes vows to attain enlightenment (benefiting oneself; jiri in Japanese) and to save 

su百'eringbeings (benefiting others; rita) ， and thus sets out on a course of practice出at

requires a long period of time to complete. In血isregard，血ispaper仕iesto seek and reflect a 

meaning of a Bodhisattva idea1 in terms of how we are able to live in， and for， the Vow， 

according to our limited capability， in血iscontempor訂 Yworld of science and technology. 

TIME 

We genera11y divide the notion of time into three segments such as血epast， the 

present and白c白出re.The past，出epresent and the fu加re，however， are simply concepts that 
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we have invented or created for the sake of our own convenience.τbey are not able to exist 

independently of each other. For things to exist or stand， space is also of vi阻1necessity， being 

mutually interfused with time.百letime we experience is called “now，"泊 whichthe 

continuous transformation of the present inc1uding-and 1泊lI包dby-bo出 血epast and the 

白知rereveals itself in“here."官lepast，血epresent and血efu卸reare all interdependently 

泊te凶lSed泊to“now，"and we live血 血eplace called“here，" realizing and activating space. 

Time and space血uscannot be sep紅 atedfrom each other， and we always live in the here and 

now， the very place where religious experience阻kesplace as well.
1 
We do experience and 

realize血mgs担 thehere and now; yet we usually live in a world of concepts， very vague 

concepts， suchぉ血epast，出epresent and血efuture. We would now like to examine how 

vague these con∞pts訂 e.

Regarding the vagueness of the time concept， let us start with the past. The problem is 

白atwe are not able， for example，ωidentify what the past specifically refers to. Does it出lply

a few seconds ago， a few weeks ago， last year，也nye紅 sago， our nursery school days， two 

years before our birth into血isworld， or a time before the formation of our galaxy? We cannot 

specify血epast when we think of it泊血ismanner. Some people， then， defme血epast as 

something血atrefers to or inc1udes all of the above， and then we may feel血atwe somehow 

understand it. But when we deeply think and wonder if也ep出 t，as we see it， exists 

independently， we easily realize血at血epast does not stand all alone.百lepast cannot exist or 

stand by itse正

百lesame thing can be said with the vagueness of the future. We are not able to 

speci今whatthe白同reprecisely refers to. A few seconds later， several weeks later， next year， 

twenty years仕omnow， two ye紅 safter our death， or the time when our planet comes to be 

extinguished? We become confused again if we think of what the future specifically refers to. 

And what is出e白加reafter all? In the same way as血epast， when some people say and 

defme出e白卸reas something血atrefers to， or inc1udes， all of the above， then we may feel 

1 Shinran， the founder of Jodo Shinshu or Shin Buddhism， says in Chapter 1 of出eTannisho (A 
Record in Lament of Divergences)，“Saved by the inconceivable working of Arnida's Vow， 1 shall realize 
birth in the Pure Land": the moment you entrust yourself thus to the Vow， so that the mind set upon 
saying the nembutsu arises within you， you are immediately brought to share in出ebenefit of being 
grasped by Arnida， never to be abandoned. (emphasis mine)“The moment you 印刷styourself thus to出e
Vow， so that.. .immediately" (okoru toki sunawachz) refers to the moment of Shinran's realization of 
Amida's Vow in白every here and now， in which all the past， the present and the future are incorporated 
toge出er.The Collected Works of Shinran (hereafter abbreviated CWS) 1， Shin Buddhism Translation series 
(Kyoto: Jodo Shinshu Hongwanji-ha， 1997)， p. 773. 
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血atwe somehow understand it. But when we deeply think and wonder if出efu加reas we see 

it exists independently， we rea1ize血atthe fu佃redoes not stand a1l a1one. The future cannot 

exist or stand by itself. Both the past and血efuture are merely vague concepts， and血eyhave 

been invented and used， for our convenience' s sake， to describe two modes of time with 

another mode， the present. 

百lecon∞pt of血epresent， which seems to be rather concre也， or more concrete血組

曲atof血epast or血efu佃re，is a1so vague as to what it specifica11y refers to. Some people 

may insist血at血epresent refers to血isvery moment. Yet we still cannot comprehend it. We 

then gaze at the second hand of a watch. It shows the present time or hour， but we are not able 

to grasp the concept of time identifying也epresent.百lewatch is just showing our appointed， 

or agreed， point of time. In order to defme血eleng血 oftime， we resort to such units as 

cen佃ry，year， mon血， week， hour and minute; with the second being the sma1lest unit. 

Suppose we say the moment of the present signifies a second exemplifying由eshortest length 

of time. There is yet a shorter moment白血 asecondー→Dne-ten出 ofa second， one-hundredth 

of a second and one-billionth of a second. One-billionth of a second can be further divided 

into shorter moments. There seems to be no end or lir凶tof dividing things into sma1ler units 

or substances. Therefore， understanding or interpreting the present as a moment does not give 

a convincing notion of the concept of白epresent as to what length of period血epresent 

specifica1ly refers to. We cannot defme血eleng血 of血epresent. Depending on our rea1ization 

or awareness， it can be short or long.
2 
Time as the present thus cannot be defmed or identified 

as a “specific when" or “how long，" and cannot be independent.百lepresent is a concept， and 

so紅 e血epast and血efu佃re.

Time we experience in rea1ity is ca11ed “now，" in which the past，出epresent and血e

future are a11 inc1uded and interfused interdependently. In other words， the仕組sformationof 

白epresent inc1uding-and limited by-血epast and血efuture continuously revea1s itself. A 

point or instant of血epast， present or future does not exist sep紅 ately，individua11y or 

independently. Time as “now，" in which the whole past， the whole present and the whole 

釦佃re紅 einterfused toge出er，is eXIstentia1 and rea1istic. Although the notion of “now" can be 

a concept， rea1izing time in terms of “now" associated with our daily life a1lows us to have a 

2 百lelength of our life is sometimes likened to a “moment" or an“instance" (setsuna in Japanese 
or ~alJa in Sanskrit). Even though we live a long life， when our life is nearing an end， we may feel白紙 it's
been just a matter of a moment. 
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dynamic understanding of our experience. 

LIMITED-BY-THE PAST & LIMITED-BY-THE FUTURE 

“L並並民d-by-血epast" (却kο karano gentei) means血atwe are in existence now 

because of various events and factors， direct and indirect，血atwe have experienced and 

received up to now. What血ismeans is血atwe are able， for example， to read because we have 

learned to read at either school or home in出epast. We can think because we have studied and 

been taught at frrst hand.“Limited，" here， means白atour way of thinking is greatly influenced 

by，or丘om，whom we have learned and studied， and through what process we have come to 

learn or study. In出issense， our way of血inkingand behaving is， to a great extent， determined 

and“l泊uted"by血epast-'血ebooks we have read， the places where we have learned， people 

we have met， the conditions under which we have studied， our former emotions or feelings， 

and so on. 

The facts血athave taken place up to now cannot be changed， since血ey紅 C

accomplished or established facts.τ'h.e facts limited by血epast cannot be a1tered. We were 

bom， for example， because of our parents. Without them， we could not come into existence. 

We are genetica1ly formed， and limited， by our p訂'entsand ancestors.百lemodem technology 

of science has made the knowledge of the arrangement of DNA possible， yet血efact血atwe 

were bom丘omour parents remains as a fact. Our parents were bom仕omtheir own 

respective parents. They紅'e，or were， determined and limited by their own p紅 ents.This 

means出atwe have been determined and limited indirectly by our grandparents. We are a1so 

affected and limited， more or less， by things like books出atour grandparents might have read. 

Even if we had never met them， we must have received some influence企om血efact血at血ey

had read books. It cannot be said血atthere is absolutely no influence. It could be very c10se to 

zero or extremely high. Thus， directly or indirectly， we give and receive some or considerable 

influence to， and from， each other. We come into being due to a1l of what has happened to us 

and what has been accumulated before us up to now. We have been living and lived， limited 

by a numerous amount of events and factors we have experienced and received up till now. 

Enlightened or awakened ones may say血atwe have been limited and a110wed to come泊to

being by the whole of existence，出ata1l things in the universe have been concemed with us， 
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組 d血at血eyhave worked upon US.
3 

“Limi也d-by-血e釦卸re"(mirai kara no gentei) means血atwe are in existence now 

because of various events and factors， direct and indirect，出atwe will have and receive企om

now on. We are living now owing to曲面gs血athave not yet taken place but which are 

affecting and limiting us. Our present actions are greatly influenced and determined not only 

by the past but叫soby the future.“Limited"血usincludes both the past and血e白旬re

s出lUltanωusly.

Things血attook place出血epast cannot be changed， for血eyare accomplished facts; 

yet， the meaning for us of past血泊gscan change， or the way we see or accept them can 

change， even though由eywere once so pa出向1and hateful. This change in the way we accept 

由epast happens when the future gets bright or is foreseen in the now， in which we are 

revived and strengthened: we are able to overcome ill incidents血atoccurred in the past or 

出回gs血atwe hated about ourselves. It is a matter of rea1ization or awakening by which the 

way of seeing things in the world greatly changes. In Buddhism the word buddha in Sanskrit 

IS血epast passive participle of the root verb ..r budh， which means“to awake， or to become 

aware of."百lerefore，budd，加 means“awakened， enlightened or rea1ized，" and in noun form 

“awakened one， enlightened one or rea1ized one.，，4 

With rea1ization， we are able to come to accept白血gs血atwe thought of as liI凶tedor 

annoying， some of which could have been avoided， while others not. Having fa1len into a 

bottomless pit， lost and tortured by unbearable long-lasting pain， we discover the bright future 

in the now and we come up with the heart/mind which is eased and filled with joy as deep as 

the pain and sorrow we had before. Our world， which had once disappeared， revives and 

comes to life again.τ'hings manifest as白ey紅 ein the now. We then rea1ize血atthere has 

3 Dogen says in “Genjokoan" (“百ingsas百leyAre， Revealed in the Present")， now a part of his 
major work Shobogenzo (Eye-Store-house of the Right Dharma)，“Delusion is one's practicing and 
authenticating myriad things while carrying one's self to them. Enlightenment is myriad things' naturally 
practicing and authenticating出eself." Dogen zenji zenshu (hereafter abbreviated DZZ) 1， ed. Doshu 
Okubo (Tokyo: Chikuma Shobo， 1989)， p. 7. 

Shinran says in the Preface of出eKyogyoshinsho，“If you should come to realize this practice and 
shinjin， rejoice at the conditions from the distant past that have brought it about." CWS 1， p. 4. Shinran is 
saying that it is difficult to realize shinjin， but that once one attains it， one should appreciate the distant past 
(toku shukuen)， which has brought about one's realization of shinjin through the working of Amida's Vow. 
百ledistance past refers to literally the Vow that has been working upon us regardless of our consciousness 
or unconsciousness in the past up to now. But the distant past should not be restricted only to the past. It 
should include and embrace the future to come. 

4 Shin Buddhism tendsωuse the translation of awakening to describe shi吋in(entrusting 
mind/heart or awakened heart/mind)， while Zen Buddhism uses enlightenment for satori. 
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been nothing meaningless in the whole world. We see the sky， the wind and the trees. We feel 

出剖 thingsare all rea1. We hear birds and the sound of the earth. Our eyes and mind are wide 

open. And we feel bo出 sorrowand joy.5 When the future is也rkor not clear， however， we 

ac制品lyexperience its darkness now. There is no progress百wehold on to a ye紅凶ngfor the 

old days or blame some past bad incidents， claiming血at也eyare causing us misery. We 

blame others. We cannot affordωrecognize， accept or forgive others. There is no space to 

live加， as we cannot breathe.百lereis no room for our mind to be合ee.Self-destruction takes 

place. If we see血at血efuture gets bright， however， we are able to endure the hardship血atis 

taking place now.“Limited-by-the future" plays an important role出血enow-6 

Like the past，出efu旬reis not only limiting but a1so influencing our actions in the 

now. We work hard now， for example， for an examination we will have tomorrow (白ture).

We sometimes cram， studying intεnsely， and it is hard. If we start preparing for the exam a bit 

earlier (past)， then it is much easier now. Thus， the amount of work we do now as determined 

by the examination tomorrow is a1so limited by how much preparation we have done加出e

past. Furthermore， if the exam tomorrow is not so important， then we do not have to work 

very hard now. But if the examination tomorrow means a lot to us， we work harder 

accordingly. Depending on the importance or va1ue of what we are doing now， our way of 

cop泊gwith problems varies. We are thus limited by血efu加re.7

5 John Lennon， the late leader of the Beatles writes in Oh My Love，“Oh my love for the frrst time 
in my life， my eyes are wide open. Oh my lover for the frrst time in my life， my eyes can see. 1 see the 
wind， oh 1 see the trees. Everything is clear in my he紅t.1 see the clouds， oh 1 see the sky. Everything is 
clear in our world. Oh my love for the frrst time in my life， my mind is wide open. Oh my lover for the frrst 
time in my life， my mind can feel. 1 feel sorrow， oh 1 feel dreams. Everything is clear出 myhe紅t.1 feellife， 

oh 1 feel love. Everything is clear in our world."百leselyrics must have been written after Lennon had 
overcome difficulties and distressed circumstances and discovered the 印刷rein the now. 

Lennon， after having being insp凶tedby Bぉ凶 Matsuo，it is said， wrote Across the Universe， 

saying，“.. .Pools of sorrow， waves of joy are drifting through my opened mind， possessing and caressing 
me. . ..Sounds of laughter， shades of earth are ringing through my opened views， inciting and inviting me. 
Limit1ess， undying love which sh面白 aroundme like a million suns， and it calls me on and on across the 
universe.…"Lennon's opened world is filled wi血“poolsof sorrow， waves of joy" and“sounds of laughter， 

shades of earth，" and出iscan be found in rnany of his other works. 
6 Paul Tillich， the German theologian， says，“The image of出efuture produces contrasting feeling 

in man.百leexpectation of the future gives one a feeling of joy. It is a great thing to have a future in which 
one can actualize one 's possibilities，出 whichone can experience the abundance of life， in which one can 
create something new-be it new work， a new living be出g，a new way of life， or the regeneration of one's 
own being." Paul Tillich， The Eternal Now (New York: Charles Scribner's Sons， 1963)， pp. 123-4. 

7 We would like to exarnine another example. When we want to cook a meal in order to serve 
someone， we have to know how to cook. We leam cooking at cooking school， from our parents， from our 
brothers or sisters or from our friends. Depending on where or from whom we have leamed， the meal may 
taste different. If we have leamed from Teacher A， then we may cook the way he or she has taught us; if 
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Things血athave taken place as accomplished facts cannot be changed， as mentioned 

before. Though we are limited by the future， it is flexible and still open， since things have not 

occurred yet， or certain events have yet to occur. Thus， if we want to live better， then the 

problem becomes by what future， or in which way， do we want to get limited? Fear and 

anxiety take place when we are not able to s白血efu旬re，or出efu知reis dark. In other words， 

even though we may have to greatly sacrifice ourselves now， we are able to bear it when we 

see the白加reぉ bright.Today's pain can be endured with the foreseeable future. On the 

con位ary，even if we have no problem today， if we know出atsomething awful or hateful will 

be coming up tomorrow or in the near fu何回， we experience awfulness or hatefulness泊血e

now. If there is no hope or dream for tomorrow， we sometimes lose our ground， and our 

existence is extinguished. We cannot separate血epast，出epresent and血efu加re仕omone 

another: we live them all in the now， in which our actions take placeぉ beinglimited. 

百leplace where we are acting now is “space"也“here"versus “t出le"in “now." Time 

and space町'ein existence， being interfused simultaneously toge血er:they coincide wi血 each

other. We would now like to look more c10sely at the notion of space. 

THE UNlVERSE OR EXISTENCE 

百leuniverse contains two con住adictoryphases; namely， cosmos and chaos. In other 

words， all things in nature come into being as白eyenvelop simultaneously two di旺erent

modes of beingー-orderand disorder. This way of existence having spontaneously two 

opposite features can be applied to the whole universe itself， an individual， a cell and even 

f旨actionatedor subdivided pieces of an剖om.百leuniverse we know of through science 

originated or formed仕oma small piece of mass by a “big bang." Macrocosmica11y spe北ing，

we have learned from Teacher B， then we may cook the meal differently. We are lirnited by the p出 tin白is
way. Our action in the now， however， is lirnited by the 印刷reat the same time. For instance， we may be 
cooking the same food， but the way we cook changes depending on for whom and for what we are cooking 
now. If we are cooking for someone we care for as we invite that person at home for the frrst time，出enwe 
may get a little nervous wondering if出eperson would like the meal-from appetizer and the main dish to 
dessert. We may wonder what drinks we should serve with the dish. If we cook the same meal， however， at 
a restaurant where we work p紅 t-time，出enthe way we are engaged in cooking differs. We may wonder as 
we are working， for example， how much more time is left before the shift is over， watching the clock. 
Though the menu is the same，出eway we cook makes a difference. This is because “lirnited-by-the future" 
differs. Our actions change according to how we are lirnited by the future. Both the p出 tand the fu知re
determine and lirnit our way of feeling， thinking and acting. 

My phrases，“lirnited-by-the past" and“limited-by-the fu旬re，"were inspired by Enji Nakayama's 
Bukkyo to Nishida-Tanabe tetsugaku [Buddhism and Nishida and Tanabe Philosophies] (Kyoto: Hyakkaen， 

1979)， pp. 3-87. 
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the universe endlessly s住etchesout outwardly and， microcosmica1ly speaking， the universe 

can be unlimitedly divided or subdivided泊tosma1ler sets or units， an atom being able ωbe 

disunited limitlessly. Each set or unit has the same arrangement for existence at any level of 

its certain phase or stage， as things go and retum at the same time not in a straight line but in a 

spira1， in which a1l are interdependently interrelated and mutua1ly interfused. It can be said， 

therefore，出atany piece as a unit in the universe inc1udes the whole.百四 wayof血epiece as a 

unit throughout the universe which conceives the whole within itself is very similar ω血剖 of

血etime concept of the now as discussed before. 

We would now like to focus on an examination of two con凶 ryor opposite phases of 

the universe. From an individua1' s point of view， to be bom into the world means to come 

into existence， and death means extinction of血eself. Reflecting on the whole of existence， 

we come to realize血atbeing or becoming has bo血 lifeand death. Birth-and-death is血e

fundamenta1 norm of existence， ca1led samsara. If we interpret life and death as tota1ly 

di百'erentmodes of existence， then we 0白ensee白血gs泊飽rmsof chaos or disorder.百lIsis 

the observation of a phenomenon or an event in terms of a spot or point of time-space. We 

usua11y live in such a world. However， when we see血atlife is supported by death and出at

death is sustained by life-viewing things in a “line"-， then we come to rea1ize血at白e

universe is functioning according to an orderly law. In a world containing two opposite norms 

such as cosmos， or order， and chaos， or disorder， we are living and dying simultaneously. 

When we get a tan， the skin peels 0丘Theskin peeling off is dying， but the new skin 

or cell is coming about企omwi白血.百leskin peeling 0百andthe new skin coming about are 

taking opposite phases of existence. As far as our body is concemed， however， the dead skin 

and the new skin belong to us， and both are evenly important. Thus， to live coincides with 

dy泊g，and to die or be dead coincides with living. Things白atlook tota11y opposite or 

contrary to each other are deeply interrelated or interconnected in terms of the coincidence of 

the two opposites. The way we take， interpret and accept白血gsor phenomena then becomes 

our problem， a matter of recognition or rea1ization. Though we think we are living， we may 

be dead; though we are dead， we can be recognized as being a1ive. Though we are physica11y 

dead， we may live for a long time in白e
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able t'O survive well is quite rare. We then feel白atwe are living and c'Ome t'O realize出atwe 

are being made ωlive. 

Taking a l'O'Ok at nature itself， we understand血 atthings t'Otally 'Opp'Osite t'O each 'Other 

can be seen as having tw'O c'Ontrary phases at血 esame time. Things in nature can be viewed 

as s'Omething beautiful 'Or ugly. Nature n'Ourishes組 ddestr'Oys us at the same time. Sn'Ow， 

which falls 'On the m'Ountains ar'Ound Lake Biwa in Japan， is s'O beautiful t'O view in winter， 

but the same sn'Ow fa11ing 'On the s住民tsin cities becomes tr'Ouble. Sn'Ow is n'O l'Onger beautiful 

but住oubles'Ome.It is even ugly when it gets mixed with s'Oil. F'Or m'Ountaineers wh'O want t'O 

c1imb sn'Ow-capped m'Ountains， sn'Ow p'Oses a c'Onstant danger. A spring sha11'Ow in a m'Ountain 

after a c'Old winter ca1ms and eases 'Our hearts and minds， but the river fl'O'Oded by a heavy 

rainfa11 takes 'Our lives. Water is necessary and inevitable t'O us all， yet it can be dangerous and 

destructive， depending 'On its m'Ode 'Or way 'Of being. 

Nature， being c'Osmic 'Or 'Orderly， can be cha'Otic 'Or dis'Orderly when it tums 'Out t'O be 

inc'Onvenient 'Or dangerous t'O us. Natural phen'Omena such as旬ph'O'Ons，avalanches and 

v'01canic erupti'Ons， when血eycause us disaster， are cha'Otic. That is， dis'Order 'Or cha'Os simply 

refers t'O a situati'On where things appear t'O be cha'Otic t'O us when they d'O n'Ot g'O the way we 

want them t'O be; but nature is 'Orderly itself in acc'Ordance with its 'Own laws. With'Out 

旬ph'O'Ons，sn'Ow slides and v'01canic erupti'Ons， the ec'Ol'Ogy 'Of血isplanet cann'Ot be in 

existence according t'O the Order inc1uding b'Oth 'Order and dis'Order. Creati'On and destructi'On 

seem t'O be 'Opp'Osite phen'Omena， but the Order c'Ontains b'Oth. If we 'Observe a phen'Omen'On 'Or 

an event in tenns 'Of a partial sp'Ot 'Or p'Oint 'Of time-space，血ings'Often seem t'O be 

c'On仕adict'Ory'Or inc'Onsistent， but the Order c'Ontains p'Olarity. 

A POINT IN TIl\但~-SPACE

This reciprocal acti'On 'Or relati'Onship 'Of 'Order and dis'Order can be seen in an 

individual's experience as well. We generally understand血 atl'Ove and hate are tw'O 'Opp'Osite 

feelings血atwe have. Th'Ough血eyseem t'O have 'Opp'Osed entities 'Or qualities， l'Ove and hate 

are derived企'Omthe same place in 'Our mind called “eg'O，" man江'estingdifferently acc'Ording 

t'O the way 'Our eg'O feels. A f'Onn 'Of l'Ove manifests when things g'O the way we want them t'O， 

while hate manifests itself when things d'O n'Ot g'O出eway we want them t'O. When we are 

deeply inv'Olved in an affair 'Or event and be仕ayedby 'Others， then we get desperately hurt. 

When we are indi百'erentt'O things 'Or 'Others， we d'O n'Ot have much feeling 'Or inv'Olvement t'O 
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血em，S'o血atwe d'O n'Ot care f'Or them as much， n'Or d'O we dis1ike them s'O much. We simp1y 

cann'Ot care f'Or 'Or dis1ike them. If 'Our inv'01vement is great， then its re旬rn'Or re仕ibuti'Onis 

a1s'O c'Onsiderable. Love， when it is n'Ot granted， qui也'Oftengets加rnedint'O hate. Love and 

hate genera1ly take p1ace respectively acc'Ording t'O varying c'Onditi'Ons. In血isregard， 1'Ove and 

hate are n'Ot 'Of a di百'erentnature. When 1'Ove and hate are viewed separate1y，血eyl'O'Ok 

different and 'Opp'Osi旬 t'Oeach 'Other. But 1'Ove and hate， when b'O出 areseen as c'Oming仕'Om

血esame eg'O， are n'Ot different in essence-they c'Onstitute a p'01arity. 

In 'Our hearts and minds， vari'Ous fee1ings企'ee1yc'Ome about as being influenced and 

determined by 'Our c'Onditi'On 'Or the situati'On 'Of each m'Oment. We can hardly c'On住'01'Our 

em'Oti'Ons， 1iving in fee1ings 'Of happiness， anger， hum'Or 'Or pa血'Os.百leway 'Our fee1ings arise 

is essentia1ly self-centered. This is白eway 'Our eg'O is; there is n'Othing wr'Ong ab'Out it， n'Or is 

it a matter 'Of g'O'Od 'Or bad. Our eg'O is pure1y self-centered. If we住Yt'O satis匂'Our'Own eg'O， 

h'Owever， then we c'Ome t'O su百er.When 'Our su百'ering'Or struggle c'Omes in m'Oderati'On， it 

'Often brings us s'Ome stimu1ati'On 'Or even enc'Ouragement; but，ぜitexceeds its 1imitati'On， then 

wesu首位仕'Ompain as a resu1t 'Of hurting 'Ourse1ves and 'Others. 

It is n'Ot t'O'O much t'O say血at1ife is a battle against 'Oneself 'Or 'One' s menta1 functi'Ons， 

such as greed， anger and ign'Orance (sandoku no bonno in Japanese; defilements 'Or passi'Ons 

'Of the three p'Ois'Ons)， which ann'Oy 'Oneself and 'Others and represent the nature 'Of 'Our eg'O. We 

are a11 end'Owed with them with'Out excepti'On， and we are c'Onsci'Ous1y 'Or unc'Onsci'Ous1y 

hurting and harming 'Others and 'Ourse1ves. It is e出 Yt'O b1ame 'Others but difficult t'O b1ame 

'Ourse1ves. If we blame 'Ourse1ves 'Overly much， it may 1ead us t'O self-destructi'On， which is a1S'O 

a misery. We think we kn'OW 也atwe sh'Ou1d live in peace and h紅 m'Onyt'Oge血 er;but， when 

jeal'Ousy， f'Or examp1e， 'Overtakes us f'Or whatever reas'On， we may destr'Oy the wh'01e. We are 

1iving in such a W'Orld， in which any disaster 'Or仕agedymay happen at any tIme and any p1ace. 

Being g'Overned and c'Ontr'Olled by 'Our defilements 'Or passi'Ons and viewing things 'Only 

partia11y， we 1ead a 1ife 'Of anger and ign'Orance m'Ost 'Of the time. 

ALll可E

A TV specia1 program was broadcasted 'On NHK ab'Out ten ye紅 sag'O， as the United 

Nati'Ons was prom'Oting the Year 'Of the Handicapped. It was a very inspirati'Ona1 and hearぜ'elt

d'Ocumentary 'Of a man wh'Ose 1eg became disabled fr'Om infantile para1ysis 'Or P'Oli'O when he 

was a child. The man was ta1king t'O children in a sch'O'01 gymnasium， wh'O were a11 seated 
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listening to him with curiosity. He talked to the children about how he used to dislike 

physica1 education c1asses and athletic meetings， for he was not able to participate出血e

c1asses and events and could only watch other children running and jumping around. He then 

a1ways thought he would have been able to do the same as others did， if only his leg had not 

been disabled. He s仕onglyfelt resentment at his bad leg， recollecting血athe would have been 

much better 0百withoutit， and血athe would not have been badly teased or ill-仕'eated.

古田 mancame down to the floor， where the children were seated， and said，“Boys and 

girls， 1 rea11y look funny when you see me wa1king like血is，right? 1 wa1k 政組ge，right? 1 

used to be laughed at by everybody when 1 was a child." He wa1ked again in仕ontof血e

children， and血eylaughed with the man. He then said，“When 1 was sma11， 1 didn't want 

other children to watch me wa1k like血isand used to resent it. But， 1 do not feel血atway any 

more now." The children were puzzled as出eylistened to him but seemed to be fascinated by 

the man who looked tota1ly care仕ee.τbeman again repeated，“If it were not for血isbad leg， 

1 would have had a happier childhood." He continued to talk about his early days and how he 

used to receive住ea卸lentunder the good care of the nurses at hospita1. And he explained how 

he came to overcome his warped or perverse mind as he grew up. He then in仕oduceda 

moving episode: 

When 1 was receiving treatment for my leg at the hospita1， there was a nurse who 

took good care of me. She a1ways仕iedto help and encourage me when 1 was 

demora1ized or broken in spirit. One day， we were ta1king about this bad leg as 1 

was complaining about it and tapping it over and over ag出n，saying，“1 hate血lS

leg." She then said to me as she was crying，“You a1ways say血at.Y ou know 1 like 

you. And what 1 like about you the most is血isvery leg血atyou hate." She said 

血isto me as she was patting me on the leg. At血atmoment， 1 was thrilled and 

overwhelmed. She is now my wife. 

It can be understood血at血isis a story of a couple血athave been able to see and rea1ize a 

“line"泊 aprofound world. They must have experienced encountering a good person when 

血eymet each 0血er.The man had a hatred for his bad leg for a long time but came to rea1ize 

白at，白anksto出every leg， he was able to meet a good person， and血atthe leg played an 

important role in discovering something far greater than what he would have not experienced 

without his condition. He must have thanked her with deep appreciation， and his leg w 
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血athe th'Ought were “useless" 'Or “burdensome" are not rea1ly so but have meanings and roles 

respectively.百leman and woman coincided with each 'Other:血eymust have come to s民

light through rea1izing a “line-" 

SPACE AND TIME-LIGHT AND LIFE 

When we come t'O rea1ize a “line"仕omd'Ots， spots or points， it begins to activate itself 

like cell division. A line splits into two lines and then three lines. From an泊dividua1and 

persona1 experience， we become仕ee仕'Oma c10sed or blockaded world bound by inconsistent 

spots and get led to a dynamica1ly opened world. When three lines are crossed on a plane， 

space (a位iangle)emerges.8 When the lines仕∞lyevolve vertica1ly and h'Oriz'On凶ly，血ree-

dimensiona1 space emerges， where we can breathe and live. We genera11y understand出at

space exists in the same way for a1l of us in the frrst place; but， with'Out 'Our rea1ization of its 

profundity， space does not revea1 itself and does not have much va1ue or meaning ωus. It 

seems血atwe d'O not experience space as space without rea1ization. As far as we 'Observe a 

world泊 termsof broken dots， spo臼 orpoints， we do not see the universe. We cannot see the 

sky， the wind and the trees. We cannot hear the birds. We cannot come to our senses. 

Recognition or rea1ization is c1'Osed in. There is no s'Orrow and j'Oy. Rea1izati'On ∞nsiωof 

tw'O seemingly opposed modes of feelings or experiences-sorrow and joy. 

Realization is an awareness of two opposite phases of one血ingand of血e

coincidence of those two phases. When we come to see the line and live in space，血enour 

heart/mind gets so丘enedand ca1ms down， forgives others and 'Ourselves and acknowledges 

ourselves and others. We will be able to share a life wi出 eachother， as seen in the case of the 

couple mentioned above. Recognizing and facing hardships and good fortune， we live in血e

world， which is rea1 with sorrow and joy， and白ldroom where our heart/mind can dwell. We 

live the world of白eheart/mind with the medium of白血gsor materia1s. We get liberated 

丘om c10sed space and come to rea1ize the place ca1led “here，" in which light 

incomprehensibly shines through. Where space emerges， light is shed. 

In Pure Land Buddhism， the light血atis shed or shines出血espace of our heart/mind 

is ca11ed Amitabha， which means “Immeasurable Light." Immeasurable Light then refers to 

8 When four lines are crossed， a tetragon emerges; and five lines， a pentagon. With an infinite 
number of lines， a circle emerges where there is no comer.百lecircle is a line without comers and often 
symbolizes enlightenment. 
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the light血atdispels the darkness of our ignorant mind/heart in which Wisdom (praji硲血

Sanskrit) partakes.9 Wisdom is what is needed for becoming enlightened and the light血at

shines into血espace of our ignorant heart/mind. We are able to see then the bright and 

foreseeing future. We get encouraged to continue to live as we fmd the fu加reactive and 

d戸1祖国cin the now， which enables us to get out of a c10sed or isolated world， take an action， 

move on and live the day. This is the transformation of space血to白ne.

Time， as examined previously， does not refer to出epast，出epresent and白e白ture

divided separately or independently. It signifies the now， in which the continuous 

仕組sformationof the present inc1uding the past and the future revea1s itself-time as the 

“continuum of non-continuity" (hirenzoku no renzoku).百UStransformation of time taking 

place in出isvery place is ca11ed Amitayus， meaning “Immeasurable L江'e."Immeasurable Life 

then refers to the ways of our “living" as we aspire for the Vow血roughrea1izing time as白e

now-we are a1ways living in the now. While Amitabha is Wisdom， Amitayus is Compassion 

(karur;a). When Wisdom is p紅白kenin us with rea1ization of Amida's Vow， the heart/mind 

with which we aspire for sharing血atWisdomwi血otherssimultaneously arises. Compassion 

means our acts of benefiting others and the sharing of出atWisdom with others. Just like time 

and space紅 einterfused and coincide with each other， Wisdom and Compassion coincide 

wi出 eachother and are two qua1ities or fea加resof “rea1ization" or shinjin， which can be 

referred to as an essence of the Bodhisattva idea1. 

We genera11y think血attime and space are in existence in the same way to everyone， 

but血isview seems to be mistaken. Things are present as白ey紅 e，but the way we observe 

them greatly varies depending on the conditions， as examined before. Time and space unfold 

according to the degree of our respective recognition or rea1ization;出eyare sometimes 

c1osed， while血ey町e，at other times， boundlessly open. The ways we experience time and 

9 Shinran says in“Hymns Based on Gathas in Praise of Amida Buddha" of the Jodo-wasan 
(Hymns of the Pure Land)， 

Amida has passed through ten kalpas now 
Since realizing Buddhahood; 
Dhanna-body's wheel of light is without bound， 

Shining on the blind and ignorant of the world. 

百lelight of wisdom exceeds all measure， 
And every finite living being 
Receives this illumination白紙islike the dawn， 
So take refuge in Amida， the仕ueand reallight. 

CWS 1， p. 325. 
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space differ greatly from one another. Without realization， we are住appedin c10sed time and 

space: time f託ezesand space does not activate. The仕組sformationof time into space as well 

as the transformation of space into time does not take place smoo血ly.

NON-V ACILLATION AND THE HEA VENL Y ORDER 

To realize a “line" emerging仕omspots or poin臼， and “space"丘omlines， is to get 

se凶edat one point in life， which can be， according to Confucius，“non-vac出ation"(かwaku

in Japanese). Confucius says，“At forty， 1 became台'eefrom vacillation." We should be able to 

say血atwe have lived well， and白atwe are gratified with what we have had， whatever it 

might have been， without any regret.官邸 doesnot imply the fulfillment of our own self-

satisfaction but refers to the ways of our lives which we are able to accept as血eyare， though 

血eyhave been incomplete or imperfect， through having lived our lives with subjectivity and 

putting our hearts and minds to血efullest extent into the Way. We come to be仕民仕om

vacillation. Becoming企'ee企omvacillation， however， does not mean血atwe are no longer in 

vacillation， but出at，though it seems to be con住adictory，we come to realize血atwe are really 

in the midst of vacillation.1O 

We are not able to get rid of our self-centered mode of being， for it is the way of our 

innate nature. Thus， only血roughbecoming aware of由isnature， are we able to cultivate the 

understanding of people， thereby becoming仕切仕omvacillation. In other words， it can be 

said血atwhen we come to realize白atwe are really deluded or illusory， we come to be仕'ee，

in a sense，仕omdelusion or illusion. Our mundane and daily su妊'eringsor problems， however， 

increase and can be seen much more c1early. 11 We come to see the su首'erings組 d

contradictions of not only ourselves but also of others， and su百'eringsof others begin to 

concem us even more so as if血eywere our own su首'erings.We begin to see the universe as a 

whole. This is a sh出合ombenefiting-oneself to benefiting-others， which， in an ultimate sense， 

takes place simultaneously， and it is not too much to say血atthe zest or血ereal taste of life 

10 Dogen says in “Genjokδan，"“Those who greatly become aware of delusion are Buddhas.百lose
who are greatly lost in enlightenment are sentient beings. Moreover， there are persons who attain 
enlightenment upon enlightenment and there are also persons who are deluded in their delusion. When 
Buddhas are町ulyBuddhas， they do not need to realize出atthey themselves are Buddhas. Yet， they are 
authenticating Buddhahood." DZZ 1， p. 7. 

11 Shinran says in the Ichinen tanen mon'i (Notes on Once-Calling and Many-Calling) at the age 
of 85，“We are full of ignorance and blind passion. Our desires are countless， and anger， wrath， jealousy， 

and envy are overwhelming， arising without pause; to the very last moment of life they do not cease， or 
disappear， or e油 austthemselves." CWS 1， p. 488. 
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starts with this. 

C'Onfucius says， after bec'Oming仕切仕'Omvacillati'On at f'Orty， he came t'O rea1ize the 

will 'Of heaven (tenmei in Japanese) at fi食y.Yasushi In'Oue (1907-91)， a prominent n'Ovelist出

m'Odem Japan， says血atwe have t'O仕Yt'O live in acc'Ord with the will 'Of heaven in turbulent 

也nes，as C'Onfucius did.
12 

Th'Ough 'Our age， the twenty-frrst century， with its highly devel'Oped 

techn'Ol'Ogy and science， greatly differs仕'Omthe time 'Of C'Onfucius， we are als'O living in his 

也ne，也知rbulenttimes with vari'Ous distrusts， s'Ociety with dist'Orted deviati'Ons，企ugabuse， 

far凶lydisrupti'On， vici'Ous crimes， and s'O 'On. Japan has rec'Overed remarkably仕'Om 血c

devastati'On 'Of W'Orld War 11 and bec'Ome an ec'On'Omically prosper'Ous c'Oun住Yin the w'Orld. 

What we have l'Ost， h'Owever， as a result 'Of having s'Ought materia1 affluence， namely gratitude 

f'Or a plain and simple life， is incalculable and cann'Ot be rec'Ompensed. 

We are facing many problems living出血etwenty-frrst century. Yet we cann'Ot 

clearly see what the problems really are and cann'Ot easily answer h'Ow t'O c'Ope with these 

problems. Love al'One is n'Ot able t'O s'Olve 'Our problems. Material g'O'Ods a1'One are n'Ot the 

answer. And 'One ideol'Ogy， n'O matter h'Ow excellent it is， cann'Ot save the w'Orld. Indeed， if we 

佐Yby f'Orce t'O g'Ovem the w'Orld with a single ide'OI'Ogy， then the w'Orld will be in danger and 

crisis. We are living in a c'Omplex w'Orld wi血 manydi百'erentideas and va1ues. In an u1timate 

sense， the universe c'Ontains tW'O 'Opp'OSi也 phasessuch as c'Osm'Os and cha'Os， 'Or 'Order and 

dis'Order. Theref'Ore， there is essentially n'Othing we can d'O ab'Out changing the w'Orld and 

s'Olving a11 the problems. That is why a B'Odhisattva c'Omes d'Own t'O help us all. Can we then 

leave the problems uns'Olved and d'O n'Othing ab'Out them?百lequesti'On is， h'OW we Sh'OUld 

12 Inoue says， referring to the will of heaven，“To rea1ize the will of heaven is to hear the voice of 
heaven saying you are doing fine in what you are wishing to do. Confucius then said he was able to be 
engaged in a work to do what heaven wanted him to do-ーiム workingfor the well-being of people-at 
fifty." Inoue continues that since Confucius' philosophy was derived from turbulent times， the will of 
heaven is severe， strict and even fearful:“He became aware， however， that heaven would not help him at 
a11. Doing good for society has nothing to do with heaven's help. Heaven may even interfere with his good 
works; yet he still wishes to do good in the world. This is the meaning of realizing the will of heaven. 
Confucius lived in turbulent times. Once you step out from home， you run into thieves and enernies and do 
not know what will happen to you. Sickness or disease is preva1ent and spread a11 over. Being in such a 
world， you cannot live with an idea that heaven will help you because you are doing good. You must still 
町 todo good， but heaven will not help you; yet you continue to do good-this is rea1ization of the will of 
heaven. You need this resolution or decision living in turbulent times." 

Yasuhi Inoue， Jinsei noかoshi，Koshi [Coポlci肌 Teacherfor Mankind] Literary Studies: East 
and West ed. Jean Toyama and Nobuko Ochner (Honolulu: University of Hawaii， 1990)， p. 28. 

See a1so Hoyu Ishida，“Sa1vation for Oneself and Others:‘The Wish to Save All Beings' in the 
Present" in The Pure Land， New Series. Nos. 13・14.The Journa1 of the Internationa1 Association of Shin 
Buddhism， 1997. 
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cope with the problems as we fa∞them， no matter how little or seemingly inconsequentia1 

our endeavor is. 

In the end， there is no other place血組曲eplace where the self can achieve a deed， the 

very place where the self carries through an undertaking: the universe血 whichtime and space 

are unfolding. And the self a1ways goes out仕omand comes back to血every self itse旺"and 

only in出atself does血eself fmd some answer，也oughit is“answer of non-answer." There is 

no rigid or flxed answer; but， whatever the self fmds at each moment with rea1ization can be 

shared with others:血atis the world of retum or repayment (kangen泊 Japanese) as a1so seen 

m出ewill of heaven by Confucius. We live in the world of retum，住y泊gto do good 

according to and within our capacity and capability. We位Yto live in， and for， the Vow as血e

Bodhisattva has established. 13τ'his is the world of beneflting-others emerging from 

beneflting-oneself. In Buddhist philosophy， beneflting-oneself and beneflting-others 

simultaneously take place; they are not two di百'erentthings， and血eycoincide with each other. 

We are living as self-centered individua1s and as p紅 tof the whole at the same time. We 

would therefore like to hold仕omtime to time “noble aspirations" (kosho na akogare). These 

noble aspirations are the仕easureof our heart/mind as an individua1 as well as血etreasure of 

the universe as the whole (uchu no ta初 ra)-lifein the Vow. 

NATURAL SELECTION AND SY島田IOSIS

Symbiosis here is used to mean血atdi百erentlife forms as we know them live toge出er

in correlation in terms of their mutua11y interdependent actions and deeds， including 

physiologica1 phenomena. We give life to each other as being lived by one another. Before 

examining symbiosis， we would like to discuss natura1 selection， the principle of which was 

put forth by D訂 winas a term used with adaptive evolution. Natura1 selection is an objective 

observation or interpretation of evolutiona1 phenomena of life. We are not insisting here血at

natura1 selection is the one to be criticized and blamed， while only symbiosis is to be praised. 

13百leFirst and Second Vows of Dharmakara in the Larger Sutra read，“(1) If， when 1 attain 
Buddhahood， there should be in my land a hell， a realm of hungry spirits or a realm of animals， may 1 not 
attain perfect enlightenment."“(2) If， when 1 attain Buddhahood， humans and devas in my land should 
after death fall again into the three evil realms， may 1 not attain perfect enlightenment." The Vows 
established by Dharmakara should refer to the current occurrences of出isworld. The “three realms" of hell， 

hungry spirits， and animals or the “six realms" of rebirth are our day-to-day experiences. 
百leEnglish translation cited here is from Hisao Inagaki， The Three Pure Land Sutras: A Study 

and Translation (Kyoto: Nagata Bunshodo， 1994)， p. 241. 
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If we eva1uate and defme血eme恒也19of existence only from a point of view of natura1 

selection， however， there arises a problem.“The surviva1 of血efittest"佃 d“出es住ongerprey 

on the weaker" are emphasized， and “the weak becomes the victim of血estrong" can be our 

common agreement as a natura1 phenomenon. In the process of evolution，血ismight be 

unavoidable when we see things through an objective observation or interpretation of adaptive 

evolution. Yet detβrmining and conc1uding台om出efrrst place “the weak becomes the victim 

of白estrong" should be c1aimed to be wrong. The secularization in a selfish and bad sense 

will increasingly continue to sprawl. 

It seems血atas we witness出erapid development of modern science and its 

technology， the progress of recent civilization has already exceeded the limitation血剖

humans are able to face or con住01with their reason. The speed of development and progress 

is am白血glyfast， and we even fe紅白e“註reversib日ity"俳句gyakusei)血atthe nature of 

civilization contains within itself. Technologica1 development is particularly breathtaking， so 

is the development of medica1 science. Organ transplantation in the United States is a daily 

practice， and in Japan it has been exercised wi白血eintroduction of brain death. Recently， 

c10ning has been experimented with. Genetic紅白出lentin Japan has started and been 

experimented with as well. We have already heard the news of genetic treatment in the United 

States， but in Japan we are still arguing and deba出 g血isissue仕omsuch various fields as 

mora1i旬， ethics，religion and humanity. There are still many problems before us. 

In tenns of the prolongation of human life， medica1 science has made significant 

con仕ibutions.百leother essentia1 quest， however，出athumans have been seeking in an 

ultimate sense-'“What is血emeaning of life and existence?" or “How should we live?"一has

been put aside. Today's human activities of just prolonging life through medica1 

advancements may actua11y deprive us of the working out of our quest of seeking and s住lvmg

for the meaning of life and existence. Though it is a1most impossible to say what白atis，ω 

“think" what life is a11 about plays a crucia1 role for humans as we live in harmony with 

nature or the universe. 

As we live on， in debt to medica1 science for our comfortable daily life， we are not 

complaining of or denying the development of medica1 science. Yet， we are concerned with 

白espeed of its progress， and are somehow fear和1about its conseque 
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bettennent 'Of pers'Onal c'Omputers and cell ph'Ones. We are able t'O c'Ommunicate wi血 people

all 'Over the w'Orld in an instant using the Intemet合'Oma r'O'Om at h'Ome. Taking advantage 'Of 

血ism'Odem c'Onvenience and techn'Ol'Ogy， we feel出atthe progress 'Of 'Our sciences has alm'Ost 

c'Ome t'O its peak and will put an end t'O human civilizati'On s'O'Oner 'Or later. Is血isjust a view 

'Of a min'Ority? 

G'Oing back t'O the discussi'On 'Of symbi'Osis， we believe出atwe cann'Ot aff'Ord t'O 

determine the values 'Of ev'Oluti'On and civilizati'On 'Only as a result 'Of natural sel即 ti'Op，and血 at

the time seems t'O have c'Ome t'O pay seri'Ous attenti'On t'O the way 'Of existence in mu加al

dependence and c'Oexistence. We sh'Ould c'Onsider h'Ow we w'Ould be able t'O survive better in 

peace with the rest 'Of beings 'On the planet， n'Ot just saying “the survival 'Of血efittest，"“自c

S位ongerprey 'On the weaker" 'Or “the weak bec'Omes the victim 'Of the. s住ong."Here， the way 

an individual lives has t'O be questi'Oned and reexamined. Since it is the individual血at

rec'Ognizes and experiences reality，血eindividual and pers'Onal review 'Of h'Ow we can live 'Our 

life is 'Of f'Orem'Ost imp'Ortance. This brings us， in tum， t'O an examinati'On 'Of self-reliance 

0・iritsuin Japanese) of an individual回 s'Ociety.

Self-reliance is the establishment 'Of an individual and can be divided回t'O“self-

supp'Ort 'Or self-sustenance" (j・ikatsu)and“independence" (dokuritsωhin).“Self-supp'Ort" has 

tw'O aspects. The frrst is fmancial/ec'On'Omic self-supp'Ort， which means we sh'Ould be able t'O 

live with'Out receiving fmancial assistance and help. The sec'Ond has s'Omething t'O d'O with 

daily life and activities. We sh'Ould be able t'O take care 'Of 'Ourselves in 'Our daily lives-f'Or 

example， washing 'Our 'Own faces and g'Oing t'O the t'Oilet with'Out any help仕'Om 'Others. Self-

supp'Ort as independence refers t'O mental/spiritual independence. We sh'Ould be able t'O阻ke

acti'On 'On the basis 'Of 'Our 'Own decisi'Ons and judgments and n'Ot rely 'On '0白ers.S'O 

independence here means血 atwe f'Onn a judgment and take acti'On with subjectivity and 

resp'Onsibility. Self-reliance in s'Ociety can be defmed as s'Omething menti'Oned ab'Ove. 

Acc'Ord回gt'O白eway the universe 'Or existence is， h'Owever， it is c1ear and evident白atthere is 

ultimately n'Othing血atcan stand and supp'Ort all by itself as an independent individual. 

Fact'Ors 'Of self-supp'Ort menti'Oned ab'Ove are s'Ome qualities血 atwe住Yt'O seek as we lead lives 

as members 'Of s'Ociety in an ideal sense. 

Even th'Ough we say血 atwe are able t'O supp'Ort 'Ourselves fmancially 'Or ec'On'Om 
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live. We haven't lost the functions as a member of society at all.百losewho are able to work 

have the conditions with which to work， while the others who are not able to work do not 

have the conditions with which to work. Those who are supporting others have the conditions 

with which to help， while the others who are receiving support have the conditions to be 

supported. Some who can extend help and others who need help紅'emutually interrelated 

with each other， and their relationship cannot take place without either of the two. Being so， 

however， those who are receiving support should not presume or impose upon the favor of 

others. Those who are helping others should not be too arrogant about it. Being able to help 

others is a pleasure and a joy. 

As for self-support in daily activities， when we get sick， we need help企omothers. 

Our daily lives involve extending and receiving help to and仕omeach other. Mental 

independence also involves our relationship with others: even if we believe血atwe are 

making our own judgment as to how to live， it is done泊 relationωothers. Unless we are 

concemed with others， we are not often accepted in society and get isolated. It is in mu佃ally

depending on each other血atindividuals exist， and individuals coexist in mutual dependence. 

Yet， we fmd血atit is extremely difficult to cope with and face血eproblems and 

complications emerging from a struggle between an individual seeking self-gratification and 

the whole or all individuals in mutual coexistence. That is to say， perfect self-reliance and 

symbiosis， or mutual dependence， are contradictory to each other in the frrst place. If an 

individual c1aims his or her own want or desire too much， it distorts mutual coexistence， 

while if mutual coexistence is over-emphasized， the individualloses his or her identity. 

An individual is self-centered and often selfish. There is nothing wrong about血is;

that's the way the individual is， as mentioned before.百leindividual is attached to the self， 

which makes the self sep紅 atedfrom others， and is fundamentally des出ledto be self-centered. 

百leworld or society consists of groups of those individuals， and it is natural血atour world 

should have various problems. However， it is not right血at血es住ongcan也sist血atthe world 

of natural selection leads to the survival of血efi仕estand say it cannot be helped， though血ey

fmd problems and injustice in society. Or if people stand on血es住ongside， are血eynot any 

longer able to see血eproblems of the w 
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20 HoyuISHIDA 

when va1ue standards and judgments have been rapidly changing. We are n'Ot， h'Owever， 

appea1ing血atan individua1 sh'Ould stand up t'O make a s'Ocia1 rev'Oluti'On， feeling the wh'Ole 

resp'Onsibility f'Or it. If we a1'One佐Yt'O carry a1l血epr'Oblems 'Of s'Ociety 'On 'Our sh'Oulders and 

住Yt'O directly face and s'Olve them， then we will get l'Ost and puzzled， muttering，“H'Ow 

c'Omplicated and difficult a1l these problems are!" Then ag泊n，it seems t'O be easier t'O live in 

ign'Orance 'Of these problems， but can we rea1ly escape fr'Om them? We may be incapable 'Of 

c'Oping with the problems， but an individua1 is able t'O start仕om血eproblem 'Of 'Oneself and 

住Yt'O dea1 with problems cl'Ose t'O and next t'O 'One. Even th'Ough we住Yt'O tackle the problems 

in gr'Oups 'Or 'Organizati'Ons， the principle is血ateach individua1 sh'Ould take them as a matter 

'Of subjectivity and rea1izati'On. It sh'Ould be carried 'Out acc'Ording t'O，釦dwi白血， 'One's 

capacity 'Or capability with an aspir剖i'Onf'Or d'Oing g'O'Od t'O 'Others and s'Ociety， th'Ough there is 

n'O fixed 'Or specific answer.τ'he answers vary acc'Ording t'O the situati'Ons and an individua1' s 

capacity. We then住Yt'O live in， and f'Or， the V'Ow血atthe B'Odhisattva has established with the 

idea1 'Of sharing Wisd'Om wi血'Others-in'Other w'Ords， helping 'Others in the here and n'Ow. 

CONCLUSION 

We have defrned血 atthe universe， in which a1l things with c'On仕組ict'Orily'Opp'Osi也

qua1ities c'Ome and g'O at the same time as血eyinterdependently and mutua11y int紅白sewith 

'One an'Other， stretches 'Out endlessly and 'Outwardly， and can be limitlessly subdivided int'O 

sma11er sets 'Or units， in a spira1. And the w'Orld血atis existentia1ly present t'O us is血e

universe unf'Olding in the here and n'Ow with 'Our rea1izati'On. Yet， when we 'Observe events in 

terms 'Of sp'Ots 'Or p'Oints 'Of time-space， we fmd an inc'Onsistency am'Ong them， since we 

interpret them taking place at different times and places 'Or we eva1uate things with a partia1 

view. Since the fundamenta1 way 'Of existence is c'Ontradict'Ory in血efrrst place， it is natura1 

血atthings sh'Ould l'O'Ok inc'Onsistent when sp'Ots 'Or p'Oints are 'Observed and c'Ompared 

respectively. Living in such a w'Orld 'Of samsara， we 'Often lead cha'Otic lives， usua11y n'Ot being 

able t'O see 'Ourselves as we紅e，and easily misunderstanding 'Others. 

Realizing this， the m'Oment we仕Ytackling血eproblems 'Of the w'Orld at frrst hand， we 

fmd出at血eyare t'O'O c'Omplicated t'O be cha11enged in any way. The hardest 'Of the hard is t'O 

live well-ba1anced lives白血econtradict'Orily 'Opp'Osed m'Odes 'Of “natura1 selecti'On" and 

“symbi'Osis." It is difficult t'O accept the wh'Ole with'Out gratifying 'Oneself， while 'One l'Oses 

'One's identity if 'One s'Olely住iest'O please every'One: keeping the ba1ance between an 
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泊dividua1and the whole is vitally important and difficult. One cannot live a1l by oneself， nor 

can one exist without the relationship with others. 

An assembly of self-centered individua1s is the whole， and the whole consists of血e

assembly of the individua1s. In such a world，住yingto get a10ng well with others is a1most 

impossible. This desire of仕yingto live well with others is a1so our selfish conceit， but what 

more can we do， or what is left for us? We should like to seek to retum what we have been 

given， in accord組 cewith our capacity. In the world of retuming based on rea1ization， we see 

a “line" and then “space，" in which light (Amitabha) is shed through and we get encouraged 

to live on (Amitayus). We may be filled with a sense of acknowledgement，“1 have血is

much，" instead of with仕ustration，“Is血isa1l 1 have?"百出 senseof fulfillment， like religious 

experience， does not last for a long time， but sustains the individua1 like a bamboo joint. We 

seek symbiosis and coexistence in and for the Vow， sharing sorrow and joy with a11 beings 

and白血gsin nature， as we are living and dying， and dying and being lived in the here and 

14 
now. 

M 百1Ispaper is a revised English edition from “ima koko ni okeru旬。seiwo kangaen←ィenkara 
sen eno ninshiki wo toshite-" in Academic Reports of the UniversiηCenter for Intercultural Education， 

the University of Sh伊丹ψcture，No. 5， December 20∞， pp.47・66，and was partially presented at the 
10th Biennial Conference of the Intemational Association of Shin Buddhist Studies at Otani University， 

Kyoto， in August， 2001. 
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Factors for Success in Second Language Learning 

Walter KLINGER 

Within a few short years， children are able to understand what they hear， and to speak 

and be understood， with a high degree of success. After what appears to be almost effortless 

acquisition of the fundamentals of language， largely企omsimple interactions with parents 

and peers， the child's knowledge of vocabulary and structures of the language is expanded 

and consolidated by formal instruction in spelling and grammar. Unlike leaming the first or 

native language， the process of leaming a second or third language seems much slower and 

often meets with limited success. 

Mastering a second language depends on a number of biological， social， and 

educational factors， like aptitude for languages， attitude， cognitive style， learning strategies， 

neurological factors， personality， pr，の'iousexperience with language learninιproficiency in 

the native language， sense modality pr，φrence， sex， etc.， which we discuss in this制 ic1e，

with an aim of finding better ways of teaching and leaming. We find 5 main groupings of 

factors for success in SLA， Second Language Acquisition: 

. The amount of time available for study 

・Differencesin motivation to leam 

. Individual intellectual & personality differences 

・Theage of the leamer at the start of study 

・Thechoice of lesson material and teaching techniques 

TlME FACTORS 

Children have plenty of time every day to puzzle out their native language， often 

referred to as Ll (a bilingual child might have two Lls); moreover， children need to deal 

with just a limited range of vocabulary and uncomplicated grammar. Older leamers， who 

attempt to leam a new language， referred to as L2， are usually busy with many scheduled 
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daily events and chores， and may be hard pressed to find time to devote to studies. L2 

leamers who have moved丘oman L 1 country to a new home in another coun仕yare faced 

with a deluge of extensive， sophisticated vocabulary and grammar， and need to make sense 

ofthe L2 as quickly as possible for functioning白血eL2 environment. These L2 students， if 

they are in an English-speaking environment， would probably attend classes in ESL， English 

as a Second Language， where techniques are often oriented to teaching language that is 

useful in quotidian life， work and school activities. 

Students of English who are living in an environment where English is not the 

language of everyday use， are usually considered to be studying EFL， English as a Foreign 

Language. EFL leamers might be under just as much time pressure as ESL leamers， if， for 

example， they need to leam as much as possible， as quickly as possible， in order to pass 

school examinations. High school and college lesson material often focuses on academic 

skills， to understand the language in its written form for the purpose of passing written tests 

and exams， which typically involve such tasks as: 

-<} comprehending and translating grammatically complicated selections from 
literature and scientific writings; 

-<} manijフulatinglanguage forms， e.g.， changing sentences企omactive to passive 
voice， or from present to past tense; 

-<} deciding where the stressed syllable of a word falls; selecting which preposition 
should be used in an expression; deciding on the correct use of other such 
“discrete points" of grammar， and so on. 

EFL high school students in Japan have about 50 to 100 hours ofEnglish instruction 

per year; so， the teacher and students need to cover a lot of material in a short time to be 

ready for exams. Thus， lessons often focus less on gaining ability in speaking for lifestyle 

activities and more on memorization of grammar rules for accurate translation. EFL students 

in college also might spend most of their study time on comprehension and translation of 

written reference and research material， particularly as they have little immediate need for 

competency in daily conversation skills. (For a discussion on distinctions between a foreign 

and a second language， see Lambert 1990.) 

Other adult EFL leamers might study English after regular school hours or after work 

simply out of interest or for pleasure， or for non-urgent career needs. For them， the time 

factor is less crucial， and learτlIng can proceed in a more leisurely白shion，with techniques 

involving more games， songs， and similar activities that do not demand a lot of 

memorization of grammar rules and vocabulary. 
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Either type of EFL student， the school student or the casuallearner， doubtlessly has 

less daily exposure to English than an ESL student does. ESL students in an L2 environment 

have many more opportunities to hear， speak， read， and write English than EFL students in 

an Ll environment. No matter the situation of the leamer， the time required to learn L2 is 

probably the same for all kinds ofleamers; the EFL learner may seem to take longer because 

of lack of exposure to and interaction with an L2 setting. 

A conservative estimate ofthe time needed to acquire the Ll is 12，000・15，000hours 

(Lightbown 1985). To leam L2 takes much less time once the Ll has been mastered. It takes 

over 720 hours of intensive L2 study at the U.S. Foreign Service Institute to become 

proficient剖 justthe novice level (Omaggio-Hadley 1993:10). It takes thousands of contact 

hours in Spanish or French， and 4 to 5 times longer than that for lan伊 agesdissimilar to 

English like Russian， Mandarin， J apanese， or Arabic， for an L 1 English speaker to get 

beyond the tourist level of functioning ability (Brown 1997). Even where the community is 

L2， and the L2 learner gets a lot of input and practice outside of school， thousands of hours 

of school study are required. Spolsky (1989:190) notes that immersion students in Canada， 

Ll English speakers studying L2 French intensively， with all their school subjects taught in 

French， require 4500 hours of instruction to attain fairly high levels of fluency. 

Berliner (1990) describes various aspects of “time" as they relate to education: 

~ Pace is the amount of content (material) covered during a period oftime. 
~ Allocated time is the amount of time that the school or teacher provides to the 

student for instruction. Some allocated time is taken up by transition time， when the 
teacher takes attendance， gives back homework， etc.， and by waiting time， when a 
student must wait to receive some instructional help; for example， waiting in line to 
have the teacher check work， or waiting for the teacher's attention after raising 
hislher hand. 

~ Engaged time is when a student is paying attention to material or presentations that 
have instructional goals. 

~ Time-on-task is when the student is paying attention to just those activities that are 
desirable for the lesson at hand. (A student may be in engaged time， deeply involved 
in studying mathematics， during a time period that is meant to be spent on French 
language study.) 

~ Academic lear. 

Success in leaming， says Carroll (Carroll 1963， Carroll & Freedle 1972)， is affected 
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4 Walter瓦LINGER

by five variables: 

~ Aptitude: the time it takes an individual to leam the material; 
~ Opportunity to learn: the time a110wed in school for leaming; 
~ Perseverance: the amount of time a student will work on tasks; 
~ Quality oIInstruction.: the effectiveness of the materials and methods， and the 

clarity of directions;姐 d
~ Ability 01 the student to understand instruction: background experiences and 

knowledge of the student that are relevant to the new information being learned， 
language comprehension， knowledge of learning s仕ategies，and figuring out 
what the learning tasks are. 

Carroll regards aptitude as a variable of time， insofar as practica11y anyone can leam 

practica11y anything， given enough time. In this model， students are not characterized or 

labeled as being smart or dumb， bright or du11， gifted or disabled; only as fast or slow. 

Individual students do not necessarily display the same apti同de(i.e.， do not need the same 

amount of time for successful leaming) in different subjects like mathematics， reading， 

science， physical education， etc. Ge抗inger(1984) surveyed research results and found that 

measurements of time to learn (1TL) were usua11y as good， or better， predictors of success 

than conventional measures of intelligence. The system used in many schools and 

universities of assigning“Incomplete" grades for work that is not satisfactory， rather than 

“Failure，" derives from a time-based definition of aptitude. 

Success as a factor of time in the ALT model is of particular significance， says 

Berliner (1990)， because 

it attempts to provide a time metric for the two non-time variables in the Carroll 
model: quality of instruction and ability to understand instruction. 

While “Aptitude" is certainly dependent on time to a certain extent， 1 use a wider 

definition of aptitude， which is dependent on “Individual Differences" and “Age Factors." 

Those two categories also subsume Carroll's“Ability to Understand Instruction." As for 

Ca汀011'、s“Qua叫alitザyoぱfInsはtructi山on，"1 suggest t白ha剖tmy category 0ぱf

Techniques" allows for self-s佃dy，not necessarily under the direction of a teacher. 

MOTIV ATIONAL FACTORS 

In Carroll's model，“Perseverance" is a variable of time. Here， 1 consider the various 

causes of perseverance， or what are the conditions企omwhich perseverance can arise. 

Motivation can be seen in three aspects: 

~ instrumental， external or resultative motivation: the desire to achieve an external 
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goal， such as getting a job， career success， or greater pay; 
~ intrinsic， or internal motivation: the desire for intemal growth or satisfaction; and 
~ integrative motivation: the desire to communicate with or assimilate in a new 

communlty. 

Different age groups and leamers in different situations have different needs and 

wants， goals and desires， which drive them to succeed; conscientious teachers are careful to 

choose material and techniques that suit different motivations. 

What motivates children is a natural positive curiosity and interest in leaming about 

anything new， which is most oftheir environment. For children who are aware that the L2 is 

used by people in different parts of the world， the new language might have many attractive 

features. It could be an interesting new way to names things， and to say something they are 

already able to say in the Ll. It may be a challenging way to acquire a new skill， like a 

different style of writing. If they watch a TV show like Sesame Street， L2 English might be 

the language of some of their favorite characters， and they would like to understand what 

they're saying. Some motivation might also come企omthe belief that leaming English is 

important for their success in school and in their白佃re.

When children are leaming， they are 0抗enphysically active. They mimic， repeat 

words， because也eyenjoy it， play make-believe， taking on new identities unselfconsciously， 

and are rather unconcemed if other children look， act， or talk differently. They will speak or 

produce any kind of sound if， and when they feel like it. They like to have fun; but are also 

willing and eager to start to leam the serious business of spelling， reading and writing. 

Teachers of children usually try to make lessons as active， playful， and cheerful as possible. 

In later school years， leamers have been trained to seek order in their studies. Study 

is serious and purposeful; tests and exams are required to give evidence of progress. They 

look forward to acquiring skills; but， may fear personal failure and so be reluctant to町 and

speak in the L2. They are anxious not to appear childish， and like to know what they are 

doing and why. Some have come to believe that in the classroom one is filled with facts， 

rather passively and silently. When studying English， they expect and even ask for teacher-

led explanations， feedback， assignments and tests. Such quiet， studious， perhaps introverted， 

students may leam better with methods of grammar and translation exercises than more 

extroverted students (Hoven 1997). 

Some school-age students may have developed attitudes of liking and disliking 

certain subjects. Some EFL students might not see any b 
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compulsory school subject， more resentment and dislike may build up. For these students， 

the teacher has a challenge to make the lessons stimulating， involving， and unthreatening. 

Adults may also have various motivations. They may need to prepare for study or 

work in a foreign country， or to be able to communicate as tourists. When studying for 

business purposes， adult learners might need to know technical report writing， how to 

compose business letters， and how to develop presentations. F or them， and for others， like 

university students who need serious study to pぉsexaminations and to reach academic 

goals， leaming by having fun and playing games might seem besides the point， a waste of 

time， and immature. For these students， teachers need to use practical and productive 

techniques. 

Other L21eamers in an L1 environment may want to leam a new language in order to 

develop their own sense of identity and worth， or because they are interested in the culture 

the language represents. As mentioned earlier， if there are no pressing time demands， 

material that is not exam-oriented can be used for these students. 

Having motivation to study is perhaps not important in the short term for L2 success， 

for most people can leam a small amount of a new language in a short time and with little 

effort. But motivation is important over the long term: highly motivated students will s旬dy

with more effort and persistence， and eventually do better than those who give up after their 

initial success. 

Goals which are c10se at hand， such as passing exams， can be more motivating for 

some leamers than abstract or far distant goals such as mastering the L2， which prove 

dishearteningly impossible， and are easily abandoned. Immigrant youth in an L2 

environment may be more willing to make a larger initial investment in leaming the L2 

compared with their older counte中arts，“becausethey can expect to enjoy a longer period of 

pay-back" (Beiser & Hou 2000). Being success白1in leaming L1 is obviously crucial for 

young children; for older leamers of L2， very high levels of success in L2 are probably less 

crucial， and that may reduce motivation. 

Motivation may be expected to improve when c1asses take into account students' 

likes in teaching styles and lesson material. About 800 students at a mixed-nationality 

English language school in Britain were surveyed (Adrian-Vallance 1992) to find out what 

they thought a good lesson involved. Most often mentioned wa 
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relating to them as individuals. In a good lesson，出eyhad plenty of speaking practice， and 

the teacher helped them improve their listening ability. They leamed language that由ey

knew was useful. The content of the lesson was interesting and challenging without being 

overwhelming 

ロlOtlvatlOn.affect personal negatively or positively can Socio・culturalfactors 

Shortreed (1987) shows evidence that the child， who has emotional support企omhis or her 

family for bilingual language leaming， may end up performing better than a monolingual 

child on IQ tests， psychological tests， and general academic achievement tests. Some socio-

cultural factors， such as the attitudes of peers， leamers' attitudes toward their leaming 

situation， teachers' attitudes towards their students， and one's own attitudes towards one's 

own ethnicity， have been studied for their influence on SLA (Larsen-Freeman 1991). 

INDIVIDUAL FACTORS 

Some of the qualities that make one individual different企omanother are sources of 

motivation; however， individual traits can perhaps best be considered as a separate category. 

People may be characterized by their personality or affective (emotional)位aits:those 

who are confident vs. those who have low self-esteem; those who are self-reliant vs. those 

who are more dependent on other; and so on. Other aspects of personality include attitudes， 

willingness to take risks， anxlety， reactlOns to and inhibition， of extroversion degrees 

sensitivity to rejection， empathy， and tolerance of ambiguity (Brown 1994:61-64). Some 

research indicates that certain traits may be beneficial for SLA; for example， moderate 

anxiety， and moderate risk taking， like guessing meanings and trying to communicate even 

though mistakes may be produced (Hoven 1997). 

Gar也ler(1983) proposed that individuals have unique sets of stronger or weaker 

“multiple intelligences，" that develop in interaction with each other: 

VisuaVSpatial Intelligence 
VerbaVLinguistic Intelligence 
Logica1lMathematical Intelligence 
BodilylKinesthetic Intelligence 
MusicaVRhythmic Intelligence 
Interpersonal Intelligence (understanding and interacting with others) 
Intrapersonal Intelligence (understanding and controlling oneself) 

入

Y
λ
V
λ
V
λ
γ
λ
?
λ
Y
λ
γ

Gardner's theory has widely been incorporated in school curricula; for example， in 

and the use of multimedia teaching material， student portfolios， independent projects， 
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assigning creative tasks that appeal to different intelligences. 

Preferred leaming styles have been described as analytic， serialist and operation 

leamers vs. holists and comprehension leamers; surface leamers vs. deep processors; etc. 

Willing (1988) categorized 517 adult L2 English leamers in Australia into four 

categories of leaming style， based on their responses on a questionnaire: 

~ Authority Oriented Learners preferred the teacher to explain everything， and liked 
to have their own textbook， to write everything in a notebook， to study grammar， to 
leam by reading， and to leam new words by seeing them. 

~ Analytical Learners liked to study grammar， to study English books and read 
newspapers， to study alone， to find their own mistakes， and to work on problems set 
by the teacher. 

~ Communicative Learners liked to leam by watching and listening to native 
speakers， to talk to friends in English， to watch TV in English， to use English out of 
class in shops and trains， to leam new words by hearing them， and to leam by 
conversatlOns. 

~ Concrete Learners liked using games， pictures， films， cassettes， and videos， talking 
in pairs， and practicing English outside of class. 

Willing (1988) found that these leaming preferences did not correlate significantly to 

any biographical variables of differences of age， ethnic group， level of previous education， 

length of residence in Australia， speaking level proficiency， orザpeof leaming program， i.e.， 

whether they were in full・orpart-time courses. The teacher deciding on how to approach a 

lesson might take into consideration the style of leaming preferred by the leamers， who 

might like leaming either more directly仕omthe teacher or more企omstudying on their 

own， or who might prefer to leam more by oral speaking practice， or more企omsilent 

textbook study. 

It may be possible to identi命tosome extent what qualities in individuals help them 

leam L2 easier. Humes-Bartlo (1989) reports that Ll Spanish-speaking children who leamed 

L2 English faster also did well on tests of: 

~ Auditory discrimination (hearing differences in contrasting sounds such as 
macholnacho and beberldeber)， 

~ Ability to remember associated word pairs (nortelsur，jrutalmanzana)， and 
~ Analogical reasoning (Mother is to jatherαs sister is to ----)， 

Students who were slower L2 English leamers， on the other hand， had better skills in 

arithmetic， and in constructing and copying geome仕icblock designs. 

Teachers might consider using techniques that develop skills associated with 

successful language leamers; such as， practice in listening to sound differences， leaming 
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vocabulary in related word-groups， and developing logical reasoning skills. They may also 

use techniques appealing to visual intelligences， such as giving instruction in L2 for the 

design and building of structures and machines. 

People differ widely in their linguistic ability; the age at which也eybegin speaking 

the Ll， for example， or the speed with which they master it. There are cases of children in 

elementary school who seem to have been unable to“intuitively" learn the grammar of their 

Ll: they need to stop and work out what they want to say， they struggle to phrase questions， 

and they confuse tenses， as in寧YesterdayIjump thefence (Whitfield 2001). There are cases 

of individuals with very low general cognitive skills; but， with surprisingly high language 

ability， like 

year-old level， who produces morpho-syntactically complicated utterances like * He was 

saying that 1 /ost my battery-powered watch that 1 /oved (Muller 1996). 

There are reports of families， a number of whose members may suffer仕omSLI， 

Specific Language Impairment. One study concems a teenager who is apparently highly 

intelligent， and at the top of his class in mathematics; but， is “grammar blind." He makes 

random grammatical errors， such * These boy eat two cookie; while in a subsequent 

conversation he might say，申Thisboys eats two cookies (Vajda n.dふ

Some theorists hope SLI could be the (long awaited) proof that ability or competence 

in grammar is not only quite separate企omgeneral intelligence， but， furthermore， is 

inherited. However， causes of SLI other than“innate language mechanisms" or language 

genes can be hypothesized. A distinctive feature of SLI is difficulty with the use of function 

morphemes (the，α， is)， and other grammatical morphology; such as， the rule that verbs must 

be marked for tense and number (plural -s， past tense -ed). Short-term memory for speech 

sounds correlates highly with vocabulary acquisition and speech production; thus SLI could 

be explained as: 

“a deficit in processing brief and/or rapidly-changing auditory information， and/or in 
remembering the temporal order of auditory information，" or 
“difficulties in perceiving grammatical forms which are generally brief in duration" 
(CUNY Developmental Neurolinguistics Lab n.dふ

Despite some exceptions such as these individuals， success in Ll leaming is usually 

assured， while success in L2 leaming varies much more. Humes-Bartlo (1989:43) points to a 

study that estimates that 11 % of adults have a “negative prognosis" for foreign language 

study， and another 21 % are “borderline. " 
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Neur'Opsych'Ol'Ogical studies 'Of the areas 'Of the brain resp'Onsible f'Or the processing 'Of 

linguistic， visu'O-spatial abilities， reading， and 'Other c'Ognitive functi'Ons， reveal individual 

differences in brain 'Organizati'On. From the Darwinist p'Oint 'Of view， says Muller (1996)， 

inter-individual variati'On is indispensable:“Selecti'On within a species can be effective 'Only 

if members are different企'Omeach 'Other." Dem'Onstrating genetic variati'On， ab'Out 10% 'Of all 

right-handed pe'Ople have language largely centered in the right hemisphere， as d'O ab'Out 'One-

third 'Of left-handed pe'Ople (Genesee 2000). An'Other variable is sex， th'Ough research is far 

仕omc'Onc1usive ab'Out sex differences in language learning and abilities. 

百leleft-brain， which f'Or the maj'Ority 'Of pe'Ople c'Ontr'Ols m'Ost language白ncti'Onsand 

"pattems that progress step-by-step in a single dimensi'On， such as 'Our sense 'Of time 

progressi'On， 'Or the l'Ogical steps required in perf'Orming feats 'Of manual dexterity" (V司da

n.d.)， devel'Ops faster in females than in males， which c'Ould partly explain girls' ability t'O 

talk and read earlier， and have a better v'Ocabulary and pr'Onunciati'On， than b'Oys. The right-

brain， c'Ontr'Olling “the awareness 'Of p'Ositi'On in space in all directi'Ons simultane'Ously" 

(Vajda n.dよasis f'Ound in s'Ome aspects 'Of sp'Orts， math， and c'Onstructi'On (building things)， 

devel'Ops白sterin males than in females， which may partly explain why b'Oys tend t'O be g'O'Od 

at these tasks. 

A variety 'Of teaching meth'Ods， such as c'Ombining a language activity with physical 

m'Ovement f'Or b'Oys， and using role m'Odels “t'O engage girls in academic risk taking" (Gurian， 

Henley & Trueman 2001) may be used t'O address the different ways 'Of leaming 'Of b'Oys and 

girls. As adults， w'Omen tend t'O use their right-brains， which als'O c'Ontrols many em'Oti'Onal 

functi'Ons， m'Ore than men; this may enhance awareness 'Of em'Oti'Onally relevant details， 

visual c1ues， verbal nuances， and hidden meanings in language (M'Oir & Jesse11993). 

Children， b'Oth as Ll and as L2 leamers， typically exhibit m'Ore right hemispheric 

inv'Olvement in language processing than d'O adu1t L2 leamers. During early stages 'Of Ll 

leaming， language capacity devel'Ops c1'Osely with manipulating objects (Muller 1996). The 

(right-brain contr'Olled) left hand h'Olds an object in space， while the (left-brain c'On仕olled)

right hand “manipulates that object t'O perf'Orm tasks which require a step-by-step 

progressi'On" (V 
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1997). There is some justification in calling for L2 teaching materials th剖 appealto various 

different brain functions and to multiple intelligences (Klinger 1996). 

AGEFACTORS 

While study of an L2 can be begun at any age， much evidence indicates that the 

earlier the start， the more successful the resu1t will be， at least as far as pronunciation is 

concemed. There are some concems that starting a study of L2 while the Ll still has not 

been mastered will interfere with leaming the Ll. In a different theory， adults should be able 

to leam an L2 faster出anchildren because of their advanced intellectual skills. 

Infants soon come to understand that the sounds they hear are related to meaning， 

expressing emotions， desire for action， and naming functions. When they start producing 

words， they seem to be trying to find systematic pattems， testing the limits， parameters or 

constraints of definitions and rules， calling all men Dad砂， for example， or any four-legged 

crea加redog， or adding “ 

When one rule is established to be true久， 0ぽra剖tleast seems to be to the cぬhiωld，other rules can be 

deduced. Rules seem to be acquired in a certain order， and new rules cannot be taught or 

leamed until the leamer is ready for them. Studies in developmental factors of SLA， 

particularly in syntactic morphemes， show that L2 leaming also inc1udes stages or orders of 

acquisition (Hoven 1997). 

Children's early attempts at language production imitate adults' speech， though the 

grammar seems to be only partly based on the input， the information coming仕omparents 

and other children. The output， what the child says， is often very different企omthe input. 

Moreover， errors are not easily corrected， as shown in these two often-cited examples 

(Fromkin & Rodman 1983:333): 

CHILD: Nobody don 't like me. 
MOTHER: No. Say，“Nobody likes me." 

CHILD: Nobody don 't like me. MOTHER: Nobody likes me. 
CHILD: Nobody don 't like me. MOTHER: Nobody likes me. 

CHILD: Nobo砂don't like me. 
MOTHER: Now listen carefully. Say，“Nobody likes me." 

CHILD: Oh! Nobo砂don't likes me! 

CHILD: Want other one spoon， Daddy. 
F ATHER: Y ou mean， you want “the other spoon." 
CHILD: Yes. 1 want other one spoon， please， Dad，砂.

F ATHER: Can you say“the other spoon"? 
CHILD: Other...one...spoon. 
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FATHER: Say “other." CHILD: Other. 
FATHER: Spoon. CHILD:争oon. FATHER: Other...spoon. 

CHILD: Other..々poon.Now give me other one宅poon?

Perhaps learning a first language is not白ateasy after all; rather， the process is long， 

demanding， and企equentlydistressing and合us仕atingfor the child， who is unable to express 

his or her needs and intentions (Hatch 1978:12). While we are looking for the best ways to 

leam a second or foreign language， we should keep in mind that leaming any language， first 

or second， is a difficult process. Nonetheless， surely few adult L2 leamers would need as 

long as the child above seems to， to understand the grammatical discrete points involved in 

Nobo砂likesme and the other宅poon.

Adults have白llydeveloped pragmatic and general cognitive skills， more developed 

and sophisticated than children's; that is，出eyknow more things， they know how to do 

things better， and they know how to go about仕yingto do things. It is not surprising that 

adults are obviously better than children at language skills， as they have had many years of 

practice and improvement. Adults usually have a fairly good understanding of how their Ll 

works，合omformal study of grammar in school， and can use metacognitive and 

metalinguistic strategies for planning， monitoring， and evaluating their L2 learning activity. 

Rivers (1987:445-450) describes studies of young teenagers who learned L2 better 

than pre-teen children in both formal school-leaming situations and in informal， naturalistic 

situations where they had no specific instruction in language. The teenagers， apparently， 

could apply their more developed intellectual abilities in their leaming of the second 

language. Cummins and Nakajima (1987) conducted a survey of the L2 skills of 273 

Japanese children in grades two to eight in Toronto， and found that the older the students 

were when they arrived in Canada， the better their English reading and， to a lesser degree， 

their writing skills. 

Perecman (1989) shows that bilingual children took longer th叩 monolingualchildren 

to name an object， while adult bilinguals showed no significant differences in reaction time 

to reading and list-leaming tasks. Children learning two languages at the same time may 

have some difficulties dealing with two languages; but， by the time they are adult bilingual 

speakers， they no longer have noticeable problems in processing two languages. 

The theory that prior literacy experience in Ll makes L2 leaming easier has been 

called the interdependency principle， or the sequential model. There is some debate on what 
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level of proficiency， if any， in Ll needs to be obtained before L2 study can safely be 

undertaken. Some people believe that children should become quite proficient writers and 

speakers of Ll before attempting to become literate in L2， because there may be a danger 

that: 

if Ll cognitive development is interrupted or inhibited during second language 
acquisition， the result may be decreased levels of L2 proficiency and reduced 
academic performance (Devlin 1997). 

The interdependency hypothesis 

provides the rationale for the kind of bilingual education that advocates the use of the 
child's mother tongue during the early stages of education， adding the second 
language only when she has developed higher-order cognitive and linguistic skills in 
the first (Hoffmann 1991: 128). 

But even adults， who start L2 study well after any danger of conflict with an 

emerging L 1， fail to keep improving until a level of mastery; remaining， instead， at some 

stage of interlanguage. One symptom of this failure is fossilization， when errors become 

difficult to correct. Some errors seem to be the result of the conscious or unconscious 

application of the rules of the Ll onto the L2. Other common errors such as *on the 

meantime， *put more attention to， *take advantages oJ， *αjシiendof her， etc.， suggest th瓜

adults have problems leaming formulaic， conventionalized language (Y orio 1989). Children 

leaming Ll English seem to use “whole chunks" of such high仕equencyexpressions as in 

the meantime， pay more attention to， take advantage oJ， and a jシiendof hers， more 

accurately. Using formulaic utterances may be an example ofright-hemisphere activity， says 

Brown (1994:55). As suggested earlier， adult L2 students typically underutilize their right-

brains. 

It has been hypothesized出atthe ability to acquire language the way children do， by 

mere expos町 eto it， may be lost by the age of puberty. Language then has to be leamed by 

conscious effort; a much more difficult task. It cannot be said to be an impossible task， for 

Whatever biological determinants there are of behaviors/capacities， they are unlikely 
to become totally unavailable after a certain age (Epstein， Flynn & Martohardjono 
1996). 

It is therefore preferable to speak of sensitive， rather than critical， periods when 

language must be acquired to be normal. Between the ages of about 2 and around puberty， 

the brain loses its plasticity; when brain functions can easily be localized in a variety of 

possible places and even re-form in different places after trauma to the original site. As the 
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brain matures， the forming of neural synapses， pathways， and connections decreases; 

synaptic connections that are not used， weaken and are eliminated. 

By age 2 years， synaptic density is at its maximum; at about the same time when 
other compone凶sof cerebral cortex also cease growing and when total brain weight 
approaches that of the adult. Synaptic density dec1ines subsequently; reaching by 
adolescence an adult value that is only about 60% of the maximum (Huttenlocher 
1984). 

This wealth of synapses is thought to be responsible for the s仕ikingplasticity of the 
immature brain that permits the leaming of skills that can be leamed only with much 
greater difficulty or not at all by the already pruned adult brain (Cziko 1995). 

Language seems to be more resilient， less hard-wired， than other functions controlled 

by the brain; for example， visuo.叩 atialcapacities are severely impaired after early right-

hemisphere damage; and motor functions are seriously impaired after early damage to either 

hemisphere in cerebral palsy.“Thus， after extensive left hemisphere lesion in infancy， the 

right hemisphere appears to be capable of sustaining normal language acquisition that may， 

however， be slower than in the average normal child" (Muller 1996). 

Pronunciation involves a motor function， the manipulation of musc1es， so the way we 

sound out words may become a habit that is very hard to break or change; more difficult than 

even fossilized grammar pattems. There is a good deal of evidence that suggests that the 

earlier L2 study is begun， the better the outcome in mastering pronunciation. Munro， 

Derwing， & Flege (1999) show Canadian English adults who acquired phonetic aspec臼 ofan

English regional variation (in Alabama); but listeners from either area could distinguish them 

企omnative speakers of either dialect. Flege， Yeni-Komshian & Liu (1999) show 240 

speakers of Ll Korean who differed according to AOA， age of arrival， in the United States 

(1 to 23 years); but， who were all experienced in L2 English (mean length ofresidence = 15 

years). As AOA increased， the foreign accents grew stronger. Ellis (1984: 485) refers to 

research showing that even the most advanced non-native speakers could not achieve native-

like accuracy. 

There is evidence that aduIts may show an advantage over children in a skill like 

mimicry， as Stapp (1999) suggests in a study of monolingual Ll Japanese adolescents who 

mimic English pronunciation of /r/ and /11 better than younger children. However， most 

evidence indicates that younger L2 leamers eventually overtake older L2 leamers in 

pronunciation ability (Nagai 1997). 

Noticing pronunciation is one of the first observable stages of leaming language. 
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Exposure to a specific language， say Andruski & K凶 1(1996)， changes the way infants 

perceive speech sounds by 6 months of age. Echols (1996: 162) observes that infants between 

4 days and 2 months old can distinguish native language speech仕omnon-native speech. 

Werker & Tees (1984) demonstrate th剖 childrenunder one year old are able to distinguish 

between the speech sounds used by any language; but， by age 12 months， they begin to lose 

the ability to notice sounds白atare not used in the Ll， the language they hear every day. 

Mehler (1989) found that newly born Japanese infants could distinguish phonemes such as 

/r/ and /U that are non-distinctive in the Japanese maternallanguage. 

Research is ongoing in investigating the sources of L2 pronunciation problems， and 

potential remedies. Masaki et al (1996) used Magnetic Resonance Imaging to see how 

Japanese and English speakers differ in their articulation of /r/ and 11/. Kewley-Port， 

Akahane-Yamada & Aikawa (1996) studied acoustic metrics (vowel properties， spectral 

target distance， formant dynamics and duration) of Japanese accented English vowels. 

Tsurutani (2002) studied problems in the acquisition ofpalatalized consonants for learners of 

Japanese both部 Lland L2. Hayes (2002) studied the differences in the perception of 

Japanese singleton and geminate consonant distinctions (e.g.， /tI versus /ttI) by native and 

non-native Japanese speakers. 

The difficulty of mastering L2 pronunciation after puberty， and the importance of 

pronunciation in learning Ll， suggest that pronunciation both needs to be， and should be， 

practiced more in L2 studies， along with other elements of prosody such as stress， rhythm 

and timing (Klinger 2001). 

TECI町 IQUES& MATERIAL FACTORS 

A technique is one single procedure used in the classroom， such as oral repetition， 

substitution drills， translation exercises， card games， etc. The material used in the technique 

is a specific set of words， sentences， name of a game， etc. A method is a set or collection of 

techniques， perhaps arranged systematically， like the Direct Method or the Grammar-

Translation Method. A methodology or approach is a theoretical or philosophical 

explanation of learning. Different approaches may share the same techniques and even the 

same methods. Different methods may also share the same techniques. Some techniques 

derive仕omparticular methodologies; others have arisen independent1y. When speaking 

informally， the terms approach and method are often used to mean something more like 
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style， manner， behavior， mode， or even technique. 

The teacher can select企oma wide variety of techniques for developing ski11s in 

speaking， listening， reading， and writing， and of course create original ones. These 

techniques are genera11y quite standardized. For children's classes， common techniques are 

playing games， learning songs， imitating and repeating spoken language， and leaming to 

recognize and write letters of the alphabet and words. For learners who have already had 

some years of academic training in school in their native language， the rules of grammar of 

the second language， and their applications in example spoken and written sentences are 

commonly studied， taking advantage ofthe older learners' inte11ectual abilities. Students can 

study one-on-one with the teacher， in large or sma11 classes， practice in pairs， or do activities 

in sma11 groups. 

Class material for adults in the work force might deal with practical， functional 

language for business， housing， shopping， travel， govemment services， and other social 

communications. While children and adults might need， or want， more practical language 

practice， to leam how to express needs and desires for functional purposes， learners in 

academic institutions often study material that focuses more abstractly on inte11ectua11y 

comprehending the grammatical structures of the language; even though the example 

sentences are often isolated or removed企ompractical， everyday applications. It is the 

subject matter， even more than the techniques used to teach the subject matter， that is 

noticeably different in children's， high school-age students'， and adults' second-language 

classes. 

The teacher might choose techniques 企om among established teaching 

methodologies that focus to greater or lesser degrees on grammar study， repetition dri11s， or 

practice of conversation pa悦 msfor daily use; a11 intending to stimulate leaming， but 

perhaps suitable for different leaming needs and goals. 

Lesson planning is inf1uenced by philosophical and scientific musings and debates， of 

whether language is more biological or more socio・cultural;whether a speaker“knows" 

language or “performs" in language; whether a speaker is the “cause" of verbal behavior or 

is merely the “site" where language takes place. Is language leamed by stimulus and 

response conditioning， by coaching and repetition? If it is， techniques include dri11s and 

manipulation of example sentence pattems， perhaps even rather mechanica11y and 

unthinkingly. Or， is language leamed by an inherent ability， either specific for language， or 
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part of general inte11ectual skills? If so， techniques provide opportunities for experimenting 

with language in interactive encounters， a110wing discovery and creativity to set into action 

automatic forces. 

Behaviourism was the dominant paradigm in educational psychology for half of the 

last century， positing general laws of leaming applicable to any leamer， to rats as we11 as 

humans， to adults no less than babies. It is optimistic and democratic， in that anyone can 

leam anything， given enough time and the right dri11s. Cognitivism， the currently dominant 

paradigm， pays attention to differences among leamers. It is humanistic， but perhaps 

realistica11y pessimistic in that it a110ws that some individuals will not succeed. In cognitive 

methodologies， c1asses are leamer-centred; leamers are active participants in leaming， not 

passive recipients of knowledge. As much as these methodologies may be at opposed to each 

other philosophica11y， teachers typica11y use techniques based on both regularly. 

The choice of what teaching method or techniques and 印刷almaterial to use is 

usua11y determined by the teacher or the school administration， taking into account the 

amount of time available for study， the different inte11ectual abilities of the leamers， and their 

goals or motivations. That is to say， what is taught in the lesson depends on how much time 

there is to spend on the topic， to what degree the leamer is able to leam， and what the leamer 

needs or wants to leam. 

These factors， of available time， motivation， individual differences， and choice of 

material and technique， inf1uence success in leaming; for success in SLA， the factor of the 

age of the leamer at the start of study is added. 
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英語学習の動機づけ

一大学 2年次の初めと終わりを比較して-

A Study of Learners' Motivation for English 

-Focusing on Second Year University Students 

1 .はじめに

小栗裕子

Yuko OGURI 

英語学習の動機づけ研究は、ある時点における学習者の動機づけを探る横断的研究(例

えば、 Ely，1986; Benson， 1991;宮原ら， 1997) が多く、 Berwick& Ross (1989)が指摘す

るように、学習者を長期的に捉えた縦断的研究はあまり行われていない。これは、後者が

前者と比較して時間や労力に負担がかかり過ぎる点や、長期にわたり対象者を確保するこ

とが難しいという欠点を有しているからであろう。しかしながら、学習者の動機づけは、

彼らを取りまく社会的環境の変化、特に大学入試以前とそれ以後や学力の向上によってお

のずと変わっていくことが推測される。

それでは、大学入試を終え 、就職活動にも充分余裕のある大学 2年次の学習者にはどの

ような動機づけの変化が見られるであろうか。本研究では、これらの学習者に焦点を当て、

彼らの動機づけをリスニング力との関連で、 1年間でどのように変化するのかを調査分析

し、考察を加えた。

2. 方法

2. 1 被験者

公立大学 2000/2001年度の理系を専攻している 2年生 4クラス 140名(内女性 45名)。

各クラスとも種目別や習熟度別編成ではなく、単に学籍番号順に構成されたものである。
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2. 2 手順

研究の手順を分かりやすくまとめると、表 1のようになる。

表 1 研究手順

4月 2月

動機づけのアンケート調査 動機づけのアンケート調査

JACET基礎聴解力標準テスト A

(pre-test) 

骨骨骨骨骨骨 JACET基礎聴解力標準テスト B

(post-test) 12月実施

1 )リスニングテストとその結果

学生のリスニング能力を測るため、 2回目の授業中にプリテストとして rJACET基礎

聴解力標準テスト AJ を、そして 12月初めにポストテストとして rJACET基礎聴解力標

準テスト BJを実施した。能力別に動機づけを比較するため、まず 4月に実施した rJACET 

基礎聴解力標準テスト AJ の結果に基づき、学生を上・中・下位の 3群に分類した。次に

12月に行った rJACET基礎聴解力標準テスト BJ の結果と照らし、この 3群をそれぞれ

に伸びた学習者(6点以上)と伸びなかった学習者(6点未満)に分けた。ここで使用し

た「伸びた学習者」の定義は、 12月に実施したポストテストの全体の平均点 57.01 (SD 8.6) 

から、 4月のプリテストの平均点 50.99 (SD 8.0) を引いた点、すなわち 6点のことを言

う。尚、プリテストとポストテストの相関係数は r=0.75で、点数は開拓社から送られて

きた標準点をそのまま使用した。

表 2 4月と 12月の JACET基礎聴解力標準テスト得点と標準偏差

群 上位 中位 下位

伸びた 伸びなかった 伸びた 伸びなかった 伸びた 伸びなかった

(N=27) (N=25) (N=24) (N=26) (N=28) (N=10) 

4月 mean 58.15 59.76 50.42 50.77 40.25 41.80 

SD 2.81 4.13 2.40 2.01 4.21 3.74 

12月 ロlean 67.11 60.12 61.04 51.58 51.39 42.20 

SD 3.37 6.34 3.75 4.03 4.77 5.55 

さらに、 4月の時点では予測できなかった伸びた学生と伸びなかった学生を学力別に 12

月の結果から割り出し、これらの学生の得点を 4月に遡って集計し、標準偏差と共に表

2にまとめた。分散分析及び LSDによる多重比較の結果、 4月の段階では、 F(2，134) 
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221.21 (JJ < 0.001)で 3群の聞にもおのおのの群に有意差が認められ、これらを異なっ

た集団と認めた。しかしながら、群内(伸びた学生と伸びなかった学生の間)は、 F(1，134) 

= 3.72で有意ではなかった。 一方 12月では、 F(1，134) = 29.82 (JJ < 0.001)で同様に 3群

の聞にもそれぞれ有意差が見られたばかりでなく、群内にも F(1.134) = 99.83 (JJ < 0.001) 

で有意差が有り、伸びた学生と伸びなかった学生との聞にも差が生じた。

2)動機づけのアンケー卜

学生の動機づけを調ベるため、 2年次の最初と最後の授業中(2月初旬)に英語学習の

目的に関係があると思われる 34項目について、 5段階評価による記名式アンケート(項

目の作成及び詳細に関しては小栗、 2001参照)を実施した。アンケートは 20分程で、学

生に内容の説明を加えながら行った。このアンケート項目の信頼性係数(クローンパック)

はα=0.92であった。

3. アンケー卜結果の分析と考察

3. 1 各動機づけの平均値

2年次初めと終了時のアンケート結果は、小栗 (2001)の因子分析結果を参考に各因子

ごとにまとめて集計し、平均を算出(表 3)、それぞれの動機づけごとに能力別の集団を

比較分析した。

ここで定義した自発的言語使用動機とは、 f""したいから学ぶJや「好きだから学ぶ」

のように学習者の積極的な意志が感じられる動機づけのことで、 14項目から構成されて

おり、「学ぶのが楽しい」や「英語で色々な国の人と話したいJのような項目が含まれて

いる 。教科動機とは、英語を物理や数学と同じように捉えその教科を伸ばしたいという動

機づけのことで、 6項目から成っており、「文法力を身につけたい」や「作文力を身につ

けたいj のような項目が合まれている。そして 、自発性のない言語使用動機とは、 f""に

有利だからJや f""に必要だから」のように社会が要求するから学ぶという消極的な動機

づけで、 7項目から構成されており、「就職に有利だから」や「科学技術の導入に英語は

必要だから」のような項目である。最後の統合的動機に関しては、同化志向を表し、 5項

目から成り立っており、「英語を話せたらかっこいい」や「英語圏の映画、ファッション、

歌などに興味がある」などの項目を含んでいる。 34項目のうち「必修だから J と「海外

旅行をしたいJ はどの因子とも相聞がなく、この 2つは除外した。
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表 3 2年次初めと 1年後における能力別動機づけ強さの平均値と標準偏差

群 上位 中位 下位

伸びた 伸びなかった 伸びた 伸びなかった 伸びた 伸びなかった
(N=27) (N=2S) (N=24) (N = 26) (N=28) (N= 10) 

自

発 4月 mean 3.43 2.92 3.24 3.09 3.08 3.00 

的 SD 0.64 0.61 0.51 0.69 0.62 0.43 
三E三5"

語使 2月 mean 3.42 3.00 3.13 2.94 3.22 3.14 

用 SD 0.63 0.52 0.61 0.49 0.61 0.59 

教

科 4月 町lean 3.97 3.64 3.85 3.72 3.83 3.58 

動 SD 0.53 0.77 0.63 0.74 0.46 0.38 

機

2月 ロlean 3.78 3.60 3.61 3.68 3.80 3.80 

SD 0.64 0.73 0.64 0.51 0.57 0.61 

自

発 4月 町lean 3.78 3.73 3.88 3.69 3.86 3.78 

性言 SD 0.49 0.60 0.62 0.56 0.47 0.55 
の三日五口

な使 2月 mean 3.75 3.79 3.86 3.69 4.06 3.81 

い用 SD 0.65 0.62 0.44 0.46 0.55 0.59 

統
ムI=t 4月 mean 3.76 3.46 3.74 3.58 3.56 3.53 

的 SD 0.71 0.68 0.56 0.87 0.59 0.68 

動

機 2月 mean 3.70 3.51 3.76 3.57 3.87 3.65 

SD 0.79 0.71 0.62 0.80 0.59 0.64 

表 3の 6群の学習者と 4つの動機づけ項目を分かりやすく比較するために、図(1"'6)

にまとめた。理系専攻の学習者に共通している点は、自発的言語使用動機が 1年を通して

最も低く 、他の 3つの動機づけの強さには際だった差のないことである。特に、自発性の

ない言語使用動機においては 6群の聞の差は極めて少ないと言える 。 これは 、学習者の多

くが英語が好きだからや留学したいから学ぶというより、就職に有利だからや国際語だか

ら学習していると感じていることを意味する。その中で上位群の伸びた学習者のみ、 4つ

の動機づけ項目の聞の差が少ないと言える 。また 、すべての動機づけ項目の平均値では上

位群の伸びた学習者の得点が最も高く(3.74)、ついで中位群の伸びた学習者 (3.68)、そ

して下位群の伸びた学習者(3.58)、中位群の伸びなかった学習者(3.52)、下位群の伸びな
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かった学習者(3.47)、最後に上位群の伸びなかった学習者(3.44)の順になる。しかしなが

ら、伸びた学習者のすべての動機づけ項目得点が上昇した訳ではなく、上位群と中位群で

は 1年間で教科動機が著しく低下しているし、下位群も若干ではあるが下降している。こ

の傾向は上位群・中位群の伸びなかった学習者にも該当する。下位群の伸びなかった学生

に関しては、すべての動機づけ項目得点が 4月より 1年後の方が上昇している点が特徴で

ある。

4.1 

3.9 

3.7 

3.5 

3.3 ‘' 4月

図1 上位群伸びた学生

‘' 2月

ト+ー自発的一ー一教科・官四非自発的一株一統合的|

図2 上位群伸びなかった学生

4 

3.8卜 一一-.1日---~--------------------直司------~企一一一一一一一一
3.6 ~ 一一ー一一一一一一一一
3.4 ~. 一一一一-~一一一 ハ

3.2レ一一一一一一一一一一一一一一
3ト一一一一一一一一一一一直一

2.8 

4月 2月

4 

3.8 

3.6 

卜+ー自発的ー+ー教科目喰ー非自発的ー枠一統合的|

図3 中位群伸びた学生

:;仁二二二二ιて一勧
一一一ーニ.

4月 2月

卜一令ー自発的-ー教科ー古ー非自発的一嚇一統合的|
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6 

図4 中位群伸びなかった学生
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図5 下位群伸びた学生

小栗裕子
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図6 下位群伸びなかった学生
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3. 2 3群の分析結果

各動機づけ項目ごとに 3要因分散分析(群×伸びた/伸びない×プリ/ポスト)を行った

結果、自発的言語使用動機のみにおいて、 4月の時点で能力に関係なく伸びた学習者と伸

びなかった学習者の聞に、そして 1年後もこれら 2つの群の聞に 5%水準で有意 (F(!，134)

=5.79) に得点の高いことが認められた(図 7)。
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自発的言語使用動機図7
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* p < .05 

.伸びた学生

考察3 3. 

2年生の初めの時点で既に自発的言語使用動機伸びた学習者は、上記の分析結果から、

これがリスニング力向上を予測する重要な鍵だとが伸びなかった学習者より有意に高く、

1年間授業を受けた1年後も伸びた学習者の方が有意に高く、この動機づけは、言える。

4月の段階で言い換えれば、後でも各群わずかに上昇した以外は変化が見られなかった。

リス他の動機づけ項目の高低に拘わらず、自発的言語使用動機の高い学習者については、

ニング能力の向上が予想されよう。この結果は、自発的言語使用動機が主に英語を「道具J

聴く力を伸ばしコミュニケーション上達に役として何かをしたいと望む動機づけなので、

大学 2年次における学このことから、立てたいと願うのは当然だと 言 えるかもしれない。

習者の動機づけは、既に 4月の段階である程度決まっていると言えるのかもしれない。

大学 1年生 140名の被験者を同じ手法で調査分析した小栗この結果は、しかしながら、

入学時から 1年経た後で動機1年生の場合は、の研究とは大きく異なっており、(2002) 

自発的言語使用動機と自発性のない言語使用動機づけにかなりの変化が見られる。特に、

においては、すべての学習者が入学時より l年後の方が 5%水準で有意に上昇しているし、

このことから判断すると、他の 2つの動機づけにも 3群ではおのおの違いが認められる。

はるかに影響を受けやす入学時から 1年間の方が次の 1年間より、大学生の動機づけは、

様々

な社会的・文化的動機づけ要因に曝されているのかを考慮しなければならないであろう。

司
自
国
企。。

いかに急激にしかも現実のものとして、学習者が入学後の 1年間に、いと言えよう。
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4. おわりに

大学 2年次における学習者の動機づけは、リスニング能力との関連でどのように変化

するのかを調査分析した。統計的に有意差が生じた動機づけ項目は、英語を使って積極的

に何かをしたいという「自発的言語使用動機」のみで、 4月の時点で伸びた学習者のこの

動機づけ得点が、伸びなかった学習者のそれと比較して 5 %水準で有意に高く、この結果

は 1年後も同じであった。このことから 、問題の動機づけ項目がリスニング力向上を予知

していると言えよう。

動機づけ研究は、 Williams(1994)が "Thereis no room for simplistic approaches to such 

complex issues as motivation，" (p.84)と述ベているように、多面的角度からの取り組みが

必要になってくる。鈴木 (2002)のように、教育する側からの視点で、いかに学習者の意

欲を引き出すかという研究も当然重視されなければならないが、それと同時に学習者の社

会的・文化的環境も考慮されなければならないであろう。その点からすると、先に指摘し

た大学生の英語学習は、 2年次の 1年間より入学時からの 1年間の方が、はるかに影響を

受けやすく、カリキュラム作成者や教える側は、この点を充分理解して学習者を教授する

必要があるように思われる。

本稿は、平成 14年 8月に開催された第 28回全国英語教育学会神戸研究大会で、筆者

が発表した「英語学習の動機づけ一大学二年次の初めと終わりを比較して-J に加筆修正

したものである。
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Abstract 

This study examined the relationship between the learners' motivation for 

studying English and their listening proficiency. The relationship was studied 

through a pre and post test measure at the beginning and end of the second year at a 

public university in Japan. Listening proficiency was assessed concurrently with a 

motivation survey in the pre-test and post-test formats. One hundred and forty 

students， divided into three groups according to their listening abilities， 

participated in this study. A 3 x 2 x 2 multivariate analysis of variance (MANOVA) 

was used to compare the motivational differences with listening abilities. 

Four motivational factors were considered: 1) volitional (self-motivated)， 

2) English as a school subject， 3) non-volitional (passively motivated)， and 

4) integrative. The findings show that volitional motivation was the predictor of 

listening proficiency. That is， those who had gained a higher-than-average listening 

score in the post-test had a significantly stronger (pく0.05)volitional motivation at 

the beginning and end of the year. The other three motivational factors did not 

influence listening proficiency. 
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『台風~ -MacWhirr船長の性格描写について一

Typhoon-Characterization of Captain MacWhirrー

山本薫

Kaoru YA島IAMOTO

1. 

マックワー (MacWhirr)船長は想像力の欠けた平凡な男であるが、シナ海上で台風に遭遇しながら

も南山号(出eNa吋 'han) を指揮し中国人吾方200人を福州まで運ぶという非凡な偉業を成し遂げる。

複雑で難解な作品が多いコンラッドの正典の中では珍しく、 『台風~ (Typhoon， 1902)はその単純さ

故に賞賛されてきた。しかし、主人公マックワー船長の人物像は謎であり、彼が英雄的な人物なのか

それともただ単に愚鈍なのかという点について批評家の意見は分かれている。主流の批評家たちは、

平凡で、はあるが義務に忠実な船乗りたちの姿勢を賛美し、台風の目に向かつて直進する船長の勇気と

決断を英雄的なものとして称えてきた。 1 例えば、リーヴィス (F.R.Leavis) は、船乗りたちの平凡

さに「英雄的な崇高さJ(“heroic sublimity") を見出している。 2 反対に、船長が戯画化されているこ

とも指摘されてきた。モーザー(百lOmasMoser)は、コンラッドがマックワー船長のような善良で、単

純なheroの存在を信じていないから、彼をからかっているのだと指摘している。 3 イアン・ワット

(Ian Watt) もマックワーが喜劇的に描かれていると考え、リーヴィスが賞賛する船乗りたちの平凡

さはむしろユーモラスに扱われていると主張している。 4 一応はマックワー船長を英雄視しているゲ

ラール (Alb側 Guerard)でさえ、船長の性格描写に軽蔑の調子が伺えることも指摘しており、マック

ワーのような複雑で、もなければ知的でもない人物をコンラッドがどこまで称賛しているのか、あるい

は果たして称賛しているのかと疑問を投げかけている。 5

船長の平凡さに対するリーヴィスとワットの正反対の評価を見てもわかる通り、船長が英雄なのか

愚者なのかを判断することが難しいのは、彼が想像力が欠知しているために時にはただの愚か者にも

見えるが、想像力が欠知しているからこそ果敢に台風に立ち向かっていくとも言えるからである。こ

のことから最近では、 『台風』は複雑な作品として見直されつつある。 6foolで、もheroで、もある船長は、

1 例えば、 AlbertGuerard， Conrad the Novelist (Cambridge， Mass.: Harvard University Press， 1969) 
295. Leo Gurko， Joseph Conrad:・Giantin Exi!e (London: Frederick Muller Limited， 1965) 101. Douglas 

Hewitt， Conrad:・AReassessment (Cambridge: Bowes & Bowes， 1952) 112. Thomas Moser， Achievement and 
Dec/ine (Cambridge， Mass.: Harvard University Press， 1957) 13. 

2 F.R. Leavis， The Great Tradition (1948; Harmondsworth: Penguin， 1986) 213. 
3 Moser， 19. 

4 lan Watt， Essays on Conrad (Cambridge: Cambridge University Press， 2000) 97. 
5 Guerard， 297. 

6 例えば、 TedBi1ly， A Wilderness of Words: Closure and Disc/osure in Conrad' s Short Fiction 

-85ー



2 山本薫

極限状況に置かれた人間の普遍的な姿を象徴しているとよく言われる。この場合、台風という極限状

況に向かつて自ら突き進んで行き、そこから脱出する船長は、“atoken and promise of the continued 

presence of humanity"と見なされる。 7 また、周りの人間には愚かだと思われていたマックワーこそ

実は真の知恵者だという解釈も成り立つだろう。 8 しかし、 「あちこちの熱帯植民地で数年働いた

あげく、福建州の故郷の村に帰る途中の苦力200人J9 を台風にも負けず「条約港J福州まで運ぶマッ

クワー船長は帝国主義の先兵として英雄でなければならなかったはずだ。ところが、船長はもしかし

たら愚者かもしれない。英雄主義と愚行を表裏一体のものとして描こうとする姿勢には、帝国に対す

るコンラッドの批判的な認識が伺えないだろうか。 w台風』は、英雄的な主人公が活躍する典型的な

海の物語の体裁を取っているだけに、そのような帝国批判の要素が看過されがちである。 10 そこで、

本論では、マックワーの人物像の暖昧さをもう一度詳細に検討し直すことによって、 『台風』にも

『閣の奥~ (Heart of Darkness) や『ロード・ジム~ (Lord Jim) から『ノストロモ~ (Nostromo)に

至る難解な作品群と通低する問題意識が隠されていることを確認したい。

2. 

マックワー船長は、 「何でも文字通りに受け取る」たちで(22)、彼の「意識には事実しか映らない」

(14)。船長には、「その日その日と一日を捌く分だけで、それ以上の想像力は持ち合せがないJ(4)。冒

頭で語り手は、船長の表情にはしっかりしたところ (frrmness)、あるいは愚かさ (s知pidity) を示す

ような目立った特徴はないと断っている(3)。通常、物語の語り手は主人公の際立つた特徴を記述する

ことを考えると、このような主人公の紹介の仕方には、船長が果たしてしっかり者か愚か者かという

問題(“firmnessor sωpidity") に対する語り手のこだわりが伺える。語り手がこのように屈折した仕方

で主人公の人物像に注意を喚起しているように、船長が愚か者か否かは実際容易には判別しがたい問

題なのだが、語り手が船長を愚かな人物として描こうとしていると思われる箇所がテクストには多く

散見され、ワットのように『台風』を喜劇として読もうとする批評家はそのような箇所を根拠に船長

が戯画化されているとしてきた。ここではまず、船長の想像力の欠知という特質が「愚鈍さ J

(stupidity) の表れとしてし、かに具体的に特徴付けられているかを、少々長くなるが以下の引用で詳

細に見ておきたい。

『ロード・ジム』のジム(Jim) との類似がよく指摘される一等航海士ジュークス (Jukes)は、船

長とは反対に想像力旺盛で、現実を直視しない傾向がある。以下の場面は、対照的な 2人の間で意志

疎通がうまくはかれていない様子がコミカルに描かれている。南山号を発注したシャム (Siam)のシ

(Texas: Texas University Press， 1997) 92-105. 
7 Christof Wegelin，“MacWhirr and the Testimony ofthe Human Voice，" Conradiana 7 (1975): 45. 
8 Watt，110. 

9 Joseph Conrad， Typhoon and Other Tales (Oxford: Oxford University Press， 1986) 6.以下引用はす
べてこの版から行い、ページ数を括弧内に記す。

10 最近の論考にはもちろん帝国の問題を読み取ろうとするものがないわけではない。例えば、 Joseph

Kolupke，“Elephants， Empires and Blind Men: A Reading of出eFigurative Language in Conrad's η'Phoon，" ed. 
Keith Carabine， Joseph Conrad: Critical Assessments， vol. III (Robertsbridge: Helm Information， 1992) 501-12. 
Paul Kirschner， introduction. Typhoon and Other Stories. by Joseph Conrad (Harmondsworth: Penguin， 1990) 3-
35.しかし、結局は船長のクーリーへの対処に「良識Jと「公平さJを見出している点で本論とは趣旨を異にする。
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グ父子商会 (Messrs.Sigg and Son)は、船籍を英国からシャムへ変更する。これに対してジュークス

は「まるで個人的に侮辱されたように」憤慨し(9)、仕事を辞めるとまで言い出す。新しい国旗が南

山号の船尾に翻った最初の日、ジュークスはブリッジに立って口惜しげに見上げると、しばらく自分

の感情と闘ったあげく、船長に以下のように言う。

“Queer flag for a man to sail under， sir." 

“What's the matter with白eflag?" inquired Captain MacWhirr.“Seems all right to me，" And he 

walked across to the end of血ebridge to have a good look. 

“Well， it looks queer to me，" burst out Jukes， greatly exasperated， and flung off the bridge. 

Captain MacWhirr was amazed at these manners. After a while he stepped quietly泊to白ech紅 t-

room， and opened his International Signal Code-book at出巴 platewhere the flags of all the nations 

are correctly figured in gaudy rows. He ran his fmger over them， and when he came to Siam he 

contemplated with great attention the red field and the white elephant. Nothing could be more 

simple; but to make sure he brought血ebook out on the bridge for the pu甲oseof comparing the 

coloured drawing with the real thing at血eflagstaff astem. When next Jukes， who w路 carryingon 

the duty白atday with a sort of suppressed fierceness， happened on the bridge， his commander 

observed: 

“百lere's nothing創nisswith白atflag." 

“Isn't there?" mumbled Jukes， falling on his knees before a deck-locker and jerking therefrom 

viciously a spare lead-line. 

“No. 1 looked up the book. Length twice the breadth and the elephant exactly in the middle. 1 

thought the peopleぉhorewould know how to make the local flag. Stands to reぉon.You were 

wrong， Jukes.. .." 

“Well， sir，" began Jukes， getting up excitedly，“all 1 can say"-He fumbled for the end of the coil 

of line with trembling hands.“That's all right." Captain MacWhirr soothed him， sit出gheavily on a 

little canvas folding-stool he greatly affected.“All you have to do is to take care they don't hoist仕le

elephant upside-down before血eyget quite used to it." 

Jukes flung the new lead-line over on the fore-deck with a loud “Here you are， bo'ss'en--don't 

forget to wet it thoroughly，" and tumed with irnmense resolution towards his commander; but 

Captain MacWhirr spread his elbows on the bridge-rail comfortably. 

“Because it would be， 1 suppose， understood as a signal of distress，" he went on.“What do you 

白血k?That elephant there， 1 take it， stands for something in the nature of the Union Jack in出e

flag...." 

“Does it!" yelled Jukes， so血atevery head on the Nan-Shan's decks looked towards血ebridge. 

Then he sighed， and with sudden resignation:“It would cert創nlybe a dam' distressful sight，" he 

s幻d，meekly. (10・1)
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ここでのマックワー船長の言動の一つ一つは彼の想像力の欠知という点からすべて説明でき、船長

の「愚鈍さ」の表れとして笑いを誘う。船長は旗がおかしいというジュークスの言葉を文字通りに受け

取り、本当に旗に何か 「異常Jがあると勘違いして、ブリッジの端までわざわざ歩いて行って旗を

「しげしげと」見ている。「業を煮やした」ジュークスがふてくされたようにブリッジから飛び降りて

も尚、船長はジュークスのそのような態度の意味を理解するどころか、「呆気に取られているJ。船長

は慌てることもなく、 「しばらくしてそっとJ国際信号書でシャム国旗を探し、図柄に間違いがない

かと 「懸命に」眺めている。さらに今度は信号書をブリッジに持って上がり実物と図版を見比べて確認

した上で、なんとか怒りを抑えていたジュークスに追い討ちをかけるように、またしても「異常はな

いJと繰り返す。ジュークスが、 「そうですかj と言いつつも、いらだっていることは、彼が測鉛索

を「乱暴に」引きずり出していることに伺えるだろう。しかし、そうとは想像もしない船長は、旗に

異常がないということを事実に即してしつこく説明しようとする。 r長さが幅の 2倍、象がぴったり

中央にくるJという船長の説明は、彼の「何でも文字通りに受け取るj r事実に忠実なJ性格を表して

いて滑稽である。船長によれば、間違っているのはシャム国旗でもそれを作った地元の人でもなく、

ジュークスである。これにはジュークスも弁解を試みようとするが、船長はそれすら聞こうとせず、

象を逆さにして旗を掲げたりしないようにという滑稽な命令を大真面目で発し、さらにジュークスを

滅入らせる。たまりかねたジュークスは「とことん思いつめた様子でJ船長に弁解しようとするが、船

長は問題がもう解決したとばかりに、 「いいんだよJとジュークスをなぐさめ、くつろいで悦に入っ

た様子である。さらに、船長はのうのうと滑稽な命令の理由を説明した上で、シャム国旗とユニオ

ン・ジャックの図柄を同等に見なす発言をして、象の印の入った国旗を掲げさせられるくらいなら仕

事を辞めるとまで、言っていたジュークスを驚かせる。しかし、ジュークスは船長に理解してもらうこ

とを諦め、おとなしく命令に従おうとする。船長には最後までジュークスがなぜ憤慨しているのかが

わからないままである。

3. 

以下の一節で語り手は、想像力が欠如したこのような人物が果たして船長としてふさわしいのかと

疑問を呈している。

Observing the steady fall of出ebarometer， Captain MacWhirr thought，“τbere 's some dirty 

weather knocking about."官lIsis precisely what he thought. He had had an experience of 

moderately dirty wea出er一白 termdirty as applied to白ewea出erimplying only moderate 

discomfort to the seaman. Had he been informed by an indisputable authority出atthe end of出e

world was to be finally accomplished by a catastrophic disturbance of出eatmosphere， he would 

have assimilated the information under the simple idea of dirty weather， and no other， because he 

had no experience of cataclysms， and belief does not necessarily imply comprehension.百lewisdom 

of his country had pronounced by means of an Act of Parliament白atbefore he could be considered 

as fit to take charge of a ship he should be able to answer certain simple questions on the subject of 

circular storms such as huηicanes， cyclones， typhoons; and app釘 entlyh巴hadanswered them， since 
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he was now in command of the Nan-Shan in出eChina se出 during白巴 seasonof typhoons. But if he 

had answered he remembered nothing of it. (20) 

「計器の優秀性、季節、船の地球上での位置、と考えてくると、この気圧低下は不吉な兆しであ

るJ(6)と語り手は冒頭で意味ありげに読者に知らせていた。しかし、船長は気圧計の下降を単に時

化がうろついているとしかとらえない。たとえある状況についての経験がなくても、想像することは

できるだろう。ジムはその意味で、マックワーとは対照的な人物である。若いジムは、経験未熟でも、

いやむしろ経験未熟であるが故に現実から目を背け理想を追い求めて生きようとする。コンラッドは

『ロード・ジム』で、そんなジムを共感と反感の入り混じった眼差しで、見守っていた。船長には大天

変地異の経験がないから理解できないという単純な説明は、理解できない船長を弁護しているもので

はあるまい。想像力を働かせてみようとしない船長を語り手は完全にからかっている。 r絶対最高の

権威者J rとてつもない異常気象J rこの世の終わり Jといった大げさな表現は、単純な概念化が難

しく、実際経験するより想像するしかないものばかりである。つまり、想像するしかないものに関し

ても、船長はこれを「単なる時化とし、う概念」でしか把握できない。語り手の皮肉はこのように想像

力の欠けた人物にわざわざ「国会制定法によって」船長の資格を与えた「彼の母国j英国にも向けら

れる。船長は何も覚えていないのだから、嵐に関する質問にちゃんと答えられる知力が彼にあるのか

はあやしい。しかし、現に今彼が台風の時期にシナ海で南山号を指揮しているという「事実Jを根拠

に船長が質問に答えられたのだろうと語り手は判断している。このような短絡的な言い方は、事実に

忠実なマックワーの態度を真似ている。国旗のエピソードでも確認したように、語り手は「事実」に

忠実なマックワーの姿勢を笑っていたのだから、現に今マックワーが船長であるという「事実」を判

断の根拠にすることに価値を認めていないはずだ。つまり、語り手はマックワーのような「愚鈍なj

人物が船長として適任かどうか疑わしいし、それを適任とした彼の「母国j の判断も賢明とは言えな

いと考えているのである。

語り手が船長の想像力の欠知を「愚鈍さJとして笑い飛ばしていても、彼の母国が「国会制定法に

よってJマックワーには船長の資格があると判断しているということは、マックワーの想像力の欠知

は英国的な「知恵Jによると擁護できるということである。確かに、船長の言動の背後にある想像力

の欠知とは、ホ一トン (W.E.Houghton) が以下に挙げているヴ、イクトリア朝英国人の姿勢一一“anti・

intellectualism"一ーとして言い直すことができょう。

110. 

A practical bent of mind， deep respect for facts， pragmatic skill in the adaptation of means to ends， 

a ready appeal to common sense-and therefore， negatively， an indifference to abs回 ctspeculation 

and imaginative perception-have always been characteristic of白eEnglish people. What 

distinguishes the Victorians is血atconditions of life in出eirperiod tended to increase出isbias， and 

白usanti-intellectualism a conspicuous attitude of the time. 11 

11 W.E.Houghton， The Victorian Frame of Mind 1830-1870 (New Haven: Yale University Press， 1957) 
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船長はここに挙げられている英国的な特質によって、台風の目への直進を決め、通過し、台風の最

中でのクーリーたちの暴動にも冷静に対処し、結果として目的地に到達するのだと言える。まず、こ

の点を整理しておこう。

南山号が掲げる国旗の変換に我慢ならず仕事を辞めると言うジュークスとは対照的に、船長は国旗

の変換という事態に現実的に対処している。東洋人に対する「人種的優越感J (“racial superiority") 

(13)から、ユニオン・ジャックがシャム国旗の「玩具箱の象みたいなつまらない絵J(9)よりも絶対

的に優れた意味を持っと考えるジュークスは、南山号がシャム国旗を掲げてしまうと大英帝国とシャ

ムの聞の優劣の関係が逆転してしまうとでも言わんばかりに、“Queerflag for a man to sail under， sir"と

船長に訴えている。一方、船長にとって旗は、ジュークスのように愛国心を投影するものではなく、

単に海の上の出来事を意味する信号でしかない。皆が慣れるまで象の印を逆さにして旗を揚げたりし

ないようにという船長の指示は、船内の秩序維持を重視していると考えられるし、また、遭難信号と

間違われて海の世界の秩序を乱さないためとも考えられる。感情的になってふてくされているジュー

クスとは対照的に、船長の態度には船乗りとしての良識が伺えるし、職務には忠実であるという点か

らは評価される。既に船が出発してしまっている以上、船がどこの国籍になろうとも、雇い主である

シグがそれを便利だと判断したのなら(しかも、雇い主はシャムの商社である)、わざわざ大騒ぎして

国旗の変換に異議を唱えることは賢明だろうか。そもそも、船長は口数が少なくて、雇い主の指図に

「文句をつけたりしないことが確実なJ人物(9)であったから船長として雇われたのである。

台風の目に向って直進するとし、う判断にも、事実に忠実な船長の姿勢が表れている。暴風に対処す

る際に書物は頼りにならないと船長は何度もジュークスに言っている。船長にとって書物は、「言葉

と忠告の洪水だが、全部頭の中だけの推理で、確実な事実の片鱗すらうかがえない」もので、彼はそ

れに「軽蔑をこめた怒りを覚えるだけ」である (33)0 r手荒い嵐をうまく出し抜く J方法(35)を教え

るウィルソン船長 (CaptainWilson)の「嵐に対する作戦J (“storm strategy") (34)も、ジュークスの

提案も退け、船長は船を直進させる。船長は頭の中で考えるのではなく、ただ黙々と台風に向かつて

直進し目的地に到達する。言葉や理論ではなく実践で示すのである。暴風で船の装備が次々と吹き飛

ばされ、ジュークスが騒ぎ立てても船長は仕方ないと言うだけで少しも動じない。「何が起きょうと

も絶対おじけづかずJ(“Don't you be put out by any白血g")、 「真っ向から立ち向かえJ (“Keep her 

facing it.... Facing it-always facing it-that's the way to get through. You are a young sailor. Face it.百at's

enough for any man. Keep a cool head.") という船長のアドヴアイスにジュークスはすっかり励まされ、

「胸の鼓動が高まるのを感じ」、「自信がどっと沸き上がるのを覚えるJ。船長の言葉はジュークスを

「何が起きようと自分はやれるぞという気にしてくれるのだったJ(89)。臆病で暴風の轟きにすっかり

震え上がっているジュークスと対比され、船長の「指揮官の威信、権限、重荷J(39)が印象付けられて

いる。ジュークスは、船長がただ甲板に姿を現しただけで、「強風の重圧のほとんどを、両の肩で受

けとめてくれたJ(39)という思いで救われた気になっている。

いよいよ南山号が危ないという時も、船の揺れによって散らかった部屋の中で、「我々をだらだら

と堂々巡りの生活に縛りつけている、すべての些細な慣習のシンボノレJ(85)であるマッチ箱を所定の

位置に戻すという「秩序感J (“fitness of出ings") を船長は失わない(85)。船長の秩序感を示す最も良
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い例が銀貨の分配であろう。台風の自に接近して揺れがますますひどくなると、船蛤では中国人クー

リーたちの騒ぎが起こる。彼らの所持品の入った手箱が壊れて銀貨が散乱したため、彼らは銀貨を取

り戻そうとして取っ組み合いを始める。「たとえ 5分で沈むとわかっていても私の船でそのようなこ

と(銀貨を巡る中国人たちの乱闘)があってはいけないJ(88)と言う船長は、散乱した銀貨をすべて回収

してくるようジュークスに命じる。ジュークスは本格的な暴風の到来に乗じてクーリーたちが銀貨を

取り戻しに来ることを恐れている(“Theywill fly at our throats， sir. Don't forget， sir， she isn't a British ship 

now. These brutes know it well， too.百ledamned Siamese flag." (82-3))。ジュークスは銃を持ち出し武力

でクーリーの騒ぎを治めようとするが、船長はジュークスに銃を仕舞わせ、クーリーから回収した銀

貨を数えるのを手伝うよう命じる。船長は中国人に対して「公平に接する」こと(“Dowhat's f，町，，)

(94)をモットーに、回収した銀貨を全員に均等に分配して船に秩序を取り戻す。クーリーへの冷静な

対処と、台風を通過して彼らを福州に送り届けるという結果を伴った任務の遂行によって、船員たち

から馬鹿にされていた船長は、 「あの抜け作親爺にしては今度の事件なかなか見事に切り抜けたもの

だJ(102)と再評価されるのである。

4. 

船長の想像力の欠如は、このように英国的な「知恵」では擁護できるが、語り手は先ほど引いた一節

で英国的な「知恵J自体を皮肉っていた。この章では、以下に船長の言動に伺える微妙なニュアンスを

探っていくことで、語り手がなぜ英国的な「知恵」に批判的であるかを考えてみたい。

国旗の件でジュークスが仕事を辞めると言った時、機関長のソロモン・ラウト (SolomonRout)は、

「せっかく良い職場なのに」と「わきまえ顔で咳払しリしている(10)。ラウトは後で、「優しい伯父が

興奮した小学生の言葉に耳を貸してやる感じでj、本当に辞表を出したのかとジュークスをからかっ

ている。賢者ソロモンと同じ名前で、 「学者じみた細長い手J(11)をしているラウトの言動を「知恵J

と結びつけることを語り手が暗示しているとするならば、ラウトの言葉は経験を積んだ大人の実際的

な処世術を体現していて、ジュークスの態度は「小学生のようにJ子供じみていると解釈することは可

能だろう。船長はジュークスと違って国旗を理由に船長という職を放棄しようとするほど愚かではな

い。ラウトのように南山号が「良い職場」であることをわきまえる「知恵」を幾らかは持ち合わせてい

るようだ。船長のこのような態度は先ほど確認したように、船乗りの常識に照らして現実的な対処と

呼ぶことができるが、金銭的な問題と無縁ではないという意味でも現実的だ。彼には本国に維持しな

ければならない家庭がある。本国で彼が維持していかねばならない資産は事細かに書き込まれている。

船長は、 「出窓の前にささやかな庭があり、奥行きの深い立派なポーチがついて、玄関の扉には模造

鉛のフレームに色ガラスがはめ込んであるJロンドン近郊の家の家賃として年に 45ポンド、払ってい

る(14)。マックワ一夫人は夫からの手紙を「家賃 45ポンドの我が家の客間j で「ビロード底、金塗

りのハンモック椅子J(93)に寝そべりながら読む。そこでは、「地元の宝石庖で 3ポンド 18シリング

6ペンスの正札がついていた黒大理石の時計J(94)が時を刻み、夫人の傍らには「タイル張りの暖炉Jが

あり、「火床には石炭の火があかあかと燃え、炉棚には日本の扇子の数々J(93)が置かれている。手紙

を読みながら夫人は、 「こんなによい給料をもらっているのは初めてだというのにJ(94)、夫がどう

して家に帰ることばかり考えるのかと不思議がっている。船長は、これらの財産をまもり、本国での
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8 山本薫

生活を維持せねばならないという現実的な配慮から「シャム国旗がおかしい」というジュークスの訴

えに取り合わずに事を穏便に処理しようとしたのではないか。台風に向って直進するという船長の判

断も、勇敢であるように描かれてはいたが、台風を迂回すれば余計に石炭代がかかるという計算の下

になされたものでもある(“Threehundred ex回 milesto the distance， and a pretty coal bill ωshow." 

(33) ) 0 12 

しかもこの決断は「人種的優越感Jとも無縁ではない。船長が中国人に対して「公平に」接しなけれ

ばならないということを何度も繰り返していること (81，82，94，99)、そして、何よりもあからさまに

「人種的優越感Jを漂わせているジュークスとの対比で、船長があたかも中国人に対して「公平jだと

判断している批評家が多い。ゲラーノレが銀貨の分配という行為に“出equiet heroism of‘fairness'"を見

出しているように、 13船長がクーリーの騒ぎを治め結局船を窮地から救い出すという結末によって、

ほとんどの批評家は「愚かな」船長像を修正せざるを得ないようだ。しかし、次の一節を見る限り、

船長が中国人のことを「公平にJ扱っているどころか、そもそも彼らのことを気遣っているかどうかさ

え極めて疑わしくなってくる。あまりに船が揺れるのでたまりかねたジュークスが、船蛤に閉じ込め

られた中国人を「気遣って」進路変更を提案した時、船長は「中国人を楽にしてやるために」進路を

変更するなど、 「これまで聞いたこともないような突拍子もない話J(34)として退け、台風の目に向

かつて直進することを告げている。

“Swell getting worse， sir." 

“Noticed that in here，" muttered Captain MacWhirr.“Any白血gwrong?" 

Jukes， inwardly disconcerted by the seriousness of the eyes looking at him over the top of the book， 

produced組 embarrassedgrin. 

“Rolling like old boots，" he said， sheepishly. 

“Aye! Very heavy-very heavy. What do you want?" 

At仕lIsJukes lost his footing and began to flounder.“1 was thinking of our passengers，" he said， in 

the manner of a man clutching at a straw. 

“Passengers?" wondered the Captain， gravely.“What passengers?" 

“Why， the Chinamen， sir，" explained Jukes， very sick of白isconversation. 

“官leChinamen! Why don't you speak plainly? Couldn't tell what you meant. Never heard a lot of 

coolies spoken of as passengers before. Passengers， indeed! What's come to you?" 

Captain MacWhirr， closing the book on his forefmger， lowered his arm and looked completely 

mystified.“Why are you thinking of the Chinamen， Mr. Jukes?" he inquired. (30・1)

ジュークスは船の揺れがひどいということに何とか船長の注意を喚起しようとしている。船長もそ

12 Robert Foulke，“From出eCenter to the Dangerous Hemisphere: Heart 01 Darkness and Typhoon，" 

Conrad' s Literary Career， eds. Keith Carabine， Owen Knowles and Wieslaw Krajka (Boulder: East European 
Monographs， 1992) 142. 

13 Guerard， 297. 
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の事実に気付いてはいる。しかし、それの「どこが問題なのかj がわからないのである。国旗のエピ

ソードの場合と同じように、想像力の欠如からジュークスの意図を理解できない船長の姿は確かに滑

稽だろう。あるいは、“白ly白血gwrong?"や“Whatdo you want?"という返事を、激しい揺れにも動じ

ない船長の「勇敢さ」の表れと解釈することも可能だろう。しかし、ここでは、対照的な二人の間での

相互理解の失敗を、ユーモラスなものとして読んだり、勇敢さの神話に回収したりするだけで十分で

はない。というのも、船長の想像力の欠知はクーリーの問題と絡められているからだ。リーヴ‘イスの

ように想像力の欠けた船長の凡庸さを英雄視する読みや、反対にワットのようにそれがユーモラスに

描かれているとする読みで説明し切れないのは、こういう場面である。 rうねりがひどいJというこ

とを、“Rollinglike old boots"と表現しているように、ジュークスは「物をはっきり言わずj、「言葉の

綾J(25)を使う傾向がある。一方、船長は「何でも文字通りに受け取るたちJで、ジュークスが「言葉

の綾Jを用いるのを他の場面でも諌めている。ここで、ゲラールその他の批評家のように、ジューク

スの言う「乗客Jを文字通りに解釈することは、船長と同じ勘違いをすることにならないだろうか。 14

ジュークスが、クーリーたちを「野獣J(“brute") と見なしていることについては既に触れた (83)。

クーリーが発する「人間の言葉らしからぬ、しわがれ声のわめくような不可解な雑音Jを聞くと、

ジュークスはまるで「獣が演説を試みているような不思議な思いJがする (80)。また、彼は船が無事に

目的地に到着しても尚、クーリーたちが船酔いで意気温喪していなかったら、自分たちは「ずたずた

に引き裂かれていたことは間違いない」と確信している (97)。このようなジュークスがクーリーを

「乗客」だと，思ってそう呼んでいるとは考えられない(rお荷物Jの意であろう)。乗客に対するジュー

クスの「気遣いJとは、この揺れの中、船舶に閉じ込められたクーリーたちの不満が爆発して騒ぎが

起きるのではないかという心配に違いない。しかし、船乗りとしてこのような心配は臆病さの表れと

して受け取られかねない。ジュークスが「藁にも槌るような思いで」クーリーを遠まわしに「乗客Jと

呼んだのは、激しさを増す暴風と得体の知れない力を秘めたクーリーに対する恐怖に押しつぶされそ

うになりながらも、自分の弱さを隠しつつ船長にクーリーに対する懸念を理解させるためだ、ったので

はないか。しかし、文字通りジュークスが中国人を「乗客J扱いしようとしていると勘違いしている

船長は、逆にジュークスが恐怖心を抱いていることを暴露させるような質問を次々と投げかけている。

それ故ジュークスは会話にうんざりしているのである。ここで想像力の欠如からジュークスの用いる

「言葉の綾」を理解できない船長を笑うことも可能だろう。しかし、船長の言葉は同時に、彼もまた

ジュークスと同じようにクーリーを「乗客Jとは見なしていないということをはっきりと示している。

「どうかしたのかJ rどうして中国人のことを考える気になったのだJという問いかけには、確かに

ジュークスの意図を理解できない船長の想像力の欠如がユーモラスに表わされているとも取れるが、

それは、船長の側に中国人に対する配慮が全くないことの証明でもある。船長が racistと呼ばれる所

以である。 15

このように、船長の想像力の欠知は金銭欲や「人種的優越感Jと表裏一体なのである。この時、“Had

to do what's fair， for all-they are only Chinamen. Give them the same chance with ourselves." (88)とし、う船長

14 Guerardや Kirschnerは、クーリーに対するジュークスの「気遣し、Jを善意から出たもの、人道的な

ものと解釈している。 Guerard，297. Kirschner， 8.または、 Kolpuke，505-6参照。
IS Kolpuke， 506. 
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の言葉から、ワッツ (Ce企icWatts)のように、船長が「フェア・プレイの精神JIこ則ってクーリーを

“fellow-humans"として「公平に」扱っていると見ることはもはやできないだろう。 16 確かに、船長が

船を直進させることを決めた後に、「戦いに備えた完全装備J(37)のために合羽を取ろうと手を伸ばし

た彼の姿勢が、 「フェンシングの突きJに輸えられている(“Hethrew himself into the attitude of a 

lunging fencer"(36))。また、暴風という「敵Jとたった一人で対決する戦士としてもその「男らしさJが

強調されている(“Hewas町ingto see， with伽 twatchful manner of a seaman who stares inωthe wind's eye 

出 ifinto the eye of an adversary， to pe即位atethe hidden intention and思lessthe aim and force of the thrust." 

(40))。フェンシングやボクシングは、一対ーで相手と対決し、スポーツ精神が十分に発揮される種

目であった。ヴィクトリア時代において、男らしさを強調するスポーツ精神と愛国的な感情は切り離

せない。帝国主義のスポーツに関わる面と軍事面は、人々に訴えかける極めて強力な基盤だったので

ある。 17W台風』に刻み込まれている歴史的事項も、帝国の軍事面を喚起している。南山号が向かっ

ている条約港福州は、アへン戦争後の南京条約によって、英国が中国に自由貿易を強制するために開

港させた港である。ジュークスが言うように、シナ海上では「領事Jもいなければ、「母国の砲艦一

隻いるわけでもないJから南山号上でクーリーたちが暴れても助けの求めどころがないが、福州に行

けば南山号は、 「軍艦の大砲がにらみを利かせてさえいれば安全Jなのである (98)。南京条約の結果

に満足しなかったイギリスは、さらなる市場開放を目論んでアロー戦争を佐掛ける。アへン戦争から

アロー戦争にいたるイギリスの対清国外交は、軍事力の勝利によって不平等条約を押し付けて、中国

市場への権益を拡大したのである。船長の一連の行動の裏にある想像力の欠知が、語り手には金銭欲

や「人種的優越感Jと切り離せないものとして愚かしく見えてしまうのは、船長の一見“fair"な銀の分配

という行為の裏に、実際は unfa廿な通商条約に基づき武力でもって展開された大英帝国の経済的侵略

が透けて見えてしまうからではないのだろうか。

しかし、既に触れたように、船長を愚鈍な人物だと見なしていた批評家も、クーリーへの対処を評

価し彼を見直している。台風を通過して目的地に到着するという大団円がもたらすカタルシスも手伝

って、帝国に批判的な要素は見出しにくいものとなっている。ここで注意しなければならないのは、

銀貨の分配という行為が、 imp紅凶lであるはずの全知の語り手によって報告されるのではなく、手紙

の中でジュークスによって報告されることである。

『台風』における手紙の効用は、単に全知の語り手によって語られる出来事に個人的なパースベク

ティヴを提供することや、陸上での生活と海上での生活を対比することだとされることが多い。 18 し

かし、注意してみると、語り手は、船長がどういう人物かを最もはっきりさせねばならない肝心のと

ころで、船長の評価を登場人物たちの手紙における記述に委ねている。まず語り手は、第1章冒頭で

主人公の風貌をコミカルに描いた後、気圧が低下し台風が接近しているということをそれとなく暗示

16 Cedric Watts， introduction，乃'Phoonand Other Tales， by Joseph Conrad (Oxford: Oxford University 

Press， 1986) viii. 
17 富山太佳夫『シャーロック・ホームズの世紀末~ (東京:青土社， 1993) 192・211，270-87， 290・306，

308-24. 
18 Jacob Lothe， Conrad' s Narrative Method (Oxford: Oxford University Press， 1989) 106. Ted Billy， A 

Wilderness of Words: Closure and Disclosure in Conrad' s Short Fiction (Texas: Texas University Press， 1997) 

94. 
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している。その後、語り手は国旗のエピソードの場合のように乗組員同士のやりとりにおいて彼らの

人物像を順に紹介していく。しかし、第1章の終わりで全知全能の語り手は再び姿を潜め、各登場人

物が家族や友人と交わす手紙の中で船長の印象を語る。ラウトは妻への手紙において、 「とことん鈍

い阿呆船長でも、悪党を船長に持つよりはし、いJと述べ、 f今は大西洋の定期船の二等航海士」をして

いる「旧友で、かつて同じ船に乗り組んだ仲間J(16)に宛てた手紙の中でジュークスは、 「どこか間違

ってても、鈍いから気がつかないんじゃないかJ(17)と船長を馬鹿にしている。これらは、船長が

「愚鈍なJ人物だとする評価である。我々読者には早くから台風の接近が知らされているわけだから、

このような「愚鈍なJ船長が、これからやって来る台風という試練に果たして耐えうる人物なのかと

いうサスペンスが生じる。 19

ところが、読者、そしてもちろん乗組員の不安をよそに、このような船長が指揮する南山号は台風

を通過して目的地にたどり着く。台風に向って直進し、暴風と闘いながらそれを克服する船長が勇敢

な船乗りとして描かれていたことについては既に触れた通りである。そうすると、物語の最後におい

て語り手は、台風を通過するという偉業をなし得た後の主人公と、その行為が偉大であったのかどう

かについて論評せねばならないはずだ。しかし、語り手は自らの言葉でそれを語ろうとしない。再び

登場人物たちの手紙の中で、船長に対する評価をさせているのである。ソロモンは妻への手紙におい

て、“

ジユ一クスは、かつての仲間への手紙において、“1think白athe got out of it very well for such a stupid 

man" (102) と述べている。そして、ジュークスのこの「意見J(18)が『台風』という物語を締め括る。

コンラッドが最後の最後で、船長の“f幻r"な行動を、全知全能の語り手ではなく作中の一個人であるジ

ュークス一一「人種的優越感Jで歪んだ視点しか持たない人物一一に語らせることによって、“f出r"とい

う言葉の意味は、船乗りの仲間が共有するコンテクストに封じ込められる。

船長の手紙は、「宛先の女性より、(船長付きの)給仕の方がずっとおもしろがっているJょうで、給

仕は、雑用の合間に機会を逃さず盗み読みしている(14)。ところが妻には夫の手紙は退屈で、理解で

きるはずもない(“Shecouldn 't be really expected to understand all these ship affairs. " (93))。同じく妻に

は「とてもわかるまい」という理由で、船長の偉業についての真実をラウトが省略したことに対して、

ラウトの妻は、“Howprovoking! He doesn't say what it is. Says 1 couldn't understand how much there was in 

it. Fancy! What could it be so very clever? What a wretched man not to tell us!" (96)と陽気に不平を述べてい

る。 w台風』の場合このように喜劇的であるにしても、本国で待つ女性に船乗りたちの仕事の意義が

伝えられないという状況は、 『閣の奥』のエンデイング、でのマーロウ (M紅 low)とクルツ (Kurtz)の婚

約者の対面を思い出させる。マーロウはクルツの最後の言葉を正確にクノレツの婚約者に伝えなかった。

これはStrausが指摘するように、「真実/秘密」の共有から女性が排除されているということなのだろう

か。 20 知り合いの婦人に夫の近況を尋ねられた船長の妻はありきたりの礼を述べた後で、夫が「まる

で身体の養生のためにシナ海回りをしているとでもいう感じJで、 r (夫には)あちらの気候が合うん

ですのよj と答えている (95-6)。彼女たちは、確かに夫の仕事の意義が理解できず、また夫を英雄視

19 Lothe， 106. 
却 NinaPelikan Straus，“The Exclusion of the Intended from Secret Sharing，" Joseph Conrad， New 

Casebooks Ser. ed. ElむneJordan (London: Macmillan， 1996) 50. 
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する価値観も持っていない。しかも、そのことすら彼女たちは意識していない。彼女たちは自分たち

の無知、無理解に対して無意識だが、語り手はそうではない。語り手は、船長の一見“fair"な行動の

unfairnessを見抜いているからこそ、彼の行為を賢明だと判断できなければ完全に英雄視することもで

きないし、そのことを強く意識している。語り手のこの認識が、その背後に潜む作者コンラッドの認

識にかなり近いものであることは容易に推測できる。しかし、作者はその語り手にも船長の仕事の意

義について最終的なコメントをさせていない。“Whatcould it be so very c1ever?"というソロモンの妻の

素朴な疑問に、船長の偉業の意義に対する作者自身の疑問を重ねてみるならば、そこには複雑に屈折

した回路を通して表明された作者の認識が表明されていると解釈することができるのではないだろう

か。そして、それは、「男たちが昔から使い古してきた言葉など、形だけで意味は薄れたすりきれ物

にすぎなしリ(15)と言って、最終的に船乗りたちの言葉で説明させることで船長の実体を「フェア・

プレイJを演じる英雄像に回収しようとする作者の言語観と決して無関係ではないのである。

5. 

『台風』が初めて世に出た時、批評家たちは、マックワーに「はっきりとした象徴的な意図Jを読

み込み、 『台風』を「慎重な意図に基づく嵐の物語」として読もうとした。しかし、コンラッドは序文

の中で、そのどちらも特に自分の意図するところではなく、“itwould be vain ωdiscourse about what 1 

made of it in a hand白1of pages， since the pages themselves are here， between the covers of this volume， to 

speak for themselves"と述べている。この言い方には、自らの作品をページ数が記された印刷本、市場

に出回る商品としても意識していたことが渉み出ている。同じ序文において、“itwas but a bit of a sea 

yarn after all"と述べている通り、コンラッド自身は『台風』を単純な海の物語として読ませようとし

たようだ。 21 これには、 『台風』が、文学代理業者ピンカー(J.B.Pinker)との初めての仕事であり、

しかも、掲載された雑誌が大衆に迎合する傾向が非常に強かったベル・メル・マガジン(PalIMalI 

Magazine)であったことが大きく関係しているだろう。 22 しかし、一見帝国の価値を称揚しているだ

けに見える『台風』にも、 『閣の奥』に通じる帝国批判の要素が見出された。この物語のタイトノレが、

船長の「公平な分配」と銀貨を巡るクーリーたちの乱闘に焦点を当てているように思われる“Equitable

Division"から“SkittishC紅 go"を経て結局一見ニュートラルな‘'Typhoon"に落ち着いたという経緯

は、 23 帝国の称揚と批判の間でのコンラッドの葛藤を物語っているのかもしれない。しかし、コンラ

ッドは、 『台風』においても西欧列強による非西欧世界に対する経済的侵略という問題をしっかりと

見据えていたのであり、次の『ノストロモ』では、さらにそれを英国人チャーノレズ・グーノレド

(Charles Gould)の「物質的利益」に対する執着として展開させ追究していくのである。

21 Joseph Conrad， Author's Note， Typhoon and Other Stories (Harmondsworth: Pen伊 in，1990) 50. 
22 Lawrence Graver， Conrad' s Short Fiction (Berkeley and Los Angeles: University of Califomia Press， 

1969) 91・4.

23 Joseph Conrad， Letter to Edward Garnett， 21 or 28 Feb. 1899. Letter to David Meldrum 3 Jan 1900， 
The ColIected Letters of Joseph Conrad， eds. Frederick R. Karl and Laurence Davies， vo1. 2 (Cambridge: 
Cambridge UP， 1986・)169，237. 
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Abstract 

Unlike most of Conrad's major works白athave provoked interpretive arguments， 

Typhoon (1902) has been u凶forr叫ypr出sedas a mas也中i民 eof clarity and simplicity. 

However， critics disagree about its hero， Captain MacWhirr. MacWhirr lacks imagination， but 

the same lack of imagination enables him steer s仕aightinto the eye of a typhoon and come 

out of it with all his crew and two hundred Chinese coolies. The question of the captain's 

character is puzzling， for he is presen旬dbo出 asa hero and a fool. He is仕'equentlyregarded 

as an absurd fool embodying the universal wisdom of humanity. However， we can fmd 

Conrad' s implicit criticism against imperialism in the captain' s characterization， because it 

seems to suggest血atheroic adventure and folly are two sides of the same coin. 

Typhoon appe紅 sto be a typical sea story of the Victorian period血atcelebrates an 

unqualified kind of heroism， so血atanti-imperialistic aspec臼 of血estory have often been 

neglected. However， considering the relationship between the British Empire and China after 

白eAnglo・Chinesewars， we can surr凶se血at白eambiguity of the captain' s characterization 

reflects Conrad' s complex 紺 itudetoward the Westem economic invasion of non-Westem 

countries. With its focus on the British pursuit of “material interests，" Typhoon anticipates 

Nostromo (1904) and血uswe would紅伊e血atit must be seen as a story no less complex血m

other stories in the Conrad canon. 
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シュトルムの短篇小説『遅咲きの蓄積』における

トリスタン・モティーフについて

The Tristan-Motif in Theodor Storm's Novella め'ateRosen 

深 見 茂

Shigeru FUKAMI 

序

以下の小論は、テーオドール・シュトルム Theodor Storm (1817・1888) の短篇小説『遅咲きの

蓄積~ (1859) 1 におけるトリスタン・モティーフの意味の考察を通じて、この作品の解釈に資する

ことを目的とするものである。はじめにその梗概を述べてみよう。

バルト海沿岸の町に立派な邸宅を構える友人を、語り手の「私」が二十年ぶりに訪問し、しばらく

滞在する。その際、十二歳の長女と三歳になる次女の二人の娘に恵まれて暮らす友人が、妻の娘時代

の肖像画を飾ってみたりして、結婚生活久しいはずの中年の妻に対し、異常な情熱を示すことを奇異

に感じた「私」は、思い切ってその訳を尋ねる。それに対し、友人が語る夫婦の今日までの生活史の

描写が、この本論使用のテクストにして 12ページ弱に過ぎ‘ない短篇小説の主な物語なのだ、が、その

内容が取り立てて異様なものというわけでもない。

すなわち、結婚当初、事業の嵯朕と新たに興した汽船会社経営に伴う困難のため、妻をも事業に巻

き込んでのビジネス一色の生活に明け暮れる。そんな折、長女が生まれて閉もないころ、ゴットフリ

ート・フォン・シュトラースブルク Gottfriedvon Strasburg (十二世紀後半誕生、十三世紀初め頃

まで生存)の著した未完の中世宮廷叙事詩『トリスタンとイゾルデ~ Tristan und IsoJde (1210年

頃)を手にする。この実業家も実は若い頃はドイツ古典作品に打ち込んでいた文学青年であったので

ある。それに引き替え、「私」は商売大好きな少年であったのに、今は逆に学問研究の道に入りこん

でしまっていた。さてその折、友人の目の前で展開される物語の描写は、婿薬を飲んで互いにおのが

情熱に身を任せる恋人たちの場面であった。この純然たる性愛の世界に魅せられた友人は、突如とし

て妻の美と魅力とに目醒めたという。しかし、その瞬間は幼女が目覚めての泣き声に妨げられて去っ

てしまった。そして数年が過ぎて、今から三年前、次女が生まれた頃、事業もようやく順調に発展し
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て余裕も出来、屋敷の改造、庭園の拡張等も実現したころ、友人は再び古典文学に目を向ける。そし

て昨年の六月、おのれの四十歳の誕生日の早朝、友人は前夜に再び読んだ『トリスタンとイゾルデ』

の場面に未だ陶然と魅せられたままである。それはシュトラースブルクの断片最後の部分、すなわち、

追放されたトリスタンとイゾルデとが荒野の隠れ家で営む、鹿と性愛とのみを狩り求めるという、つ

まり食することをのぞけば、ひたすら愛欲三昧にふける生活の描写であった。その余韻に浸りつつ、

朝の静けさの中、書斎に入った友人は、机上に一人の美少女の肖像画が飾られているのを発見する。

それは妻の娘時代のものであったが、友人はここで妻への愛欲を蘇らせ、「かくて僕も中世ミンネの

愛の世界の盃から飲むことができたのだ。深く、したたかなー飲みを。余りに遅く一一ーしかし、決し

て遅過ぎるということは無かったのだ lJ (SW， 8.437) 

いかがであろうか。これを敢えて一言で評することが許されるならば、傑作なのか駄作なのかよく

判らない、不思議な作品としか言いようがない。ともかくこういう小説なのであって、要領を得ない

のは必ずしも論者による要約の不手際のせいばかりではないのである。当然、研究史においても、シ

ュトルム解明の鍵のーっと目されるような作品としての位置づけを得ることもないままに今日に到っ

ている。しかしながら、さりとて他方、研究者たちには、この小品を無碍に無視し去ることも許され

ぬ事情があった。それは作者シュトルム自身が後年、この短篇をもっていわば自己の芸術的自立のメ

ルクマールとなる諸作品の一つに数え入れているからである。すなわち 1868年 1月 21日、ハルト

ムートおよびラウラ・ブリンクマン夫妻 Hartmuthund Laura Brinkmannに宛てた書簡のなかで

『インメン湖~ 1mmensee [ 1849 J 、『城にて~ 1m Schkj3 [1862J 、『大学時代~ Aufder UJョiversitJit

[1862J 、『遅咲きの蓄額~ [1860上梓]等々といった作品は、私でなければ書けないものですJ2 と

明言しているのである。更に言葉を続けて彼は、これらの作品が「すべて、至るところ完全に写実主

義的特徴を備えながら、しかも全体の仕上がりは美と理想を描こうとの衝動に貫かれていますJ3と自

賛している。彼でなければ書けない、従って彼の作風確立過程の標識となるべきものだ、と聞かされ

てもまず誰もが納得できる最初の三作品と並べて、この『遅咲きの蓄蔽』もが四番目に名指しされて

いることはたとい不思議には思えても、やはり研究者としては無視できぬところであろう。

そこで注目されたのが、この小説の中心テーマである性愛賛美を支えているトリスタン・モティー

フであった。この作品研究史は従って、 トリスタン・モティーフ評価史であると申しでも差し支えな

いほどである。そこで本論も、このモティーフの受容史を追うことによって、作品解釈の道を辿って

みたいと思うのである。

第一の受容段階:完全無視(フォンターネ・レベル)

まず、この作品に接した現代読者の多くに起っても不思議のない現象であるが、一体なんのために
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トリスタン伝説が現れるのか全く理解できない、との受容レベルである。あるいは、全く記憶にも残

らなかった、という現代読者もあるかも知れない。せいぜいで、余り見栄えのせぬ筋書きに色を添え

る単なる点景物程度にしか認識しない読者も多かろう。

面白いことに、実は、残っている一番最初の、従って最古の受容証言が、そのレベルなのであった。

しかも、その証言を残したのが、シュトルムの友人で十九世紀ドイツ文学を代表する大家の一人であ

るテーオドール・フォンターネ TheodorFontane (1819・1898)であったものだから、この事実はそ

の後の作品評価にかなり影響したと思われる。すなわち彼は 1859年 5月 15日、パウル・ハイゼ

Paul Heyse (1830・ 1914) あての書簡の中で、主宰していた文芸誌『アルゴ~ Argo第5巻の準備に

関連して、「更にシュトルムがー篇の短篇[これが『遅咲きの蓄蔽』であり、事実、『アルゴ~ 1860 

年号に掲載された]を送って来ました。分量にしておよそ 9段ないし 10段分を占めるでしょうJ4 

と述べたのち、同月 19日の別の書簡では、同じくハイゼに宛て、ベルリンにおける『アルゴ』同人

集会の夕べについて報告して、次のように述べているのである。

昨晩[それゆえ 5月 18日の晩と推定される]の我々の「リュートリ」例会[rリュートリ j

とは 11人のメンバーからなるクラブで、「シュプレー河上のトンネル」という 1827年創設の文

化人クラブ傘下の別派。雑誌『アルゴ』の同人クラブ。シュ トルムはその客分であった]につい

て御報告しなければならない。シュトルムの短篇小説『遅咲きの蓄蔽』が朗読された。素材は次

のごときものである。一人の商人が魅力的な妻を持っていながら、それに気付かず暮らしている。

仕事にかまけて頓馬にも、愛も、情欲も、官能も、まともに感じられなかった、という訳だ。な

るほど二人も娘がおり、一人は既に十二歳になっているのだが、一体どうして彼らが生まれてき

たのか自分でも判らない。一切は、なにか知らぬ聞に起こったという次第。だが、ようやく仕事

の煩いも、まるで歯痛のように治まった。ほっと一息吐くと彼は、妻のために小さな日本風四阿

なんぞを建ててやったりする。かくて彼は四十に達し、明日は誕生日というわけだ。早朝起きだ

してきで、かはたれどきの薄明りのなか、家の中をごぞごそ歩き回り、すでに彼に捧げるために

飾り付けられた誕生祝いの部屋に中に、一枚の魅惑的な油絵を見付ける。一一それは妻の少女時

代の肖像画、彼が結婚した当時のままの妻の肖像画であった。そこで彼は溜息とともに初めてお

のれが十三年ないし十五年のあいだ、間抜けにも全く鈍感であったことを倍る。しかし、「過ち

を改むるにはばかることなかれJと考え、俺は十五年前には美しい妻を持っていたのだ、った、と

の意識を抱いて夫婦生活に励み、ないがしろにして来たことを取り戻そうと努め始めたという。

だから一一『遅咲きの蓄蔽』という訳だ。実際の状況は、私が今ここで叙述しているよりももっ

と酷かったよ。なにしろシュトルムが朗読しながらしょっちゅうブルブルガタガタ震えるものだ

から、話はなにかひどく深刻な様相を帯び始めちまってさ。5

これはもはや明確に作品そのものに対する全面的否定の評論であろう。まず第一に、十二歳の女の子、
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さらには三歳の同じく女の子がいるということは、この十五年間、けっこう継続的にしつこくやって

るじゃないか。それを今初めて性愛に目覚めるとは合点がいかぬ、というフォンターネの気持が、「な

るほど二人も娘がおり、一人は既に十二歳になっているのだが、一体どうして彼らが生まれてきたの

か自分でも判らない。一切は、なにか知らぬ間に起こったという次第Jという言葉の中に、強い皮肉

のニュアンスを添えられて渉みでている。次に我々の最大関心事であるトリスタン・モティーフにい

たっては、「つまらぬエピソードなんぞ‘を挿入しゃがって」といった評言でもあれば未だしも救われ

るのだが、フォンターネは一顧だにしようとしない。というより、本章のはじめに少し触れたごとく、

おそらく意識にも残らなかったのであろう。せっかくトリスタンとイゾルデの愛の物語を挿入したシ

ュトルムの苦心も水の泡というところである。

ただ最後に、この物語を朗読するシュトルムが、なぜか異常に興奮して絶えず震えていたことを鋭

く観察していたことには注目を要する。「話はなにかひどく深刻な様相を帯び始めちまってさJと同

人が感ずるほど、この小説には特別の思い入れがシュトルムにはあるらしいことを、フォンターネは

直観していたのであろう。一体それは何であったのだろう。つまらぬ小品のようでありながら、不思

議な作品と研究者に見られるにいたった所以である。更にこれに加えて、現代読者ならばおそらく、

なぜトリスタン・モティーフのようなものが、さなくとも短い作品の相当量を占めて挿入されねばな

らぬのか奇異に感じるであろう。かくて、特別重要らしい不思議な作品、という印象と、奇異なエピ

ソードの挿入との印象とが相侠って、 トリスタン・モティーフに研究者の注目が引き付けられること

となったものと思われる。

11 

第二の受容段階:反面教師として(ジャクソン・レベル)

こうして 1985年にいたってようやくこのモティーフに一定の評価を与える論文が、デーヴ、イツド

・ジャクソン David Jackson によって書かれた。 『テーオドール・シュトルムの『遅咲きの蓄積~~

Theodor Storm包Spate Rosen 6 という 8ページほどのこの論文のなかから、我々の関心事にテーマ

を限って、その趣旨を要約するならば、中世紀においては完全な愛は夢想に過ぎず、それが現実化す

れば、必然的に不倫の愛となってしまう。しかるに近代ブルジョア社会において完全な愛を貫こうと

する時、そうした問題はなんの摩擦もなく克服され実現し得るのだ、とでもなろうか。だから、この

小説の主人公が全うし得た愛の、いわば反対現象として中世紀の悲恋が持ち出されているということ

となる。直接引用により、もう少し具体的にジャクソンの言葉に耳を傾けて見ょう。

ゴットフリート[フォン・シュトラースブルク]の時代においては、およそ恋人たちが避難所

を見付けられるような場所など存在しなかった。彼らの短い至福の時は一一それはマルケ王の恩

寵と寛容のおかげなのだが一一荒野という「非現実の」、「大自然の」世界においてしか与えられ
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得ないのである。他方、現代の結婚はかかる至福の時を、シュトルムの信ずるところによれば、

安全で快適な物質的枠組みの内部において永久に保障し得るというのである。資本主義は現代の

トリスタンとイゾルデに、きわめて「現実的Jパラダイスを創造せしむることを可能ならしむる

のである、と。 7

たしかに、そののちの 1992年、『テーオドール・シュトルム。一民主主義的ヒューマニストの生涯

と作品~ 8 なる表題の評伝を著した学者らしい見解ではあるが、いかにも皮相的である。トリスタン

・モティーフがこの短篇のなかで占める知何にも不自然な、そして不思議な位置の説明としては不満

が残る。

l
 
l
 
l
 

第三の受容段階:性愛賛美の手段として(シユースター・レベル)

そこで登場したのが、 1998年出版のイングリート・シユースター IngridSchusterのシュトルム

論集中の一篇、『地獄と天国の狭間の愛:文学作品の引用と投影~ Liebe zwischen Holle und 

応 mmel:Literarische Zitate und 命'iegelungen9 における、『遅咲きの蓄積』でのトリスタン・モ

ティーフ解釈である。

今回は、はじめから直接シユースターの言葉を引用してその趣旨を聞こう。すなわち、彼女の主張

によれば、この作品でシュトルムが意図したことは、「性的願望と欲情を詩的に取り扱い、芸術的ヴ

エールを被せ、もって正当化し、同時代の読者に受容可能なかたちに仕立て上げるJ10 ことであった

という。そこで「シュトルムは、ゴットフリート・フォン・シュトラースブルクの叙事詩『トリスタ

ンとイゾルデ』を暗示したり、そこからの引用を用いたりすることにより、日常と義務との無味乾燥

な世界に、愛と文学の世界を対峠せしめようと試みたのである。J11 つまり、ジャクソン・レベルの

場合のように主人公の愛と対立する反対例としてではなく、まさに主人公の愛を弁護し、これを十九

世紀市民階級の常識的道徳世界にあっても受け入れ可能なものとするための手段として用いたのだ、

という事にでもなろうか。

では、その試みは成功したであろうか。上記の説を主張したシユースター本人も、残念ながらそれ

については、やはり否定的である。

シュトルムは、この小説で文学作品からの引用を、極めて素朴な仕方で挿入してしまっている。

すなわち、主人公は、かねてから愛好していたある本を読み、そこに広がる文学的かつ性愛的ム

ードに捉えられる。しかし、日常性のほうが依然なお強力である。[第一回目の欲情は、赤ん坊

の泣き声でさまたげられたことを指す。]何年かの後、再読した時、はじめて彼は自分の人生を

一変させることとなる。シュトルムの読者は、読書の持つこの効果を信ずるよりない。この「い
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にしえの魔法の書」をたとい熟知している読者でも、その効果を追体験して納得することはほと

んど出来ない。トリスタンとイゾルデとが互いに感じた、あのみちならぬ思いや、愛欲生活への

わずかばかりの暗示など、性愛に目覚めさせられるためのモティヴェーションとしては知何に不

充分なものでしかないか、は、フォンターネの反応[フォンターネ・レベルの章で引用したハイ

セ事への書簡を指す]が証明している一一彼はこの問題には一顧だに与えていないではないか。 12

という事となる。その結果、

『遅咲きの蓄積』においては、読書経験が語られることによっても、対応する世界像が生き生

きと姿を見せることはない。トリスタンとイゾルデについての報告は文学的な説得力を欠き、ア

リバイ機能[つまり自らの意志とかかわりなく、欲情の世界へと引き入れられて行く力。娼薬的

機能のことを意味しているのであろう]さえ果たせていない。そこで働いている機能は、せいぜ

いで引用した著者[ゴットフリート]に対する敬意の表明と、この引用を知っており、その文脈

に溶け込める教養を身に付けている読者に対する表敬くらいのものである。 13

かくて性愛受容促進剤としてのトリスタン・モティーフ援用説のシユースターでさえも、その効用に

ついては未熟なものと断ぜざるを得ぬこととなっている。実は、この作品で未熟ながら始まったシュ

トルムにおける、文学作品の引用ないし投影手法が、以後の作品 (W海の彼方より~ (1864) Von 

Jrenseit des A1eeresなど)においてそれなりに上達、発展してゆくことを論じたのが、シユースタ

ーのこの論文の趣旨なので、我々の作品において未成熟である、とされるのは、コンテキストの上か

ら当然なのではあるのだが、それにしても、『海の彼方より』などではなく、この『遅咲きの蓄蔽』

をこそおのれの芸術様式完成の見本のーっと作者が自負する作品にしては、このように低く評価され

てしまうのはどうしてであろうか。

管見によれば、第一のフォンターネ・レベルは、朗読者の絶え間ない震えに現れた心理状態という、

全く次元の異なる現象から直観的に予感していたにもかかわらず、第二のジャクソン・レベルも、第

三のシユースター・レベルも、 トリスタン・モティーフに本質的に内在する、ある中核的要素を、そ

れが故意にか、無意識にかはともかくとして、見過ごしてきたからである、と考えられる。そして、

それを明確に指示しようと試みたのが、

IV 

第四の受容段階:不倫モティーフとして(コパタケ・レベル)

として本論の論述構成上、ここに規定し、挿入し得ると思われる一篇の小エセーである。それは、 2002

年、 rw遅咲きの蓄蔽』考J"と題して発表されたものであるが、そこで小畠は、まず語り手である帰
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国した人物は「友人[=主人公ル一ドルフ]から聞かされる話をそのまま受け取る以外にない存在に

描かれJ15 ていることを強調する。つまり、主人公が語る内容の真偽を吟味する能力のない人物とし

ての語り手を強調することによって小畠は、まさにその内容の真実さに大きな疑問を提起しようとし

ているのである。次に、主人公ル一ドルフの妻について小畠は、「若いころは、かなり積極的な性格

に描かれているが、枠部分の語り手である「僕」の見ている夫人は控えめでつつましやかである。あ

まりに異っているように思われるJことに注目する。そして最後に小畠は主人公ル一ドルフに注意を

移し、①彼は、ゴ‘ットフリートの『トリスタン』をひもといたのが、今十二歳になっている長女が生

まれて半年位の頃であったと語っているが、「しかし、ここでなぜ'作者は決った相手[マルケ王]の

ある女性を愛する事になる『トリスタン』を選んだのであろうかJ16 と、この箇所へきて一気に作品

内在解釈を突き破り「作者」、すなわちシュトルム自身の意図を付度し、②更に、ル一ドルフは f4

O歳の誕生日の前夜またトリスタンに触れたことを物語るJ17 けれども、じつにその物語の場面の内

容たるや、トリスタンとイゾルデの二人が、「不義ゆえに追放され荒野へ逃がれる[という個所な]

のであるJ18と、小畠は指摘する。そして結論として、こう纏める。

上記のように、ここに登場する人物を探って行くと、長女が半年になるやならずのときから、

次女が生まれるまでの 8"'9年の問に、また40歳の誕生日の朝までの 3年間に何があったのだ

ろうかと疑問にかられるのである。多少大胆な推測を働かせるならば、『トリスタン』を読み始

めたとする時期に、情熱的な愛情を捧げる相手がルドルフの前に現れた。ルドルフが旧友に話し

ていない妻の聞には重大な夫婦問の危機があったのではないか。そのことを、ルドルフは『トリ

スタン』に託して、 20年ぶりに再開 [sic!=会]した友人に語っているのではないかと考える

のである。 19

そして、この物語で語られていることは「すべてルドルフが脚色した話であると示唆J却する論拠と

して小畠は、この物語が語られている場面が、「さながら芝居の書き割りのようである」と聞き手の

「私」が述べる感想を指摘してエセーを結んでいる。

つまり、トリスタン・モティーフの出現は、主人公の過去に、伏せられた不倫行為があったことを

示す合図である、という訳である。こんなことを主張されても、シュトルムという作家に関し全く白

紙の読者ならば、証拠もないのに何をばかばかしい勘繰りを、との思いしか抱き得ないであろうし、

また、それが当然の反応である。しかしながら小畠は、ここで研究者には周知の、シュトルムの不倫

事件を念頭において、 トリスタン・モティーフの作品外在解釈の道へ踏み出すことによってこの短篇

の分析を行い、以て一つの評価を打ち出す方法を提起しているのである。これは、方法論的には必ず

しも純粋ではない混靖的道筋ではあろうが、以下の最終章において少しばかりその道を辿ることを試

みてみよう。
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V 

第五の受容段階:抑圧と代償の合図として(本論レベル)

(1) ドロテーア事件:

シュトルムは新婚早々、妻よりも三歳下、自分よりも九歳年下の女性と情交関係にはいる。この間の

事情を日本人最初のシュトルム評伝と称して差し支えない一冊の著書の叙述を借りて追ってみよう。

それは、宮内芳明著『シュトルム研究~ 21 (1 9 9 3)である。この評伝の大きな特徴は、徹底した

フィールドワークを実施することにより、およそシュトルムが地理的に滞在ないし旅した一切の地点

と軌跡とを忠実に跡付けるという方法により、作品ないし書簡に現れた場面の空間的地理的追体験を

叙述の基礎に据えようとした点であろう。さて、この書の 22ページ以下にこう書かれている。

ドロテーアの出現

好事魔多し。シュトルムの楽しい新婚生活には間もなくひびが入ることになる。またまたシュ

トルムの前に美少女が現われたのである crまたまた」とはとりわけシュトルムが学生時代、熱

愛したベルタ・フォン・ブーハン Berthavon Buchan、またはエンマ・キュール EmmaKuhl 

を指している]。それは五年前に会ったことのあるドロテーア・イェンゼン [DorotheaJensen] 

である。その頃十三歳だ、った少女はもう初々しい十八歳の娘になっていて、シュトルム合唱団で

歌っていた。またもや女性合唱団員である[同書 18ページで宮内が「文学青年であるシュトル

ムは、シュトルム合唱団でアルトを歌うこのまだ少女じみたコンスタンツェ[のちのシュトルム

の最初の妻]に、同い年のベルタ[上記参照]の面影を感じとったのであるJと記しているのを

参照]。

シュトルムはコンスタンツェとやっとのことで、新婚生活に入ったが、やはり彼女のクールな性

格が物足らなかった。その様な時に、はつらつとした若いドロテーアはなんとなくシュトルムの

気を引いたのである。ドロテーアはタクトを振る若い弁護士先生[=シュトルム]に熱をあげ始

める。シュトルムも彼女のひたむきなまなざしに気付き、悪からぬ気分となり、やがて二人は恋

のとりことなる。フーズム市会議員イェンゼン家の未婚の娘と法律事務所の新婚の若先生との仲

はたちまち町中の話題となり、コンスタンツェの耳にも入る。コンスタンツェは反 [sic!=半]

狂乱になって離婚しでも不思議ではない。七年目の浮気ではない。二年目の浮気である。新妻に

とっては重大な事件だ、ったはずである。しかしクールな彼女はじっと耐え、遂にドロテーアを呼

んで、二人だけで冷静に話し合う。そこで彼女はドロテーアに「お友達としてこの家で一緒に暮

らしましょうよj と提案したのである。これは驚くべき話である。まさに妻妾同居を本妻が提案

したのである。もちろんドロテーアはそれに同意するはずはない。翌一八四八年二月にドロテー

アは他の町で家政婦をすることになり、フーズムを出て行った。

妻コンスタンツェの誠に寛大な裁量によって事件は一応解決し、シュトルムも救われたのであ
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るが、シュトルムはそれでもドロテーアのことが忘れられず、七年後の一八五五年に『アンゲー

リカ』というノヴェレ[英語のノヴェラ。短篇小説のこと]を発表して、自分の苦しい胸の内を

さらけ出す。そしてコンスタンツェが死んでから一年後の一八六六年、シュトルム四十九歳の時に、

まだ未婚のままシュトルムへの恋心をず、っと持ち続けていたドロテーアと結婚したのである。 22

[・・・・・・]

事情をやや単純化した部分も無きにしもあらずながら、こういう評言が許されるならば、要領よく

且つ面白く叙述されていると言えよう。説明を少し補足すれば、ここでも触れられているように、ド

ロテーアは極めて情熱的なタイプで、ひたすら己れの恋にのみ生きる少女であり、事実その後、一切

の縁談を退けて十数年後、上記のように遂にシュトルムの妻となったのである。また、シュトルムは

合唱活動に非常に熱心で、自らも美しいテノールの声をしていたといわれ、行く先々で、合唱団を結

成してその育成に力を尽くした。しかし合唱団指揮者と女性合唱団員、というのは、洋の東西を問わ

ず問題を起こすものらしい。論者の周りにも以前、悪名高きコンダクターが一人ならずいた。

それはともかく、我々のテーマにとって重要な補足は、実は、この「妻妾同居を本妻が提案したの

である。もちろんドロテーアはそれに同意するはずはない。翌一八四八年二月にドロテーアは他の町

へ家政婦をすることになり、フーズムを出て行ったJという個所には根本的な事実誤認がある、と最

近の研究が主張しているという点である。すなわち、シユースター・レベルで紹介した、イングリー

ト・シユースターの論文がそれなのだが、彼女は、「ドーリス[=ドロテーアの愛称]・イェンゼンが

1 848年以降、永きに亙ってフーズムを離れていた、との、繰り返し行なわれてきた主張は、さま

ざまの書簡個所によって否定される」 羽とし、「ドーリス・イェンゼンは 1853年の秋一一すなわ

ちシュトルム一家がポツダFムへ去るまで一一ノイシュタット 56番地[=当時のシュトルム一家が住

んでいた番地]に出入りしていたJ24 とした上、更には、 1 848年春、妊娠した妻コンスタンツェ

をゼーゲベルクにある妻の実家へ送り届けたのちフーズムへ引き返すシュトルムについてのゲルトル

ート・シュトルム(シュトルムの四女。家族ならではの手持ち資料によりシュトルム伝 25 を著す)

の証言を引用しながらこう断言している。

ゲルトルート・シュトルムの報告によれば、テーオドールはその夏、「一人で帰郷」したが、「彼

の妻はさらに暫らく両親のもとに滞在した」という。これは誠に典型的な妻妾関係図である。な

ぜなら、彼方に妊娠中の妻を追い出しておき、家では夫とその情婦がたのしむ、というわけだか

らである。 26

なお、この説を補強するために、ここでどうしても触れておかねばならぬのが、さきの宮内論文か

らの引用中にあった、「遂にドロテーアを呼んで、 二人だけで冷静に話し合う。そこで彼女はドロテ

ーアに『お友達としてこの家で一緒に暮らしましょうよ』と提案したのである。これは驚くべき話で
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ある。まさに妻妾同居を本妻が提案したのである。もちろんドロテーアはそれに同意するはずはない。

翌一八四八年二月にドロテーアは他の町で家政婦をすることになり、フーズムを出て行った」とある

個所の意味である。シユースターの主張が正しければ、一体このような虚偽の伝承はどこから発した

ものなのであろうか、が当然の疑問となろう。

これは、当初、ゲルトルートによって紹介され、後に、もっと正確に研究者によって書簡集のなか

で全文提示された次の書簡に、おそらく依っているのではないかと思われる。すなわち、それは 18 

6 6年4月21日、ハルトムートならびにラウラ・ブリンクマン夫妻にあてた、亡き妻コンスタンツ

ェと、やがて妻に迎えようとしているドロテーアの二人の女性への想いを告白した有名な書簡であり、

その中でシュトルムは、こう述べているからである。(なお、この書簡は『遅咲きの蓄積』が、夫の、

自分の不倫をバネとした、古女房への愛の再生の物語ではなかろうか、とのコバタケ・レベルにとっ

て極めて重要な伝記的裏付けをなすものゆえ、参考のため、註第 27番の下へ下記引用を含む関係個

所を全文引用しておく。)

帰還後の最初の夏、 C.[=コンスタンツェ]は彼女[=ドロテーア]を私たちの家に招いて

おりました。それは彼女が私たちの家で暮らせないものか、を試みるためでした。しかし、ある

晩ドロテーアは泣きながら自分の部屋へ上がって行き、コンスタンツェが後を追いました。そし

て長時間二人だけで彼女の部屋に篭もっていました。それからコンスタンツェが私のところへ来

て、彼女特有の愛情に満ちた素敵な柔和さをこめて言いました、「まだ駄目よ。辛抱強くしない

と」。そして彼女[ドロテーアと推定される]は再び去ってしまいました 27

しかしながら、この書簡の書かれた 1866年から考えれば、「帰還後の最初の夏」とは、シュトル

ム一家が、ハイリゲンシュタットでの亡命生活に終止符を打ち、故郷の町フーズム地区の知事として

「帰還した後の最初の夏j、すなわち 1864年の夏のことを意味しているであろうことは明らかで

あって、彼の亡命前の 1847年頃から 1853年頃の間のいずれかの滞在先または旅先からの「帰

還j などとは到底考えられないのである。

いずれにせよ、本節において明らかにしておきたいことは、シュトルムは 1848年ごろから少な

くともポツダ、ムへの亡命(1853)までの数年間にわたり、妻とドロテーアというこ人の女性と情

を交わしていたとの疑いが極めて濃厚であるとの事実である。まさにイゾルデが、マルケ王とトリス

タンという二人の男性と長年にわたり情交していた物語と重なるものであり、『遅咲きの蓄額』に不

倫関係という事実の抑圧と代償、これを覗き見得るとするコパタケ・レベルの推論を補強するもので

あろう。端的に申せば、 トリスタン・モティーフとは、妻の背後、または妻と並んで、常に今一人の

女性の影を暗示するものであると考え得ることが、伝記的にははっきりした、ということではなかろ

うか。
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(2 )トリスタン・モティーフの実際

そこで次に、もっと具体的に、このトリスタン・モティーフが作品中に二度現れる時、それぞれど

のような特徴を示しているかを吟味してみよう。

まず第一回目は、長女が生まれて半年ぐらいの頃、というから約 11年半ほど昔のことである。主

人公が読書をはじめる。場面は船上、幼い侍女の思い違いから、単なる葡萄酒であるとして出された

掘薬を、二人が誤って飲んでしまう、あの有名な情景である。

「ためらいがちに飲んだ王妃は、心重くなり、

彼に手渡すと、彼も飲んだJ

さて、こうして古えの歌人の魔術が始まるんだ。すまいとしてもせざるを得ず、自由であると

信じながら自由になることを恐れるという、このためらいと欲情のさまを僕たちは二人とともに

体験する。止めどなく甘味な詩句が湧き出でて、その密やかに迫る調べで人の心をかき乱す。僕

は麗しくも若き二人が一緒に船縁にもたれている様をありありと見る思いがした。二人は、密か

に手を握りあいながら、それを見まいとして遥か沖合に日をやる。そして二人は互いに心の底ま

で相手への思いに酔い痴れておりながら、さりげなく他の話題を語るのだ、海のこと、霜のこと、

風のこと、波のこと。一一一

[...... ] 

トリスタンとイゾーテ[=イゾルデ]に対して今、仮借無きおのが捉を強いているこの別世界、

歌人みずからも、作品の初めで述べているように、それと運命をともにすることを望んでいる、

この愛の別世界のあることを、僕はいままで知らなかったのだ。 (SW，8.4320 

そこで主人公は目を妻に転ずる。

僕は書物から目を上げ盲て妻を見ゃった。その頃はね、きみ、彼女の頬にはまだ、青春の香が残っ

ていた。[……]彼女もまた、「愛の手盤J28 であるイゾーテと全く変わらぬくらい美しいじゃな

いか。愛の盃などというのは単なる象徴であって、このような愛の狂気を生み出すのに、秘酒な

ど実際には必要ないのではないか。 (SW，8.433) 

そして妻を抱きたいと思うが、赤子の泣き声で不発に終わる。

次に、第二回目は、昨年の六月、主人公の四十歳の誕生日の前夜のこととなっている。場面は既に

触れたように、これまた有名な、追放された二人の荒野での愛の生活の情景である。

恋の娼薬はその魔力を証ししたのだ。麗わしの王女イゾーテと王の甥トリスタンはもう別れる

ことはできない。さしもの寛大な老王も遂に不倫の二人を追放した。しかし歌人は己れの高鳴る
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胸を満足させるべく自らの愛児である二人の主人公を人里離れた荒野へと連れて行く。後を追う

スパイもいない。陽は輝き、草は薫る。途方も無い孤独のなかに居るのはただ彼女と彼のみ。二

人をめぐってあるのはただ騒めく森と、目にはみえぬが空には小鳥たちの絶え間ないさえずり。

二人は夕日を浴びて草原を歩み、玲瀧の泉の噴く場所へと赴く。二人はそこの菩提樹の木陰に座

し、自分たちが夜を共に寝たあの岩屋のほうを振り返る。日の出とともに二人は露に濡れたヒー

スの原を騎行して狩りに出かける。替をにぎり、馬をならべ、イゾーテは金髪をトリスタンの肩

にまつわらせて。 (SW，8.435) 

誕生日の早朝、主人公は、昨夜読んだこの愛の世界に未だ陶酔したまま屋敷の庭をさ迷ったのち、祝

いの部屋である自分の書斎に入って、例の妻の肖像画が飾られているのを目撃する。

一一頭を少しそらし気味にし、輝くばかりの金髪は、今軽く後へ撫で付けられたばかりのよう。

半ば聞かれた唇には青春のさわやかな誇りが漂うていた。

僕は息をつめて立ち、じっとその麗しくも若々しきかんばせに見入っていた。自分が近くにい

ることを悟られてはならぬような気がしたのだ、不注意な吐息一つで一切が空中に霧散してしま

うような気がしたのだよ。一一一この若々しく笑う眼差しが眺めている世界には春の太陽の光が一

杯満ちているに違いない。僕は思わず頭を垂れた。彼女だ一一彼女となら出来たに違いない、彼

女とならあらゆる人の心が一度はみな憧れる、あの孤独の荒野へと僕だ、って逃れ行ったであろう

ものを一一一 (SJili乙8.436)

そしてテラスで出会った妻の手をとり庭へおりてゆく。

そして白い朝着姿で、まるで少女のように僕と並んで歩きながら、妻が穏やかな目付きで僕を不

審げに驚いたように眺めた時、そして彼女の手が軽やかに、任せ切ったように僕の手の中に置か

れた時、僕は怖くえきれず彼女を求めてその前にひれ伏してしまったのだ。というのも、僕の命の

すべての欲情が一時に目を覚まし、激しく止めがたく彼女めがけて追って行ったからだ。 (SW，

8.437) 

さて以上、いささかしつこいほどつぶさに引用して観察してきた第一回目、第二回目のトリスタン

・モティーフの情景に我々は、ある共通した現象を見て取ることができる。すなわち、まず第一回目

の場面においては、許されざる恋にもだえる「麗しくも若き二人j を眼前にありありと見る思いに酔

い痴れ、抑えがたい不倫の愛に狂う恋人たちにあこがれながら、現実に目の前にいる子持ちの妻を抱

こうとしているのに対し、第二回目のトリスタン・モティーフにおいても、スパイも窺い寄らぬ荒野

にあって、ひたすら愛欲のみに生きる恋人たちの姿を眼前に思い浮かべつつ、少女の肖像画の「麗し
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くも若々しきかんばせ」への恋に目覚めながら、現実に目の前にいる中年の妻の体を抱こうとしてい

るのである。つまり、すべて妻の体一つに集中されてはいるが、その背後には、またはその傍らには

「麗しくも若々しいJ女性の体が常に前提として潜んでいるという構図である。かくて、これが第一

節の伝記的構図におけるコンスタンツェとドロテーアの関係と重なりあうものであることを、『遅咲

きの蓄蔽』におけるトリスタン・モティーフの中に抑圧と代償の合図を追求しようとする我々の問題

意識の立場から、ここで確認しておきたいと思うのである。

(3 )対概念世界の遍在

『遅咲きの蓄蔽』におけるトリスタン・モティーフの本質的機能は不倫の愛の合図であるとの見地

を突き進めることにより、コンスタンツェの傍らに潜み立つドロテーアの姿、中年の妻の姿の後に隠

れ立つ「麗しくも若き二人」ないし「麗しくも若きかんばせ」、というシュトルムの世界の二重性を

確認しながらここまで到った我々は今、忽然として、この短篇小説には、いくつかの反対概念ないし

対をなす概念のペアを、従って二重性ないし背後世界を想起させるモティーフがちりばめられている

ことに思い至るのである。

すなわち、まず最初に、物語の導入部で聞き手の「私」が、あれほど文学好きの青年であった君が、

どうしてまた算盤勘定の名手になってしまったのかと尋ねるのに対して、主人公である友人ル一ドル

フがこのように答えている所にそれは出現する。

「イタリア式簿記法が」と彼はほほ笑みつつ答えた、「文学趣味への劇薬になったのさ。尤も

この薬が効くためには、自分の強い意志も必要だ、ったけれと、ね。J(SW.， 8.428) 

ここで言われている「イタリア式簿記法」とは、ヴェニスで発明されたとされる複式簿記のことであ

る。今日あらゆる経済活動の基本をなしているこの方式は周知の通り、貸借の一方に記入された品目

と数字とは必ず変容して他方にも出現して均衡をなすという、シンメトリーの世界像を前提として生

まれた簿記法であり、ダヴインチの『最後の晩餐』を引き合いに出すまでもなく、イタリア・ルネッ

サンスの世界観の産物であろう。従って、ここには二つの存在が変容を加えられつつ貸借のシンメト

リーをなして出現し相対峠する世界に、主人公ル一ドルフがはまり込んで行くことが明確に暗示され

ていると言わなければなるまい。

次に、民族童話援用の暗示である。すなわち、主人公ル一ドルフは、妻が単に家庭内の問題のみな

らず、事業に関しでも、いかに有能な助手であったかを讃えつつ、こう語っている。

かくて彼女は僕の妻になった。毎日僕が直面し、絶えず新しい課題を解決すべく僕に突き付けて

くる生活の伴侶となってくれたのだ。あの頃はよく君に手紙を書いていたから憶えていると思う

が、その時から以降、紛糾した問題が次々と解決されて行ったのさ。僕にはそれが彼女の手のお
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14 深見茂

かげのような気がしてならなかった。というのも、彼女は自分の立場から一切を適切に処理する

ことを心得ていたからだ。彼女は、童話に出てくる黄金のマリーアのように、物言わぬ物象の言

葉が判るみたいだ、った。通りすがりの樹々の中から、「揺すってちょうだい。私たちリンゴはみ

んなもう熟しているのよ 1Jと呼びかける声が聞こえたというあの娘みたいにさ。 (8阪， 8.431)

この「黄金のマリーアJ にまつわる物語の援用は、グリム童話集中の『ホレ小母さん~ Frau Holle 

と、ベヒシュタイン Bechstein の童話集中の、『黄金のマリーアと黒マリーア~ Die Goldmaria und 

die Pechmaria29 とを混滑させて用いたものであるが、語らずしてここに、「黄金のマリーア」の背

後に沈む不運な「黒マリーアJの存在が暗示されているのである。

そしてなによりも、「金髪のイゾーテ」のモティーフには、かの有名な「白き手のイ、ノルデ」の影

が、言わずもがなの存在として読者に示唆されていることは明瞭であろう。

最後に、表題そのものを指摘しておこう。「遅咲きJ(spat)の蓄積には、「早咲きJ(fruhないし frisch)

の蓄積が前提となるからである。更にこの「蓄蔽」そのものの線を、作品外在解釈に迄及んで追って

ゆくと、もっとも重要な対立概念として注目されるものとして、あの少女の肖像画を囲む「豊かなツ

ヱンティフォーリエ種の赤蓄積の花輪J(eine Guirlande von vollen roten Zentifolien) (8W，8.436) 

が浮かび上がってくる。すなわち、美少女を囲む「赤蓄額」は当然「白蓄額」を想起せしめ、それは

中年の妻の修飾語となるからである。その根拠は、シュトルムが、「赤蓄蔽JRote Rosen なる詩で

激情的愛を、「白蓄蔽JWels e Rosenなる詩で、情熱的愛への機悔の詩を歌っているからである。そ

してこれらの詩は、そのいずれにも妻と愛人の両方の相が二重に潜りこませであると考えられる複雑

な構造を持ち、本来、これらの詩、およびそれに関連する一連の詩のツィクルスの紹介とその解釈を

ここに敷術して論ずべきところであるが、本論で次第に明らかにしようとしてきた、シュトルム世界

の二重性の指摘と、その抑圧と代償的顕現の実態という観点からは、作品論的に見て第二義的である

ので、省略する。 30 いずれにせよ、我々はここで、「イタリア式簿記法(貸借対応のシンメトリー世

界)J、「黄金のマリーア(黒マリーア)J、「金髪のイゾーデ(白き手のイゾルデ)J、「遅咲きの蓄蔽(早

咲きの、若き蓄積)J、「赤蓄積(白蓄積)J といった合図の中に、シュトルムが周到に二人の女性の併

存の暗示をちりばめていることを確認しなければなるまい。そして若い女性と中年の女性のイメージ、

妻と愛人のイメージ、というこ組のイメージが複雑に混在せしめられて見極め難くすらなっているこ

とをも。

(4)言説的特徴として

最後にーヶ所だけ、この小説のなかで用いられている表現に注目し、その意味を吟味しておきたい

と思う。すなわち、それは、肖像画に描かれている、かつて麗しく新鮮で若々しかった少女と、現在

の中年の妻とが、実は同一の女性なのであることを忽然と悟り、妻への激しい欲情に目覚める場面の

中である。
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8ie， die das einst gewesen war ，sie lebte noch; [… (SW.， 8.437) 

かつてはこの様な姿で存在した彼女、

その彼女は未だ生きているのだ。

さて、時間は下って 1866年4月21日、既に引用した、あの自分と妻とドロテーアとの三角関係

を詳細に告白した書簡のなかで、シュトルムは、こういう表現をしている。

Constanze ist todt. 8ie lebt;31 

コンスタンツェは死にました。

彼女は未だ生きています。

コンテキストを省略しているので判りにくいが、後半で出てくる代名調 sle とは、ドロテーアのこ

とである。だからここは「コンスタンツェは死にました(だからもはや存在しません)。しかしドロ

テーアのほうは未だ生きているのです。」と訳せば完全に一義的文章となってしまうであろう。しか

しながら、この文章を読み下すとき我々はふと、この sle とは、妻コンスタンツェのことなのか、

と錯覚を起こす。否、錯覚を起こすように書かれているのである。だから「コンスタンツェは死にま

した。が彼女は未だ生きているのですJとも読まれることが期待されていると思われるのであり、従

って我々もその期待を生かすように訳さねばなるまい。さらにこの書簡の文章解釈から、今度は逆に

上記の小説中の文章をも我々はあえて「かつてこの様だ、ったあの彼女はもうおりません。しかし、こ

の彼女はまだ生きているのです。」との意味をも読み込んで訳すことも可能となるのではなかろうか。

つまり、シュトルムの心理においては、コンスタンツェとドロテーアとは対立かつ分裂しながら、し

かも同時に揮然として一体であったと考えられるのである。

VI 

世土
F口 語

一言で『遅咲きの蓄積』のファーベルを語れば、「一人の四十男の実業家が、久しくないがしろに

してきた古女房の性的魅力を見直したj というだけの物語となろう。しかし、そのような単純な筋書

きの観点からさえも、恒常的に性交渉が前提でなければ生まれぬはずの二児の存在と、性的衝動の目

覚めという根本的矛盾点は致命的に残る。そこを衝いたのがフォンターネ・レベルの評価であり、従

って、この性的衝動と密着するトリスタン・モティーフは、完全に無視されてしまった。

しかしながら、他方、シュトルム自身は、この小説をもって、自己の芸術的様式完成の作品例のー

っとしている。なぜか。
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16 深見茂

そこで、ジャクソン・レベルとシユースター・レベルなどの受容の試みが登場する。それは、トリ

スタン・モティーフの中に、或は階級や因習に縛られた不幸な愛の時代を、或はまた、古典文学から

の引用というフィルターにかけられた性愛称揚の手法を、それぞれ見たものであった。

しかし、トリスタン・モティーフの要諦は、不義の愛への、また不倫の愛への甘味な陶酔ではない

のか、という点に着目し、シュトルムの伝記的事実を脳裏に浮かべながら、この作品に一種の隠蔽と

代償現象を見ようとする解釈が出始めた。コタバケ・レベルである。

こうした研究史の上に立って、本論レベルは、不十分ながらおよそ四つの方向から、この抑圧ない

し隠蔽と代償の文学的表象に迫ろうとした。そこで浮かび上がって来たものはシュトルムの人生と文

学に共通する、性愛の両面性ないし二重性であった。そしてその心理構造の特徴は、妻がありながら

情婦を抱く、とか、若い女性を愛しておりながら妻を抱く、というのではなく、妻コンスタンツェの

体を思い浮かべながら愛人ドロテーアを抱き、妻を抱きながら若き女性の体を思い描くという、まさ

に男性の性的能力維持の要諦ともいえる大脳操作にあったのではないか、と推測される。ここで、我

々は、シュトルムがこの小説を朗読しながら震えていた、という異常な興奮状態の重要性を確実に捉

えて記録した、フォンターネ・レベルの指摘に再び思いをいたし、シュトルムが自己の文学の芸術的

様式の独自性の完成の例として『遅咲きの蓄積』をあえて挙げていることの意味とは、この抑圧と代

償の美的形成、人間行為の重層性と多層性の様式化であったのではないか、との仮説にいたった。こ

れが本論レベルの現時点における受容段階であり到達点である。

使用テキス卜:Theodor 8torm， Samtliche Werke in vier Banden. Hrsg. von Karl Ernst Laage 

und Dieter Lohmeier. Deutscher Klassiker Ver1ag， Frankfurt am Main; Band 1: 

GedichtelNovellen 1848 -1867. Hrsg. von Dieter Lohmeier， 1987; 8.427 -438 (zitiert als: 

saつ
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愛する友人たちよ

私は大変な機悔を君たちにしなければなりません。そしてそれに続けて更に、大変な頼みごとがあ

るのです。私の知るかぎりにおいて君たちは独善的な人たちでもないし、また、少しは私を愛してい

て下さるのだから、どうか好意をもって私の言うことを聞いてください。

私の人生と私の文学には二人の女性が関わっています。一人は私の子供たちの母であるコンスタン

ツェです。彼女は永きにわたって私の人生の星でありましたが、もはや生きておりません。他の一人

は、私から遠く隔てられ、孤独で、しばしば使用人としての苦しい生活のためやつれ果ててまいりま

したが、今も尚、生きてくれています。私はこの二人を愛してきました。いや、今なお愛しています。

どちらのほうがより好きかは申せないほどです。ものすごい欲情をかつて私に起こさせたのは、今な

お生きているほうの女性です。君たちがしばしば読んで下さることとなったあの情熱的な詩は、今も

なお彼女の頭を飾る冠であります。この二人は、いろいろな点で全く違ってはおりますが、共に私が

生涯で見いだし得た最も甘味でやさしい魂を持った女性であり、愛する男のために無限の献身を捧げ

てくれました。このこと自体はすべて、うまく行けば、素敵なことでありましょう。しかし、故人と

なったほうの女性が既に私の妻となってしまってから、今なお生きているほうの女性に対する欲情が

私を襲ったのです。一一ことの次第は次の通りです。

私が未だ婚約中、私の妹ツェツィーリエが、小柄で華者な金髪の十三歳くらいの少女を連れて私の

部屋にやってきました。二人は互いに服を着替えたりしていて、しばらく私の部屋にいました。二人

が去った時、おやおや、あの子は私のことが好きなのだぞ、と倍り私は当惑しました。彼女がその頃

すでに独特の魅力で私をひきつけていたことを、私は今もはっきりと思い出すことができます。

私が結婚してからも、ちょうど娘盛りになっていたあの子はよく私たちの家に来ました。私の新婚

生活に一つ欠けていたものがありました。それは情熱です。私の手とコンスタンツェの手とが取り合

っているのは、どちらかといえば静かな共感の気持からでした。彼女に対してはじめて情熱的な女性

愛を抱くようになったのは、その発生からみますと、ずっと後のことです。 [W遅咲きの蓄積』成立と

解釈にかかわる最重要な作品外在解釈の論拠である。]しかし、私に対する情熱と一緒に生まれてき

たかのごときあの子には、抵抗しがたい陶酔的雰囲気がありました。そして私自身も、同じ力を彼女

に及ぼしていたようです。とにかく、私たち二人の問に激情的熱愛の関係が生まれてしまい、その繰

り返される、欲情への没我と反省の嵐は何年も続き、コンスタンツェと私を大いに苦しめました。

国外退去が救いとなりました。この禍が福となって、あの気持に打克つことができ、私の心の中で

完全に激情は消滅したのです一ーというより、少なくとも完全な死の眠りついてくれたわけです。そ

れから続く何年もの年月の問、私と、一切を承知しているコンスタンツェとの聞には、人生の伴侶と

して、君たちもご覧になったように、稀に見る親密な関係が互いに形づくられたのです。しかしなが

ら、今は捨てられ忘れられたほうの彼女は、全く希望もないのに、無限の誠実さでこの愛に操を立て

ていたのでした。自分に近付くすべての男たちを退けました。私たちの古くからの知人ガンツアーが、

振られた最初の人物です。こうして彼女は、自分の心の激情が治まったら、いつの日か、私やコンス
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タンツェと共に暮せることを、唯一の幸せと夢見て来たのでした。というのも、気高い性格の二人ら

しいことですが、コンスタンツェはかねてから、彼女のことを気にかけていたのです。そして、いつ

かそのような暮しが出来ればと考えたのは、私の意志ではなく、コンスタンツェの意志だ、ったのです。

帰還後の最初の夏のこと、 C.[コンスタンツェ]は彼女[ドロテーア]を私たちの家に招いており

ました。それは彼女が私たちの家で暮せないものか、を試みるためでした。しかし、ある晩ドロテー

アは泣きながら自分の部屋へ上がって行き、コンスタンツェが後を追いました。そして長時間二人だ

けで彼女の部屋に篭もっていました。それからコンスタンツェが私のところへ来て、彼女特有の愛情

に満ちた素敵な柔和さをこめて言いました、「まだ駄目よ。辛抱強くしないとJ。そして彼女[ドロテ

ーアと推定される]は再び、去ってしまいました。

コンスタンツェは死にました。彼女はまだ生きています。彼女のことを知っている人々は皆、彼女

が女性中の女性だと申します。私がひっそりと彼女を胸に抱きょせ、家に入れたら、君たちはお怒り

になりますか。今は亡き母をこよなく愛していた、私の子供たちも、大きい子たちも小さい子たちも、

まるで曾て母が生きていたころ私たちの家に輝いていた陽の光の一筋でも帰ってきてくれるように

と、彼女を待ち望んでいます。更にもっと告白いたしましょう。愛する亡妻を呑み込んだ奈落を絶え

間なく見つめることをやっとやめた時、私はただただ彼女だけを見つめていたのです。そして彼女が

生きてくれている、私のために生きてくれている、ということを、筆舌に尽くしがたいほどの幸運と

思い始めたのです。というのも、もし亡き妻への悲しみが私を襲うことが今後もしばしばあるでしょ

うが、そんな時、彼女は私を見捨てることなく、私を失くすまいと、そっと手を私の手の上におき、

私があなたのそばに居りますよ、と感じさせてくれるだろうからです。たしかに容色の衰えた金髪の

女性ほどみすぼらしいものはこの世にないかも知れません。君たちはきっと彼女を到底美しいとは言

い難いと思うでしょう。かつて、その色香に惑わされたのが私一人ではなかったあの子の魅力の多く

は、若さによる容姿の優雅さに負っていたからです。しかし、彼女はそれでも、まだ昔のままです。

そして私のうちに一一一ああ、愛するラウラ夫人、どうか、いやらしいわ、と私から顔をそむけないで

下さい一一私のうちに、この枯れしおれた白き蓄蔽[本論で触れた通り、注目すべき概念である]に

対し、あの青春の愚かしいまでの欲情のすべてが、再び目覚めたのです[かつて『遅咲きの蓄蔽』で

妻を相手に示されたパターンが、今再び後添えの妻に対して展開しているのである]。この一ヵ月、

彼女は妹のところにおります。白状いたしましょう。永らく閉ざされていた宝庫が今ひらかれて、彼

女の手紙から溢れ出で、この老人の私を心の奥底までも枕惚とさせます。ところで、私は今、 ドーリ

ス[=ドロテーア]・イェンゼンの話をいたしておるつもりなのですが、お判り頂いているでしょう

ね。それとも、まさか、とお考えでしたか。

以上が機悔で、次にお願いの件ですが[……]

28)使用テキストの註 (SW，8.1093) によれば、この「愛の手強J(der Minne FederspieDの「手

建」にあたる Federspielという語は、中世ドイツ語では本来、鷹狩り用の鷹のことを意味する表現
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であるのに、シュトルムはここでは明らかに「手建Jを表す語として理解している由である。

29) Vgl. Bechstein，品mtlicheMlirchen， Artemis & Winkler， DusseldorflZurich 1999， S.75 -78. 

30) なお、このツィクルス関連の一連の詩の分析と解釈としては、最近、次の論文が出た。加藤丈

雄変容の神秘一一 Stormの恋愛汗静詩))11⑫-sterium ((1ごついて一一京都府立大学学術報

告人文・社会 第 52号平成 12年 12月 3 9ー 59ページ。

31) Briefwechsel， a.a.O. (= Anm.2) ， S.147. 

Abstract 

Although Theodor Storm maintained that his novella “Spate Rosen" was a successful 

example of his artistic originality， it has still not been well analyzed or commensurately 

valued. The author of this essay finds four dimensions of interpretation by four literary 

critics of the Tristan-Motif which appears twice in the novella. The first demension， 

suggested by Theodor Fontane， is total ignorance. The second， advanced by David Jackson， is 

the feudalistic counter-example of a free， modern love life. The third， as claimed by Ingrid 

Schuster， is an attempt at a poetic interpretation of erotic passion. The fourth， put forward 

by Hiroshi Kobatake， is a hint of cloaked adultery. Expanding on this last dimension， the 

present writer finds as a五fthdimension of interpretation of the Tristan-Motif the poetically 

veiled oppression and compensation of the menage-a-trois that Storm actually led with his wife 

Constanze and friend Dorothea. 
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Apercus sur l'Episode de la<< Conversion de la Comtesse>> 

dans le Journal d'un cure de campagne 

Ritsuko NAGASHIMA 

Introduction 

Le Journal d'un cure de campagne consiste dans le journal intime qu'un jeune pretre 

ecrit en l' espace de quelques mois1 et dans quelques lettres. Parmi les nombreux episodes que 

rencontre le cure dans la vie paroissiale et qu'il rapporte dans son journal， celui constitue par 

son entretien avec la comtesse， la lettre de celle-ci et sa mort est certainement un des plus 

impressionnants et des plus emouvants. Mais aussi et surtout， cet episode est celui qui， a notre 

avis， exprime le mieux dans ce roman， sinon parmi toutes ses田uvreslitteraires， l' idee 

religieuse de Bemanos. Car， si le cure a entrepris l' entretien avec la comtesse dans le but de 

parler du probl色mede sa fille Chantal， il entend le secret de l'ame de la comtesse et finit par 

la f;出rese confronter a la question de son propre salut. 

Dans cette etude， nous essayerons d' envisager en suivant les arguments des 

personnages， le cours des evenements et les images employees， les questions que pose cet 

episode， la question du salut， ou si on veut， de la conversion， ce qui perme町aprobablement 

d'eclaircir aussi la nuance qui existe entre l'idee de Bemanos et le catholicisme dit 

<< orthodoxe >>. 

1. Benies soient les fautes... 

Un element essentiel de l'argumentation du cure au cours de l'entretien repose sur la 

1 Le Journal n'est pas date， mais comme le signale Elisabeth Lagadec-Sadoulet， quelques 

indices le font situer entre la fin novembre et la mI-fevrier. cf. LAGADEC-SADOULET， 

Elisabeth: Temps et Recit dans l'auvre romanesque de Georges Bernanos， 1988， Editions 

Klincksieck， p.99 
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negation du legalisme. Dとsle debut， contre le cure qui lui parle du problとmeentre elle et sa 

fille， la comtesse insiste sur la conformite de son comportement par rapport a la norme sociale 

et ecclesiastique. 

Nous pouvons constater que la comtesse et le cure parlent en fondant sur des bases 

di百'erentes.Le cure parle de valeurs absolues telles que l'amour， la justice devant Dieu et de 

la foi， tandis que la comtesse ne repond qu'en termes de valeurs limitees et relatives， telles 

que le << bon sens >>， la conformite aux normes ou la << pratique religieuse >>. 

<< Trompee tant de fois， j' aurais pu etre une epouse infidとle.Je n' ai rien 

dans mon passe dontje puisse rougir. >> (11542) 

<< Enfin， dit-elle en frappant du pied， nous serons juges sur nos actes， je 

suppose ? Quelle faute ai-je commise ? >> (1155) 

<< Je vais a la messe， je fais mes paques， j'aurais pu abandonner toute 

pratique， j'y ai pense. Cela m'a paru indigne de moi. >> (1160) 

La comtesse developpe tous ces arguments pour se justifier auprとsde la morale de ce 

monde. Elle ne se soucie pas， ou bien pretend ne pas se soucier de la dimension eternelle， 

gardant ainsi une attitude qui pourrait etre qualifiee de pharisienne. C'est sa facon de se 

defendre， de conserver sa tranquillite d'esprit. Pourtant le cure ne lui parle d'aucune 

transgression des 詑glesni de morale， il ne fait que parler d'une valeur absolue qui est 

d'aimer. 

<< On se resigne a ne pas aimer.持 (1153)

De ne pas aimer， ou plutot de se mettre << hors de l'amour de Dieu >> (1158)， c'est tout 

ce qu'illui reproche. A la comtesse qui dit qu'elle n'a rien dans son passe de quoi elle puisse 

rougir， il repond : 

2 Les chiffres apres les citations renvoient a la page co汀espondantedans le Journal d'un cure 

de campagne in伍RI.
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<< Benies soient des fautes qui laissent en nous de la honte ! Plut a Dieu 

que vous vous meprisiez vous-meme !一一Drolede morale.一一 Cen'est pas la 

morale du monde， en effet. >> (1154) 

Ici s'affrontent deux univers: celui de la Loi et celui de la Grace. Pour le cure， 

l'observance superficielle de la loi est le plus scandaleux. Quand la comtesse mentionne sa 

<< pratique >>， il prononce ces mots : 

<< Madame， n' importe quel blasphとmevaudrait mieux qu'un tel propos. Il 

a， dans votre bouche， toute la durete de l'enfer. >> (1160) 

Car ce que le cure met au-dessus de tout est le salut non par les actes， mais par la 

Grace. 

<< […] la faute a peine sortie de nous， il suffit d'un regard， d'un signe， d'un 

muet appel pour que le pardon fonce dessus， du haut des cieux， comme un 

aigle. >> (1157) 

Nous ne pouvons pas ne pas entendre ici， quelque resonance des conceptions de 

Luther， pour qui Bemanos semble avoir une grande sympathie， bien qu'il n'accepte pas 

totalement ses idees. Ce qui l'attire le plus chez cet << heresiarque>> est sa lutte contre le 

pharisaisme dans l'Eglise qui aneantit la Grace divine3
• 

La comtesse s' e阻itrefugiee dans un monde ou rとgnentle <<bon sens >> (1155)， la 

morale， la legalite et << l'ordre >> (1163)， qui est un monde ferme sur lui-meme. Par contre celui 

du cure est a ses yeux a elle caracterise par la reverie， le poとme(1158) ou la folie (1159). Le 

premier pourrait etre defini aussi comme une perspective qui consiste a croire que tout finit ' 

ici-bas sur la terre， c'est-a-dire qu'il n'existe qu'un bien limite， qu'une justice limitee， et une 

vie limitee. Dans cette perspective， il n'y a que des valeurs relatives， et c'est pourquoi 

3 Voir notre essai La Rφrme et la Contre-Rφrme selon Bernanos in Academic Reports of 

The University Center for Intercul印 刷Education，The Univ倒的ofShigaPr，ψcture，2∞0，

pp. 113-130 
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4 Ritsuko NAGASHIMA 

Bemanos appelle les casuistes les << docteurs du Relatif >>4. 

Mais au cours de son entretien avec le cure， nous la verrons sortir sans qu' elle s' en 

rende compte d'ou elle s'etait enfermee. 

2. Face a face avec Dieu. 

Au debut de l'entretien， la comtesse est fiとreet sure d'elle-meme， et la confrontation 

avec cette autre perspective que le cure lui preche ne l'ぬranlepas. << Vous voulez me jeter 

dans le trouble， vous n'y reussirez pas. J'ai汀opde bon sens. >> (1155)， lui objecte-t-elle. Mais 

c'est， aussi paradoxal que cela puisse parai汀e，sa revolte qui lui ouvre un autre univers. 

<<Il m'arrive de rencontrer des pecheurs endurcis. La plupart ne se 

defendent contre Dieu que par une espとcede sentiment aveugle， et il est meme 

poignant de retrouver sur les traits d'un vieillard， plaidant pour son vice， 

1 'expression a la fois niaise et farouche d'un enfant boudeur. Mais cette fois j'ai vu 

la revolte， la vraie revolte， eclater sur un visage humain. >> (1159) 

Pour Bemanos， la revolte n' est pas une notion opposee a la foi. Il a en e百etune sorte 

d' estime pour certains revoltes. Ce ne sont certainement pas des << docteurs du Relatif>> qui 

peuvent se revolter. Car la revolte va contre l'imperfection ou la qualite limitee de la justice 

du monde. Autrement dit， ils ont soif d'absolu. 

<<Nul ne peut 0百enserDieu cruellement qui ne porte en lui de quoi 

l'aimer et le servir. >>5 

Bemanos pense que certains etres rencontrent Dieu en se revoltant contre Lui. La 

comtesse qui vivait sans << fautes >> en observant << les pratiques >> religieuses dit : 

<<Dieu m'etait devenu indi百erent. Lorsque vous m' aurez forcee a 

convenir que je le hais， en serez-vous plus avance， imbecile ?>> (1160) 

4 Grands Cimetieres sous la lune in EC 1， p.416 

5 Ibid.， p.379 
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La reponse du cure a ces paroles est la clef pour comprendre l' attitude de Bernanos 

vis-a-vis des << vrais >> revoltes. 

<< Vous ne le haissez plus， lui dis-je. La haine est indi百台enceet mepris. 

Et maintenant， vous voila enfin face a face， Lui et vous. >> (1160) 

On ne peut pas se mettre face a face avec Dieu sans sortir du monde dans lequel on 

s'enferme， de celui du bon sens et de la morale. Une trとsbelle image vient evoquer la 

transformation spirituelle de la comtesse. 

<< 11 me semblait qu'une main mysterieuse venait d'ouvrir une breche dans 

on ne sait quelle muraille invisible， et la paix rentrait de toutes paロs，prenait 

majestueusement son niveau， une paix inconnue de la terre， la douce paix des 

morts， ainsi qu'une eau profonde. >> (1162) 

3. Donnez-lui tout. 

Ce qui a resulte de ce changement， ou plutot ce qui est apparu en meme temps que ce 

changement， c'est la << resignation >>. Ce mot prend chez Bernanos une importance particuliとre.

D'abord dans la bouche du cure， il provoque chez la comtesse la revolte dont nous avons 

parle. 

<< Il faut vous resigner a... a la volonte de Dieu， ouvrir votre c田ur.>> Je 

n'osais pas lui parler plus clairement du petit mort， et le mot de resignation a paru 

la su叩rendre.<< Me resigner ? a quoi ?…>> puis elle a compris tout a coup. 

[...] 

<<Me resigner? a-t-elle dit d'une voix douce qui glacait le c巴ur，

qu'entendez-vous par la ? Ne le suis-je point? Si je ne m百taisresignee， je serais 

morte. Resign白!Je ne le suis que trop， resignee ! J'en ai honte. >> (1159) 

Bien evidemment， la comtesse ne mesure pas la profondeur du mot， pour elle， il 

signifie supporter ou endurer. Ce que le cure lui demande depasse la dimension de la maniとre

de vivre. C'est la resignation totale dans un sens hautement religieux. Illui dit : 
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<< 11 faut se rendre a lui， sans condition. Donnnez-lui tout， il vous rendra 

plus encore. >> (1161) 

Et encore， tout a la fin de l' entretien， ils echangent ces paroles : 

<< C' est a vous que je me rends.一-A moi!一一 Oui，a vous. J'ai 

o百"enseDieu， j'ai du le hair. O~.IÏ ， je crois maintenant que je serais morte avec cette 

haine dans le c田町.Mais je ne me rends qu' a vous.一一 Jesuis un trop pauvre 

homme. C' est commesi vous deposiez une piとced'or dans une main percee.一一

Il y a une heure， ma vie me paraissait bien en ordre， chaque chose a sa place， et 

vous n'y avez rien laisse debout， rien.一一 Donnez-latelle quelle a Dieu.一一 Je

veux donner tout ou rien. 一一 Donneztout. 一一 Oh! vous ne pouvez 

comprendre， vous me croyez deja docile. Ce qui me reste d'orgueil suffirait bien a 

vous damner !一一 Donnezvotre orgueil avec le reste， donnez tout. >> (1163) 

Nous trouvons dans cette resignation ou depouillement spirituel total quelque chose de 

commun avec l'id白 dumystique allemand Eckhart pour qui l'homme peut s'unir a Dieu par 

le moyen de << Lazen >> (laisser) et uniquement par ce moyen. 

4. Cela est deja fail 

Pour convaincre cette revoltee qu'est la comtesse et la reconcilier avec Dieu， le cure 

ne lui preche qu'une chose : la resignation. Comment est-il possible pour le cure que cet acte 

de laisser ou de se vider， de s'aneantir conduise l'homme a Dieu ? C'est sur la passion et la 

mort du Christ qぜilse fonde pendant l' entretien. 

<<Madame， lui dis-je， si notre Dieu etait celui des paiens ou des 

philosophes (pour moi， c'est Ia meme chose) iI pourrait bien se refugier au plus 

haut des cieux， notre misとrel' en precipiterait. Mais vous savez que le notre est 

venu au-devant. Vous pourriez Iui montrer Ie poing， lui cracher au visage， Ie 

fouetter de verges et finalement Ie cIouer sur une croix， qu'importe ? Cela est deja 

faiムmafille….>>(1162) 
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Si l'on imagine un Dieu tout puissant et parfait qui demeure au plus haut des cieux， 

l'homme n'aura qu'a deplorer la distance qui les separe et sa propre imperfection par rapport 

a ce Dieu. Bemanos est etranger a une telle notion de Dieu. Celui qui a eprouve la misとreet le 

desespoir les plus e百'royablesn'etait nul autre que Dieu -- cette constatation amene 

l'homme a la reconnaissance de l'image de Dieu en lui-meme， tel qu'il est sur la terre， en 

proie a la mi詑reet au desordre. 

Les paroles du cure: <<Cela est deja fait.>> s'accordent avec les demiとresde sa 

vie: <<Qu'est-ce que cela fait ? Tout est Grace. >> (1259). Ces paroles aussi sont prononcees 

au moment ou il est le plus aneanti et delaisse. 

Le cure essaie de faire voir a la comtesse， au lieu qu' elle se damne， cette image de 

Dieu qui existe en elle. Pour Bemanos le salut n'est donc pas repousse dans l'avenir， mais il 

est bien present， accompli. Quant le cure preche a la comtesse de << se resigner >>， illa pousse 

tout simplement a prendre ce point de vue， c'est-a-dire a passer de la position de <<pas 

encore >> a celle de << deja >>， ce qu'elle fera，主 lafin de cet entretien orageux comme nous le 

lisons dans sa lettre apportee au cure le soir meme : 

<< L'esperance ! […] Voila qu'elle m'est rendue. Non pas pretee cette fois， 

mais donnee. Une esperance bien a moi， rien qu'a moi， qui ne ressemble pas plus a 

ce que les philosophes nomment ainsi， que le mot amour ne ressemble a l' etre 

aime. Une esperance qui est comme la chair de ma chair. Cela est inexprimable. Il 

faudrait des mots de petit enfant. >> (1165-1166) 

La di百'erenceentre le << mot amour >> et << l'etre aime >>， devrait etre cel1e qui existe 

entre une notion abstraite et le fait realise concrとtementdans la personne de celui ou cel1e qui 

est aime. Cet exemple cite par la comtesse elle-meme montre que l' esperance dont el1e parle 

est donc une esperance realisee co即時tement ce qui parait contenir une contradiction， 

puisque l'esperance signifie bien evidemment l'acte d'attendre quelque chose qui n'est pas 

encore realise. La comtesse est consciente de cette contradiction. D'ou les demiとresparoles 

de ce passage : << Cela est inexprimable. Il faudrait des mots de petit enfant. >>， des paroles qui 

demontrent la discontinuite logique de ce changement qu'elle a vecu， d'une sorte d百lan

spirituel. L'expression <<des mots de petit enfant>> souligne le fait qu'el1e a passe dans 

l'univers qu'el1e attribuaitjadis au cure et qu'elle refusait: celui de la reverie， du poとme，ou
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8 Ritsuko NAGASHIMA 

de la folie. Car， pour Bemanos， ce sont des enfants qui peuplent ce monde-la. C' est aussi la 

raison pour laquelle la comtesse considとrele cure comme un enfant. 

<< Le souvenir desespere d'un petit enfant me tenait eloignee de tout， dans 

une solitude e旺'rayante，et il me semble qu'un autre enfant m'a tiree de cette 

solitude. l' espとrene pas vous froisser en vous traitant ainsi d'enfant? Vous l'etes. 

Que le bon Dieu vous garde tel， ajamais ! >> (1165) 

5. Du Joumal a Nos amis les saints. 

Cet episode du Journal nous renvoie， par la ressemblance de quelques elements， a un 

autre texte parmi les essais. Il s'agit de la conference faite a Tunis， Nos amis les saints， que 

Bemanos a appelee << [s]on premier sermon >>6. Onze ans aprとsle Journal， tout a la fin de sa 

vie， Bemanos fait appel a l'image d'une mとrequi vient de perdre son enfant. Nous citons le 

passage entier pour permettre la comparaison. 

<< Le scandale de l'univers n'est pas la souffrance， c'est la liberte. Dieu a 

fait libre sa creation， voila le scandale des scandales， car tous les autres scandales 

pro戊dentde lui. […] Il Y a en ce moment， dans le monde， au fond de quelque 

eglise perdue， ou meme dans une maison quelconque， ou encore au tournant d'un 

chemin desert， tel pauvre homme qui joint les mains et du fond de sa misとre，sans 

bien savoir ce qu'il dit， ou sans rien dire， remercie le bon Dieu de l'avoir fait 

capable d'aimer. Il y a quelque part ailleurs， je ne sais OU， une maman qui cache 

pour la derniとrefois son visage au creux d'une petite poitrine qui ne battra plus， 

une mとreprお deson enfant mort qui 0妊rea Dieu le gemissement d'une 

resignation ext，白mee，comme si la Voix qui a jete les soleils dans l' etendue ainsi 

qu'une main jette le grain， la Voix qui fait trembler les mondes， venait de lui 

murmurer doucement a l'oreille :<< Pardonne-moi. Un jour， tu sauras， tu 

comprendras， tu me rendras grace. Mais maintenant， ce que j'attends de toi， c'est 

ton pardon， pardonne.>> Ceux-la， cette femme harassee， ce pauvre homme， se 

trouvent au c巴urdu myst色re，au c但 urde la creation universelle et dans le secret 

meme de Dieu. Que vous en dire ? Le langage est au service de l'intelligence. Et 

6 Nos Amis les saints in EC 11， p.1371 
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ce que ces gens-la ont compris， ils l' ont compris par une faculte superieure a 

l'intelligence， bien qu'elle ne soit nullement en contradiction avec elle，一一 ou

plutot par un mouvement profond et irresistible de l'ame qui engageait toutes les 

facultes a la fois， qui engageait a fond toute leur nature. Oui， au moment ou cet 

homme， cette femme acceptaient leur destin， s'acceptaient eux-memes， 

humblement一一 lemystとrede la Cr白tions'accomplissait en eux， tandis qu'ils 

couraient ainsi sans le savoir tout le risque de leur conduite humaine， se realisaient 

pleinement dans la charite du Christ， devenant eux-memes， selon la parole de saint 

Paul， d' autres Christ. Bref， ils etaient des saints. >>7 

Que Bemanos pense， au moment de faire cette conference， au personnage de son 

roman， cela nous semble presque certain. Et ici aussi， il est question de la reconciliation et du 

salut. Dans ce texte， la question de savoir la relation entre la liberte et la resignation est plus 

clairement posee. L'homme， capable de se revolter， peut aussi se resigner par libre choix， et 

selon Bemanos c'est la la plus grande av印刷rede la vie， la saintete. 

A la base de cet argument， nous reconnaissons sa croyance de plus en plus grande a 

l'unite profonde de Dieu et de l'homme. L'expression <<devenant eux-memes d'autres 

Christ >> est at仕ibueea saint Paul， mais celle de saint Paul est plus exactement : <<Je vis， mais 

ce n'est plus moi， c'est Christ qui vit en moi. >>9 L'expression employee par Bemanos， 

audacieuse dans un sens， devrait donc etre consideree comme son interpretation de cette 

parole de saint Paul. Il dit dans la meme conference : 

<< Ceux qui ont tant de mal a comprendre notre foi sont ceux qui ne se font 

qu'une idee trop imparfaite de l'eminente dignite de l'homme dans la cr白tion，qui 

ne le mettent pas a sa place dans la creation， a la place ou Dieu l' a eleve afin de 

pouvoir y descendre. […] Encore un peu plus profond， et 1 'ame se retrouve dans 

son element natal， infiniment plus pur que l'eau la plus pure， cette lumiとreincreee 

qui baigne la creation tout entiとre.>>10 

7 Ibid.， p.1379 

8 Jeanne， relapse et sainte， EC 1， p.40 

9邑pitreaux Galates 2.20 (Traduction包cum白iquede la Bible) 

10 Nos Amis les saints， in EC 11， p.1382 
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Nous reconnaissons ici son inclination pour le mysticisme， notamment celui d'Eckhart 

qui parle de cette meme lumiとreincreee qui est dans l' ame et qui recoit Dieu dans son etat 

brut et ne fait qu'un avec Luill
. Nous lisons dans le demier cahier de Bemanos : 

<< 11 ne s'agit pas de conformer notre volonte a la Sienne， car Sa volonte 

c'est la notre， et lorsque nous nous revoltons contre Elle， ce n'est qu'au prix d'un 

arrachement de tout l'etre interieur， d'une monstrueuse dispersion de nous-memes. 

Notre volonte est unie a la Sienne depuis le commencement du monde. 11 a cree le 

monde avec nous... Quelle douceur de penser que meme en L'o百ensant，nous ne 

cessons jamais tout a fait de desirer ce qu'Il desire au plus profond du Sanctuaire 

de l'ame.>>12 

Nous voyons la le point d'arrivee de son idee religieuse. L'episode dit <<de la 

conversion >> de la comtesse contient deja cette notion de la resignation qui consiste a se vider， 

a s'aneantir jusqu'a retrouver l'unite originelle de l'ame avec Dieu， dont on voit la forme 

extreme en Jesus-Christ. Michel Esteve dit <<Journal d'un cure de campagne s'impose 

comme le roman de << l'imitation>> du Christ dans la vie quotidienne >>13. Comme pour lui-

meme， le cure a voulu pour la comtesse ce chemin， et cela， sur la base de sa croyance en cette 

image de Dieu， l'unite de l'homme avec Dieu. D'ailleurs que le cure glisse la lettre de la 

comtesse， apreとsl' avoir lue， dans son vieux livre d' Imitation qui appartenait a sa defunte 

mとre(1166)， nous semble a cet egard assez symbolique. 

Abreviations 

伍R1 : BERNANOS， Georges : auvres Romanesques， Gallimard， N.RF.(La Pleiade)， 1984 

II Voir par exemple son sermon en allemand 48 in Deutschen Werke， herausgegeben und 

ubersetzt von Josef Quint， 11， 1971 

12 Dernier agenda de Bernanos， cite par Albert Beguin dans Bernanos par lui-meme， Seuil， 

1954， pp.146-147 

13 ESTEVE， Michel : La Nuit de Gethsemani in Etudes Bernanosiennes 18， 1986， Lettres 

Modemes， Minard， p.88 
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EC 1: BERNANOS， Georges: Essais et ecrits de combat 1， Gallimard， N.RF.(La Pleiade)， 

1971 

EC 11 : BERNANOS， Georges : Essais et ecrits de combat 11， Gallimard， N.RF.(La Pleiade)， 

1995 

Abstract 

This study intends to elucidate some aspects of Georges Bemanos' religious ideas 

through the episode generally called “Episode of the countess' conversion，" in Journal d'un 

cure de campagne . His idea could be characterized in the first place by negation of legalism， 

which parallels the thoughts of Luther， with whom Bemanos seems to have some sympathy. 

Another aspect of his thought found in this episode consists in resignation or self-

abandonment to be united in God. This could be compared with certain kinds of mysticism， 

especially that of the German mystic Eckhart. The inclination for mysticism is more manifest 

in his essay written one year before his death， Nos amis les saints， which treats also the 

question of salvation. 
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動詞の周期から見る r-Jに関係する副調

An Analysis on Some Adverbs Beginning with the Word “Ichi" from the Point 
of View of Verb Cycle 
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Abstract 

Wu (2001) classified the verbs into three categories (zero-cycle verb， single-cycle verb and 

multi-cycle verb)， and defined the concept of big cycle and small cycle of verbs. In this paper， the 

author analyzes some adverbs beginning with the word “ichi" from the point of view of verb 

cycle. The conclusion is that the adverbs beginning with the word “ichi" can be divided into three 

kinds: adverbs modifying zero-cycle verbs， adverbs modifying single-cycle verbs and adverbs 

modifying multi-cycle verbs. 

はじめに

動調をアスペクトの視点から捉えたときに、周期という概念を導入して分析を行えば、さまざまな言語

事実が見えてくる。本研究は周期という概念で動調を捉えた上で、さらに動調の周期の視点から「ー」に

関係する副調、例えば、「一度」、「一通り」などについて考察したものである。

2 周期と動詞

呉(2001)は初めて動調をゼロ周期動調、単周期動詞、多周期動詞のように分類した。ここでは、周期で

動調を捉えてさらに「ー」に関係する副詞との関係を分析するために、もうすこし周期と動調との関係に

ついて述べておくことにする。

Schank(1985)は動調が記述する事象が複数の基本動作から構成されるというように捉えている。ここで

は、動詞が記述する事象には具体的にどのような基本動作が含まれているかを問題にせず、一連の基本動

作の存在を認め、そしてその一連の基本動作が事象の各局面を構成すると理解する。この考えを踏まえて、

次に周期と動詞との関係について見てみる。

まず周期については、同一の事象が一定時間ごとに繰り返して現れる特性のことだと考える。動詞の中

にはある種の動調は対象の恒常的特性を記述し、事象的には、いくら時間が経っても局面的変化、すなわ

ち一定時間ごとの同一局面の繰り返しは見られない。つまり、この種の動詞の記述する事象には周期性が
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見られず、ここではこのような動詞をゼロ周期動調と名づける。この種の動調としては、日本語の場合、

「ある、居る、尖る、、、jなど、中国語の場合、「有、是、属子、、、」など、英語では、 fbe、have、know、、、j

などが挙げられる。

一方、ある種の動調が記述する事象の全過程には局面が繰り返さず、ある時点になると、事象が終結し、

ある種の状態に入る。このような事象全体の中に一つの周期しか含まない現象を記述する動調をここでは、

単周期動調と呼ぶ。

このような動詞としては、日本語では「凍る、倒れる、外れる、、、」など、中国語では、「破、亮、成、、、j

など、英語では、 freach， achieve， finish、、、」などが挙げられる。

ゼロ周期動調と単周期動調以外の場合、動詞が記述する事象には、時間の推移とともに、さまざまな異

なる局面が連続的に現れてくる現象が見られる。それらの局面は Schankの基本動作で構成されているとす

れば、動詞を成立させる最小限の一組の基本動作が必ず存在しているはずである。この最小限の一組の基

本動作によって構成される周期をここでは最小周期と呼ぶ。具体的に言えば、例えば、「一画を書く」を「書

くJの最小周期だとする場合、「宇を書く」は複数の「ー画を書くJという最小周期の繰り返しになる。ま

た、「一字を書く」を 「書く」の最小周期と定義すれば、「手紙を書く」は「一字を書く」という最小周期

の繰り返しとなる。逆に最小周期が完成されていない場合、動作も完成しておらず、動調が表す本来の意

味が成立しなくなる。すなわち事象を構成する最小限に必要な一組の基本動作のどれかが欠けていること

になる。例えば、「叩く」という動調に一連の動作が含まれていると考えられる。しかし、対象に動作が及

ぼす前に中止したら、「叩いた」にはならない。このような時間の推移とともに局面が最小周期の繰り返し

となる事象を記述する動詞を、ここでは多周期動詞と呼ぶ。

以上は、アスペクトの視点からは動調はゼロ周期動詞、単周期動調、多周期動詞の三種類に分けられる

ことについて述べた。続いて周期と「ー」に関係する副調、とりわけ最小周期と最大周期との関係につい

て見てみることにする。

3 最小周期と最大周期と「ーJに関係する副詞

最小周期については、前でも触れたように、動詞を成立させるために、最小限に必要とする一組の基本

動作(局面)によって構成される周期のことと考える。一方、最大周期については、命題を成立させるた

めに、最小限に必要とする一組の最小周期によって構成される周期のことと考える。その一組の最小周期

は一つである場合もあれば、複数である場合もある。また、「走る、食べる、、、」などは、最小周期一つ以

上経過した時点で事象としては成立するが、「掘る、歌う、作る、、、」などは、最小周期一つ以上経過しで

も事象は成立しない場合がある。たとえば、「トンネルを掘る」に関して言えば、途中で止めれば、「トン

ネルを掘ったJにはならない。このような動調については、最大周期の概念は有用であると思う。

次に最小周期と最大周期について、動調類別的に見てみよう。

ゼロ周期動調の場合は、局面上の周期性がないため、最小周期も最大周期も考えられない。単周期動詞

の場合は、事象には一つの最小周期しか含まれていないため、最小周期が完了した時点で、事象が成立し、

したがって、最小周期は最大周期と重なって同ーのものとなる。多周期動詞の場合は、その最小周期と最
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動調の周期から見る「ーJに関係する副詞 3 

大周期はより分かりやすい。例えば「太郎は五歩歩いたJの例でいえば、最小周期が「一歩歩くJで、最

大周期が「五歩歩く j となる。もちろん「太郎は十歩歩いたjだ、ったら、この際の最大周期は「十歩歩く」

となる。このように、最大周期は極めて語用的な概念であることがわかる。ただし、 一部の動調、例えば、

「待つ、寝る、抑える、、、Jのような局面の維持を表す動調については、最大周期は、動作終了時の最小周

期の和で、分かりにくいことはない。問題はその最小周期をどう定義するかである。これらの動調は「一

歩歩く、 一口食べる、 一言言う」のような言い方ができず、最小周期はそう明瞭ではない。ただし、理屈

上動詞が成立する瞬間があると想定できる。すなわち最小周期の存在は認められる。

以上は最小周期と最大周期を見てきた。次に「ー」に関係する副司との関係について見てみよう。

「一」 に関係する副詞を考察の対象に選んだ理由は次のとおりである。

「ー」 は「一度」のように動作頻度の最小回数を表すこともあれば、「一通りJのように動作頻度の最

大回数を表すこともある。しかも日本語では、 r-Jに関係し、副詞として使われる語はかなりある。これ

までは、「ーJに関係する副詞をまとめて分析した研究はなかった。本研究のように「一」に関係する副調

を最小周期と最大周期の視点から捉えることは、意義のあることだと思われる。

r-J で始まる語でかつ副調として使えるものとして次のようなものが挙げられる。

一々 、一応、 一概、一撃、一時、一巡、 一途、一段、一度、一同、一目散、 一回、 一括、

一貫、一気、一挙、一見、 一向、一刻、一切、 一瞬、 一緒、 一生懸命、一心、一斉、 ー

剃那、 一層、 -E!.、 一転、 一杯、 一発、 一遍、 一足、 一言、一口、 一頃、 一筋、一度、

一通り、一目

図1 ー」に関係する副詞

ただし、図 1に挙げている副詞のなかで、「一応、 一向、 一目散、 一緒、 一生懸命、 一心、 一斉」などは動

詞の様態を表し、アスペクトの視点でいう本来の「最大」、「最小」の意味から外れているため、今回の考

察の対象外とする。考察の対象となる副司は図2に挙げているものとなる。

一 、々一概、 一撃、 一時、 一巡、 一途、 一段、 一度、 一回、一括、一貫、 一気、一挙、

一見、一向、 一刻、一切、一瞬、一利那、 一層、一旦、一転、一杯、 一発、 一遍、一

足、一言、 一口、 一頃、 一筋、 一度、 一通り、 一目

図2 今回の考察の対象となる副調

以下では図2に挙げている副調を周期別に見てみることにする。

3. 1 ゼ口周期と r-Jに関係する副詞

前述のように、ゼロ周期動調は周期的局面の変化が見られない動調である。基本的には、動調の否定形、

形容詞述語はいずれもゼロ周期動調と同様、状態を記述するもので、事象には局面的変化が見られない。

本研究はそういう動詞の否定型と形容詞述語をともにゼロ周期の部類に入る動調として扱う。
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4 呉凌非

図2に挙げている副詞で、ゼロ周期動詞と共起できるのは、「一概、一段、一向、一切」の4つのみであ

る。実際の使われ方を調べたところ、この4つの副調は主に次のような文型で使われている。

「一概に・・・動詞否定形」

「一段と・・・形容詞述語」、

「一向に・・・動調否定形J

「一切・・・動詞否定形」

「一概」と共起するのは、ほとんど動調の否定形で、実際の用例を調べたところ、「一概に言えない」とい

う使い方がもっとも多く見られた。「一段」は形容詞述語と共起することが多いながら、「一段と面白く見

るには」あるいは「一段と悪化」のような使い方も見られる。「一向」と共起するのもほとんど動調の否定

形で、具体的には、「一向に改善しない」、「一向に変わらない」などの表現が多く見られ、ほとんどの動調

との共起が可能である。「一切」と共起するのもほとんど動詞の否定形であるが、「一切ありませんJ、「一

切しないj、「一切責任を負いませんJのようなお断り表現としての使い方が多く見られる。

3.2 最小周期と r-Jに関係する副詞

副調は動詞と共起する際に、その修飾範囲、すなわちスコープはさまざまである。大きく分けて考え

れば、そのスコープは一つの最小周期内に限定されるものと複数の最小周期にわたるものの二種類があ

るように思う。一つの最小周期内に限定されるものとして、図2の中から「一撃、一見、一刻、一瞬、

ー剃那、一旦、一転、一発、一足、一口、一言、一目」が挙げられる。それらの語についてさらに具体

的に見てみると、「一撃、一見、一転、一発、一足、一口、一言、一目、一気、一挙、一発、一括Jなど

は「ーJとそれぞれ動作性を容易に連想される語からの構成で、それぞ、れの動作性を表す動調の最小周

期そのものであるように思う。残りの「一刻、一瞬、一剃那、一旦」などはいずれも時間軸上の時点を

表す語となる。

実際の用例として、「一撃」に関しては、「一撃で倒す、一撃必殺、一撃落札」などの使い方が見られ、

ただし「一撃落札」の「一撃」はインターネットオークションの際に、「マウスをクリックするJを意味

しているようである。「一見Jの場合は、その用法は非常に限られており、「一見高価なものばかり並ん

でいるように見える」のように、「見えるJとの共起以外の用例はほとんど見られない。「一転」と「一

発」はいずれも動作の瞬時性を表し、多くの動調との共起が可能である。用例としては、「株価一転反落J、

「一発で解消」などが一例としてあげられる。「一足」については、「足を一歩踏み出すJということを

意味するものであると考えられるが、単独で副詞としての使い方はほとんど見られず、もっぱら「一足

早く、一足先にjのような使い方で使われている。「一口」については、やはり「口」に関係する動調の

使い方のみ見られる。たとえば、「一口で言う」、「一口で食べるJなどである。興味深いのは、「一口で

二度おいしいJというような形容詞述語との共起も見られることである。「一言Jに関しては、副調とし

て動詞と共起するときに、やはり「わかる、言うJなどのことばに関係する動詞がほとんどである。「一

目」については、用例として、「一目でわかる」、「一目でほれる」などの使い方が多く、「一目でチェッ

クできるj という使い方も見られる。
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これまで見てきた副調は、動調的具体性が強く、共起できる動調もかなり限られている。それに対し

て、「一気、一挙、一発、一括」は動調的具体性がそれほどなく、その分自由度が高く、ほとんどの動詞

との共起が可能である。

「一刻、一瞬、一利那、一旦」などは、いずれも時点の表現で、瞬間の意味を表している。なかでは、

「一瞬」と「一旦」の二つについては、多くの動調との共起が可能で、実際に用例も多く見られる。用

例として、「一瞬に奪われる、一瞬に恋するような、一瞬に力をかけるだけで」、 r-s.停車し、一旦退室

してから、一旦保存する」などが見られる。「一刻Jに関しては、同じく瞬時性を表すことばであるが、

単独での使い方は見られず、もっぱら「一刻も早く」のような使い方のみが見られる。「一利那Jに関し

ては、普段使わない表現であると思うが、調べた結果多くの用例が見られた。その一部を挙げておく。

「ー剃那でも忘れられませんJ、「ー剃那に死では」、「ー剃那に思い出された」、「ー剃那で精魂を尽き果

てたJ。

以上はスコープ的に最小周期内の副詞(ここでは、このような副調を最小周期タイプ副詞と名づける)

についてみてきた。結論的には、次の二つの共通点が見られる。

1 動作の全過程において、最小周期に焦点を当て、意味的には、瞬時性あるいは一瞬の出来事を表

している。

2 理屈的には、最小周期タイプの副調は、最小周期に焦点を当てているため、動詞の継続型との共

起は考えられない。実際の用例を見ても、共起する動調が単周期動調であろうと、多周期動調で

あろうと、動調の継続型、すなわち動詞の進行形は見られなかった。

3.3 最大周期と「ー」に関係する副詞

スコープ的に最大周期と関係していると思われるのが、残りの「一々、一時、一巡、一途、一度、一回、

一貫、一杯、一遍、一頃、一筋、一通り」となる。これらの副調をよく観察すると、さらに3つのグルー

プに分けられる。すなわち「一々、一度、一回、一遍、一杯」のような動作頻度型、「一巡、一途、一貫、

一筋、一通り」のような動作遂行型、「一時、一頃」のような時間幅をもっ時間幅型である。

具体的には、「一々」は「一々分ける」、「一々説明するJのように、同じ動作の繰り返しを表し、動作の

頻度が複数回行われることを意味する。一方、「一杯」も「一杯食べる」、「一杯見る」のように動作の頻度

が同様に複数回行われていると想定できるが、異なるのは、頻度の多さを強調している点である。「一度、

一回、一遍」はいずれもある時点の行為の頻度が「ーj を表す点で共通している。しかし、意味的な違い

も見られる。その異同を次の用例でしめしてみよう。

共通点:形式的には、「一回ご、とJ、「一度ごと」、「一遍ごと」のようにいずれも「ごとJと共起すること

ができ、「一回一回J、「一度一度J、「一遍一遍Jのように、いずれも反復型を取ることが可能である。

相違点:次の例を通してその意味的な違いを見ることができる。

例 1 一度にできる量 O 

一回にできる量 O 

一遍にできる量 ? 

目
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6 呉凌非

例2 一度にできること O 

一回にできること ? 

一遍にできること O 

例3 この方法を使えば、一遍に解決できる。 o
この方法を使えば、一度に解決できる。?

この方法を使えば、一回に解決できる。?

例 1では、「一度にできる量Jと「一回にできる量」はいずれもよりニュートラル的に事実を記述するこ

とができるのに対し、「一遍にできる量jが言えないのは、ニュートラル的にことを記述する以上の何かが

あることが想定される。その特殊性は例3で見ることができる。すなわち、 「一遍」は「一度Jと「一回」

に比べ、「瞬時性」を強調することが可能のようである。例2を見れば、「一回」に比べ、「一度Jは行為の

「完結性」を強調することができるということがわかる。

「一巡、一途、一貫、一筋、 一通り」は動作を最後まで貫くという点において共通していると思われる。

意味的に異なる点もある。その違いを図3にまとめてみた。

語 用例 強調

打者一巡で一挙 5点を挙げた 始まりから終わりまで一巡

一途 一途に生きてきた ひたすら

一貫 一貫処理、一貫として取り入れる 連続

一筋 うなぎ一筋にこだわり 愛着

一通り 一通り読んだ上で セット

図3 遂行型副調の違い

「一時j と「一頃」は同じく時間幅型の副調であるが、用例「退職金の支給を一時差し止めるj、「ファ

イルを一時保存し」、「常用語の「連帯」は一頃流行りました」、「一頃人はどっと押し寄せてJからは、「一

頃」に比べ、「一時」の方は「臨時的Jあるいは「動作の中断」を表す意味合いが強いということが印象付

けられる。

以上は最大周期に関係する副調についてみてきた(ここでは、この種の副詞を最大周期タイプ副詞と呼

ぶ)。最大周期は命題の成立に伴うもので、出来事の終了を意味する。したがって、最大周期に関係する副

調は動詞と共起した場合、動作が終了し、動詞の進行形が用いられることがないはずである。しかし、遂

行型副調の場合、「一巡」と「一通り」を除いて、「一途」、「一筋」、「一貫」、そして時間幅型の「一時」に

関してはいずれも「一途に待ちつづけている」、「一筋に貫かれているJ、「一貫として実演を披露しているj、

「九大法学部で一時保管している」のように動詞の進行形の用例が見られる。これについては、さらに検

討する余地がある。

zu 
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3.4 副詞「ちょっと」について

これまでは、周期の視点から「一」に関係する副調について見てきた。副調「ちょっと」は直接的には

「ーj 関係するものではないが、中国語と結びつけて考えた場合、周期という概念に深くかかわっている

副調であるように思う。日本語では、「ちょっとj は使用頻度が高く、意味もきわめてアナログ的である。

動作の最小限を表す副調「ちょっと」を少しでもデジタル的に捉えようとすれば、それは、動作の一つの

最小周期を表しているのではないかと考えられる。実際、副詞「ちょっと」を中国語に直すときに、次の

2種類の訳し方が見られる。

日本語 ちょっと見せてください。

中国語 吐我看ー看。

社我看一下。

すなわち、「ちょっと」は中国語の IV- VJの 1- VJあるいは「ー下」に対応している。しかも中国語

の 1-VJと「ー下」は最小周期を表す典型的なことばである。中国語の 1-VJ と「一下Jについては、

(1) 1少量J(2) 1賞試(試し)J (3) 1委腕(腕曲)Jの意味を表すことができるといわれている(叶歩

青 2000)。同じことは日本語の「ちょっとJについても言えるようである。

4 おわりに

以上をまとめて、次のように結びたい。

結論ー 動調を周期の概念で捉えた場合、ゼロ周期動調、単周期動詞、多周期動調に分けられよう。

結論二 動調の進行局面の角度から、最大周期と最小周期のような概念は実際の言語分析に役に立つので

はないかと考える。

結論三 「ー」は最小と最大の両方の意味を持っていることから、「ー」に関係する副調も最小周期と最大

周期との関連性が見られる。

5 参考文献

Schank， R.C 1985 

呉凌非 2001 

『考えるコンビュータ』 石崎俊訳 ダイヤモンド社

「動詞の周期とその周辺J 滋賀県立大学国際教育センター研究紀要

叶歩青

第6号 pp129・142

2000 双i吾功珂重畳的活文研究j <<況i吾学扱>> 第 l期 pp48・52

勾，.qu 
、，4



情報化社会における情報倫理の意義

Significance of Information Ethics in Information Society 

亀田 ~ 

早~ 喜 ・岡田 * 章彦

Akiyoshi KAMEDA and Akihiko OKADA 

Abstract 

As information technology has been developing since World War II， we 

have come to face a type of problem we have never experienced before. At first， 

the main function of computers was scientific ca1culation. Later， it was made 

possible that we could share databases between networked computers and that 

helped the further development of the information network itself. However， the 

more advanced and improved information technology becomes， the lower the 

moral standard of those who use it: they often intrude into a network in an 

unauthorized way， damaging important data. The ways of intrusion become more 

and more sophisticated as the technology progresses. Electronic commerce and 

electronic money are expected to be widespread from now on， but at the same 

time interference with commerce and falsification of data by some users familiar 

with the technology cause concem. 

Nowadays the protection of the privacy of computer processed personal 

data from unauthorized access or alteration has become a global issue. As 

countermeasure to the exposure of privacy in the current information society， 

regulations on the flow of information and information ethics education come 

under review. In this paper， 1 take up the information ethics of information 

technology engineers and users. It is necessary to recognize the social and 

economical significance of information and to have an ethical sense in the current 

information society. Information ethics as a discipline is indispensable particularly 

to the rising generation who are responsible for the future information society. 

はじめに

第2次世界大戦後、情報技術が進展するとともに新たな問題が発生してきた。コンビュータが開発

本 大谷女子短期大学
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された当初は、科学技術計算を主体としたスタンドアロンとしての数理計算が中心であった。その後、

コンビュータ間を回線で接続し、データベースの共用が実現し、そのことが情報ネットワークをさら

に進展させていった。そして、情報技術が高度に進展し、その技術が多くの人々に流布するにしたが

って、その修得した情報技術を悪用し、ネットワークに不正に進入し、重要なデータを破壊すること

がしばしば見られるようになった。このような事件は、ネットワークの情報技術が伸展するにしたが

って、益々、高度に巧妙になりつつある。

今後、更なる情報技術の進展とともに、電子商取引や電子マネーが普及するものと期待されている。

しかし、これらの将来期待されている電子商取引や電子マネーが実用化されるとともに、一部の情報

の技術を修得した者により、ネットワーク上での電子商取引の妨害や取引データの改ざんなどが懸念

される。これらのことから、情報技術に関与する人々に対する情報倫理に関する意識の高揚が求めら

れる。

現在のように、インターネットが地球規模で普及し、われわれの日常生活においても情報ネットワ

ークを利用し多くの情報に接し、それらがいとも簡単に入手可能になった。しかし、これらの情報を

取り扱うにあたって、善悪の基準が不明確なまま、多くの事件にまき込まれることがある。このよう

なことから、社会人として情報倫理における教育が求められる。

2 情報ネットワークと情報倫理

一般に、倫理とは人間として正しく生きるにはどうすればよいのか、また、そのためには一体どの

ようにすればよいのかということを通して、現代社会における人としての生き方についての問題であ

り、社会での人間関係などの問題であるが、現在のような情報化社会において、新しい倫理の問題が

噴出してきた。それは、インターネットが普及したことによる情報倫理の問題である。この新しい情

報倫理の問題は情報ネットワークが普及するにしたがって、取り上げられるようになった。情報化社

会における情報倫理の問題は、情報ネットワークの安全性やネットワークによる犯罪の問題から情報

システムや情報ネットワークに関与する人間性が問われる問題となってきた1)。

しばしば道徳と倫理はよく同類のものと考えられがちであるが、道徳は主として個人のあり方につ

いて対象とするのに対し、倫理は個人の行為が社会規範に照らし、善であるか悪であるか、また正し

いのかそうでないのかを判断する基準について、対象とするものと考えられる。すなわち、倫理とは

社会における個人の行動にたいする判断基準について取り上げることであろう 2)。

さて最近、社会における情報化が進展するに従って多くの情報通信におけるトラブルが発生してき

ている。それに対し、情報ネットワークに関与する技術者およびユーザーに対し、情報倫理の意識が

問題視されるようになった。この情報倫理の対象とされる範囲は、狭い対象としては、個人情報に対

するプライパシ一、組織的なレベルとしては企業における情報倫理、さらに社会的レベルとしての行

政および国家における情報倫理、そして、地球規模の国際的レベルの情報倫理との4種の情報倫理が

考えられる 3)。

しかし、いずれにしても情報倫理は、情報ネットワークを介してコンビュータの技術者およびユー

ザーとの問での問題でもあり、情報ネットワークに対する安全性とシステムの保全の問題から端を発
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し、情報に関与する人間の信頼性の問題でもある。

この信頼性を確保するためには、情報に関与する者として、他者の人権やフライパシーの尊重とと

もに他者の知的財産権や開発による知的成果を尊重し、情報システムやネットワークシステムの運用

規則の遵守が求められる。

2. 1 情報化社会におけるメディアの倫理

情報は色や形のないものであるが、今日の社会において社会や組織の中では大きな力を持っている。

特定の組織において、情報を牛耳っていれば、たとえ組織の中で地位が下位であってもその組織をコ

ントロールすることができる。すなわち、組織において、情報を掌握することは、その組織を掌握す

ることにつながる。このことは、社会においても同じようなことが言える。

社会において、多くの情報を提供しているのが、マス・メディアである。マス・メディアは現代の

社会において、また私たちの日常生活において、あらゆる面で大きな影響力を持っている。そのよう

なことから、マス・メディアに専門職としての倫理が求められる。

17世紀末から 18世紀初にかけて、欧米でメディア関係において自由主義の風潮が広まった。その結

果、いかなる責任に対しても自由であると拡大された観念が謡歌するようになった。そして、メディ

アは、読者に対して単なる情報と娯楽の提供者になりさがっていった。それは、メディアの中でも新

聞は当時の政治や経済に対し、大きな影響力を持つとともに、広告による収入も見逃せないものがあ

ったためである。

しかし、 19世紀末になってアメリカの新聞社から信頼性の回復といったことから、報道における客

観性という概念が生まれるようになった。政治的な力を排除し、正当性に基づいた報道を提供しよう

とする試みがなされるようになってきたのである。これがメディアにおける倫理の発端であろう。

このようなメディア倫理の意識は、 AP通信社を中心に広まっていった。 AP通信社は多くの新聞社と

の連合体として、また共同体として各新聞社と強い繋がりを持っていた。多くの加盟新聞社を増やす

ためには、加盟新聞社に提供する記事や情報は公正かつ中立でなければならない。このような観点か

らメディアにおける倫理意識が浸透していったと言える。そして、この倫理意識の高まりは、報道の

自由と専門職としての重要な社会的責任を負うという意識から、 1922年に全米新聞編集者協会を結成

し、 1923年にはジャーナリズム倫理綱領を採択することとなった。このようなジャーナリズムの倫理

意識高揚の契機になったのは、高等教育機関での人材育成が進んだ結果でもある。

日本においても、メディアは活気に満ちた業界で自由と独立意識の強い気風があった。反面、責任

および義務という概念は敬遠される傾向にあった。しかし、新聞の部数の拡大とテレビの普及に伴っ

て、メディアは社会での世論の形成に大きな役割を担うようになり、公正な立場での報道が求められ

るようになった。そして、日本においても第 2次大戦後の 1946年に、日本新聞協会が新聞倫理綱領を

採択し、その後、出版業界においても 1957年に日本書籍出版協会が出版倫理綱領を採択している。さ

らにまた、日本雑誌協会も 1963年に雑誌編集倫理綱領を採択している。

このように、各協会によって制定されたこれらの倫理綱領も違反に対しては、法的な意味合いは何

ら持たず、会員内部の処罰にとどまっている。メディア以外にも、専門的職業の医師や法律家などに
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おいても倫理綱領は採択されている。しかし、多くの場合、このような倫理綱領の遵守の強制および

処罰については多くの議論が未だ見られる4)。

2.2 情報通信における倫理

上述のメディアにおける倫理は不特定多数に対し、報道という形態での情報を提供していたが、情

報通信は情報ネットワークといった通信媒体を経由して、これに接続している特定の相手を対象とし、

情報を相互に提供している。このような点で、メディアと情報通信には違いはあるものの、情報とい

った無形の物を扱う点では共通している。しかし、情報はそれなりに経済価値と力をもった重要なも

のである。その重要な情報をねつ造、改ざん、破壊するなど、これらの情報を作為的に操作する行為

に対して、何らかの抑制が必要である。法的規制にはいたらなくとも、何らかの倫理的抑制が求めら

れる。すなわち、個人レベルでの倫理意識の向上が必要である。

情報通信における今日的問題として、不正アクセスがある。これは情報ネットワークを介して進入

することを言うが、この行為は許可なく接続していることから不正行為となる。それは接続した行為

が、他人のデータベースに対する不正操作につながるからである。不正アクセスの前提に、他人のパ

スワードの解読がある。パスワードの解読だけでは違法ではないとの議論もあるが、パスワードを解

読した時点で、他人の情報システムに接続し、すでに進入していることになる。パスワードの解読だ

けでは、不法行為ではないとの意見もあるものの、パスワードの解読は、不正アクセスへの前段階と

しての行為とみることもできる。

最近、政府関係や企業のホームページにアクセスし、ホームページの内容を改ざんしたり、破壊し

たりする事件がある。これらのケースは一種の業務妨害にあたり、電磁的記録の破損および虚偽の情

報の伝送によりコンビュータ関連業務の妨害行為ということで、 1987年の刑法の改正によって、コン

ビュータ関連業務妨害罪になる 5)。

不正アクセスといっても、様々なケースがある。一つは、相手のパスワードを解読し相手の管理者

としての権限を奪い、外部からコントロールするようなケース、二つめは組織において、一般ユーザ

ーには与えられない機能を利用しようとするもので、その機能を利用して、企業における重要な情報

を盗み出すケース、 三つめは電子メールを LANなどでルーフ化させたり、無意味なパケット通信を長

時間にわたり、行うといったケースなどで、いずれにしても著しく、パフォーマンスを低下させたり、

情報ネットワークに支障をきたすことにもなりかねない 6)。

情報関係に従事する専門家に対しては、データベース等の重要性に対する意識を高め、情報ネット

ワークにおけるユーザーのリスクなどを配慮し、情報に対する守秘などの認識をも深める必要がある。

また、情報システムの管理者においては、情報ネットワークや情報システムの適切な利用規定を設け

るとともに情報システムの開発や運用によって影響を受けるユーザーへの配慮が必要である。

3 個人情報とプライバシー

一般に個人の私的事柄に関して、他人の目に晒されて当人が不快感を持ったならば、プライパシー

が侵されたと言えよう。しかし、現代の社会では何らかの個人的情報は、各個人が社会生活を営む上
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において必要とされる。その個人情報が多くの人々の目に晒され、それが悪用されて当人が何らかの

不利益を蒙った場合に問題が生じる7)。

今日のように、情報ネットワークが普及し、蜘昧の巣のように張り巡らされている状況下では、他

のサーバーに進入し、データベースの中から特定の個人情報を盗み出すことや、また書き換えられる

ることが頻繁におきていることから、情報ネットワークにおけるセキュリティの問題が、最近重視さ

れている。

アメリカではこのプライパシーに関して、 1974年にプライバシ一法を成立させている。それは情報

の記録保管組織に対して、個人情報の存在の公表、そして、その自己の情報を知る権利、自己の情報

に対する修正権、個人情報に対する収集の制限、収集された個人情報の内部での使用および、外部への

提供の制限、これらの個人情報に対する収集および管理、そして内部使用や提供が必要であり、かつ

合法的に行われることを保証するような情報管理に対する責任、そして最後に収集された個人情報の

情報管理体制の責任所在の確認などについてのものである。

プライパシーが、権利として社会的に主張されるようになったのは、新聞が大衆のメディアとして

普及した 1830年代からである。今までの古い共同体意識の生活から、新しい個人の生活を中心に意識

する生活体系に目覚めるとともに、 1890年に新聞の大衆化による個人の私生活の新聞の取材に対する

拒否から、プライバシー権の主張に端を発する。

それ以来、プライバシーの権利に対する概念も進展し、現在ではフライパシーに対する権利の侵害

については次のような不法行為として認識されている。

一つめは侵入であり、これはメディアの取材活動などにおいて電子的手段などにより盗聴したり、

また盗み撮りなどする行為であり、倫理的にも許される行為ではない。

二つめは私事の公開であり、たとえ私事の情報が真実であっても、公開されることによって当人が

経済的および精神的に損害をこうむった場合、それは倫理的にも不当であると言える。

三つめは公衆の誤認であり、これは個人の間違った情報を提供された場合であって、例えば当人の

名前や経歴および肩書きなどを間違って提供された場合などで、このようなことは、倫理的に好まし

くない。特にこれらのことはメディア関係の職業倫理として留意すべきことである 8)。

近年、我が国においても情報技術の研究者として、また専門家として、電子情報通信学会では電子

情報通信学会倫理綱領を定めている。そこでは、情報倫理についての基本理念として、「電子情報通信

学会員(以下本学会員)は、電子情報通信の専門家として各自の専門技術の研究、開発実施を通じて、

全人類社会の幸福と福祉に貢献するよう努力する」と情報技術の研究者としての自覚とともに基本方

針を明示している。

また、プライパシーに関しても専門家としてまた個人としても「他者の権利の侵害が生じることを

避ける。他者の権利には、所有の権利、プライパシーの権利などが含まれるJを遵守することを明記

している 9)。

最近、これらの個人情報やプライパシーに関係する問題として、平成 14年8月5日から稼動した住

民基本台帳ネットワークがある。これは国民に 11桁の数値番号を振り付けて、個人情報としては住所、

氏名、生年月日、性別の 4種の情報をデータベースとして住民基本台帳として都道府県および各市町

q
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村に情報ネットワークで各個人情報を管理し、提供していこうとするものである。

この住民基本台帳ネットワークシステムの稼動までの経緯について、振り返って見ると、

• 1999年 8月

改正住民基本台帳法の成立(小淵内閣)

(個人情報保護に法整備が前提を小淵首相が国会答弁)

• 2001年 3月

個人情報保護法案を国会に提出

(現在国会で継続審議)

• 2002年 8月 5日

住民基本台帳ネットワークシステムが稼動

・2003年 8月(予定)

各個人に ICカードを配布開始

(住民票の写しの広域交付などを開始)

といった経過と予定である。

この住民基本台帳ネットワークシステムが稼動に際し、福島県矢祭町や東京都杉並区が不参加を表

明し、横浜市が住民の選択により導入すると発表している。

住民基本台帳ネットワークシステムが稼動したことによって、児童扶養手当や恩給の支給などの手

続きに、住民票の写しなどが不要となり事務手続きの合理化にはなる。 2003年 8月には ICカードが配

布され、転出入手続きも l回で済む。また、住民票の写しなどは全国どこでもとれるようになる。

行政においては、電子政府および電子自治体の基盤整備を進めることによって、ネットワーク上で

許認可の申請なども実施可能となり、それによる需要創出効果は 5.5兆円と考えられている。

住民基本台帳ネットワークシステムにおけるセキュリティの問題であるが、片山虎之助総務大臣は、

「従事する職員に目的以外の使用は認めず、厳重な守秘義務を課すJとのことであるが、不安は依然

として残る 10)。

セキュリティ対策として、自治体によっては独自の対策を打ち出しているところもあり、鳥取県に

おいては、システム障害や、不正アクセスが起きた場合は、独自の判断でネットワークを切断する方

針を出している。また、総務省においても、住民基本台帳ネットワークシステムの稼動における緊急

事態に備え、省内に緊急対策本部を設置している。

今後、この住民基本台帳ネットワークを活用することになるのであるが、このシステムに従事する

職員に職務遂行にあたり、個人情報に対する情報倫理の意識が求められる。このような職務に該当す

る例としてやはり、電子情報通信学会倫理綱領に次のような事項がある。

「本学会員は、その職務の遂行に当たって次の各項を道守する」として社会的信頼を得る主眼とした

綱領で「職務上知りえた秘密を他に漏らさないJそして、さらに「職務上知りえた秘密を自分および

他者の利益のために使用しないJと個人情報に関して、遵守することを明記している。

今後、このような倫理綱領なり法制度が、この住民基本台帳ネットワークに従事する職員に求めら

れる 11)。
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一般に、情報ネットワークや情報システムに関与する者にとって、法的に違反する行為としては、

不正進入すなわち、利用資格のない情報ネットワークシステムに進入したり、データベースやソフト

ウェアを破壊する行為、また、情報ネットワークやその他の情報媒体を介してコンビュータ・ウィル

スをばら撒くことや人権やフライパシーの侵害、そして著作権の侵害などである。

さらに社会通念上、好ましくない行為としては、匿名もしくは他人の名前で特定の個人を誹誘中傷

する行為、誤った情報やデマを配布したり、何らかのチェーン・メールを転送したりするなどの行為

は情報倫理の面から慎むべき行為である 12)。

現在のような情報化社会においては、データベースの破壊や情報ネットワークの損壊は、経済およ

び社会生活に多大の被害と損害を与えることになる。このことを早くから認識させ、情報技術に関与

する者に対する倫理意識を身に付けさせる必要がある。そのためには、初等中等教育において、今般、

情報教育が導入され、進められつつあるが、単に情報技術だけを習得させるのではなく、情報の重要

性に対する認識を深めさせ、それに対する倫理意識を持たせる教育を進める必要がある。

4 情報倫理に対する教育

一般に、倫理とは人間として正しく生きていくにはどうすればよいのか、また、そのためには何を

すべきなのかを自問自答しながら、われわれは現在の社会で、また複雑な人間関係のなかで生活して

いる。しかし、今日のような情報化社会では、一般的な倫理概念をさらに超えた多くの情報化社会独

特の社会的な問題が噴出してきでいる。それは、現在の情報化社会に対応した新しい情報倫理として

の概念の確立が求められてきた。と、ともにコンビュータ犯罪が増えつつある今日において、早急に

この新しい'情報倫理の概念に基づ、いた教育もなされなければならない。

情報倫理はコンビュータを使用し、情報ネットワークを利用するにあたっての倫理問題であり、情

報技術の専門家として、またユーザーとして社会通念として、今後、認識しなければならない問題で

ある。それは、情報システムや情報ネットワークの信頼性と安全性に関わる重要な問題でもある。そ

のため、情報技術に関わる専門家の間では、倫理綱領を採択し、情報倫理に対する意識を高めている。

すなわち、それは専門家として、事実やデータの尊重、ユーザーに対するリスクへの配慮、秘密情報

の守秘などであり、また同様に、情報システムや情報ネットワークの管理者においては、システム運

用上でのユーザーへの配慮を行うとともに、システムの利用規定の作成し、実施し、情報倫理の認識

のもとに、業務に携わることである。また、一般のユーザーに対しでも、社会人として他人の人格と

プライパシーの尊重、知的財産権や知的成果の尊重、情報システムや情報ネットワークシステムの利

用規則の遵守が求められる。

そこで、これからの情報化社会を担う若い世代に対する情報教育の一環として、情報倫理教育の取

り組みが導入されようとしている。情報倫理を新学習指導要領では、情報モラルとして取り扱ってい

る。平成 11年3月 1日に新学習指導要領案が提示され、それには今回、新たに現代の情報化社会に対

応すべく、はじめて中学校および高等学校に情報教育が課されることとなった。この新学習指導要領

に基づいた情報教育が平成 14年度から中学校で、平成 15年度から高等学校で実施されることから、

平成 13年度までに各学校に情報教育のための設備の充実と、インターネットが利用可能な教育環境が
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進められている。これから、中学校、高等学校で情報技術の教育が実施されのであるが、現在、社会

で問題になっている情報倫理、すなわち情報モラルの教育も重要視されている 13)。

中学校学習指導要領の第2章第8節技術・家庭の情報とコンビュータの中で「情報化が社会や生活

に及ぼす影響を知り、情報モラルの必要性について考えることJと明記しており、授業でインターネ

ットを利用するとともに情報倫理としての個人情報の保護や著作権などについても指導することが求

められている 14)。

高等学校においては、新学習指導要領で新たに必修教科として「情報」が新設された。第 2章第 10

節情報第 3款の 2において教科「情報」の内容について配慮する事項として、「各科目の指導において、

内容の全体を通して情報モラルの育成を図ることJを指示し 15)、教科「情報AJでは、「情報の伝達

手段の信頼性、情報の信濃性、情報発信に当たっての個人の責任、フライバシーや著作権への配慮な

どを扱うものとする」と具体的な指導内容について触れている 16)。

さらに、高等学校学習指導要領第3章第7節情報の第2款の情報産業と社会の中で「高度情報通信

社会を主体的に生きるための個人及び産業人としての在り方、著作権やプライパシーの保護、情報発

信者の責任などの情報モラルの必要性及び情報のセキュリティ管理の重要性について理解させるこ

とJと情報の技術の習得とともに、情報に関する倫理意識の育成を強く教育の中で求めている 17)。

このように、中学校、高等学校に新学習指導要領に基づき、新たに情報教育が導入されるが、次の

時代を担う世代が教育課程において、現代の情報化社会における情報に対する意義と認識を深め、情

報に関与するものとしての倫理意識を養うことが、より一層望まれる。

5おわりに

今世紀は情報技術の発展に伴って経済社会のあらゆる分野が進歩してきた。特に生産分野や金融分

野での情報技術の利用は顕著なものがあった。しかし、コンビュータがスタンドアロンのように単体

で技術計算や会計処理に利用されていた時代から、コンビュータ聞を回線で接続したコンビュータ・

ネットワークの時代に入って以来、ネットワークの影の部分が突然表面化してきた。すなわち、現在

の情報化社会で問題となっている不正アクセスによる重要なデータの改ざんや破壊、また個人情報の

プライバシーの問題である。特に今日のようなインターネット社会においては世界的規模の社会問題

となってきた。このような問題に対して、現在、対応策として倫理教育と法の 2つの方法が考えられ

ている。

このうち今般は、情報技術者およびそれに関与するユーザーに対しての情報倫理について取り上げ

てみた。情報倫理は現代の情報化社会に生きる人間として、情報に対する社会および経済的な意義と

重要性を認識し、情報化社会に生きる人間としての不可欠な倫理意識をもたせることが、今後一層必

要である。特に今後の情報化社会を担う若い世代に対し、情報技術の教育の課程での情報倫理におけ

る教育は必須のものである。
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通過域外乱を低減した周期的ANCシステムの安定解析

Stability Analysis of Periodic ANC Systems with Reducing 

Passband Disturbances 

宮城茂幸 酒井英昭*

Shigeyuki MIYAGI and Hideaki SAKAI 

Abstract: A new structure for narrow band active noise control (ANC) systems has 

been proposed by Kuo and Ji. Since the proposed structure is complicated due to two 

interconnected adaμive filters using the same internally generated reference signal， 

detailed properties have not been studied yet. In this paper the stability condition 

of this algorithm is analytically derived by using the Jury test. It is verified that 900 

condition holds as a necessary condition for the algorithm to be stable. 

Keywords: periodic ANC system， stability， filtered-X LMS algorithm， Jury test 

1 はじめに

能動雑音制御(以下 ANC)システムにおいて騒音源からの雑音検出には通常マイクロフォンが使用される.

このようなシステムは広帯域ANCと呼ばれる.これは検出マイクロフォンが広いスベクトル範囲の騒音源

を検出することに由来する.一方騒音検出のためにマイクロフォン以外の検出器を用いることも考えられる.

例えば回転体の発するノイズなど周期性のある信号の基本周期を検出するためにはタコメータなどが用い

られる.この場合直接検出した信号を利用せず，その周期信号の周波数に同期したインパルス信号列あるい

は正弦波信号を ANCシステムの参照信号として使用することがある.このようなシステムは狭帯域ANC

システムあるいは周期的 ANCシステムと呼ばれる.特に狭帯域ANCシステムのなかでも，参照信号とし

て正弦波信号を用いるシステムは単一周期をもっ外乱を抑制する適応ノッチフィルタとして知られている.

狭帯域ANCシステムを構築するとき，通常の広帯域ANCシステムと同じ構成が用いられる.よく知

られているように， ANCシステムにおいては消去したい雑音に対して逆相となる信号を送出するラウドス

ピーカーが存在する。このラウドスピーカーから誤差信号検出マイクロフォンの聞に 2次経路が存在し，こ

の間の伝達関数を考慮する必要がある.狭帯域ANCシステムにおいては，この 2次経路フィルタの影響に

より通過域において周波数特性が不要な利得を持つことがあり，本来所望されるノッチフィルタの特性にな

らないことがある.また，これにより狭帯域ANCシステムの不安定性が引き起こされるおそれがある.

通過域での不要な利得を抑えるために， KuoとJiにより新しい ANCシステムの構成が提案されてい

キ京都大学大学院情報学研究科
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る.その構成では，別の適応フィルタを誤差信号の経路に追加し，誤差信号から通過域外乱の影響を除去

している.との構成法の効果ゃいくつかの特性についてはすでに KuoとJi自身により示されている.しか

し，解析には 2次経路フィルタと推定2次経路フィルタが一致するという仮定が使われている.これは実

際のシステムにはあてはまらない.そ乙で，本論文ではそのような仮定をせずに，KuoとJiにより提案さ

れた構成法を解析しその安定条件について考察する.

2 通過域外乱を低減したアルゴリズム

本節では従来のFiltered-XLMS(FXL:MS)アルゴリズムおよびKuoとJiにより提案された構成法につい

て簡単にまとめておく.

従来のFXLMSアルゴリズムを用いたANCシステムのブロック線図をFigure1に示す.x(n)は参照信

x{n) 

Figure 1: Filtered-X LMSアルゴリズムを用いた ANCシステムのプロック線図

号である.P(z)， W(z)はそれぞれ 1次経路および適応フィルタの伝達関数を表す.S(z)は2次経路の伝達

関数であり，その推定伝達関数を S(z)で表す.すべての伝達関数は FIRフィルタで記述できるものとし，

W(z)， S(z)のタップベクトルを

ω(n) = [ωo(n)ω1 (n) ...ωN..._1]T 

8 = f80 81 ... 8N__l1T = L80 81 ... 8N.-1J 

で表す.ととでTは行列またはベクトルの転置を，叫， i = 0， 1， ... N山一 1はW(z)のインパルス応答列

を，8i， i = 0， 1， ... Nsー1はS(z)のインパルス応答列をそれぞれ表す.また N四 ，Nsはタップ長であり，

通常N切 >>Nsである.w(n)はLMSアルゴリズムにより以下のように更新される.

w(n + 1) =ω(n)一μe(n)x'(n) (1) 

乙とでμは適応利得，e(n)は誤差信号，ピ(n)はS(n)の出力である.入力信号ベクトル

x(n) = [x(n) x(n -1) ・・ ・x(n -N + l)f 
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を用いるとど(n)は

x'(n) = [ '8
T x(n) '8T x(nー1)・・・ STx(n -N + 1) Y 

と書ける.ただしベクトル長を合わせるため 8の最後の要素の後に適当な数のOを追加する.プロック線

図より e(n)は

e(n) = d(n) +ぜ(n)= u(n) + v(n) +ぜ(n) (2) 

となる.乙乙でd(n)，y'(n)， u(n)， v(n)はそれぞれ所望信号.S(z)の出力.P(z)の出力.x(n)とは無相聞

な加法雑音である.

いまω(n)が定常状態で巴(n)を最小にするような解旬。"に収束したとし，タップ誤をミクトルを帥(n)= 

w(n)ーωoptと定義する.ムw(n)と(2)更新式は

企ω(n+ 1) =ムω(n)一μ[u(n)+ y'(n)]x'(n)ーμv(n)ピ(n)

と書き換えられる.過渡状態では右辺第3項の大きさは右辺第2項に比較して小さいので，その影響は小さ

い.しかし， ω(n)が最適解ω。μ に近付くにしたがって第2項は零に近付き第3項の影響が相対的に大きく

なる.このことは適応フィルタが最適解に近付くほど外乱の影響を大きく受け，本来の最適解に近付くのが

難しくなる.とのような性能劣化は [2]において指摘されている.μ を小さくするととなしに，との影響を

小さくするために別の適応フィルタを C(z)を挿入する方法が [2]において提案されている.提案された構

成のブロック線図を Figure2.に示す.追加した適応フィルタ C(z)により参照信号x(n)から u(n)+ y'(n) 

の推定値である e'(n)を推定し.W(z)の更新にはe'(n)と参照信号x(n)を用いる.とのととにより v(n)

がω(n)の更新式に与える影響を低減している.

x(n) 

Figure 2:通過域外乱を低減した Filtered-XLMSアルゴリズムを用いた ANCシステムのブロック線図
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3 周期的ANCシステム

3.1 従来型周期的 ANCシステム

適応フィルタ W(Z)に入力する参照信号を内部で生成した正弦波に置き換えることにより Figure1， 2の両

構成は周期的ANCシステムに適用できる.簡単のために，参照信号は単一の正弦波からなり，重みは Wo，

mの2の場合を考える.乙の場合の構成を Figure3に示す.参照信号が複数の周波数成分を持つ場合は重

み部分を並列に接続すればよい.乙のとき参照信号x(n)はAcos(ωon)で表せる.乙乙でωoは正弦波の周

波数であり，所望信号d(n)に含まれる抑圧したい信号成分の周波数と一致する.また Aは振幅である.信

号 Xl(n)は-900 の位相推移器により生成される.それぞれの適応重みは以下の式により更新される.

ωi(n + 1) ωi(η) -μe(n)xHn) i = 0， 1 (3) 

x~(n) = SA cos(ωon +内)

x~(η SAsin(ωon+ 内)

ここでsと内はそれぞれ周波数ω=ωoにおける S(Z)の振幅と位相である.S(z)の出力は

Figure 3: Filtered-X LMSアルゴリズムを用いた周期的 ANCシステムのブロック線図

y'(n) =ω。(η)SAcos(ωon+の)+ωl(n)SAsin(ωon+向) (4) 

と書ける.乙乙で Sとゆsはそれぞれ周波数ω=ω。における S(Z)の振幅と周波数である. (3)， (4)にz

変換を適用すると， ε(n)から y'(n)への閉ループ伝達関数Gf(Z)は

; A2 Z∞s(ω0+ Llo)一coSLlφ
Gf(Z) 一μSSAZ Z2-2zc二地+lv

ムゅ=ゆs-Os (5) 

となる.したがって d(η)から ε(η)への閉ループ伝達関数Hf(Z)は

1 _ Hfπ(Z) 
1 -Gf(Z) -Hfd(Z) Hf(Z) (6) 

Hfn(Z) Z2ー2zcosω0+1

Hfd(Z) = z2一(2cosωo一μS5A2cos(ω0+ムφ))z+ 1一μSSA2cos Llψ 

q
L
 

戸
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と書ける.もし S(z)= S(z) = 1ならば，上式は

Z2 _ 2z∞sω0+1 
HJ(z) = 1¥-'-z2-z(2-μA2)∞sω0+1-μA2 

(7) 

乙れは従来の適応ノッチフィルタの伝達関数 [1]と一致する.

(7)と(6)の振幅特性の例を Figure4に示す.実線は (7)に，点線は (6)に対応する.乙乙でS(z)= S(z) 

と仮定し，S(z)として 64タップの FIRフィルタを用いた.実線は典型的なノッチフィルタの特性である

と書き換えられる.

もしv(n)の周波数乙れは S(z)およびS(z)の影響である.が，点線には不必要なピーク値が現れている.

とれにより周期的ANCシステム成分がこれらのピーク位置に近いところに位置するとそれらは増幅され，

の性能劣化が引き起こされる.

す

1.6 

1.4 

1.2 

圭 0.8

0.6 

0.4 

0.2 

。
o π 冗占2

ω 

Figure 4: (6)および (7)の周波数特性.

Kuoの周期的ANCシステム3.2 

乙の欠点を克服するために Figure5に示される構成が用いられる.追加した適応フィルタの部分は従来の

適応ノッチフィルタと同様の構造になっているので，e(n)から ε'(n)への伝達関数Hc(z)は

μcA2(zcosωo -1) 
Hc(z) = 

2 -z(2ーμcA2)cosωo + (1 -I-'cA2) 

とこでμcは重み CQ，Clの適応利得である.e'(n)から y'(n)への閉ループ伝達関数は (5)と同じ

である.従って d(η)から ε(η)への閉ループ伝達関数H(z)は

と書ける.

B(z) 
H(z) =唱 一一一-A(z). 

(8) 

H(z)の分母は以下の 4次の多項式となることがわかる.

qo 
ph-u 

唱
E
A

乞ai
zi

となる.さらに計算すると，

A(z) 

a4 



6 宮城茂幸・酒井英昭

Figure 5:通過域外乱を低減した Filtered-XLMSアルゴリズムを用いた周期的ANCシステムのブロック

線図

α3 = -2(rc cos(}c + cosω。)

α2 = r~ + 4r~ cos(}c cosω0+1+μμcSSA4 cosωo cos(ωo+sゅ)

α -2rc(rc cωωo + cos (}c)一μμcSSA4(cosωocossφ+cos(ωo+sゅ))

αo = r~ +μμCSSA4Cωムφ

c =ゾ亡五五

cos (}c 
(2-μcA2) cosω。

21・c

4 安定条件

Juryテスト [3]を(6)に適用し Figure3の安定条件を確認する.その結果以下の条件が得られる.

cω(ω0+ムφ)> cosムφ

μSSA2 cosムo<2

μSSA2 cosムゅ >0

(9) 

(10) 

(11) 

μ，S， SおよびA2は正なので， (11)から cosムψは正でなければならない.従って位相差は Isol<π/2の

範囲に制限される.乙のとき (10)は適切な μに対しては成立する.しかし， (9)より， ω。に依存してムφ

の範囲は更に制限される.

同様の手法を (8)に適用し， Figure 5の安定条件について考察する.A(z)は4次の多項式なので，解析

的に計算することは難しい.そ乙で， μSSA2およびμcA2は十分小さいと仮定し， μあるいはんに関する

2次以上のオーダの項が無視できるものとする.そのとき，以下の条件が得られる.

μcA2 < 2 (12) 

μSSA2[-2c田ムφ-3cosωo cosムφ+cos(ωo +sゅ)]>ー(1+ cosω0)(2 -μcA2) (13) 

μSSA2[2cossゅ-3cosω'0 cos so + cos(ω'o+sφ)] < (1 -cosω'0)(2 -μcA2) (14) 

a告に
d

T
i
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μSSA2[2cos~ゅ +cosω0(-3cosω'0 cos~φ+ cos(ω0+ムφ))]< (1 -COS2ω'0)(2ーμcA2) (15) 

μSSsin2 ~φ < JLcCOS~φ(16) 

(16)から必要条件|ムゅ1<π/2が得られる.もしとの条件が成立するならば他の不等式は任意のω。におい

てμとんが適切ならば成立する.逆に，もし (12)一(15)を満たすμとんが与えられたならば.(16)によ

りムφの範囲が得られる.

5 シミュレーション

(16) より得られた I~ゅ|に対する安定限界の正確さを確認する. Figure 6に示すような周波数特性をもっ65

タップのFIRフィルタをS(z)として用いる.v(n) = 0とし加法雑音がないと仮定する.ωo.んはそれぞ

れ0.9694.0.01と固定する.ω=0.9694における S(z)の振幅は1.888とする.μ は0.0001から 0.01の間

で変化させる.前節で導出した理論限界と，シミュレーションにより得られた結果を Table1に示す.μが

十分小さいとき，実験結果は理論値と一致する.一方μが大きいとき，理論値と実験値の差は近似の効果

により大きくなる.しかし μ が大きくなるにしたがって I~øl の安定限界は小さくなるという傾向は同じで

ある.

20 

-20 

10 

o 

君
主 -10
N 

(j) 

-30 

7rl2 π 

ω 

Figure 6: 65タップFIRフィルタの周波数特性

6 結論

KuoとJiにより提案された周期的 ANCシステムのための修正アルゴリズムの安定条件について考察した.

従来の FXLMSアルゴリズムにおいてよく知られている推定 2次経路伝達関数との 2次経路伝達関数の位

相差が 900以内でなければならないという安定条件と同様の条件が修正アルゴリズムにおいても必要であ

るととを確認した.

phu 
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μ |企ゅ|の理論限界 実験より得られた ldφ|の限界

0.0001 1.535 1.51 

0.0005 1.399 1.36 

0.001 1.245 1.18 

0.005 0.711 0.51 

0.01 0.517 0.21 

Table 1:周期的 AKCシステムが安定であるための位相誤差の限界値
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大学スキー実習におけるスノーボードの運動強度

Exercise Intensity of Snowboarding in Physical Education Classes 

岡本進

SusumuOKA島fOTO

Abstract 

The purpose of this study was to detennine the physiological intensities of 

snowboarding in physical education classes. Heart rates during the exercise of 

snowboarding were measured on two male and three female university students. 

Heart rate was recorded continuously by using the heart rate monitor. Oxygen 

uptake in percent of maximal oxygen uptake during snowboarding was calculated 

from the equation of relationship between heart rate and oxygen uptake obtained 

during exhaustive rowing test on a rowing-ergometer. 

Mean heart rate averaged 129.2:t1O.4 beats/min and estimated oxygen uptake 

averaged 1.02:t0.36 l/min. These values correspond to 68.0:t5.1 % of maximal heart 

rate max， 46.0:t13.3 % of maximal oxygen uptake， respectively. The net energy 

expenditure during snowboarding for two and half hours averaged 0.082:t0.022 

kcallkg. min. Calculated RMR averaged 5 .16:t 1.50. These results suggest that 

physiological intensity of snowboarding will be moderate. 

1 緒言

レジャー白書2002年6)によると，余暇活動とし

てスノーボードを取り入れる人口が近年急増し

ている。 1997年のスノーボード人口は320万人で

あり2001年には530万人とわずか5年で65%の伸

びを示し，そのほとんどが若年齢層で占められて

いる。一方，スキーは年々参加者が減り， 2001 

年には1，080万人となり， 1993年の1，860万人から

ほぼ10年で58%減少したことになる。スノーボー

ドの急激な普及の要因は，スノーボードがワール

ドカップやオリンピックで採用され，テレビなど

の放映が増えたこと。装備が軽量で身軽であるこ

と。スキーに比べて短時間にレベルアップが図れ

ること。独特のファッションが若者の感性に触れ

たこと。スキー場が滑走斜面を解放したことなど

が考えられる。さらには，スノーボード特有のサ

イドウェイスタンスがスキー初心者に見られる

窮屈なプルーク姿勢と異なり，サーフボードやス

ケートボードと同様，スマートであると感じてい

ることも見逃せない。

しかし，日本においては，このあまりの急激な

普及に環境がついていかず，さまざまな不具合が

生じている。たとえば，スキーヤーとの車L蝶，専

用ゲレンデの不足，指導者の不足，不十分な指導

プログラム等の問題である。このような状況から

望ましい環境条件を整備しようとする機運が高

勾，

a
phυ 
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まり，初心者指導のための安全で適切な指導プロ

グラム，専用ゲレンデの整備が図られ，教材とし

て取り入れられるようになり，高校や大学のスキ

ー実習にスノーボードが導入されるケースが増

えている10)。本学のスキー実習においてもスノー

ボードのニーズが高く，実習先のゲレンデがボー

ダーに解放されたのを機会に体験学習として

2000年からスノーボードを導入する事にした。今

後もさらに普及が進み，手軽に楽しめるスノース

ポーツとして，また，健康づくりのための運動と

して重要な位置を占めることになるであろう。

ところで，健康づくりのための運動として，ス

ノースポーツの運動強度を扱った研究は数少な

い。著者は前報同lこおいて心拍数変動からスキー

講習中の運動強度を推定したが，スノーボードの

運動強度に関する研究は見当たらない。そこで，

本研究では，スノーボード体験講習時の生理的運

動強度に着目し，フィールドでの測定からスノー

ボードの運動強度をスキーとの比較によって明

らかにし，運動処方や今後の指導計画立案に役立

てることを目的とした。

2 方法

2.1被検者

被検者は，本学健康・体力科学 Iにおけるスキ

ー実習に参加した117名のうちの5名(男子2名，

女子3名)を対象とした。全員が漕艇部に所属し

ており，スキーの経験日数は0""14日の範囲にわ

たっていた。実習はグループによる講習が中心で

あり，スキーの技能習熟度別に初心者班から上級

者班にいたる12班に編成されたが，被検者はおも

に初心者班と初級者班に所属していた。スノーボ

ードの経験日数は1名を除き4名が全く初めての

岡本進

経験であったが，スキー講習時と同じ班構成でス

ノーボード体験講習が行われた。

被検者には事前に実験の目的，方法および予想

される問題点について十分な説明を行った上で，

実験に参加することを承諾した。実習前に実験室

で形態測定と運動負荷テストを受け，実習期間中

は加速度計と心拍計を装着し，身体活動量と心拍

数の測定を受けた。

2.2形態の測定

形態の測定では，身長，体重および皮下脂肪厚

を計測した。皮下脂肪厚は，皮脂厚計(栄研式)

を用いて上腕背部と肩肝骨下縁部を計測し，これ

らの値からBro~ec ら 1)およびNagamine ら 11)の式に

よって体脂肪率を算出した。

2.3運動負荷テスト

運動負荷テストにおける運動様式は，被検者が

漕艇部員であることから日常的に慣れている漕

運動とした。負荷はローイングエルゴメータ(コ

ンセプト II) を用いて，男子では100wattから，

女子では70wattから始め，男女とも30秒ごとに

10wattずつ漸増させ，オールアウトに導いた。運

動中の呼気ガスは，エアロモニタ(ミナト医科学，

AE-280S)により測定し，酸素摂取量を30秒間ご

との平均値として算出した。心拍数は，心電図モ

ニタ(日本電気三栄，バイオビュー2E61VX)を

用いて30秒ごとに測定した。これらの測定から，

最高心拍数および最大酸素摂取量を求めた。最大

酸素摂取量は酸素摂取量のピーク値とした。

被検者の形態，身体組成，呼吸循環機能および

スキー・スノーボードの経験日数を表1に示して

いる。なお，測定は，滋賀県立大学健康体力測定

室で実施された。測定時の室温は21'C，湿度は

64%であった。

表1.被検者の身体的特性，呼吸循環機能，およびスキー・スノーボード経験日数

被検者
年齢 身長 体重 体脂肪率最同心拍数 最大酸素摂取量 経験日数(日)

(yrs) (cm) ~ ~ (beats/min) (I/min) (ml!kg' min) スキー ホ'ード

男子 Y.S. 18 173.3 68.4 11.8 194 3.19 46.6 7-14 O 

T.O. 19 168.5 74.4 17.4 194 3.98 53.5 。 O 

AN. 19 159.5 55.8 22.2 181 2.26 40.4 O O 

女子 S.O. 19 160.6 56.5 22.8 194 2.82 49.9 4-7 O 

H.N. 19 152.5 56.8 30.1 187 2.05 36.2 4-7 1-3 
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2.4実習日程および講習内容

表 2には実習の日程と講習内容を示している。

1日目はパスによる宿舎への移動のあと，班編成

を行うためにスキー滑走を約1時間にわたり実施

している。スキーによる講習は2日目と3日目の午

前中であり，スノーボードによる体験講習は3日

目の午後に実施している。 4日目は個人の復習を

課題とする自由滑走であり，スキーまたはスノー

ボードのいずれかを選択させることになってい

る。スキーは技術班別講習であるが，スノーボー

ドは初心者を想定した体験講習としたため，引き

続きスキーの技術班のまま同一指導プログラム

で実施された。指導プログラムはスキーでは大学

スキー研究会編スキー教本2)に，スノーボードで

はスノーボード指導教本叫に準拠した。講習時間

はいずれも2時間30分を標準とした。なお，スノ

ーボードの用具はソフトブーツとフリースタイ

ルボードであり，全員がレンタルを利用した。

表2 スキー実習の日程

時刻 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

1日目 困

4日目

| 講習~) I I 講習:)I (スキー) I I (スキー) I 

| 講習~) I (スキー)

rτ亙冨吉一1

2.5加速度計による身体活動量の測定

身体活動量の測定にあたっては，加速度計(ラ

イフコーダ，スズケン社製)を用い，起床時から

就寝時まで腰部に装着した。この加速度計は4秒

ごとに10段階で評価された垂直方向の最大振幅

と頻度から運動強度を求め，性，年齢，身長，体

重を考慮して1日のエネルギー消費量や運動によ

るエネルギー消費量を算出する構造となってい

る。

2.6心拍数による運動強度の推定

心拍数の測定にあたっては，パンテージXL

(POし生R社製)を用いた。電極はベルトで胸部

3 

に装着して，左手首に装着したレシーバーで1分

ごとに記録した。装置の設定と脱着は実習前後に

宿舎にて行った。講習中の運動強度を心拍数から

推定するために，漸増漕運動テストにおける心拍

数と酸素摂取量との関係から一次回帰式(a)を求

め，安静時から比較的軽度な運動強度までの回帰

ライン(b)を想定し， (a)と(b)の2本の直線から

被検者ごとに求めることにした。この場合，安静

時の心拍数を60拍/分と仮定して，このときの酸

素消費量を3.5ml/kg.分とした。

講習中のエネルギー消費量の換算にあたって

は，心拍数によって推定した酸素摂取量に熱量変

換の5kcal/lを乗じて求めた。(酸素1リットルの

燃焼熱量を5kcalとした。)つぎに，エネルギー

消費量を体重で除して，体重当たり単位時間当た

りのエネルギー消費量 (kcal/kg・分)を求めた。

この値には安静時のエネルギー消費量も含まれ

ているので，これをグロスのエネルギー消費量と

した。安静時のエネルギー消費量を体表面積と基

礎代謝基準値9)から算出して，これを除外した体

重当たりのエネルギー消費量をネットのエネル

ギー消費量とした。また，運動時のエネルギー消

費量から安静時のエネルギー消費量を差し引き，

これを基礎代謝量で除してエネルギ一代謝率

(RMR) を求めた。

なお，スキー実習は平成12年2月21日から24日

に長野県志賀高原一ノ瀬スキー場で、行った。実習

期間中の天候は概して晴で，実習中のゲレンデの

外気温は-2"C""'+5"Cであった。

2.7統計処理

スキーとスノーボードとの平均値の差異は対

応のあるt・検定を基に行った。統計的有意水準は

危険率5%未満とした。

3成績

3.1加速度センサーの日内変動

図1には実習1日目から4日目にかけて，加速度

センサーの日内変動の一例(女子:A.NJを示し

ている。 1日目と4日目では日程の大半がパスによ

る移動に時間を費やしているため，この時間帯に

おける加速度センサーの振幅は小さく，頻度も少
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ない。実技講習中の加速度変化のパターンに注目

すると，講習1"'3 (スキー講習時)には振幅レベ

ルが2のまま持続し，後半に一時的に大きな加速

度が加わる特徴がみられる。もっとも大きな振幅

レベルを示しているのは講習4(スノーボード)

であり振動頻度も多い。これらのパターンは他の

被検者においても同様にみられた。

実習日

図2.実習期間中の運動量(平均値±標準偏差)
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図1.加速度センサーからみた実習期間中の

運動強度の日内変動(一例) 16 

図3 実習期間中の心拍数変動(一例)

定常状態を示すことなく，およそ80"'120拍/分の

範囲内で上下動を繰り返しながら推移している。

スノーボード講習中の心拍数は， 100'" 140拍/分

の範囲内で推移しておりスキーに比べて高いレ

ベルにある。自由滑走ではこの被検者はスノーボ

ードを選択していたが，スノーボード講習時とほ

ぼ同様な傾向を示している。実習期間中を通じて

の最高値は， 175拍/分がスノーボードにおいて出

現している。最低値は63拍/分が講習2(スキー)

-160ー
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時刻
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図2には被検者全員の加速度計からみた実習

期間中の運動量を平均値と標準偏差で示してい

る。移動日を含む1日目と4日目はそれぞれ

239kca1!日， 217kca1!日と少なくなっており，ス

キー講習のみの2日目は288kca1!日であり，スノー

ボード体験講習を含む3日目は307kca1!日ともっ

とも多くなっている。

3.2心拍数変動

図3には被検者A.N.における2日目からの心拍

数変動を示している。スキー講習中の心拍数は，
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において出現している。

3.3講習中の心拍数出現率

図4には被検者A.N.における心拍数の出現率

について，スキー(スキー講習1""'3)とスノーボ

ードとで比較している。両者とも分布のパターン

は正規分布に近いが，スノーボードではスキーに

比べてやや右にシフトした形となっている。

。
iO 10 100 120 140 1 60 

心拍数(beats/min)

図4.心拍数の出現率からみたスキー・スノー

ボード講習時の運動強度の比較(一例)

表 3には，講習中の心拍数と推定された酸素摂

取量からみた運動強度をスキーとスノーボード

とで比較している。スキーの平均心拍数は103""'

128拍/分の範囲にあり全体の平均値および標準

偏差は117:t1O拍/分である。スノーボードの平均

心拍数は116""'142拍/分の範囲にあり全体の平均

値および、標準偏差は129:t10拍/分である。この平

均心拍数は，最高心拍数に対する割合でみるとス

キーでは56.7""'65.9%，スノーボードでは59.5""' 

72.9%の範囲にあり，全体の平均値と標準偏差は

5 

スキーでは61.4:t4.3%，スノーボードでは68.0:t

5.1%に相当している。また，講習時の酸素摂取

量についてみると，スキーでは0.69""'1.53//分の範

囲にあり，平均値と標準偏差は1.03:t0.321/分であ

る。スノーボードでは0.79""'1.851/分の範囲にあり，

平均値と標準偏差は1.27:t0.381/分である。最大酸

素摂取量に対する割合はスキーでは37.3:t11.6%

であり，スノーボードでは46.0:t13.3%である。こ

れらの平均値を比較すると，いずれもスノーボー

ド講習の方がスキー講習に比べて有意 (0.01%水

準)に大きい値を示した。

表4には，講習中の心拍数から推定されたエネ

ルギー消費量からみた運動強度をスキーとスノ

ーボードとで比較している。 2時間30分にわたる

講習時のグロスのエネルギー消費量についてみ

ると，スキーで、は519""'1，145kcalの範囲にあり，

平均値と標準偏差は776:t240kcalである。スノー

ボードでは595""'1 ，406kcalの範囲にあり，平均値

と標準偏差は960:t290kcalである。ネットのエネ

ルギー消費量についてみると，スキーでは0.042

""'0.084kcal/kg・分の範囲にあり，平均値と標準偏

差は0.063:t0.019kcal/kg.分である。スノーボード

では0.051""'0.107kcal/kg・分の範囲にあり，平均値

と標準偏差は0.082:t0.022kcal/kg.分である。これ

をRMRに換算するとスキーでは2.6""'5.4の範囲

にあり，平均値と標準偏差は4.0:t1.3である。スノ

ーボードでは3.2""'6.9の範囲にあり，平均値と標

準偏差は5.2:t1.5で、ある。これらの平均値を比較す

ると，いずれもスノーボード講習の方がスキー講

習に比べて有意 (0.01%水準)に大きい値を示し

た。

表3.講習中の心拍数および推定された酸素摂取量からみたスキー・スノーボードの運動強度

講習中の 最両心拍数 講習時の 最大酸素摂取量

被検者
平均心拍数 に対する割合 酸素摂取量 に対する割合

スキー ボード スキー ボード スキー ボード スキー ボード
(beats/min) ~ (1/min) ~ 

男子 y.s. 128 142 65.9 72.9 0.96 1.24 30.1 39.0 
T.O. 123 137 63.4 70.5 1.53 1.85 38.4 47.1 
A.N. 103 123 56.9 68.0 0.85 1.19 37.8 52.9 

女子 s.O 113 116 56.7 59.5 0.69 0.79 24.6 28.1 

H.N. 120 129 64.2 69.1 1.14 1.29 55.4 62.9 
平均値 117 129 61.4 68.0 1.03 1.27 37.3 46.0 
標準偏差 10 10 4.3 5.1 0.32 0.38 11.6 13.3 

E p<O.Ol p<O.Ol p<O.Ol p<O.Ol 

唱-ムau 

司
自
由
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表4.エネルギー消費量からみた講習時のスキーとボードの運動強度

講習時のク、、ロスの
講習時のネットのエネルギー消費量 R. M. R. 

エネルギー消費量
被検者

スキー ボード スキー ボード スキー ボード スキー ボード
kcal!150min kcal!150min kcal/kg.min 

男子 y.s. 719 933 509 723 0.050 0.070 2.9 4.1 

T.O. 1，145 1，406 936 1，196 0.084 0.107 5.4 6.9 

A.N. 641 895 479 734 0.057 0.088 3.6 5.5 

女子 s.O. 519 595 356 432 0.042 0.051 2.6 3.2 

H.N. 854 969 696 811 0.081 0.095 5.3 6.2 

平均値 776 960 595 779 0.063 0.082 4.0 5.2 
標準偏差 240 290 226 274 0.019 0.022 1.3 1.5 

旦 p<O.Ol p<O.Ol p<O.Ol p<O.Ol 

4 考察

最近，加速度センサーの小型・軽量化が進み，

日常生活活動に支障なく長時間の測定が可能と

なったことから，加速度計法による身体活動量測

定およびエネルギー消費量推定が急増している

問。今回用いた加速度計は腰部上下方向の加速

度の大きさと揺れの頻度から運動強度を判定す

る構造になっている。加速度変化を伴わない運動，

例えばレジスタンス運動のような静的運動，水泳，

ポート漕ぎ，自転車こぎなどの運動では不向きで

あるといえる。本研究ではスキーおよびスノーボ

ード滑走時には加速度センサーが感知しにくい

ことが推察されたが，実習期間中の身体活動量の

動態を明らかにする目的でこれを用いることに

した。加速度変化のパターンは実習期間中の活動

状況をよく反映しており，スノーボード講習時の

振幅レベルはスキー講習より大きく，振動頻度も

多い傾向を示した。実習期間中の運動量は 1日目

から4日目にかけて， 239， 288， 307， 217kcal/日

となり，スノーボード講習のあった3日目の運動

がもっとも大きい値を示した。これらの値は，後

述する心拍数から推定されたエネルギー消費量

に比べてかなり低値を示した。

原田らめは，加速度計を用いた身体活動量の測

定は，心拍数から推定した 1日のエネルギー消費

量を過小評価する傾向があるとしている。児玉ら

8)は，活動日誌法と対比して，両者は高い相関を

示すが，加速度計による1日のエネルギー消費量

の平均値は日誌法から求めた値より小さいこと
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を報告している。とくに両者の差が大きいケース

としてスキーを例にあげている。スキーでは腰部

での上下運動が比較的小さいことから，加速度計

で運動量を正確にカウントすることが困難であ

るとしている。加速度計は，対象者の負担も軽く，

活動量がメモリーされ，実習期間中の身体活動量

の変化パターンを評価する上では有用ではある

が，スキー・スノーボードによる滑走中の動作は

加速度センサーが感知しにくいという構造上の

欠点をもっており，エネルギー消費量を過小評価

することを考慮する必要があろう。

本研究における2時間半にわたるスキー講習時

の心拍数と推定された酸素摂取量の平均値につ

いてみると，心拍数では117拍/分であり，最高心

拍数に対する割合は61.4%に相当していた。また，

酸素摂取量では1.03//分であり，最大酸素摂取量

に対する割合は37.3%に相当していた。これらの

値を前報明と比較するとほぼ同値となっており，

統計的に有意差は認められなかった。今回のスキ

ー講習に関するプログラム内容，持続時間，運動

様式，さらにはスキー場の環境温度が前報12)とほ

とんど変わらなかったことから，再現性が認めら

れ，スキー講習中の運動強度は比較的低強度に属

する運動であることが確認された。

これまでに，多くの研究者によって心拍数から

各種スポーツの運動強度が求められているが，ス

ノーボードを扱った生理的負担度に関する報告

はきわめて少なく，掛水7)が大学におけるスノー

ボード授業に参加した男子5名の講習中の平均心

拍数は119""'"'155拍/分で、あったと報告しているに
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すぎない。本研究はスノーボードの運動強度をス

キー講習と比較することによってその運動特性

を明らかにしようと試みたが，スノーボード講習

時の平均心拍数は116"'142拍/分の範囲にあり，

相対的心拍数は68.0::l::5.1 % HRmax，運動強度は

46.0士13.3%す02maxとなり，いずれもスキーに比

べて有意に大きな値を示した。また，講習中の心

拍数から推定された2時間30分にわたるネットの

エネルギー消費量はスノーボードでは779kcalと

なりスキーの595kcalを有意に上回った。さらに，

換算されたスノーボードのRMRは5.2となり，ス

キーの4.0より有意に大きい値を示した。これは，

スノーボードが初心者を想定した体験講習であ

って，滑走時間に比べて登行やバランス維持，転

倒とそれに伴う起きあがり動作に終始していた

こと。両足を固定されていることによる心理的恐

怖感や慣れないボード操作が心拍数を上昇させ

る要因につながったと考えられる。伊藤ら5)は大

学における正課体育実技授業中の心拍数から各

種目のRMRを求めているが，それによるとソフ

トポール5.9"'6ふバレーボール5.0"'5ふバドミ

ントン4.3"'6.3，卓球3.6"'4.7，軟式庭球4.0"'5.8

であったと報告している。本研究におけるスノー

ボードの運動強度を歩行速度にあてはめると

100m/分に相当し，スキーで、は90m/分に相当する

4)。このことから今回の体験講習におけるスノー

ボードは，中程度の運動強度に属する運動と位置

づけられよう。

これまで，スキー・スノーボードを全身持久性

の向上といった観点から検討を加えた報告はほ

とんどみられない。それは，スキー・スノーボー

ド本来の目的が用具を自由に操作して滑走を楽

しむといった巧撤性にあり，エネルギー面よりサ

イバネテックスな面に重点がおかれているから

であろう。一般に，全身持久力性向上のための運

動強度は， 70%Vo冊目以上の負荷で、数分間以上

の全身運動が必要であるといわれている。この点

からみると，本研究のスノーボード講習時の心拍

数および、推定された酸素摂取量は，ともに有酸素

能力を改良するための有効刺激となるかどうか

は疑わしい。しかし，進藤ら16)は50%Vo2maxを

7 

用いた60分間のトレーニングで効果があったと

報告しているところから，低強度であっても時間

を長くすれば体力水準の低い者にとっては有酸

素能力に効果が期待されることを示している。ま

た，今回得られたスノーボードのRMRは3.2"'6.9

の範囲にあった。運動強度としてのRMR2.1"'4.0 

はやや強い運動となり，とくにRMR4.0は定常状

態成立の上限である14)とされている。講習中に

は時々休息時間を挿入するなど，実習計画にはと

くに配慮が必要であろう。

5 総括

本学学生男子2名，女子3名を対象に，加速度計

と心拍計とを用いてスキー実習におけるスノー

ボード(体験)の運動強度が推定された。得られ

た成績を要約すると，以下のとおりである。

(1)加速度計によるセンサーのレベルはスキー講

習に比べてスノーボード講習に高く，頻度も多

い傾向を示し，スノーボード講習を含む実習3

日目の1日当たりのエネルギー消費量は実習期

間を通じてもっとも大きい値を示した。

(2)心拍数の分布状況を出現率で比較すると，どち

らも正規分布を描くが，スノーボードではスキ

ーに比べてやや右にシフトした形となっており，

スノーボードの平均心拍数は129.2士10.4拍/分

であり，スキーでは117.4士9.7拍/分であった。

最高心拍数に対する割合では，スノーボードで

は68.0土 5.1%に相当しており，スキーでは

61.4:t4.3%であった。

(3)推定された実技講習中の分時あたりの酸素摂

取量はスノーボードでは1.02:t0.36l/分，スキー

では0.98:t0.15l/分であった。最大酸素摂取量に

対する割合はスノーボードで、は46.0:t13.3%で

あり，スキーでは37.3:t11.6%であった。

(4)2時間30分にわたる講習時のグロスのエネル

ギー消費量は，スノーボードで、は960:t290で、あ

り，スキーでは776:t240kca1であった。ネット

のエネルギー消費量はスノーボードでは

0.082:t0.022kcal!kg .分であり，スキーでは

0.063:t0.019kcal!kg.分であった。 RMRに換算し

たスノーボードの運動強度は5.16:t1.50で、あり，
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スキーでは3.95:t1.31であった。
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高齢者の転倒危険因子および体力に及ぼす

ウォーキングと転倒予防体操の効果

Effects of Walking and Physical Conditioning Exercise on Risk 

Factors of Falling and Physical Fitness in the Elderly 

寄 本明

Akira YORIMOTO 

Abstract 

A study was conducted to investigate the effects of wa1king and physica1 conditioning 

exercise on risk factors of falling and physica1 fitness in the elderly. The subjects were divided 

into two groups; a group of 10 women [mean age (SD); 76.7 (4.4) years] who had one or more 

incidents of accidenta1 falling down， and a co凶 01group of 23 women [age 72.3 (3.9) years] 

who never had an incident of falling. The subjects participated in a 6 month wa1king and physica1 

conditioning exercise (light muscle t仕ra司in巾 gθ).Their height， weight， distribution of body fat， b100d 

pressure， grip strength， maximum step 1ength， one-1eg ba1ancing with open eyes， the sway at the 

center of pressure， functiona1 reach test， step test， stepping (sitting position)， jumping reaction 

time， vertica1 jump， and sitting trunk flexion were measured before and after出isprogram. 

Furthermore， medica1 examinations by interview were asked at the same time. 

Following this wa1king and physica1 conditioning exercise， step test， stepping (sitting 

position) and sitting仕unkflexion in the falling experience group increased significantly after 6 

months. In the contro1 group BMI， systo1ic and diastolic b100d pressure decreased significantly， 

one-1eg ba1ancing with open ey回，step test， functiona1 reach test and vertica1 jump increased 

significantly by this exercise program.百1ephysica1 fitness 1eve1s were found to be significantly 

10wer in the falling experience group than in出econ位01group. In conclusion， these resu1ts 

suggest that walking and physica1 conditioning exercise can improve both the risk factors of 

falling and physica1 fitness (muscu1ar power， agility， flexibi1ity and equilibrium function). 

緒 E司

高齢社会を迎えた我が国において寿命を延長

させるだけでなく ，健康で活力のある長寿の達成

が重要な課題となってきた。そのためには心身と

もに良好で自立した生活が必要となり，寝たきり
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にならないことが最重要視される。

高齢者が寝たきりになる原因は脳血管疾患が

最も多く，次いで転倒による骨折である 7)。骨折

は下肢とくに大腿骨頭部の骨折であり，その大半

が転倒を直接の原因としており，高齢者にとって

転倒しにくい身体づくりが重要な体力基盤と考

えられる。一方，転倒は女性の方が男性よりも高

い発生率であり 5) 転倒による骨折も女性が男性

より1.8倍高いと報告されている 2)。

そこで，本研究では高齢女性を対象に過去 1年

間に転倒経験がある転倒群と転倒経験のないコ

ントロール群について，体力と転倒との関連を検

討するとともに体力および転倒危険因子に及ぼ

すウォーキングと転倒予防体操の運動効果を検

討した。

方 法

1 .被験者

被験者は，過去 1年に転倒経験があるか或いは

つまずきやふらつきがよく起こる転倒の危険性

の高い 71~84 歳の女性 10 名 (Falling 群)と，

転倒経験のない 67~81 歳の女性 23 名 (Control

群)，合計 33名である。被験者の身体的特徴を

表 1に示した。

T'able 1. Characteristics of the subjects 
Subjects Age Height Weight %fat 

(yrs) (cm) (kg) (%) 

Falling 76.7:t4.4 146.7:t3.4 50.6:t5.9 26.1土3.8

Control 72.3:t3.9 149.0:t4.5 51.1:t6.4 25.5:t4.1 

2. 運動処方

被験者は転倒予防を目的とし，ウォーキングと

転倒予防体操を 6ヶ月間実施した。ウォーキング

は運動強度 40~50%Vo2max 程度で，運動時間は

1 回 20~30 分間以上を目標と して行った。 転倒

予防体操は鈴木による転倒予防体操切を基本と

して，下肢および体幹部の軽い筋力トレーニング

および平衡機能向上のための体操を行った。なお，

寄本明

運動頻度は 3~4 回/週を目標としたが，その実

施に関しては各個人の意志に任せた。実施状況は

運動の内容とその量を運動日誌として記録し，把

握した。また， 1ヶ月に l回程度は被験者が集ま

り共に運動をする機会を設け，運動継続のための

啓発と被験者間の情報を交換を行った。

3. 形態・機能測定項目とその方法

ウォーキングおよび転倒予防体操の効果を見

るため，運動実施期間前後に形態・機能の測定を

行った。

形態測定項目は，身長，体重， BMI (body mass 

index)および体脂肪容である。体脂肪率は手部と

足部に電極を装着し，インピーダンス法により求

め， BMIは身長 (m)と体重 (kg)から kg/m2

により算出した。さらに，循環機能として血圧を

測定した。

機能測定項目は，転倒危険因子および高齢者の

日常生活動作を反映していると考えられる 10項

目のパフォーマンステストを選出し実施した。

筋力としては握力と最大 1歩踏み出しテスト

の測定を実施した。握力はスメドレ一式握力計を

用い所定の方法問に準拠して行った。最大 1歩踏

み出しテストは両足を揃えて立位姿勢をとり，大

きく足を 1歩前方へ踏み出し，その際の爪先から

爪先までの距離を測定‘した。踏み出した後はバラ

ンスを崩さず自力で姿勢が保持できることとし，

転倒しないよう補助者を付けた。

瞬発力として垂直跳びを実施した。垂直跳びは

メジャータイプのジャンプメータを用い，所定の

方法問;之準拠して行い，転倒しないよう補助者が

着地時に被験者の腰部を保持した。

敏捷性として座位ステッピングと全身反応時

間の測定を実施した。座位ステッピングは浅めに

椅子に腰掛け両手で椅子を握り身体を固定させ，

足元の 2本のライン (30cm間隔)の内側に両足

をおき， 20秒間の足の開閉を実施，内側に両足

がついた回数を評価した 3)。全身反応時間は光刺
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激から挑躍反応をするまでに要した時間を

111000秒の精度で計測するもので所定の方法切

に準拠して行った。

柔軟性として長座位体前屈を測定した。長座位

体前屈は長座位体前屈計を用い，所定の方法問

に準拠して行った。

平衡性として開眼片足立ち，身体動揺，ファン

クショナルリーチ，足踏みテストを実施した。開

眼片足立ちは腰に両手をあて片足で立ち，支持足

が動いたり，腰にあてている手が離れたり，支持

足以外の身体部分が着地した時点までの時間を

計測した。身体動揺度は重心動揺計のプレート上

にロンベルグ姿勢で 30秒間開眼で立ち，その聞

の重心動揺を測定した。ファンクショナルリーチ

はDun伺 n1
)の方法に従い，立位姿勢で立ち片腕を

水平前方に挙げ肩と同じ高さに保ち，腫を挙げな

いようにし，可能な限り前傾させ，その時の第三

指先端の移動距離を計測した。足踏みテストは立

(cm) 

40 

35 

30 

Falling 

位姿勢をとり ，大腿が水平になる高さまで足を挙

げる足踏みを 10秒間実施し，回数を数えた。

一方，健康状況および、生活内容に関して質問紙

を用いて調査したが，本報告では割愛する。

事吉 果

1 .形態および血圧

図 1には身長，体重， BMI，体脂肪率，収縮期

血圧および拡張期血圧の運動処方前後の値をグ

ループ別に示した。

身長は両群とも運動による変化はなく，群聞の

差も認められなかった。体重は転倒群で増加し，

コントロール群で減少したが，群聞の差は見られ

なかった。BMIは体重変化の影響から体重同様

に転倒群で増加し，コントロール群で減少したが，

群聞の差は見られなかった。体脂肪率においては

両群とも運動による変化はなく，群問の差も認め

られなかった。

BMI 

Control Fallir 

(%) Body fat (mmHg) Systolic blood pressure 1__1・_， Diastolic blood pressure 

180 

160 

140 

120 

100 

80 
Cont悶1

Fig. 1. The effect of exercise on height， weight， BMI， body fat， and blood pressure. 
Values are means and SD. 百lep values show the significant differences 

between pre and post 6 months training. 
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Fig.2.百leeffect of exercise on muscular strength， muscular power， flexibility， and 
agility. 
Values are means and SD. 百lep values show the significant differences 
between pre and post 6 months training or falling group and control group. 

収縮期血圧はコントロール群で運動処方後に

有意な低下が見られ，その値は転倒群より低い血

圧であった。拡張期血圧でもコ ントロール群で低

下が認められたが，群聞に差は見られなかった。

2.体力および転倒危険因子

図 2には握力，最大 1歩踏み出しテスト，垂直

跳び，長座位体前屈，座位ステッピング，全身反

応時間の運動処方前後の変化を示した。

握力は転倒群で増加傾向にあるが有意差は認

められなかった。コントロール群は前後で差は見

られないが，転倒群より有意に高い値を示した。

最大 1歩踏み出しテストでは両群とも増加傾向

にあるが有意ではなかった。コントロール群は握

力と同様に転倒群より有意に高い値であった。

垂直跳びは転倒群で前後の変化は見られなか

ったが，コントロール群で有意に増加した。

長座位体前屈は転倒群で低下を示し，コントロ

ール群より低い値となった。コントロール群では

前後で有意な変化は見られなかった。

座位ステッピングは転倒群で有意に増加した

が，コントロール群に比べ低い値であった。全身

反応時間は両群とも前後で有意な変化は認めら

れなかったが，コントロール群が転倒群に比べ短

時間での反応を示していた。

図3には開眼片足立ち，身体動揺度，ファンク

ショナルリーチおよび足踏みテストの運動処方

前後の変化を示した。開眼片足立ちはコントロー

ル群で有意に増加し，その値は転倒群より高値で

あった。重心動揺度は運動前後および両群聞にい

ずれも差は見られなかった。ファンクショナルリ
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One.leg balancing with 
open eyes 

Functional reach 

The sway at center 
of gravity 

i 

Step test 

Fig. 3. The effect of exercise on equilibrium function. 
Values are means and SD.百lep values show the significant differences 

between pre and post 6 months training or falling group and control group. 

ーチはコントロール群で有意に増加し，その値は

転倒群より高いことが認められた。なお，転倒群

には前後で差は見られなかった。足踏みテストは

両群とも回数が有意に増加していた。また，コン

トロール群は転倒群より有意に高値であった。

考 察

高齢期における著しい体力の低下は転倒と密

接に関わり，転倒した場合，骨折を起こし， ['寝

たきり jに結びつく危険性が非常に高い。また，

転倒を恐れて本人或いは家族の意志により外出

をひかえ，家庭内での閉じこもりが発生してきで

いる。その結果，身体活動不足がより顕著となり，

体力低下および機能低下がより深刻な問題とな

ってきている。本研究では転倒を本人の意思から

ではなく地面またはより低い面に身体が倒れる

ことめという定義に従い，過去 1年に転倒経験が

あるか或いはつまずきやふらつきがよく起こる

転倒群と，転倒経験のないコントロール群と体力

および運動効果を比較検討した。

転倒群はコントロール群に比べて，握力，最大

1歩踏み出し，長座位体前屈，座位ステッピング，

全身反応時間，足踏み，開眼片足立ち，ファンク

ショナルリーチが運動処方前或いは後で有意に

低かった。すなわち，転倒群は筋力，柔軟性，敏

捷性，静的および動的平衡性の各機能がコントロ

ール群より劣っていることになる。転倒は身体の

バランスの崩れによって引き起こされるが，パラ
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ンス能(平衡性機能)は他の体力要素に比べ加齢

変化が大きく，他の体力要素や歩行能力，特に下

肢筋力や下肢パワーと高い相関を示し，下肢筋力

が一定レベル以下になると急激にバランス能や

歩行能力が低下すると報告されている刊)。下肢

筋力の低下は平衡性機能の低下を来たし，転倒の

危険性を増加させることになる。また，握力は前

腕および手部の筋力測定ではあるが，下肢筋力を

はじめ全身の筋力と関連が深く全身の筋力を代

表する指標となる 9)。さらに，握力の弱い高齢者

は転倒の危険性が高いと報告川されており，握力

測定の意義は大きいと考えられる。

ウォーキングおよび転倒予防体操の効果は，転

倒群ではステッピングと足踏みの成績が向上し，

コントロール群では垂直跳び，開眼片足立ち，フ

ァンクショナルリーチ，足踏みの成績が向上して

いた。転倒群では敏捷性，動的平衡性の機能が改

善され，コントロール群では下肢パワー，静的お

よび動的平衡機能が改善された。両群に見られる

ウォーキングおよび転倒予防体操の効果は下肢

の敏捷性およびパワー，平衡機能の向上である。

平衡機能の向上にはウォーキングの効果が反映

したものと考えられ，中年者のウォーキングでも

その向上は認められており附，運動強度を少し落

としたが高齢者でも同様の効果が得られたこと

になる。下肢系の敏捷性およびパワーの向上は，

下肢および体幹部の筋力向上を目的に考案され

た転倒予防体操の効果と考えられる。一般に高齢

者の筋肉では速筋線維が選択的に萎縮し，筋力の

低下を起こすと考えられ 8) そこで歩行能力維持

には大腰筋をはじめとする下肢系の筋群のトレ

ーニングの必要性が報告されているの。今回の転

倒予防体操は身体の各部位の重さを利用した軽

い筋トレーニングであり，下肢筋群へのトレーニ

ングは単に歩行能力の維持だけではなく，転倒予

防にとっても重要であることを示唆している。

さらにウォーキングや転倒予防体操などの運

寄本明

動はふらつきの原因になっている脳血管疾患や

起立性低血圧などの予防や改善効果があること

が明らかになっている叱

転倒群ではコントロール群との比較において，

下肢筋力および下肢パワーの低下による平衡性

機能や歩行に関わる機能の低下が転倒危険因子

と考えられ，ウォーキングや軽い筋トレーニング

によって筋力および平衡性機能の改善が期待さ

れ，転倒の予防に貢献する可能性が示唆された。

要 約

高齢者の体力および転倒危険因子に及ぼすウ

ォーキングと転倒予防体操の効果を検討するた

め，過去 1年間に転倒経験があるか或いはつまず

きやふらつきがよく起こる転倒群と転倒経験の

ないコントロール群を対象に 6ヶ月間の運動を

実施した。得られた結果を要約すると以下の通り

である。

転倒群はコントロール群に比べて，握力，最大

1歩踏み出し，長座位体前屈，座位ステッピング，

全身反応時間，足踏み，開眼片足立ち，ファンク

ショナルリーチが運動処方前或いは後で有意に

低く，転倒群は筋力，柔軟性，敏捷性，静的およ

び動的平衡性の各機能がコントロール群より劣

っていた。

ウォーキングおよび転倒予防体操の効果は，転

倒群ではステッピングと足踏みの成績が向上し，

コントロール群では垂直跳び，開眼片足立ち，フ

ァンクショナルリーチ，足踏みの成績が向上して

いた。転倒群では敏捷性，動的平衡性の機能が改

善され，コントロール群では下肢パワー，静的お

よび動的平衡機能が改善された。

ウォーキングや軽い筋力トレーニングによっ

て筋力および平衡性機能の改善が期待され，転倒

の予防に貢献する可能性が示唆された。

終わりに臨み本研究の遂行に援助を賜った今津町保
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高齢者の転倒危険因子および体力に及ぼすウォーキングと転倒予防体操の効果

健センターおよび本学大学院生分木ひとみ氏に厚く敬

意を表する。なお，本研究の要旨は第 5回アジアスポ

ーツ医学会において発表した。
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国際教育センターに関する研究費交付一覧

滋賀県立大学特別研究費交付一覧

-平成 14年度 (4件、合計1， 2 8 1千円)

区分 氏 名 研 プ~ 課 題 金 額
(千円〉

特別 大谷泰照 日本の言語教育政策の動態調査 781 

特別 石田法雄 報身 (Sam一b考ho察ga-kava)阿弥陀仏に対する道元禅の立場 250 
における

特別 小栗裕子 英語学習の動機づけ一入学時と一年後を比較してー 250 

滋賀県立大学在外研修費交付一覧

-平成 14年度 (4件、合計 1， 1 2 1千円)

種類 氏 名 研修先 研修期間 研 修 内 廿"'" 支給額

(円)I 

短期 石田法雄 スイス 平成14年3月!日 ローザンヌ大学で開催された第9回 318，540 I 
ローずンヌ ~日月日日 国際真宗学会ヨーロッパ支部大会で論

文("Time-Space Interfonnation of 
Myth into the Here and Now -the 
Zen Lineag|きe and Dhannakara -" )を
発表し、百 続き第 12回欧州真宗学
会に参加した。その聞に当大学教授ジ
エローム・デュコール博士と面談を行
って、形而下の問題における宗教研究
に対する共通認識を探り合い今後の共
同研究の方向性の確認を行った。

短期 宮城茂幸 7J.リカ合意国 平成14年5月128 国際会議(第 27回 ICASSP) 327，780 
7ロリr "'5月198 に出席し、;1;"A7--t，ションにて、研究結果
オーランド を発表した。これは、既に画像モデル

として提案されている非因果性長相関
モデルを狭帯域のモデルに拡張し、実
際にテキスチュア画像を作成して、モ
デル推定のための一手法として有効な
手法かどうか検討したものを発表した
のだが、特にこのセッションの議長か
ら、他研究との関連性や、参考にする
べき研究についてのアド、バイスを受け
ることができ、今後研究を進める上で
大いに役立つ情報を得ることができ
た。

」
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短期 寄 本明 大韓民国 平成14年9月248 ソウルで開催された第5回アジアス 128，320 
ソウル "'9月298 ポーツ医学会大会に参加し、「高齢者

の転倒危険因子および体力に及ぼすウ
ォーキングと予防体操の効果」の演題
で発表を行うとともに、研究情報の収
集と意見交換を行った。

短期 小栗裕子 7;'リカ合案国 平成15年1月20日 ノくージニア州アーリントン、メリー 346，360 
(予定〉 ハールティモ7他 "'3月318 ラン W・Hパjレティモアで開催される 2

つの英語教育に関する学会に出席し、
「動機づけ」 研究の第一人者 Oxford
女史と意見交換を図る予定である。

滋賀県立大学共同研究

-平成 14年度 ( 1件、合計800千円)

共同研究先 氏 名 研究期間 研 ブ?t:rじ 課 題 支給額
(千円)

大塚製薬(株) 寄本明 平成14年7月20日 たんぱく質補助食品がスポーツ活 800 
~平成15年1月318動後の体調に及ぼす影響

プラセボ群との二重盲検化群間比
較試験
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平成 12年度特別研究費研究報告

宗教的神話(My白)としての『大経』法蔵菩薩の実存的解釈

石田法雄

Dharmakara法蔵菩薩 isnot a historical figure. T'an・luan(476-542) asserts血at

Dharmakara was a bodhisattva with the “insight泊tothe non-arising of all dharmas." In the 

Larger Sukhavatiηluha-sutra大無量寿経， Dharmakara established Forty-eight Vows四十八願

and the Pure Land浄土， becoming Amida Buddha阿弥陀仏， the Buddha of Amitabha無量光

(lnfmite Light) and Amitayus無量寿(lnfmiteLife). How could then a non-historical figure 

like Dharmakara and his Pure Land relate to us who live in出e21st cen加ryfull of fears and 

仕oublesgreatly caused by highly developed modem technologies and by our insatiate greed? 

Dharmakara serves as由e“my血"religious in an existential sense， which is not 

factual or historical but the ground or source of our aspiration to work for the betterment of 

the world in which we are living. Dharmakara is出em刊lof血epast， for he appe紅 'ed血血e

world“出血 distantpast-innumerable， incalculable and inconceivable kalpas ago" 

according to the Larger Su住'a.

In the Larger Sukhavatiりluha-sutra，the account of the Bodhisattva Dharmakara is 

in位oduced.The su住agoes back to the distant past，出epast beyond our time concept. It was 

“innumerable， incalculable and inconceivable kalpas ag←A Tathagata named Dipa企kara

appe紅 edin the world. Having taught and仕eedinnumerable beings and led them all along the 

way of Enlightenment， he passed into Nirvana." After白eTathagata Dip泊kara，many other 

Tathagatas or Buddhas appeared and passed into Nirvana. 

“百lenappe紅 eda Buddha named 1ρkesvararaja，血eTathagata， Arhat， Perfectly 

Enlightened One， Possessed of Wisdom and Practice， Perfected One， Knower of血e

World， Unsurpassed One， Tamer of Men， Master of Gods and Men， Buddha and 

World-Honored One. 

At血attime there was a king who， having heard the Buddha's exposition of the 

Dharma， rejoiced in his heart and awakened aspiration for the highest， perfect 

Enlightenment. He renounced his kingdom and the throne， and became a monk 
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named Dhannakara. Having superior intelligence， courage and wisdom， he 

distinguished himself in the world. He went to see the Tathagata Lokesvar紅 aja，

knelt down at his feet， wa1ked round him three times keeping him always on his 

right， pros回 tedhimself on the ground， and， putting his pa1ms together in worship， 

praised白eBuddha" 

Mter praising the Buddha Lokesvararaja，血eB~u Dharmakara said to Lokesvararaja: 

“Resp民 的llly，World-Honored One， 1 announce血at1 have awakened aspiration for 

血ehighest， perfect Enlightenment. 1 beseech you to expl泊nthe Dharma to me fully， 

so白at1 can perform practices for the establishment of a pure Buddha-land adomed 

with infmite excellent qualities. So please teach me how to attain Enlightenment 

quickly?" 

Mter contemplating the vows for five full kalpas and choosing the pure practices for the 

establishment of血eBuddha-land， Dharmakara prl∞1泊med血eForty-eight Vows with the 

aspiration of saving a11 the sentient beings in the ten qu紅白白血roughestablishing his Pure 

Land. Dharmakara is now Amida Buddha..百leBuddha Sakyamuni釈迦牟尼仏， a historical 

Buddha， is血eprototype of Dharmakara: a b~u renounced his kingdom and the throne and 

became a monk named Dharmakara. 

Dharmakara in the context of the Larger Su幼avatiη'uha-sutrais the mythical figure 

of血epast. Dhannakara established Forty-eight Vows and his Pure Land in the great distant 

past beyond our time concept. The goal of Pure Land Buddhism is to be bom into the Pure 

Land血atDhannakara established innumerable， incalculable and inconceivable kalpas ago. 

On the other hand， ojo往生orbir血， according to the teachings of Shin Buddhism or Jodo 

Shinshu， is to come after one's death as one attains shinjin信心凶 life.In this sense， the fmal 

goal of a仕泊ningojo or birth into the Pure Land is a matter of血efuture: the Pure Land is血e

myth of血efu回re.What is it血en白atDharmakara is血em戸hof血epast while the Pure 

Land is the m戸hof血efuture? How do we understand Dhannakara (血epast) and bir血血to

the Pure Land after death (the future) in terms of a matter of time and space也 thehere and 

now? 

百lIsissue is discussed血血eforthcoming paper，“τT百司'ime-SpaceInt低erfor口rma矧tio∞nofMyth 

泊tωO血eH聡er，詑eandNow一一一一-一声喝.TheZen Lineage and Dha紅nna紘ka紅ra一"釦 d泊 血efl白or巾吐由lC∞omi泊ngbook，

Shinran and Dogen. 
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平成 13年度短期在外研修報告

石田法雄

研修課題:Japan Foundation Symposium 2001での論文発表と、スタンフォード大学仏教学者 Carl

Bielefeldt教授との面談

研修地:アメリカ合衆国、カリフオルニア州(ソーサリト市、パークレー市、パロアルト市)

研修期間 2001年 9月 10日"'9月 25日 (16日間)

研修内容:

1.カリフォルニア州、パークレー市にある IBS(Institute of Buddhist Studies)及び GTU(Gradua旬

百leologicalUnion)共催による、同州、マリン郡ソーサリト市で開催された JapanFoundation Symposium 

2001にて論文を発表した。このシンポジュームは、 1999年の長期在外研修でパークレー市に滞在

中、 IBS学部長 RichardPayne教授より今回の会合の開催相談を受け、それを機として 2年後に実現さ

れる運びとなった。シンポジュームのタイトルは Languageand Discourse In the Transformation of 

Medieval Japanese Buddhismで、会場はサンフランシスコのゴーノレデンゲートを北上してすぐにあるマ

リン郡ソーサリト市にある GreenGulch Zen Monasteryという禅センターにて 9月 14日から 16日ま

で開催された。自然環境に恵まれ、壮大な敷地を有するこの禅センターは、一般にも一部開放されな

がら、修行者達が住み、自給自足生活を営み生活している場所である。シンポジュームの論文発表者

とそのレスポンデントは、 3日間を禅センター内に設けられているゲストハウスで共に過ごし、日中

の発表・レスポンス・討論以外にも、夜はハウスに戻り暖炉を囲みながらその日の発表論文について

議論し合った。論文は前もって提出されており、参加者は他の発表者の論文を事前に読んでシンポジ

ュームに取り組んだ。特に、レスポンデント担当者は、発表論文のクリティーク・討論の中心的役割

を担った。

しかし、数日前に起こった 9月 11日のニューヨークでの同時多発テロにより、参加者人数は日本

よりすでに渡米していた 3名と、アメリカとカナダ西海岸からの数名と、東部からすでにカリフオル

ニア入りしていた数名で、主催者を含め 10数名であった。そこで、参加出来ない発表者が続出した

ので会合を開催すべきかどうかの審議がなされたが、主催者側は、論文は全て提出され配布され読ま

れているので、本人あるいはレスポンデントが不在ということもあったが、挙行することを決定した。

II. 9月 10日、サンフランシスコ空港よりパークレー市にある IBS大学院学生寮にある教員宿舎

に到着する。 9月 11日朝、ニューヨーク市での同時多発テロのニュースをテレビでみる。皆、唖然

として何が起こっているのかわからないまま、テレビの画像に釘付けになっていた。やがて、主催者
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側の RichardPayne教授、 DanielLeighton禅師、 EishoNasu博士らとの面会をするが、テロ事件により、

芳しい再会ではなかった。しかし、シンポジュームは行うという方向で、打ち合わせを進めていった。

1 1日の夕刻、サンフランシスコ市の夜景がみえる場所で夕食を取るが、街は暗くなっても金色には

ならず、アメリカ全土が沈み込んでいる感を受けた。暗く不気味なサンフランシスコの夜景は、第二

次世界大戦以来だというニュースを耳にするが、特にアメリカ人は複雑な，思いでいたのが手に取るよ

うにわかった。以前、留学中に近くに住んでいたこともあったので、あの夜景は特別なものに映った。

その後、県立大学から身の安否を気遣う連絡が多く入札事件の深刻さをさらに感じさせられた。

9月 14日から 16日まで、 GreenGu1ch Zen Monasteryにて、シンポジュームに参加する。論文は

“Shinjin and Satori in the Here and Now-F1owers Yet Fall As People Lament一"というタイトルで発表し、ス

タンフォード大学の CarlBielefeldt教授がレスポンデントつまりコメンテーターをつとめ、多く意見の

交換を行った。論文内容は当紀要第6号 (2001年 12月)に一部修正を加え、掲載した。また、

当日発表出来なかった論文は後日アメリカ宗教学会で発表された後受けつけられ、当日の発表を含む

都合 11篇の論文集を機をみて出版するとの報告が主催者側よりなされた。

ill. 9月 17日から拠点をサンフランシスコから少し南下したところにあるパロアルト市スタンフ

ォードにあるスタンフォード大学に移す。 CarlBielefeldt教授との面談が中心であったが、新学期なの

で教授は忙しく、毎日 I時間程度の面談に終わった。その問、宗教学部に設けられた StanfordBuddhist 

Centerと大学図書館等を利用して最近の英文資料収集にあたったり、教授の TA(Teaching Assistant)と

RA (Research Assistant)と共に仏典を読んだりした。時間が許せば、近くにあるカリフオノレニア大学パ

ークレー校、 GTU、IBSを訪れ、資料収集にあたった。

帰国は9月25日になるが、テロ事件により当日まで搭乗できるかわからない状況であった。その

問、レンタカーは不足状態になり、移動に苦労する日が続いた。また、星条旗を掲げた車が日毎に多

くなり、路上でお互いそれを見つけると、だれかれかまわずクラクションを鳴らし合うという状態に

なり、一方、平和を訴えるアメリカ人、愛国心をさらに深めていくアメリカ人、不安を感じ怯えてい

るアメリカ人、というぐあいに、様々な民族からなるアメリカの姿を垣間見る思いがした。その点、

この度の在外研修は、論文発表につけ、面談・資料収集につけても、 9月 11日の影響を大いに受け

てのものだ、った。
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平成 14年度短期在外研修報告

宮城茂幸

研修課題:Random Image Syntheses by Using a Narrow Band Long-Correlation Model 

研修地:アメリカ合衆国，フロリダ，オーランド， 2002 IEEE Intemational Conference on Acoustics， 

Speech and Signal Processing 

研修期間:2002年 5月 12日"'"'5月 19日 (8日間)

研修内容:

短期在外研修の補助を受け国際会議ICASSP(International Conference on Acoustics， Speech and Signal 

Processing) 2002に参加することができた.以下会議の性格と研修内容について述べる.

ICASSPは毎年開催されており，信号処理の分野では有名かつ大規模な国際会議の一つである.主催

団体はアメリカの電気電子工学関連の学会である IEEEの信号処理ソサイエティである.この会議が対

象とする領域を列挙すると，音声信号，信号処理理論，画像および多次元信号処理，センサーアレイ

および多チャンネルシステム，電子音響系，工業技術， DSPシステムの設計および実装，マルチメデ

ィア信号処理，信号処理用ニューラルネットなどである.会議実行委員会の発表によると一般講演の

論文数は 1007件，投稿論文数は 1770件であったので採択率は約 57%である.採択数からも会議の規

模をうかがい知ることができょう.採択された論文は 12の分野に分類され， 56の口頭発表と 60のポ

スターセッションに分けられた.それぞれのセッションは会期中 6ないしは7づっ並行して行われた.

これら一般講演以外にもチュートリアルセッションも充実しており，合計 11のチュートリアルセッシ

ョンが開催された.

筆者は適応フィノレタと多次元信号処理について興味を持っているので，これらの分野に関連するセ

ッションに重点的に参加した.特に強い印象を受けたセッションについて詳述する.

まず lつ目はチュートリアルセッションの一つである， A. H. Sayedの“'Advancesand Challenges in 

Adaptive Filtering"である.表題からもわかるように適応フィルタに関する話題を扱っている.その中

でも特に適応フィルタの解析手法は参考になる内容で、あった.発表内容主に Sayed自身の研究グ、ルー

プによりここ数年来進められてきた成果に関することであったが，全体を見通せる形で系統立てた説

明で、あったので，非常にわかりやすかった.信号処理手法の解析法はともすると数学的になりすぎる

きらいがあるが， Sayedにより提案されている解析法は物理的イメージと対応づけることができるとい

う特徴があった.

会期中 Sayedに直接質問をする機会があったので， Sayedの手法がサブ、バンド適応フィルタに適用で

きるかどうか尋ねた.その結果可能であるとの返答をいただいた.また今のところサブ、バンドフィル
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タへの適用については誰も検討していないとのことで，新たな研究のヒントになった.

2つ目は筆者が研究課題の発表を行ったポスターセッションである.このセッションは“多次元信号

処理理論"と手法と題して会議の 4日目の午前に行われた.午前中であることもあって当初来場者数

は少なく思われたが，昼が近づくにつれて来場者数は増加し，筆者はのベ 10名の研究者に研究内容を

説明することができた.このセッションの議長はフランスの J.Zerubiaであった.Zerubiaは丁寧にも，

このセッションすべてのポスターを確認し発表者の説明を聞いていた.筆者とも話をする時聞があり，

筆者のアイデアを評価するとともに 2次元Wold分解との関連性を指摘した.今後の研究の参考とした

し¥

3つ目は共著者として参加した，同日午後 2つ自のポスターセッション“信号の再構成とフィルタ設

計"である.このセッションにおいてはハイブリッド ANCシステムにおける適応アルゴ‘リズムの解析

と題して発表を行った.なぜ適応フィノレタに関する発表がこのセッションに組み込まれたかは不明で

ある.プログラム作成に若干不満を感じた.このセッションはこの日最後のセッションであることも

あり来場者数，質問者数とも少数であった.筆者は同じ分野の Morg如氏に会えることを期待していた

が，残念ながら姿を見せなかった.

最後に全体的な感想について述べたい.研究発表の内容や構成については特に問題もなく，会議自

体は非常に有意義であった.ただ一つ問題点として指摘しておきたいのは参加費用についてである.

今回の開催場所はディズニーワールドで有名なオーランドであり，アメリカでは有名なリゾート地の

一つである.会場はノレネッサンスリゾートホテルであった.ここは会議の公式宿泊ホテルにも指定さ

れていた.会期中室料は 200 ドルほどであった.複数名で部屋を共有する場合には，リゾートホテル

としては安し、かもしれないが，筆者のように単独で参加する場合にはかなり高額である.このため宿

泊ホテルは会場より少し離れた場所に確保せざるを得なかった.実際他の日本人参加者に聞いてみた

ところ，ほとんどの方が近くの安いホテルに宿泊しているとのことであった.また会議の論文集以外

にも企業スポンサーのロゴが印刷されたバッグや筆記具などが参加登録者全員に配布された.これら

はスポンサー企業から提供されていると思われるが，全額企業負担とも思えない.従ってこれも高額

な参加費用の一因になっているのではないかと思う.もう少し会議全体の費用を抑え，潤沢な費用の

ない研究者にも聞かれた会議にするべきではないかと思う.そうすることにより，よりいっそうこの

分野の発展につながるのではないかと考えている.
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国際教育センター教員による学界ならびに社会における活動

(前号以降)

【編著書】

大谷泰照:監修『社会人のための英語百科』、大修館書庖、 2002年3月、 240

Ritsuko Nagashima : Bernanos et l' Histoire， Presses Universitaire du Septen住ion，septembre 2002， 370 

寄本 明(主婦の友社編集: rはじめて知る高コレステロールJ、主婦の友新実用BOOKS、主婦

の友社、 2002年7月、 52・5

【発表論文】

大谷泰照国際的に見た日本の異言語教育J、 W r先進諸国Jの外国語教育一日本の外国語教育へ

の示唆-~、大学英語教育学会関西支部、 2002年3月、 167・78

大谷泰照韓国の外国語教育」、 Lake、滋賀県高等学校英語教育研究会、第18号、 2∞2年6月、

148-51 

上村盛人ウオルター・ペイターの審美主義一「審美派の詩JについてJ、 『国際教育センター研

究紀要』、滋賀県立大学国際教育センタ一、第6号、 2001年12月、 21・42

Hoyu Ishida : Shinjin and Satori in the Here and Now-Flowers Yet Fa11 As People Lament-， Academic 

Reports of the Universi砂 Centerfor lntercultural Education， the University of Sh伊丹φcωre，No. 6， 

December2∞1，43-67 

Wal民rKlinger : Learning Grammar by Listening， Academic Reports of the UniversiかCenterfor lntercultural 

Education， the UniversiηofShigaP肉声cωre，NoムDecember200 1， 69・88

小栗裕子英語学習の動機づけ一大学入学時と 1年後を比較してーJ、 『国際教育センター研究紀

要』、滋賀県立大学国際教育センター、第6号、 2001年12月、 89・98

深見 茂テーオドーノレ・シュトルムの『水に沈む』についてー父性の敗北と母性の勝利一J、

『国際教育センター研究紀要』、滋賀県立大学国際教育センタ一、第6号、 2001年12月、 101・16

Ritsuko Nagashima : Jeanne d' Arc et le Journal d' un cure de campagne， Academic Reports of the University 

Center for lntercultural Education， the UniversiりIofShigaPrφcωre， No. 6， December 2001，117・27

呉 凌非動詞の周期とその周辺J、 『国際教育センター研究紀要』、滋賀県立大学国際教育セン

ター、第6号、 2∞1年12月、 129-42

呉 凌非恰“了1"和“了2"j 、 wi吾吉研究』、華中科技大学中国i吾吉研究所、 2002年1月、

23-7 
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亀田彰喜 r情報化社会における介護福祉情報ネットワークJ、情報問題研究、第13号、情報問題研

究会、晃洋書房、 2001年6月、 1・8

亀田彰喜・吉田勝康電子商取引と中小企業の経営J、 『国際教育センター研究紀要』、滋賀県立

大学国際教育センタ一、第6号、 2001年12月、 143-55

横田峰子・亀田彰喜情報化社会における介護福祉J滋賀文化短期大学研究紀要、第11号、 2002年

3月、 31-42

亀田彰喜・吉田勝康・岡田章彦 r中小企業の経営戦略としての電子商取引J、情報問題研究、第14

号、情報問題研究会、晃洋書房、 2002年6月、 55・64

Shigeyuki Miyagi : Random Image Syntheses by Using a Narrow Band Long-Correlation Model， Proc of 

ICASSP2002， Vol. IV， May 2002， 3557-60 

Hideaki Sak氾， Takashi Someda and Shigeyuki Miyagi : Analysis of叩 AdaptiveFilぬrAlgorithm for Hybrid 

ANC System， Proc ofICASSP2002， Vol. 11， May 2002，1553-6 

伊丹君和、藤田きみゑ、古株ひろみ、横井和美、寄本 明介護作業姿勢の腰部負担に関する研

究」、第11回(平成12年度)フランスベッド・メディカノレホームケア研究・助成財団報告書、 2001

年10月、 170・90

寄本 明夏季におけるウォーキング時の水分代謝と体温上昇」、ウォーキング研究、第5号、

2001年11月、 75・9

寄本 明運動処方としてのウォーキングの実際J、滋賀県立大学園際教育センター研究紀要、第

6号、 2001年12月、 157・63

北村隆子、古株ひろみ、森下妙子、伊丹君和、寄本 明看護職の腰痛に関する研究一滋賀県下に

おける看護職員の腰痛実態と体力一j 、滋賀県立短期大学看護短期大学部学術雑誌、第6号、 2002

年3月、 23-9

古株ひろみ、北村隆子、伊丹君和、森下妙子、寄本 明看護婦の腰痛予防に関する研究 (2)女

子看護学生の腰痛の要因、滋賀県立短期大学看護短期大学部学術雑誌、第6号、 2002年3月、 31・5

伊丹君和、藤田きみゑ、寄本 明、古株ひろみ、横井和美、久留島美紀子、北村隆子、森下妙子、牧

野耕次、甘佐京子看護作業姿勢からみた腰部負担の少ないベッドの高さに関する研究(第3

報)ーベッドメーキング連続動作による生体負担分析-J、滋賀県立短期大学看護短期大学部学術

雑誌、第6号、 2002年3月、 43・7

中井誠一、新矢博美、芳田哲也、寄本 明スポーツウエアと暑さ対策j 、臨床スポーツ医学、第

19巻、第7号、 2002年7月、 763・7

【その他】

(印刷物<翻訳、辞典、一般雑誌など>、口頭発表、講演、社会活動、地域社会への参加など)
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大谷泰照:講演「翻訳の可能性と限界J、大阪YWCA講演会、 2001年11月1日

大谷泰照:講演「日本人と英語J、日本言語政策学会、園皐院大学、 2001年12月8日

大谷泰照:講演「日本人と国際理解j 、滋賀県浅井町教育研究所、 2002年 2月6日

大谷泰照:書評 一宮和一郎 W21世紀に生きる新英語科教育法-EIA理論と教育実践-~、三修社出

版、 『英語教育』、大修館書店、第50巻第12号、 2002年2月、 90

大谷泰照:論説 rr戦争の世紀Jと「戦争修復の世紀JJ、 『日本言語政策学会会報』第3号、 2002

年3月、 l

大谷泰照:座談会「新しい時代の留学生問題」、 『交流』、滋賀県留学生交流推進会議、第12号、

2002年3月、 8-13

大谷泰照:論説 rJACET40年の自省」、 『大学英語教育学会創立40周年記念誌』、 2002年3月、 8

大谷泰照:講演「比較と対照一言語研究の方法-J大阪YWCA講演会、 2002年4月11日

大谷泰照:論説「日本帝国海軍の提督たちJ、 『英語教育』、大修館書庖、第51巻第3号、 2002年5月、

43 

大谷泰照:講演 r20世紀とはど、んな時代であったのか一異言語教育の立場からーJ、関西大学FDセミ

ナ一、 2002年5月14日

大谷泰照:講演「桃山学院120年の歴史をどう見るかj 、桃山学院大学講演会、 2002年7月9日

大谷泰照:書評、 JACET関西支部「海外の外国語教育j 研究会 Wr先進国Jの外国語教育一日本の外

国語教育への示唆一』、 WJACET通信』、大学英語教育学会、第134号、 2002年8月、 3

大谷泰照:論説「英語教師と「職人気質JJ、 『無限』、 Aτ'ELAS研究会、 2002年8月18日、 148・9

大谷泰照:講演「海外の外国語教育から何を学ぶかJ、大学英語教育学会関西支部「海外の外国語教

育J研究会、 2002年9月23日

大谷泰照:シンポジアム「言語政策と外国語教育j 、大学教育学会全国大会、京都外国語大学、 2002

年10月1日

大谷泰照:講演「異文化接触と異文化理解J、大阪YWCA講演会、 2002年10月10日

大谷泰照:論説「竹友藻風、高垣松雄、そして中野好夫のこと」、 『桃山学院年史紀要』、第22号、

2002年10月、 1・16

大谷泰照:分担執筆「言語教育政策」他、 『応用言語学事典』、研究社、 2∞2年10月

大谷泰照:文部科学省スーパーハイスクール運営指導委員、 2002年度

大谷泰照:分担執筆 r20世紀は、果たして「戦争の世紀Jで、あったのかJ、 『おおさかYWCA~ 、大

阪キリスト教女子青年会、 2002年11月、 1

大谷泰照:講演 r21世紀は、本当に英語の世紀になるのかJ、愛知淑徳大学文学部講演会、 2002年11

月16日

大谷泰照:筑波大学現代語・現代文化学系外部評価委員、 2002年9月-2003年3月

大谷泰照:年間論文被引用回数 (2001年10月-2002年9月)鳥飼玖美子 WTOEFL・TOEICと日本人の

英語力』、講談社、 2002年4月20日;伊達宗行 Wr数Jの日本史』、日本経済新聞社、 2002年6月3

F
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日;岡戸浩子 Wrグローカノレ化J時代の言語教育政策』、くろしお出版、 2002年10月1日、その他

19回(執筆者もしくは読者よりの通報により確認し得たもの)

石田法雄:出演「ラジオ・キャンパス」、 KBS滋賀ラジオ「さんさんわいど滋賀 彦根・にぎわい・

まち暦」彦根夢京極サテライトスタジオ、 2002年5月24日15時35----55分

石田法雄:講話「今を生きる一若きは美しく、老いたるはなお麗し一j 、やすらぎ学級、草津市笠縫

公民館、 2002年8月8日

Hoyu Ishida : Presentation ‘Time-Space Interformation of Myth in白eHere and Nowー百leZen Lineage and 

Dh釘makara，'百leIntemational Association of Shin Buddhist Studies 9th European Block Conference， 

Lausanne University， Lausanne， Switzerland， September 4 2002 

石田法雄:滋賀県TOEIC推進協議会委員

石田法雄:財団法人滋賀県国際協会評議員

石田法雄:財団法人国際仏教文化協会評議員・研究員

Walter Klinger : ESL game: Q&A cards for oral practice， Hands-on English， 12 (3)， Sept-Oct 2002，12・3

小栗裕子:研究発表「英語学習の動機づけ一大学2年次の初めと終わりを比較して-J、第28回全国

英語教育学会神戸研究大会、 2002年8月23日

小栗裕子:研究発表「大学生の英語学習と動機づけ一入学時と 1年後を比較して-J、大学英語教育

学会第41回全国大会、 2002年9月8日

深見茂:財団法人祇園祭山鉾連合会理事長、 2002年

深見茂:出演「ラジオ・キャンパスj 、KBS滋賀ラジオ「さんさんわいど滋賀 彦根・にぎわい・

まち暦J彦根夢京極サテライトスタジオ、 2002年10月4日15時35----45分

呉 凌非:発表「動詞の最小周期と最大周期J、言語処理学会、京阪名プラザ、 2002年3月20日

呉凌非:出演「ラジオ・キャンパスJ、KBS滋賀ラジオ「さんさんわいど滋賀 彦根・にぎわい・

まち暦」彦根夢京極サテライトスタジオ、 2002年8月2日15時35----45分

呉 凌非:発表 rrーJに関係する副詞についてj 、計量国語学会、大阪大学、 2002年 9月7日

呉 凌非:滋賀県行政経営改革・施策評価委員会委員、 2002年4月1日----2003年3月31日

Shigeyuki Miyagi and Hide止iSakai : Stability Analysis of the Periodic ANC System Reducing Passband 

Disturbances， Proc 01 AdCONIP '02， 221・5，Kumamoto， June 10 2002 

宮城 茂幸:電子情報通信学会2002年度ディジタノレ信号処理研究専門委員会委員

岡本進:講演「健康体操としてのストレッチングJ、県立盲学校職員健康教室、 2001年11月13日

岡本進:講演「運動と心拍数J、滋賀県レイカディア大学選択講座、 2001年11月20日

岡本進:講演「運動とからだの仕組み、運動とストレッチングJ、滋賀県レイカディア大学選択講

座、 2001年12月3日

岡本 進:講演「生涯スポーツとしてのニュスポーツ一豊かなスポーツライフをめざして-J、平成

14年度滋賀県立大学公開講座、 2002年6月15日

岡本進:講演「これからの健康スポーツJ、滋賀県レイカディア大学必修講座、 2002年7月4日
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岡本 進:講演「ニュースポーツのプログラムj 、滋賀県レイカディア大学選択講座、 2002年7月31

日

岡本 進 :講演「高齢社会におけるニュースポーツの役割J、滋賀県レイカディア大学選択講座、

2002年8月1日

岡本進:県スポーツ振興審議会16期委員、 -2002

寄本 明:講演「スポーツにおける熱中症予防について」、福井市スポーツ少年団ジュニアスポーツ

セミナ一、福井市体育館， 2001年6月3日

伊丹君和、藤田きみゑ、寄本 明、古株ひろみ、横井和美、北村隆子、田中智恵、久留島美紀子、藤

迫奈々重、柴辻里香、甘佐京子、森下妙子ベッドメーキング作業における作業時姿勢と自覚疲

労度VASの検討J、第27回日本看護研究学会学術集会、金沢市観光会館、 2001年7月27日

寄本 明:講演「運動医学の基礎、健康づくりと運動J、7市町合同健康推進員養成講座、東近江地

域振興局、 2001年9月7日

寄本 明:講演「転倒の原因と予防についてJ、身体機能測定，転倒予防教室、今津町保健センター、

2001年9月11，12日

寄本 明:講演「運動と健康についてJ、彦根市康推進員養成講座、彦根市障害者福祉センタ一、

2001年9月13日

寄本 明:講演「運動の生理学についてj 、今津町健康推進員養成講座、今津町保健センタ一、 2∞1

年9月26日

寄本 明:講演・実技「ウォーキング、教室J、びわ町100日ウオーク、びわ町保健センタ一、 2001年9

月9，29日、 12月16日

寄本 明:講演「生活習慣病予防のためのウォーキング その理論と実際J、在宅看護職講習会，滋

賀県国民健康保険団体連合会大会議室、 2001年10月11日

寄本 明:講演「健康づくりと運動」、健康推進員養成講座、サントピア水口、 2001年10月18日

寄本 明:講演「運動生理学」、健康推進員養成講座、サントピア水口、 2001年11月1日

寄本 明:講演「スポーツと健康づくり J、亀山ニュースポーツフェスティパル，彦根市亀山小学校

体育館， 2001年11月4日

寄本 明:講演「運動は本当に必要なのか ?J 、能登川町なごみ健康公開講座、能登川町総合健康福

祉センターなごみ、 2001年11月5日

寄本 明:講演「自分にあった運動処方の作成と実際J、能登川町なごみ健康公開講座、能登川町総

合健康福祉センターなごみ、 2001年11月19日

寄本 明:講演「どうして身体活動・運動が大切なの ?J 、平成13年度寝たきり予防対策等普及啓発

推進講演会、志賀町保健センタ一、 2001年12月21日

寄本 明:身体機能測定・診断，転倒予防教室、今津町保健センタ一、 2002年3月15日

寄本 明:身体機能測定・診断，個別健康教育、彦根市勤労青少年ホーム、 2002年5月30日

寄本 明女性214人がやってコレステロールも中性脂肪も見事に減ったサッサ歩きJ、 『わか
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さ』、 2002年、 9月号、44-5

寄本 明 r少し汗ばむ早さで歩くサッサ歩きは週三回で効果が現れ毎日なら高脂血は素早く治るJ、

『わかさ』‘ 2002年、 9月号、 46・7

寄本 明、岡本秀巳、中井誠一中高年者の夏季日常生活におけるエネルギ一代謝と水分出納」、

第56回日本体力医学会大会、仙台国際センタ一、 2001年9月19日

中井誠一、新矢博美、芳田哲也、寄本 明放射型鼓膜温度計による運動時の鼓膜温と直腸温の関

係J、第40回日本生気象学会大会、大阪大学銀杏会館、 2001年10月13日

芳田哲也、中井誠一、新矢博美、寄本 明、森本武利体重計測より 1日の水分出納を測定する試

み」、第40回日本生気象学会大会、大阪大学銀杏会館、 2001年10月l3日

古株ひろみ、北村隆子、伊丹君和、横井和美、森下妙子、甘佐京子、柴辻里香、久留島美紀子、山田

智恵、寄本 明、藤迫奈々重、藤田きみゑ r看護学生の腰痛と食事に関する研究J、第21回日本

看護科学学会学術集会、神戸国際会議場、 2001年12月1日

古株ひろみ、北村隆子、伊丹君和、横井和美、藤田きみゑ、寄本 明看護学生の腰痛に関する因

子の検討」、第32回滋賀県公衆衛生学会、ピアザ淡海、 2002年2月14日

寄本 明、分木ひとみ、島田淳子エネルギー消費量および運動強度からみた生活習慣病予防とし

てのウォーキングJ、第32回滋賀県公衆衛生学会、ピアザ淡海、 2002年2月14日

分木ひとみ、島田淳子、寄本 明ウォーキングが血清脂質および身体機能に及ぼす影響一中高年

者を対象に-J、第32回滋賀県公衆衛生学会、ピアザ淡海、 2002年2月14日

寄本 明、岡本進、分木ひとみ、萎徳鍋中高年女性の心拍数変動およびエネノレギー消費量か

らみた運動処方としての歩行運動J、第6回日本ウォーキング学会大会、国立オリンピック記念、青

少年総合センタ一、 2002年5月26日

分木ひとみ、寄本 明 r中年者および高年者の運動機能に及ぼすウォーキング効果の相違」、第6

回日本ウォーキング学会大会、国立オリンピック記念青少年総合センタ一、 2002年5月26日

伊丹君和、藤田きみゑ、古株ひろみ、横井和美、久留島美紀子、森下妙子、寄本 明看護作業姿

勢からみた腰部負担の少ないベッドの高さに関する研究ーベッドメーキング連続作業による生体負

担分析-J、第28回日本看護研究学会学術集会、パシフィコ横浜、 2002年8月9日

Akira Yorimoto， and Hitomi Bunki : Effects of walking and physical conditioning exercise on risk factors of 

falling and physical fitness in the elderly，百le5
th 
Asian Federation of Sports Medicine Congress， Soul， Korea， 

September 26， 2002 
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